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　ジン・ビューワーが映うつし出しているのはモノクロの映えい像ぞうだ。時たま画面が乱みだれるのは精せい霊れいさんにお願いした人物、つまりスイッチを入れた人の術じゆつ力りよくがその程てい度どだということである。

　まあ、モノクロで見み栄ばえのしない画面でもいいのかもしれない。そこに映されていたのは夜景だった。といってもネオンがキラキラしているというアレではない。新月の夜そのものの真っ暗な夜景である。画面の隅すみに『ＭＮＮ　ＬＩＶＥ』とでているところから、ブラントラント最大の報ほう道どう機関、マジック・ニューズ・ネットワークの生なま中ちゆう継けいだということがわかる。

　とするなら……ＭＮＮともあろうものがなんでそんなものを放送しているのか？

　と、その疑ぎ問もんに応こたえるように画面で変化が生じた。

　空中にフラッシュのような光が次々とあらわれる。カメラのフラッシュと違ちがうのは、その光がすぐには消えず、地上に向けてゆっくりと落ちてゆくこと──そして、一つ一つの光が地上をスポットライトのように照らしだしていることだ。

　アナウンサーの声が情じよう景けいを説明する。

『……ランバルト軍がついにブライトボールの連続詠えい唱しように踏ふみ切ったようです。一個こあたり一〇〇〇〇カンデラの明るさを有するブライトボールが夜のセントールを照らし出してゆきます……あ、お待ちください』

　声がとぎれると同時に、地鳴りのように底そこ響ひびきのする奇き怪かいな音が湧わきあがった。空中を闇やみよりも暗いなにかがよぎる。一いつ瞬しゆんのち、ブライトボールの輝かがやきはぐっと数を減へらしていた。アナウンサーの興こう奮ふんした声がそのできごとを説明した。

『魔ま王おう軍が攻撃的魔法妨害アクテイブ・マジツク・ジヤミングを開始しました！　おそらくダーク・シャドウとおもわれます。解かい説せつのエビータ・ケスンケさん、いかがでしょうか』

　ふーん、と鼻から抜ぬけるような緊きん張ちよう感のない声、えーと別に他意はありませんがなんとなくカマっぽいかなぁーという声が応おうじた。

『んー、ダーク・シャドウの可か能のう性せいが高いといえますね。ブライトボールは魔族の夜戦における優ゆう位いを打ち消すために多用される支し援えん魔法ですが、持続時間が短く、詠唱後のコントロールがきかないという欠点があります。ダーク・シャドウはこの欠点につけこむタイプの妨ぼう害がい魔法で、初めて実戦に使用されたのは28年前の……』

　だん、とテーブルを叩たたく音が轟とどろいた。続いて、なんつーかその、あの、実にこの男子のあっちこっちをひくひくと痙けい攣れんさせてくれる声が響く。

「爺じい、こいつ、なにが面おも白しろくて話しているんだ？」

「と、申されましても」

　額ひたいに浮ういた汗あせを拭ぬぐいながら応おうじたのは全身でもって『わたしは爺でございます』という地味かつ堅けん実じつなオーラを燦さん然ぜんと発している老人である。長身痩そう躯く。びしりとした執しつ事じ服ふく。鼻の下できれいに手入れされたお髭ひげがお見事であった。本当は侍じ従じゆう長ちようだが、主あるじからそう呼よばれたことはない。

「この解説者とやらは軍事評ひよう論ろん家かとか名乗ってるぞ」と再ふたたび女の声。かなり若わかい。

「はあ、そのとおりで」

「ならば、世の者どもに軍事を理解させるのがつとめだろう？」

「おっしゃるとおりでございますな」

「であるならなぜ、この者は魔法の種類について愚ぐにもつかぬ話を延えん々えんと語っているのだ？　いまセントールで繰くり広げられている戦いがどのような情じよう況きようにあり、どうなる可能性があるか、専せん門もん知ち識しきを持たぬ者に理解させてこその解説者ではないのか」

「ああ、それは」

　侍従長は感かん激げきの面おも持もちを浮かべた。

「まことに、御お言こと葉ばどおりにございます」

「うむ。人は千せん差さ万ばん別べつ、さまざまな事情もあるだろう。が……これでは自分の狭せま苦くるしい知識を誇ほこっているようにしかおもえないじゃないか」

　その間に画面は攻こう撃げき魔法が連続使用される様子を映し出していた。炎ほのおが続々と生じ、あちこちで地面が陥かん没ぼつし、人間が石に変わったかとおもえばたちまちすべてが元に戻もどる。攻撃魔法と防ぼう御ぎよ魔法、それぞれ特とく殊しゆな目的を持った支援魔法が飛び交かっているのだ。ほんの一分ほどの間に、フリーズミストで全身が凍こおり付き、ホットブレスで元に戻り、また一歩歩いたところでストーンホールドで石化し、でもってエンジェルブレイズでまた元に戻り……とバランスの悪いＲＰＧのサブキャラのごとき目にあっている可哀かわい想そうなランバルト兵の姿すがたが、戦場でどれほどムチャクチャな魔法合戦がくりひろげられているかを教えている。

　再びアナウンサーが語っていた。

『魔王軍はランバルト軍側面より一いつ斉せいに魔法攻撃を加え、その援えん護ご下かで一斉に夜間白兵突とつ撃げきを開始しております！　ランバルト軍側は急ぎ防御陣じん形けいを整えつつあるようですが、魔王軍の動きがあまりに素す早ばやく、対応しきれていない模も様ようです。しかし戦せん闘とうはまだ開始されたばかりで、今後の展てん開かいは予よ断だんを許ゆるしません』

　ふぅ、と溜ため息いきが漏もれた。

　豪ごう奢しやな内ない装そうの施ほどこされた部屋に置かれた長なが椅い子すから立ち上がったのは身長１７５センチほどの美女である。くもりひとつないプラチナブロンドをひっつめた顔はきりりとしているが、大きなエメラルドグリーンの瞳ひとみは生き生きとした色がある。乳ちち尻しり太ふと股ももはこれ以上はないってほどぱっつんぱっつんだが、肩かた幅はばが女じよ性せいにしてはあるので、たまらぁーんというよりカッコイイという印象が強い。身につけているのは身体からだにぴったりした明るい色のドレスコタルデイとその上から羽は織おったキンキラ刺し繍しゆうを施した外衣サーコートだったりといういかにも中世おファンタジアなファッションなのだが　コタルディがなんか猛もう烈れつにボディコンシャスだったり、サーコートに顔が半分隠かくれるような高いミリタリー調の襟えりがついていたりというところも御ご期待を裏うら切ぎらない。要するに実にハりンりサしムいな女性であった。しかし、言葉遣づかいのほうはさきほどからおわかりのとおり、かなりぞんざいである。

「魔ま王おう領りようのマスコミは少しましだったはずだが……これではパライソ国こく営えい通信や我わが国の報ほう道どう協会とかわらないぞ。それとも、なにかあったと見るべきなのか？」

「と、申されますと？」侍従長がたずねた。

「重要な事じ件けんの時に決まって顔をだす記者がでてこない。名前は忘わすれた」

「ナカジマ・ワティアでございますか」

「そういう名だった。いつも、勘かん所どころを押おさえたことを伝えていたが」

「調べさせましょうか？」

「いや、いい。さほどの意味はない。それよりも……」

　美女は声を潜ひそめた。

「従士団だん長ちようたちはあいかわらずなのか」

「はっ」侍従長はうなずき、すまなそうにいった。「我が連合軍の主力たるレッド、ブルー、グリーン、イエロー、ピンクの五従士団ドルジーナはいずれも……」

「副団長たちも？」

「はっ」

　ちっ、と舌した打うちが響ひびいた。

「目先の欲よくに目の眩くらんだ門もん閥ばつ貴き族ぞくはこれだから困こまるな」美女は溜息をついた。「ランバルトを勝たせすぎるとろくなことにならないとなぜわからないのか。魔王領を片かたづけた奴やつらが次にどこへ手をだすか、子こ供どもにでも想そう像ぞうがつきそうなものだぞ。パライソの生なま臭ぐさ坊主ぼうずどもと手を組んで、我が国をケーキのように切り分けかねん」

「そう予想している者も少なくありませんが……どうも、フェラール三世に貸かしをつくっておけ、という意見が強いようで。ランバルト大使とパライソ俗ぞく論ろん問もん答どう僧そうがそのように説いた影えい響きようも……」

「なんだ、賄わい賂ろでも積まれたか。いうことを聞かないと朝から晩ばんまで耳元で経きようでも唱えると脅おどされたか」

「はあ」侍じ従じゆう長ちようはまた汗あせを拭ぬぐった。「ま、そのようなもので。それに、魔王領の外交はタナカ魔王が行方ゆくえ知れずに……いえ、ランバルトの虜りよ囚しゆうとなってから、めっきり低調になっておりますのでいたしかたないか、と」

　ふーんと腕うでを組んだ美女は脈みやく絡らくのなさそうにおもえることを唐とう突とつにたずねた。

「父上はいかがなされておられる」

「は、陛へい下かは……」侍従長は口ごもった。その表ひよう情じようは、質しつ問もんの真意がどのあたりにあるかを覚さとったことを教えていた。だからこそ口ごもったのだ。

　侍従長の困り顔を目にした美女は手をふった。

「よい、いずれ５人の美び姫きがもとを巡めぐり歩かれておられるのだろう。王族たるもの、愛人の５人や10人いて当然だが、国こく政せいを放ほうりだされているのは困りものだ。姉上たちは姉上たちであてにならんし」

「あまり申されますと……」

「いまさら大して意味はない」美女は笑った。「主要五氏族の差しだした最強の従士団が揃そろってランバルトの尻馬にのりたがる有様ではな。実じつ権けんなどとうの昔に失った連カ合ラ王リ家アになにができる？　父上の気持ちもわかる。わたしもこんな片かた田舎いなかの離り宮きゆうに押しこめられているのでなければ愛人の５、６人も欲ほしいところだ」

「殿でん下か！」侍従長はさすがに強くたしなめた。「あ、愛人の５、６人などと冗じよう談だんにしても下品すぎます！　だいたい殿下の冗談はあぶなすぎます！　都から引き離はなされたのだって従士団をびびらせるためだけに行ぎよう儀ぎ作法のレッスンさぼってシャレで軍事クーデター計画を立案されたからではありませんか！　それをまわりが本気にして……そんなことだから名花のごときお見かけにかかわらずコレバーン剛胆姫ウダローナなどと陰かげ口ぐちを。わかっておられますか、尊そん称しようじゃないんですよ？」

「あーわかったわかった、もういうな」

　殿下と呼よばれた美女──コレバーン連合王家第三王女フィラ・マレルはあわてて手をあげた。

「しかし、だ。国の方は放っておくわけにもいかんだろーな」

「と、申されますと？　まさか本気で軍事クーデターを画かく策さく……」

「面おも白しろそうだがなぜかはしらないが従士団の連中はわたしのことが嫌きらいらしいし、どうしてだかわたしのことが好きらしい民兵はソロバン勘かん定じよう以外はからっきしだからな。まあ、他の方法を考えるしかないだろう」フィラはむーんと腕を組んだ。

「父上は女おんな狂ぐるい、リディア姉様はどこぞの吟ぎん遊ゆう詩し人じんにいれあげておられる、ノーリャ姉様に至いたっては魔王から送られた妖あやしげな本のコレクションを抱かかえて御ご満まん悦えつ……となれば答えは一つだろう。せめて、一人ぐらいは王族らしい真ま似ねをせねば御先せん祖ぞ様にも臣民にも顔向けできない、ということだ」

「殿下……おおお、うっ……ううっ」侍従長は両目を見開いた。すぐにざばざばと涙なみだをこぼしはじめる。「ああなんと頼たのもしい御お言葉でありましょう、この爺じい、殿下が御ご生せい誕たんされて以来一身にお仕えした甲か斐いがあったというものでございます、ううう、ううううっ」

「あーもう、いちいち怒おこったり泣いたりするな」フィラはハンカチをだして侍従長に手て渡わたした。「血けつ税ぜいで暢のん気きに過すごさせてもらっているんだ。当然だろうが？　それにな、褒ほめてくれるのはいいが、まだ具体的な方法までは考えてないんだ」

　ぶびーっ、とハンカチで洟はなをかむ侍従長をそのままに、フィラはジンビューワーに視し線せんを向けていた。太さのあるくっきりした眉まゆ毛げがくっと持ち上がった。

「ほぅ……」

　と声を漏もらした。

　画面は、魔ま王おう軍の夜や襲しゆうをついに支ささえきれなくなったランバルト軍が後こう退たいにうつる様よう子すを映うつしだしていた。

　アナウンサーの興こう奮ふんした声が響ひびいている。

『ランバルト軍が撤てつ退たいを開始しました！　魔王軍が勝利をおさめた模様です！　周囲には様々な種族の兵士たちがあげる勝ちどきが響きわたっています。どうかお聞きください』

　潮しお騒さいにも似にた声の波が聞こえてきた。最初はただの騒そう音おんとしかおもえなかったが、耳が慣なれるとともに意味を持ち始める。

　……万ばん歳ざい

　……総そう帥すい

　……小お野の寺でら

　小野寺総帥万歳。

「これで従士団だん長ちようたちは考えを変えるかな？」フィラは誰だれにともなくつぶやいた。

「残念ながら」侍従長は顔を伏ふせた。

「だろうな」

　フィラはうなずいた。

「所しよ詮せんは小こ競ぜり合いだもんな。これぐらいで気分が変わるようであればそもそも戦争なんぞおこらん。投とう資し家かたちはそう考えないだろうが……」

　そこまで口にしたフィラはぽん、と手を打った。

「おおそうか。よくよく考えてみれば、それだけではないな」

「それだけ、とは、姫ひめ？」

「わたしもそうは考えない、ということだ」フィラはにんまりした。「魔ま王おう領りよう総帥、オノデラゴウシ。利用価か値ちはあるぞ」

「いったいどんな価値です、殿下？」

　フィラはあっさりと口にした。

「結けつ婚こんだ結婚。もちろん頭に政せい略りやくという言葉がつくやつだ。うん、それでいこう」
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　でまあ、一週間ぐらいあとのワルキュラである。季節はすでに冬。といってもカラッ風が吹ふき荒あれて、鼻の奥おくまで埃ほこりくさくなるという感じではない。〈カルネアデス〉作戦用に大動員をかけた精せい霊れいさんたちとの契けい約やくはすでに切れ、みんな普ふ段だん通り魔王領の日にち常じよう生活に密みつ着ちやくした役やく割わりを果たしているからだ。大ざっぱにいって、ワルキュラはオールシーズンを精霊さんたちに守られているため、多少の寒さや積雪はあっても暮くらしにくくなることだけはない。誰だれもがコートやらなにやらを着こんでいるので、夏にくらべて露ろ出しゆつが少ないのが残念、という程てい度どだ。そのかわり街中がクリスマスやお正月（もちろん両方ともこれまでの魔王陛へい下かがもちこんだ純じゆん日本的にいい加か減げんな方のイベントで、宗しゆう教きよう性せいはゼロ）の飾かざりつけで華はなやいでいる。という次し第だいでワルキュラはあいかわらずイイ感じなのであった。

　街の中心にある大だい魔ま城じようつーか魔王城もそれはおなじだ。外はまあ、寒いことは寒いのだが、城しろの内部は精霊さんたちの努力によって春の午後を思わせる暖あたたかさである。我われらが小お野の寺でら剛ごう士し君が相変わらず寝ね起おきしているあの16畳じよう間まも例外ではない。

　いや、さらに暖かい空気に満ちている。実じつ態たいはこんなところである。

「スフィアねーちゃん、おかわり」リアの声が響ひびいた。

「はい」

「この肉野菜炒いため、おいしいね」

「いっぱい作つくったからどんどん食べてね」

「うん」

「あー、この味み噌そ汁しるはなかなか。特にキラノ葱ねぎの香かおりがもう……こたえられんな。うむ……出だ汁しにも一ひと工く夫ふうが加えられている」

　と、今度はゴブリン族長クォルン。

「スフィア殿どの、済すまないがもう一いつ杯ぱい」

「はい、もちろん」

「良ければ今度うちの女によう房ぼうに作り方を……」

「レシピを書いてお渡わたしします」

「そろそろコタツだしてもいいんじゃない」ぱくぱくやっている中央魔法局ＣＭＡ長官セシエ・ハイムがいった。

「冬におこたで食べる御ご飯はんって最高よ」

「うむ、一杯やるのにもいいな。ところでブーラーンは？」とこれはクォルン。

「いつもみたいに、お家に帰ってお酒飲んでるんじゃないの」リアがいった。「でも、ボクもおこた、入りたい」

「だめです」スフィアはきっぱりとはねつけた。

「コタツをだすと剛士様みたいな方は自じ堕だ落らくになってしまいます。半はん纏てんにジャージで一冬コタツで寝起きすることになりかねません」

「うむ。至し言げんだ」アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクール参さん謀ぼう総そう長ちようがうなずいた。

「そこまではひどくは……」ムチャクチャいわれていることに気づいた剛士がさすがに反はん論ろんしかける。

「はーん？」とスフィア。

「ほぉー？」とアーシュラ。

　謎なぞの美少女とヴァンピレラ・ビューティはまるでネタ合わせしてあったかのように声をハモらせ、剛士へたずねた。

「本気でそう断言できますか？」

「……ありません、ごめんなさい」

「うわっ、お米がたってるじゃん」

　第11魔ま導どう連隊長にして魔王領りよう最高の魔導士、ジョス・グレナムがお碗わんに盛もられた御飯をためつすがめつしながら溜ため息いきをついた。とはいえ口調や態度があまりにもわざとらしい。剛士が可哀かわい想そうになって口を挟はさんだのだ。

「メイムはなんでもできるんだけど米焚たくのだけは下手だからなぁ」

「ちょっとちょーだい、ジョス」

　セシエがジョスの皿から肉を引っこ抜ぬき、口へ放ほうり込こんだ。

「あ、楽しみに取ってあったのに、返せよ」

「もう食べちゃった」

「セシエ、おまえなぁ」

「かわりに漬つけ物ものあげるから」

「漬物は嫌きらいなんだよ！」

「ええい、二人とも子こ供どもでもあるまいし」

　叱しかったアーシュラはきれいに片かたづけた茶碗と汁しる椀わんを重ね、箸はしをきちんと揃そろえておくとスフィアに頭をさげた。

「スフィア、実においしくいただいた」

「お粗そ末まつ様でした。お茶、それともホワイトブラッド？」

「あればホワイトブラッドをもらいたい」

「すぐに」

　たちあがりかけたスフィアの視し線せんが円えん卓たくの騎き士しが勢せい揃ぞろいできそうな大きさのテーブルつーか卓袱ちやぶ台だいの一角で止まった。

「あの、剛士様？　もうよろしいのですか？」

「ん……あ」

　ぼんやりとしていた小野寺剛士はあわてて二つのお碗をさしだした。

「両方とも、半分ぐらいで」

「お加か減げんでも……」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちょっとぼーっとしてただけで」

　剛士はスフィアがよそってくれたお代わりを素す早ばやく片づけると、ごちそうさまでしたと手をあわせた。午前中は会議で潰つぶれたので、昼御飯ぐらいは気分転てん換かんを……と、普ふ段だんはスフィアと二人きりの昼食に皆みなを誘さそったのである。いやまあ、世間では上司との食事なんぞで気がかわるかぁーい、という人もおられるだろうが、そこはまあ相手が剛士君ということで。

「まだ、疲つかれが抜けないでしょう」クォルンが気き遣づかう。

「いや……そんなこともないとおもうけど──やっぱりそうなのかな」

　剛士は苦笑いを浮うかべた。常つねと変わらぬ緊きん張ちよう感のない顔ではあるのだが、以前にくらべていささか重みがつけ加わっているような気がしないでもない。実じつ績せきから考えるなら、そう受け取っても無む理りのないところがある。

　天あま抜ぬけ神社の境内けいだいで苛いじめっ子（ほとんど犯はん罪ざい者しや）に捨すて身の罠わなをしかけ、いかにもな御ご神しん木ぼくに放ほうり投げられた結果、異い世せ界かい・ブラントラントへと飛ばされたちんちくりんの高校二年生、小野寺剛士。人族と魔族の間で激はげしい戦いがくりひろげられているそこで彼が担になわされたのは──なんと、魔族の指導者、魔王になること。

　根は暗いが常じよう識しき人じんでもある剛士は、それだけは勘かん弁べん、と断ことわろうとした。が、同じ天抜の出身であるオタク兄ちゃん兼けん魔王、田た中なかさんにとりあえず総そう帥すいとして軍隊だけでも……と頼たのまれ、断り切れなくなったところで大決戦。どうにか負けずに済すんだものの、田中さんは行方ゆくえ不明。そのままなし崩くずしに魔王代行の総帥として魔族たちを率ひきいることになってしまった。

　いざ受け継ついでみると魔王領は想そう像ぞう以上にヤバイ状じよう態たいだった。軍はボロボロ、軍ぐん資し金きんはすっからかん。マトモに戦争ができる状態ではなかった。頭を抱かかえたところにナサニア・ゴローズ率いるランバルト王立特とく務む遊ゆう撃げき隊が兵へい站たん補ほ給きゆう破は壊かい戦をしかけてきて……さらに問題が悪化した。

　さらに頭が痛いたくなった剛士君、一人でぶつぶつと考えこみながらでっちあげた。こちらが監かん視し用の出で城じろへの補給を叩たたかれるだけで痛いのであれば、両国係争の地、セントールに巨きよ大だい城じよう塞さいマリウクスを抱えるランバルトはどうなのだ？

　マリウクスへの兵站線を叩く〈カルネアデス〉作戦はこうして実行に移うつされた。剛士が魔ま王おう領りよう総帥としてはじめて積極的に打って出た軍事作戦である。

　そしてそれは、成功をおさめている。

　いや、大成功といってもいい。

　もちろんその過か程ていでは計算外の出来事がいろいろとあった。本ほん営えいを奇き襲しゆうされ惜おしい人物を何人も亡なくしてしまったし、彼自身が人を殺あやめるという異常な体験もした。スフィアの過か去こにもほんのすこし触ふれたし、アーシュラとは、以前よりわかりあえるようにもなった。それにもちろんあの体験がある。朧おぼろ野のほのかともうひとつの天抜……もっとも、そのことはまだ誰だれにも話していない。

　ともかく、あれやこれやでイベントが特とく盛もり４８０円である。しかし剛士はそのあれこれで心を迷まよわせることがなかった。実じつ際さいは迷っているヒマなんぞなかった、というべきかもしれないが、ともかく、作戦を成功させたのである。

　マリウクスから出戦インターセプトしたランバルト軍──グラッサー戦せん闘とう団だんは剛士の直ちよく率そつする本営直ちよつ轄かつ部隊の夜襲を隊列の横合いから喰くらい、なんの成果もあげられないまま城塞へ逃にげ帰った。戦力はグラッサーの方が優ゆう勢せいだったが、夜だわ奇襲を受けるわ剛士以下魔王軍の皆みな様さま揃ってはやる気だわでどうにもならなかったのだ。要するに剛士とマリウクス駐ちゆう留りゆうランバルト軍が続けた果てしもない腹はらの読みあいの最終段だん階かいで、剛士の方がリードをとったわけである。

「しかし冷や冷やさせられましたぞ、閣かつ下か」スフィアの淹いれてくれたマネフ茶をずぞーっとすすったクォルンが遠い目をしていった。

「なにしろ、事前警けい告こくなしでいきなり本営部隊を動かされたのですからな、知ったときはずいぶん慌あわてました」

「ごめん」剛士は素す直なおに謝あやまった。「でもさ、そのヒマがなくて……それに、クォルンなら情じよう報ほうを掴つかみ次し第だい自分で動いてくれるだろうとおもったから」

「はは、そうまでお褒ほめいただいてはこれ以上いえませぬ」クォルンの猪いのしし顔がおが笑いに崩れる。

「じゃあさ、そういうことで元帥とかになって……」

「前にも申しあげましたが、それは我わが身に余あまります。むろん、ラッシュバーンの昇しよう進しんは必要なことでしたが」

「少しよう将しようになってもらってドラゴン全部預あずけて……で、充じゆう分ぶんだったかな」

「大いに喜んでおりましたよ」

「じゃさ、クォルンもやっぱり元帥」

「わたしは作戦目的以外の部分で働いただけです。マリウクスへの補給路をかきみだして明春に予想される敵てき軍ぐんの侵しん攻こうに悪あく影えい響きようを与あたえる、という主目的においては活かつ躍やくしたのはラッシュバーンです。彼のドラゴンたちがいなければ特とく殊しゆ吸きゆう血けつ鬼き戦隊をあそこまで急速に展てん開かいさせられなかったのですから」

「うん……ともかく後半はクォルンたちのおかげで助かった」

　実じつ態たいはまさに剛士の口にしたとおりだった。

　剛士はクォルンの率いる別働隊へろくに連れん絡らくもせずに本営部隊逆ぎやく襲しゆう作戦を発動したのだが、ハーピィ伝令にその事実を知らされたクォルンの対たい応おうは別働隊の司令官はかくあるべしといいたくなるほどの見事さで動いたのだ。事態を掴むなりこのゴブリン族長は特殊吸血鬼戦隊、突とつ竜りゆう戦隊等々の周辺部隊を呼よび集め、マリウクス城塞西方へと全軍を神しん速そくと表ひよう現げんしたくなる勢いきおいで突つっ走らせたのである。剛士の夜襲を受けて逃げ戻もどってくるグラッサー戦闘団の退たい路ろをやくしたのだ。クォルンは自分に与あたえられた既き定ていの任にん務むに拘こう泥でいせず、剛士がなぜ自分に別働隊を、それもケルベロス親しん衛えい突とつ撃げき戦隊まで含ふくめた快かい速そく部隊を与えたか、〈カルネアデス〉作戦が直面している現げん状じようのなかで独どく自じに解かい釈しやくしたのである。

　その時彼が考えていたのはこういうことだ。

　ま、順当にいけばグラッサーの部隊へもう一度打撃を与えられる。

　もしかしたらマリウクスの城兵が夜明けとともに救きゆう援えんに出撃してくるかもしれないが、そのときは剛士の本営部隊が全力で駆かけつけてくるだろう。マリウクス城塞を脇わきに置いた野戦となれば魔王軍にも充分に勝ち目がある……

　実際はそこまでハデな展開にはならなかった。さすがグラッサー、さんざんに叩たたかれながらも部隊の統とう率そつを維い持じし、マリウクスからの応援を受けずに虎こ口こうを逃のがれたのである──いやま、実は魔王軍の方も大決戦をやらかして損そん害がいを受けては困こまるから適てき当とうなところで追撃を打ち切ったという事じ情じようもあるが。

　ともかく、そういうことである。

　剛士はクォルンを徹てつ底てい的に信用していたし、クォルンもまた完かん璧ぺきにその期待に応こたえた。同時に彼は剛士が自分たちを孤こ立りつさせるはずなどないと確かく信しんしてもいた。

　要するに〈カルネアデス〉作戦において、魔王軍は田中さん時代には望むべくもないお見事な機動戦──つーか機械は使ってないから運動戦、ま、魔法を使ってるから魔動戦とか動どう魔ま戦でもいい──を実現し、ブラントラント全土を驚きよう愕がくさせたのだ。織お田だ信のぶ長ながと羽は柴しば秀ひで吉よしというか、第二次大戦中のドイツ装そう甲こう師し団だんというか、第四次中東戦争シナイ正面のイスラエル国こく防ぼう軍機き甲こう部隊（最近めっきり悪役）というべきか……二人の気の合わせかた、そして彼等についていった魔王軍はたいしたものというほかない。

　ブラントラント全土も同意見である。見事にさばけてしまった戦時国こく債さいがそれを証しよう明めいしていた。新魔王（よその国では、剛士はそう呼よばれることが多い）は戦いくさ運はこびが巧たくみで、魔王軍にもまたそのレベルについていける将兵が数多くいる……ということはつまり、うん、ちょっと投とう資ししてみるかぁ、ということなのであった。ま、剛士にしてみればそうかなぁ、うーん、よくわからないなぁ、というところなのであるが、ともかく魔ま王おう領りようが財ざい政せいをなんとかしながら戦争を継けい続ぞくできるようになったことはありがたかった。すなわちこれが大成功というわけだ。〈カルネアデス〉作戦でランバルト軍の戦せん略りやくに与えた影響については情報収しゆう集しゆうと評ひよう価か作業が進められているところだが、まあ、魔王領がおもいっきり一息つけたことは間ま違ちがいがなかった。

　ならば剛士君、もっと素す直なおに喜び、どんちゃん騒さわぎをしてもよさそうなものであるが、そういう気分にはなれない。イベント特とく盛もりの影響と、自分でもどうにかならんかとおもってしまうアレな性せい格かくの影響である。彼も人間、他人から褒ほめられて嬉うれしくないわけがないのだが、同時に胃の内側が痒かゆくなってしまうのだ。

「それにさ」いまもそれは同じだった。どうにも落ち着かなかった。剛士はその気分をなんとかしようとなおもつけくわえた。

「セシエのところの人たちが良く調べていてくれたでしょ？　だからみんな迷まようことはないんじゃないかとおもって」

「あっりがとー、閣かつ下か」ぽよよんの中央魔法ＣＭＡ局長、セシエ・ハイムがデザートのウンシュ蜜み柑かんを剥むきながらにっこりした。「みんなに伝えてあげたら喜ぶわ」

「うん、伝えてあげて」剛士はうなずいた。「で、あのさ、ちょっとおもったんだけど、やっぱり大だい活かつ躍やくした人にはなにかご褒ほう美びをあげないとマズイじゃないかと……ほら、ＣＭＡはおおっぴらに褒めてあげられない仕事だから。なんかいい方法ないかな？」

〈カルネアデス〉作戦で活躍した将兵に対するご褒美──年金つきの勲くん章しようだとか感状（賞状みたいなもんです）の類たぐいはすでに手て渡わたされたり発表されたりしている。しかし諜ちよう報ほう機関のＣＭＡは仕事が仕事だけあってそういうご褒美は渡せない。たとえば公表される叙じよ勲くんリストにエージェントたちの本名を載のせるわけにはいかないのだ。そういう名前の奴やつがＣＭＡにいる、と知られるだけでもあれこれとマズイことがおこりかねないからである。

「うーんとね」セシエはふわふわの髪かみをいじりながら考えこんだ。「そーだ、あのさ、将来発表するということで勲章とかの秘ひ密みつ叙勲リストに載せておいて……とりあえずはなにか記念品を渡してあげるだけでいいとおもう」

「記念品？」

「うん。煙草たばことか御お菓か子しとかお酒とかそういうの。とりあえず気持ちが伝わればいいんだからそれで充じゆう分ぶんよ。まあね、なにか機会があったら、『そういえば君はあの戦いの時にこれこれこうしてくれた人だね』といってあげるともの凄すごくいいとおもうけど」

　いえま、日本でもほらあの千ち代よ田だ区のあたりにお住まいになっていらっしゃる御ご一家になんかしてさしあげるとそういうものが貰もらえます。恩おん賜しの煙草、とか恩賜の御菓子とかいうやつがそれです。とあるおじいちゃんの話をうかがったところでは、恩賜の煙草は深ふか紫むらさきのケースにおさめられた国産最高級葉がきっちり巻まかれたノンフィルターの逸いつ品ぴんで、巻かれている紙には菊きくの御ご紋もん章しようが金きん押おしされているという実にシヴイものだったという話ですが……いまでは禁きん煙えんがどうのという理由で無くなってしまったそうです。つーか将来は平成天皇と呼ばれることになっている御方が、煙草を嫌われているそうで。

　ま、それはともかく、セシエのいうことはもっともだった。剛士はお茶のお代わりを注いでくれている美少女にいった。

「スフィア」

「はい、剛士様」

「挨あい拶さつする機会はセシエに任まかせるとして……どんな物をあげたらいいのかな」

「秘密を守らねばならないのでしたら、残る物はおやめになったほうがよろしいでしょう」

「食べ物とかそういうものにしろ、ってこと？」

「はい。と申しましても店で売っている物をそのままという訳わけには参りません。ありがたみが感じられませんから。どこか口の固い名店と契けい約やくして、たとえば剛士様の御家紋入りの御菓子を作らせるとか……」

「家紋」剛士は眉まゆを寄よせた。父が冠かん婚こん葬そう祭さいの時に着こむ紋付き袴はかまで目にしたことはあるが、もちろん形なんか覚えちゃいないからである。

「なんかあったけど、覚えてない」

　スフィアは笑った。

「造つくればよろしいのです。御ご下か賜しされた者たちが剛士様からの頂いただき物であるとはっきりわかればいいのですから」

「そんなもんなの？」

「セシエのいったとおり、気分ですから」

「ふーん、じゃ、とりあえず手配しておいて」

　総そう帥すいともなるとイロイロやることがあるんだなぁといまさらの感想を抱いだきながら剛士はお茶を飲んだ。視し線せんに気づく。

「なに、ジョス？」

「あのさー、気のせいかもしんないんだけど」ジョスは頭をかきながらこたえた。「〈カルネアデス〉作戦の時あんまし使ってもらえなかった気がして」

「ああ、それは」剛士は説明した。「だってほら、第11魔ま導どう連隊はなるべく無む傷きずでいてもらいたかったから。来年はどのみち大変になるしさ」

「いや、そっかなーとはおもってるんだけど。閣下、あの……ヒマだったらさ、一回うちの女の子たちを閲えつ兵ぺいしてやってくんないかな？　みんな、きゃあきゃあ盛もり上がるとおもうから。ちゃんときれいどころ揃えて歓かん迎げいパーティの準じゆん備びもしとくし」

　態たい度どこそ軽かったが、ジョス・グレナムの語っている内ない容ようは重い。要するに軍隊のモラルをどう維い持じするかという話だからだ。その意味でいえば剛士がさきほど持ち出したＣＭＡ局員についての話と同じである。

　考えてみればまったくその通りだ。〈カルネアデス〉作戦は魔王領の新支し配はい者しやである剛士がはじめてイニシアティブを握にぎっておこした戦いである。その戦いで活躍できなかったとなると……特にエリートを自じ認にんする部隊ほど気分的に難むずかしいものがあるだろう。諜報組そ織しきと違ちがって軍隊というのはなにかにつけてハデにやらなければ気が済すまないところがあるからだ。剛士はジョスにうんとうなずくと同時に、スフィアに閲兵したほうが良い部隊のリストアップを頼たのんだ。気分を盛り上げる必要があるのは第11魔導連隊だけではあるまいと感じられたからである。

「ねーねー、おにいちゃん」いつのまにやらアットホームな軍事戦せん略りやく会議の場となってしまった卓袱ちやぶ台だいでの食事をもっとも楽しんだらしいリアが学生服の袖そでを引ひっ張ぱった。

「なに、リア」

「あのね」顔のあっちこっちにお弁べん当とうをつけているリアはまん丸な目に微かすかな戸と惑まどいを浮うかべていた。いいたいことがあるのだが、口にすべきかどうか迷まよっているという感じである。

「いいよ、なんでも話して」剛士はうなずいた。

「うん、あの」

　そこまで口にしたが口ごもってしまう。

「リア？」

　不思議におもった剛士がうながした時、ドアがノックされた。あらわれたのはちょっと苦労人風のホビットであった。城じよう内ないの馬だのなんだのの責せき任にん者しや、飼し育いく長ちようである。

「お食事中まことに失礼します」

「閣かつ下かになにか御用か」アーシュラがすかさずたずねた。

「いえ」飼育長は小さな身体からだをさらに小さくしながら額ひたいの汗あせを拭ふいた。

「実はリア様に……」

「えっ、ボク？」リアはきょとんとした。

「は、あの、実はズゥが……」

「あーっ」リアはたちあがった。「そういえばズゥに御飯あげるの忘わすれてた」

「御飯？　勝手に食べるんじゃないの？」剛士はたずねた。

「ううん、あのね、ボクがいるときはいいよっていってあげないと食べないの」

　つまりあれですね、手乗り巨きよ大だい怪かい鳥ちようというかなんというか、そういうことであるらしい。

「ボク、御飯あげてくるね！　ごちそうさまでした！」

　リアは飼育長を従したがえて飛びだしていった。マネフ茶の入った湯飲みを手にした剛士はその後ろ姿すがたを見て微かに眉を寄せた。どこか、無理に元気そうにしている気がしたのだ。
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　いま、ブラントラント中で一番落ちこんでいる人がいたとしたら、ランバルトの対魔王領りよう戦略最前線拠きよ点てん、マリウクス城じよう塞さいにいるヴィル・グラッサー男だん爵しやくであろう。その様子はともかくもうひどいもので、群ぐん馬ま県高たか崎さき市在住・山やま田だ太た郎ろう君（18）が、妙みようにハデな造つくりのホテルの駐ちゆう車しやスペースへビニールかなんかのカーテンを押おし分けてはいってゆくアーパー兄ちゃん運転の旧きゆうモデル国産スポーティ・カー（もちろん中古）の助手席にずっと好きだった鈴すず木き花はな子こさん（17）の姿があることを目もく撃げきした瞬しゆん間かんに匹ひつ敵てきするぐらいの落ちこみようであった。いや、なんかギラギラした二人がなぜかお部屋の様子が示しめされているパネルを確たしかめながら盛もり上がり、ボタンを押したあとで出てくるカードキィなんかを手に持ってエレベーターに乗りこむところまで目撃したのとくらべた方がいいかもしれない。

　たとえ話はともかく、グラッサー、ひどい状じよう態たいである。

　男爵で将しよう軍ぐんだけあってマリウクスで与あたえられた部屋は広々している。寝しん室しつに居い間ま、従じゆう兵へいの控ひかえ室しつ、でもってちょっとした会議の開ける執しつ務む室しつ付きという贅ぜい沢たくなものであった。グラッサーがいるのはその居間である。

　ぐわっしゃーん、と壁かべに叩たたきつけられた酒さか瓶びんが粉々に砕くだけ散った。この世のものとはおもえない雄お叫たけびが窓まどを震ふるわせる。

「おおおおおおっ、まただまただぁぁぁ！」

　ぐでんぐでんのグラッサー、汚よごれたシャツと乗馬ズボンというだらしないスタイルのまま腰こしを下ろしていた椅い子すの脇わきに置いてあった木箱から新しいボトルを取りだした。ロイアル・ランバルトと名付けられた王室専せん用ようのブランデーであった。以前に、フェラール兄ちゃんから一箱下か賜しされた逸いつ品ぴんである。買おうとおもって買える品ではないし、買えたとしてもとてつもない値ね段だんになる、ブラントラントの酒飲み垂すい涎ぜんの一本であった。

　しかしグラッサーは気にしていない。口をあけると、味も芳ほう香こうもいっさい気にせずに瓶ごとぐびぐびとやってしまう。唇くちびるの端はしから酒があふれ、涎よだれだの食べかすだので汚れている髭ひげを濡ぬらし、胸むねにまで垂たれ落ちてゆく。

「うー」

　口を手の甲こうでぬぐったグラッサーは瞳どう孔こうのひらいた目をあてどなくさまよわせた。

「負けた……また負けた……」

　ぐびぐびぐびくび。

「俺おれはできる手はすべて打ったのだ……そのはずだぁぁぁ！」

　ぐびぐびぐびぐび。

　……と、いう次し第だいであった。戦争には勝ち負けがある。剛士君が勝ったのなら負けた人がいる。それがほかならぬグラッサーで、だからこそ落ちこみ、荒あれているのである。

　不幸だったのかもしれない。

〈カルネアデス〉作戦について、マリウクス駐ちゆう留りゆうランバルト軍は的てき確かくな判はん断だんをくだしていた。剛士の戦せん術じゆつ的な目的が兵へい站たん線せんの破は壊かいにあることには即そく座ざとよんで良いほどの素す早ばやさで気づいたし、マリウクス直ちよく撃げきの危き険けんがないことも見て取った。迎げい撃げきのために出撃するマリウクス駐留部隊を罠わなにかける手て筈はずを整えているだろうことも予想していた。戦術的レベルにおける剛士の企たくらみのすべてを看かん破ぱしていたといっていいのだ。グラッサーはその上で出戦した。

　ところが現げん実じつは……まごうことなき敗北、まったくいいところなしであった。グラッサーの部隊は闇やみの中で剛士の本ほん営えい部隊による奇き襲しゆうを受け、事実上、なすすべもなく壊かい乱らんしたのである。それどころか、呼こ応おうして駆かけ戻もどってきたクォルンの別働隊に退たい路ろを断たたれかけ、あやうく包囲殲せん滅めつの憂うき目をみるところだったのだ。

「なぜ奴やつがあそこまで……」

　酒さけ臭くさいどころではない息を吐はきだしながらグラッサーは呻うめいた。剛士の反はん応のうがなぜあそこまで素早かったのか、彼にはまだ理り解かいできないでいるのだ。

　仕方のないことだろう。

　普ふ段だんの小野寺剛士は臆おく病びようなんだか慎しん重ちようなんだかわからないほど焦あせらないところがある。もちろんそのさらに奥おくでは状じよう況きようをイヤな目で見つめているもう一人の剛士が鼻息を荒あらくしているのだが、ともかく、機き敏びんな行動とは縁えん遠どおい。

　グラッサーは〈カルネアデス〉作戦の現実に剛士のそうした性せい格かくをみた。

　一見すると冒ぼう険けん的にすらおもえる作戦だが、実じつ際さいは石いし橋ばしを鉄てつ筋きんで補ほ強きようしたあとで小指の先でおそるおそるつついているような戦い方だと受け取ったのだ。

　間ま違ちがいではない。剛士には確たしかにそういう面がある。

　同時にグラッサーは、剛士の作戦指し導どうにみられるもうひとつのクセを掴つかんでもいた。

　敵てきの裏うらをかき、それでいてひどい失敗をしないように手を尽つくすため、どうしても実際の行動が複ふく雑ざつになりがちなのである。ミッドウェー作戦の時の日本海軍のように二重目的を平然と設せつ定ていするような過あやまちは犯おかさないが、ともかく、どこか一カ所を突つき崩くずせば、全体がトランプの塔とうのごとく崩れてしまいそうな臭においがあると判断していた。

　しかし剛士はグラッサーの出撃を知るや否いなや即そく座ざに逆ぎやく襲しゆうを開始し、魔ま族ぞくの能のう力りよくを最さい大だい限げん発はつ揮きできる夜になって襲おそいかかってきた。いや、実のところ〈カルネアデス〉作戦全体がそうなのだった。騎き兵へい偵てい察さつ隊への攻こう撃げきとゴローズたちとの戦いをのぞけば、魔王軍は夜にしか戦っていないのだ。つまり、圧あつ倒とう的な優ゆう位いを確かく保ほできる状況でだけ、なりふりかまわぬ勢いきおいで戦ったのである。

　そして、戦時国こく債さいを売りまくるだけの成果をあげると、さっと退ひいた。

「畜ちく生しよう……ちくしょぉぉぉぉぉ！」

　ぐわしゃぁーん。

　グラッサーは頭を抱かかえた。現実の痛つう烈れつさがあまりにも辛つらすぎた。彼があのオノデラゴウシにまったく及およばないことを教えていたからである。剛士が電撃的な逆襲を決意し、そのことにただの一度も迷まよいを覚えなかった理由──その決意は極きわめて個こ人じん的なもの、自分の愚おろかさと、そんな自分のために死ななければならなかった人々、狂くるわなければならなかった人々の姿すがたを目にしたことによるものだ──を知らないのだから無理もないとはいえ、敗北は敗北なのである。

　いや、それだけではない。

「俺は戦ってきた。勝ち続けてきた……」

　新しい酒さか瓶びんを握にぎりしめながらグラッサーはつぶやいた。彼の関かん羽うをおもわせるノリのお顔にはまったく似に合あわないもの、暗い陰かげがあった。

　違う。陰ではない。

　怖おそれだった。

　グラッサーは気づいていた。セントールの戦場に魔光とともに出現し、いきなり自分を足あし蹴げにした男。なにか問題があるとしかおもえない男らしからぬ短たん躯く。気き迫はくのかけらもない、怯おびえた小動物のような態たい度ど。

　しかしその惨みじめなはずの存そん在ざいは、いまや堂々たる大だい戦せん略りやくの実行者としてブラントラントに浮ふ上じようしている。出現からわずか三ヶ月ほどでそこまでの存在になりおおせている。半生を戦せん塵じんのなかで過すごしてきたグラッサーの、はるかな高みにのぼってしまった。

　そうなのだ。グラッサーは生まれてはじめて怯えていた。オノデラゴウシはおそるべき、あまりにもおそるべき存在だった。グラッサーの部隊が殲滅されなかったのは、彼の指し揮きが優すぐれていたからではないことは本人が一番良くわかっていた。マリウクスからの救きゆう援えん部隊をひきずりだせないと判断した瞬しゆん間かん、オノデラゴウシがあっさりと戦せん闘とうを打ち切ってしまったから、どうにか対面を保たもてる程てい度どの損そん害がいで済すんだにすぎないのである。それはもちろん包囲されたグラッサーが猫ねこに追いつめられたネズミのように逆襲してくること、それによってたとえ勝っても大きな損害を受けるだろうことを見み越こしたからこその判断だった。

　グラッサーにはその事実がたまらぬほどに悔くやしく、恐おそろしかった。自分には包囲殲滅するほどの価か値ちもないと断だん定ていされたようでもあるし、なにもかもが混こん乱らんしてしまう戦場でそれほど見事に軍を進しん退たいさせた剛士の腕うで前まえを見せつけられたからでもあった。

　くっ、とまたも酒瓶を投げつけかけたところで、人の気配に気づいた。

　少女だった。身につけているのはいかにもなメイド服である。

　朦もう朧ろうとした酔すい眼がんを彼女に向けたグラッサーは胸むねを突かれるような気分を味わった。そして……これまでおもい悩なやんでいたすべてを忘わすれた。

　大おお柄がらでも小柄でもない、純じゆん白ぱくの肌はだを持つ少女だった。ふっくらとした顔立ちで、胸と腰こしもそれにあわせて発達しているようだが、スタイルから受ける印象は爽さわやかだった。脚あしが長いからだな、そしてこの娘むすめは人前では決してその美しく長い脚を見せないのだろうとグラッサーはおもった。

「なにか……用か」呂ろ律れつのあやしい声でかれはたずねた。少女の正体を疑うたがったわけではない。事実上の軍事都市であるマリウクスには多数の女性も居きよ住じゆうしている。きっちりと慰い安あん所じよもある。グラッサーのような要人に仕える立場の女たちも数多くいる。彼女は間違いなくその一人だった。

「お部屋のお掃そう除じに参まいりました」少女はこたえた。箒ほうきと塵ちり取とりを手に、飛び散ったガラスの破は片へんを集めはじめる。

　視し線せんをそらせたグラッサーはまたもや酒瓶を傾かたむけた。アルコールが喉のどを灼やいた。うまくもなんともないことに気づいた。むすっとした顔でしばらく瓶を睨にらみつけたあと、瓶をテーブルに置いた。深い息が漏もれた。

　少女は彼の置いた酒瓶を木箱に戻もどし、部屋の隅すみに持っていった。

「片かたづけろとはいっていないぞ」グラッサーはいった。

「それだけお飲みになれば充じゆう分ぶんです。きっとお身体からだには、血のかわりにお酒が流れておられます」

「ふん」グラッサーはそっぽを向いた。窓まどから冬の陽ひがさしこんでいた。頭がくらくらした。意外な言葉が口をついてでた。

「確たしかに、飲み過ぎたかもしれん」

「おやすみなさいまし」少女はいった。「それが一番です」

「眠ねむってこの気分がどうにかなるかね」グラッサーは自じ嘲ちようした。「これ以上ないほどの無能をさらしたのだぞ」

「万能の人などこの世にはいません」

「わかったようなことを……」

「それがわからねば、愚おろか者です」

「きっ」グラッサーの腰が浮ういた。頭に血が昇のぼっていた。

　少女はきっとした表ひよう情じようで彼を睨みつけていた。彼女の瞳ひとみが透すき通るような水色で、ひっつめた髪かみは艶つややかなシルバーブロンドであることにグラッサーは気づいた。

　ふっ、と笑いが漏れた。グラッサーは寝しん室しつに歩きだした。



    

  
    
      「確かにそうだ。寝ねたほうがいい」

　寝室のドアノブに手をかけたところで彼はふりかえり、たずねた。

「君の、名前は？」

「タナ。タナ・トラットでございます、男だん爵しやく様」娘は一礼した。

「なぜマリウクスなどにきた。もちろん、話せることでなければこたえなくていい」

「兄が、男爵様の配下におりました」

「部下？　しかし騎き士し階級ともなれば……」

「一兵卒です」タナは堂々と身分を告げた。「ジスマール・トロット。男爵様は御ご存ぞん知じないでしょう」

「済すまない。ない」グラッサーは詫わびた。「しかしだ……そうであるならば、兄の世話をしてやってはどうだ？　許きよ可かが必要だというのであればだすぞ」

「無む駄だでございます」タナはこたえた。「兄は先の戦いで名めい誉よの戦死を遂とげました。わたくしはマークス様の書面でのお許ゆるしを得て、ここで閣かつ下かにお仕えできることになりました」

　グラッサーは瞑めい目もくした。酔よいが醒さめるような衝しよう撃げきだった。あの前髪かきあげ兄ちゃん、マークスがそこまで気を遣ってくれたこともありがたかった。ただのスカした女好きではないとは知っていたが、兄を失った女の望みを下心なしでかなえてやれる（文書で許可した、というのはそういうことだ）という点に感心した。彼にもそういう面があるということをグラッサーは素す直なおに喜んだ。もちろん、この娘の鮮あざやかなまでの心根にも。

　だからこそいわなければならないとおもった。ここは戦場であり、そうであるからにはこれほど素す晴ばらしい娘がいるべき場所ではない。時代後おくれのフェミニストならば激げき怒どするだろう考え方かもしれないが、グラッサーはそう信じる男だった。見かけは荒あらっぽいものの、彼の奥おく底そこには人々がファンタジーとして理想化した騎士にして紳しん士したる人物像ぞうに大変に良く似にた人じん格かくがしっかりと根付いている。

「故こ郷きように帰りなさい」グラッサーは優やさしく諭さとした。「墓はかを造つくり、亡なき兄あに者じやを慰なぐさめてやりなさい。でなければ家族も……」

「わたくしのほかに家族はおりません。ですから、このマリウクスが兄の墓のようなものです」

　グラッサーはぼんやりとその言葉の意味を考えた。そしてつぶやくようにいった。

「つまり、わたしはずいぶんと恥はずかしい姿すがたを見せてしまったということだね？」

　タナは集めたガラスの破片を屑くず籠かごに入れながら応おうじた。

「誰だれにでも苦しみはあります。もちろん悩なやみも。それだけで、殿との方がたをどうこう考えようとはおもいません。わたくしは他ひ人と様さまの良い面をまず信じ、敬うやまいます。悪い面だけを見ては……毎日が味気なくなりすぎます」

「そうか」以前に誰かから聴きかされた言葉に似ているなとおもいながらグラッサーはうなずいた。「ありがとう。本当に、ありがとう」

　ベッドに巨きよ体たいを伸のばした彼はまたもや深々と息を吐はいた。気分が軽くなったというわけではないが、さきほどまでにくらべると何かが違ちがっている。初めて出会った娘むすめ、それもただの侍じ女じよに諭された驚おどろきはもうなかった。

　泥どろのような眠りに落ちこむ直前、普ふ段だんはしまいこまれている古い記き憶おくがほんの一いつ瞬しゆんだけ蘇よみがえった。いまはもう亡いひとの言葉だった。



　ヴィル、よろしくて？　わたくしはあなたの素晴らしいところをまずおもいだしてから、あなたのすべてを考えるのよ。
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「ったく、グラッサーまでドジ踏ふむなんてぇぇぇぇ」

　ってな感じでおわかりでしょうが、所はランバルトの王都ウルリス、王おう城じようのシレイラちゃん私し室しつである。

　すでに暴あばれ終わったようだ。室内はゴ○ラとガ○ラが一時間ばかりコサックダンスを踊おどったあと、マイムマイムで仕上げたような有様になりはてていた。いやまあ、乱みだれた御お髪ぐし、あっちこっちひっちゃぶれた豪ごう勢せいなドレス、そしてなによりもイロイロな部分がつりあがった御顔を見る限かぎり、そこにキングギ○ラとメカゴ○ラとギ○オスも参加させたかった気分が持続しておられるらしい。

「もともと無理は承しよう知ちの逆ぎやく襲しゆうであったとおもわれます」床ゆか一面に散さん乱らんしている陶とう器きの破は片へんを器用によけてあらわれたミランが口を挟はさんだ。

「無理を承知？」

　シレイラちゃんはさらに柳りゆう眉びを逆さか立だてた。

「無理だったらやっちゃいけないのよ！　戦争に無む駄だ遣づかいは禁きん物もつなんだから！」

「それは……そうですが」ぶち壊こわれていてもこういうところはしっかりしているな、といまさらのように感心しながらミランはうなずいた。

「なんと申しあげるべきか、魔ま王おう軍の戦いぶりは実に巧こう妙みようだったようで……」

「わかってる、わかってるわよ、そんなこと！」

　シレイラちゃんはさきほどの爆ばく発はつのさいに壁かべへ叩たたきつけた地図を取り上げ、けっとばされたおかげで足が一本ぐらぐらになってしまった装そう飾しよく過か多たのテーブルにひろげた。

　ミランは目を見開いた。地図はセントールの、マリウクス城じよう塞さい周辺のものである。そこには〈カルネアデス〉作戦の展てん開かいがまるでそこで見てきたかのように矢印だの兵科記号だので書きこまれていた。

「あたしたちはやりかえされたの！　あのゴローズのやくざどもを使ってはじめた兵へい站たん線せんの破は壊かいを。でもムチャクチャよ、一体誰が軍の主力を投入して兵站線だけを叩きまくるなんて想そう像ぞうする？　おまけに予よ備びは全部待ち伏ぶせに使ってるし」

　シレイラちゃんの頭に再ふたたび血が音を立てて集まりつつあった。

　しかし、宝ほう石せきのように澄すんだ青い瞳ひとみには徐じよ々じよに冷静さがあらわれつつある。

「そーよ、そーなのよ。兵站線を潰つぶして、マリウクスを──ウランコールやグラッサーたちを混こん乱らんさせたのよ！　こうなるかもしれない、という可か能のう性せいを一山いくらでおもいつかせて、後の先を握にぎったと誤ご解かいさせて……最後の最後でイニシアティブをしっかりと回かい復ふくして、勝ったのよ。うーっ」

「殿でん下か……」

「いいのよ、いいの、もう一度いうけど、わかってんの！」

　なだめようとしたミランを遮さえぎり、シレイラちゃんは忌いま々いましげに腕うでを組んだ。

「一いち枚まい上うわ手てだったのよ、向こうが！　あのちんちくりんのぽんぽこぴーがこのアタシに、このアタシより……作戦家、いえ、戦せん略りやく家かとして優すぐれていたのよ、すくなくとも今回の騒さわぎに関しては！」

　そのまま、すでにヒールのふっとんだ靴くつを踏みならしながらずんずんと壁にかけられたブラントラント全図へと歩いた。

「ったく……おかげでスケジュールが総そう崩くずれじゃない。わかってんのよ。あのちんちくりんがなにを企たくらんだか。来春の攻こう勢せい作戦を遅おくらせようとしたんだわ。たしかにそのとおり、兵站中ちゆう継けい拠きよ点てんがぶっこわされたから、冬の間も無理して続けるつもりだった物ぶつ資しの早期集積は無理。拠点を再さい建けんして、輸ゆ送そう部隊を再さい編へん成せいして……当初計画のままだとどう考えても初夏までかかっちゃう。となると連中が冬まで頑がん張ばったりしたら……エライことになる」

　シレイラは振ふり向いた。ミランを睨にらみつける。

「暗殺ヒツトは無理なの、やっぱり？」

「新たなヒットチームを送りこむことはできますが……成功はおぼつきません」ミランは率そつ直ちよくに認みとめた。

「オノデラゴウシの側そばに仕えている者は、まさに怪かい物ぶつです。ワルキュラに潜せん行こうさせている草……あ、いえ、長期潜入工作員スリーパーからようやく報ほう告こくがありました。オノデラゴウシを襲しゆう撃げきした破は壊かい班はん員いんたちは……たった一人の側役に皆みな殺ごろしにされたそうです。おそらく、ゴローズの王立特務遊撃隊ロイアル・スペシヤル・イレギユラーズが本ほん営えいを襲撃した際さいに恐きよう怖ふをまき散らした少女と同一人物でしょう。魔王領りようがつけたオノデラゴウシの護ご衛えい役やくにして愛人とおもわれます。片かた時ときもはなれません」

「名前はわかってるの？」

「スフィア。そういう名前です」

「スフィア？」シレイラちゃんは鼻で笑った。「自分があのちんちくりんを包みこむ球スコイアだとでもいいたいわけ、子宮みたいに？　いかにも偽ぎ名めいクサイわね。あのぽんぽこぴーには胎たい内ない回帰願望でもあるの？」

「男ですから、潜せん在ざい的にはあるでしょう」

「そんなこといってんじゃないわよ、なんでもかんでも悲ひ惨さんな幼よう児じ体験やアダルト・チルドレンや性的欲よつ求きゆ不うふ満まんを原因にしたがる精せい神しん分ぶん析せきバカじゃあるまいし！　まあいいわ、その愛人についてももう少し調べを進めておいて。敵てきの情じよう報ほうはあればあるだけ役にたつから」

「これはまだはっきりしていないのですが……どうやら、ゴローズ男だん爵しやくがあの者と関かかわりがあるらしいと」

「ゴローズぅ？」シレイラは眉まゆを寄よせた。「またどうして……ええい、いいわ。ゴローズの部隊をウルリスへ呼よび戻もどすしかないわね。直ちよく接せつ話をきいた方がはやい。それに、ずいぶん働いたから部隊もしばらくは戦えないでしょう。ともかく命令書の方はまだ兄様に書いてもらったやつの残りがあるからオーケーだし」

「殿下……その、王立特務遊撃隊ロイヤル・スペシヤル・イレギユラーズは」

「使い潰つぶすつもりだったわよ、もちろん。でも仕方ないじゃない。結果として今回の騒ぎで一人だけ大たい功こうを掲かかげちゃったんだから。みんなの前で褒ほめてやって、あとでなんかまた考えるわよ、あいつ、嫌きらいだから」

「御ぎよ意い……あっ」

　ミランは身を硬かたくした。ついついくのいち風に応おうじてしまったことで、シレイラちゃんに噛かみつかれるかとおもったのである。

　しかしシレイラちゃんは黙だまっていた。地図を睨にらみ、ぶつぶつとつぶやいている。

「すくなくとも作戦レベルでの能のう力りよくについてあのぽんぽこぴーをなめちゃイカンというのはわかったわ。うう。ううううう。戦略的な能力……国家戦略を考える能力も。小こ競ぜり合いに勝って見せて戦時国こく債さい売りまくるなんてそうとしか考えらんない。いいわ。いいのよ、それはもう。あううううううう」

「殿下、あの……」

「あ」ミランを無む視ししてシレイラは大きく口を開けた。

「殿下？」

「そっかぁぁぁぁぁ！」再び振り向いたシレイラちゃんの顔は喜色満面である。つーか、なんか神の光が見えたとかいって踊おどり出しそうな感じになっている。

「あ、あの、殿下ぁ？」そうたずねたミランの声はさすがに驚おどろきで裏うら返がえっていた。

「わかった、わかったのよ！　外交。外交の利用法が間ま違ちがってたの！　ほら、アタシって戦争の天才じゃん、だからついついそっちに引きずられちゃうのよねー」シレイラちゃんは叫さけんだ。

「これならいける、いけるいけるいけるぅぅぅぅ、アタシってやっぱ全方位攻こう撃げき型の天才戦略家じゃーん！　ぐわっはっはっはっ」

　腰こしに手を当てて豪ごう傑けつ笑いを始めたシレイラちゃんに圧あつ倒とうされていたミランだが、笑いがなかなかやみそうにないことに気づくと、そっと一礼して退たい出しゆつしようとした。

　ところが、シレイラちゃん、タダでは逃にがしてくれなかった。おっかない声で彼女の背せに声をかけたのである。

「ミラン」

「ぎくっ」

「さっき確たしか草とか御意とかいってたわねえ……」

　もちろんその後の展てん開かいはいつもどおりであった。それはともかく、ランバルト王国裏番シレイラ王女はまたもやタダでは転ばないヒトであることを証しよう明めいしようとしていた。



　……えーとちなみに、フェラール兄ちゃんがなにをやってるかについては、えーと、御ご想そう像ぞうがつくとはおもいますが、後で書きます。はい。



　　　　４



　さらに数日後。ちょいとした天気の気まぐれと精せい霊れいさんたちのおかげでそこそこ暖あたたかいワルキュラの午前11時すぎである。この日、こりゃまた結けつ構こうな繁はん華か街がいである天てん龍りゆう銀ぎん座ざ三丁目をてくてくと歩く人物の姿すがたがあった。

「おー、見事なものだ」

　年末と戦争ちょっと休みという二大要よう素そのおかげで実に賑にぎやかに様々な種族が行き交かう街路を歩いてゆくのは旅りよ装そうの美女──だれあろうコレバーン第三王女フィラ・マレルであった。背はい後ごを旅たび行ごう李りを背せ負おってよたよたとついてゆくのは侍じ従じゆう長ちよう。他に供ともはない。

「で、でんかぁ、もうちょっとゆっくり」

「爺じい、これほどまでに見事な都会を目にしたことがあるか」侍従長の悲鳴なんぞ全然聞いちゃいないフィラは頭から爪つま先さきまでおのぼりさんそのもののノリで周囲をみまわした。

「うーん、賑やかだ。街にもいろいろな種族が歩いておって、おまけに誰だれもそれを気にしていない。いい感じだな。首都から追おっ払ぱらわれて長いからな。これほどのにぎわいを目にすると心が浮うき立つ」

「そりゃまあそうですが、あのですね」

「お、爺。向こうの通りはさらに賑やかだぞ。ふむ……『竜りゆう派はラーメン横町』か。おお、料理人は全員ドラゴンなのだな。うーむ、納なつ得とくできるようなできないような。ま、いいか。爺、どうだ。ひとつ食していこうではないか？　この国の言葉や文化は子こ供どもの頃ころから王族のたしなみとしてあれこれ教えられたが、ラーメンとかいうもの、まだ試したことがない」

「で、殿でん下か、あのもう少しお立場というものを」

「そう殿下殿下とトイレの前でせっぱ詰つまっている人のように呼よぶな。決めたではないか。この旅のあいだわたしは王女なんぞではなく、コレバーンの縮ちり緬めん問屋のご隠いん居きよの愛人が産んだ三番目の娘むすめでおまえはわたしの老ろう僕ぼくで店の後こう継けい問題でもめて二人して国から逃げだしたという複ふく雑ざつな設せつ定ていなのだ。設定を複雑怪かい奇きにしておくとツッコミいれて喜んだり自じ我がを満足させたりする人がいるぞ、あちこちに。ともかくもいまはラーメンだ。うーむ。名物・吸きゆう血けつ族もびっくりのニンニク爆ばく裂れつラーメン、か。うまそうじゃないか」



    

  
    
      「で、ですからそーゆーことじゃなくて」

「なんだ、もしかして本当にトイレにいきたいのか？　遠えん慮りよするな、我が慢まんはよくない。としをとると近くなるというからな」

「だーかーらー」侍従長は頭を抱かかえた。「あのですね、殿下……いえ、お嬢じよう様さま、覚えてますか？　離り宮きゆうを逃げ出した時どんな騒さわぎになったか」

「……ちょっと大きな音がしたな」

「離宮が全ぜん壊かいするほど魔ま導どう弾だんしかけて吹ふき飛ばしたのはどこの誰です！　だいたいでん……お嬢様はいつも限げん度どというものが」

「仕方ないではないか。幽ゆう閉へいされていたんだしな。見み張はりの者をびっくりさせないと逃げられないじゃないか。それにな、あれぐらいにしておくとテロかなんかと間違えてくれるかもしれないとおもったのだ」

「自分で見張りに魔導弾をしかけたと告げたのはお嬢様です。テロじゃなくて事実上の反はん逆ぎやくだとみんな知っとります」

「爺、細かいことを気にすると白髪しらがが増ふえるぞ……あ、もう全部真っ白か」

「誰のせいだとおもっておられるんです！　ともかくですね、お嬢様とわたくしは反逆者で亡ぼう命めい者しやみたいなもんなんですよ。おそらく追っ手も山のように放たれているはずで、この街にも確かく実じつに潜せん入にゆうしています。いままで見つからなかったのは運が良かっただけなんですから、どうか、最後になってしくじらないように……」

「うむ。安心しろ。わたしは運がいいという評ひよう判ばんなんだ」

「だからそういうことじゃなくて。ともかく追っ手に見つからぬよう細心の注意をですな」

「追っ手か。うーむ」なんのつもりか、フィラは満足げにうなずいた。「いいな。うーむ。追っ手。燃もえるじゃないか」

「なにいってんですか」

「いや、本当の反逆者や亡命者みたいだとおもってな」

「本当にそうなんです！　少なくとも有力氏族どもにとっては！」

「これこれ爺、声が大きい」

「大きくさせたのは──」

　そこまで口にしかけたところで、侍従長の表ひよう情じようがかわった。これまでの、弱っていながらもどこか楽しそうな色が失うせ、鋼はがねを思わせるものが浮うかび上がる。

「殿下」

　声までが変わっていた。いまの彼からは『爺でございます』という雰ふん囲い気きは毛ほども感じられない。研とぎすまされた刃やいば──いや、無数の戦いで血を吸すった剛ごう剣けんのように、威い圧あつ的なオーラを放っている。

「殿下の背後に少なくとも二人」侍じ従じゆう長ちようは告げた。

「間ま違ちがいないか」フィラの声は相変わらずだが、やはり普ふ通つうではないものを感じさせた。響ひびきに震ふるえひとつふくまれていないのだ。

　腰こしに手を伸のばしながら侍従長は教えた。

「一人は見覚えがあります。グリーン従士団ドルジーナの使い手です。わたしの後ろはどうですか──気配はありますが」

「新人アシスタントが泣きながら描かいたモブシーンの中に三人だけ、バックにヘビアミの効こう果か線せんを背せ負おったようなのがいる」

「左右には逃にげられませんな。両方とも、店が満員で足の踏ふみ場もありません。挟はさまれた、というところですか」

「どうするつもりなんだろうか」フィラはぽつりとつぶやいた。

「捕とらえるつもりはないでしょう。殺気を放ちすぎています。どこか人ひと気けのないところで……」

「イヤになってくるな」フィラの瞳ひとみがすっとすぼまった。「爺、女の背はい後ごから迫せまることにためらいを覚えないゲスどもの特とく徴ちようを教えろ。なんでもいい」

「殿下の背後にいる二人は共に野や暮ぼったいドフミーノドで顔を隠かくしています──どうなさいますか」

「簡かん単たんさ」フィラはにやりとした。「ここは文明国の首都でだな、おまけにわたしはかよわい女だ。助けを求める方法は決まっている──すこし、離はなれろ」

　侍従長がわずかに身を引いた直後、フィラは大きく息を吸いこんだ。二人を取り囲む態たい勢せいを取っていた追っ手たちのあいだに動どう揺ようがはしる。

　目配せが交かわされ、男たちが行動にでようとしたちょうどその時、フィラはおもいきりの大声をはりあげた。

「あーれーぇ！　だーれーかぁー！」

　時ならぬ悲鳴に街角がどよめいた。周囲の注目が集まる。集まった視し線せんが外れることはない。少なくともあれやこれやな種族の男どもが視線をそらせることはなかった。埃ほこりっぽい旅りよ装そう姿すがたとはいえ、フィラはもうそれなり以上の美女であるからだ。

　注目を集めることに成功した彼女は即そく座ざに次なる行動へ移うつった。

「ヘンな男がぁ、ヘンな男たちがずっと尾つけてくるのぉぉぉ！　ストーカーよぉ、変態よぉぉ！　きっとわたしを、わたしをさらって絵に描いたり文章にしたりすると一部読者が表向きは怒おこって内心では喜ぶようなことをするつもりよぉぉぉ！」

　おおおお、と反はん応のうの波がひろがる。立ち止まったトロルのおじさんやノームのお兄さんやヴェアウルフの青少年たちがあらぬ妄もう想そうを脳のう裏りに描えがきつつ反応を起こしていた。いえま、我われ々われの知る大都会のほとんどでは子こ供どもが泣こうが美女がわめこうがほとんどの人は知らん顔で通り過すぎる人情紙風船な世界だけれど、ワルキュラはちょっとばかり違う。魔ま族ぞくのノリというか歴代魔王陛へい下かのおかげというべきか、美女が助けを求めているのに知らん顔ができる野郎は一人もいやしない。

　すぐにわざとらしいほどに頼たのもしい声が幾いくつもかけられた。

「大丈夫ですか、お嬢じようさん」

「あなたをつけまわす不ふ埒らちな奴やつとはどいつです」

「おーい、ＰＪＳ持ってる奴はすぐに警けい察さつ呼よんでくれぇ！」

　フィラは駆かけ寄よってきた親切で下心ぱんぱんの魔族や人族たちに追っ手をさししめした。

「ほら、あの人たち！　なんかぱっとしないフードかぶってるあの二人と、いかにもその下に剣けんを隠してますって感じの外がい套とうを着ている三人！　中学一年の時に初めて持った趣しゆ味みがアニメやマンガやゲームだったばっかりにいまやヌルいエロゲー三ざん昧まいの毎日なってしまった奴のような性しよう根ねの腐くさった目つきをしているからすぐにわかるわ！」

「おおお」

「それは許ゆるせん」

「でも俺おれも月に一本は……」

「俺は二本だ」

「俺なんか八本」

「よく金が続くなぁ」

「つーかそれ系けいって一ヶ月でそんなに発売されてるか？」

「そーいう問題じゃない！」

「あーうっとうしい、警察が来る前にやっちまえ！」

「おおお！」

　呆あつ気けにとられている追っ手に男たちが一いつ斉せいに迫る。慌あわてて隠し持っていた剣を取り出そうとした者もいたが相手が悪かった。昼間とはいえ魔族である、生身のパワーでは人間をはるかに上回る連中がずらりと揃そろっていた。

　街頭はすぐに大おお騒さわぎになった。フィラへ襲おそいかかろうと飛びだした一人がトロルの転がした酒さか瓶びんですっ転び、外套の下から剣を抜ぬき出しかけた者は宙ちゆうを飛んだヴェアウルフのフライング・ボティ・プレスでラーメン屋の壁かべに叩たたきつけられ、失神する。他の連中も悲ひ惨さんだった。ニンニクを山のように放ほうりこんだラーメン食べたばかりのスライムが吐はいたくっさーい麻ま痺ひ霧ぎりは浴びるわ、近所の店から飛びだしてきた黄色いトラックスーツでキメた燃もえるドラゴン職しよく人にんの爪つま先さきが怪鳥アチヨー音と共に唸うなりをあげて腹はらにめりこむわ、昨夜彼女にフられたばかりで実にムシの居い所どころが悪い魔ま導どう士しが放ったジェンダーチェンジを中ちゆう途と半はん端ぱに喰くらって身体からだの半分だけ女に変えられるわ、もうムチャクチャである。

　そのなかで、どうにか逃げだした一人がいた。名前なんかどうでもいいのだが、とりあえずプールということにしておこう。

（なんて国だ）

　プールはもみくちゃにされている仲間たちを見み捨すてて逃のがれながらおもった。

（縁えんもゆかりもないことに周り中から駆かけつけて……）

　ともかく逃げねばならなかった。この街には、まだ仲間が多数潜せん伏ぷくしている。彼らと合流して、取り逃がしたターゲットを早く片かたづけなければならない。街中のホテルに網あみを張はっているから、もう一度見つけるのは簡単だろう。見つけた後は、拉ら致ちするか……それができなければ、殺さねばならない。

　プールは思った。なんとかこの場を逃げのびなければ。逃げのびて、おそらく今こん晩ばんおこなわれるだろう二度目の襲しゆう撃げきに参加しなければ。ターゲットを片づけるその場にいなければ、約束された報ほう酬しゆうを受け取ることができない。

　そっと、誰だれにも気づかれぬように距きよ離りをとる彼の視し界かいに、一人の少年の姿すがたが映うつった。

　魔導士らしいローブを着た少年である。整った顔立ちで、丸まる眼鏡めがねをかけている。

　少年はスタンドで買ったホットドッグを食べながら、通りの向こうから大おお股またでプールの方へやってきた。

　プールの頭の隅すみで警けい報ほうが鳴り響ひびいた。ただものではない──いや、ロクでもない奴に違ちがいないと直感したのである。

　彼は正しかった。

　そして、気づくのが遅おそすぎた。

　ホットドッグを食べながら道路を渡わたった少年はいきなり懐ふところからとりだした小型の連発式マジックボウガン（精せい霊れいさんのおかげで弦げんが自動的に引っ張られるようになっている）を彼へ向けると、ためらいもなく衝撃矢を放ったのである。足あし下もとに至し近きん弾だんを喰くらったプールはビルの階かい段だんに放り出された。身体が痺しびれ、起きあがれない。

　少年はムチャクチャであった。もみくちゃにされているプールの仲間たちにも次々にマジックボウガンを向け、衝撃矢をかすらせて失神させたのである。

　それから、ゆっくりとプールの方へ近づいた。おそらく、彼が一番元気そうに見えたからであろう。

　プールはなんとか逃れようとした。しかし下半身が動かない。どうにか動いた右手で剣を抜き出し、少年へ向けた。

「来るな！」

　少年は剣が見えないような態たい度どで悠ゆう然ぜんと近づき、相変わらずホットドッグを食べながらプールを見下ろす。そしてゆっくりと、故こ・山やま田だ康やす夫おを真ま似ねた口調で喋しやべり出した。

「俺の名前は針井歩太。ワルキュラ大学魔法学部を追いだされたおかげでワルキュラ市警ＶＫＰＤへ就しゆう職しよくするハメになっちまった不幸な14歳さいだ。ちなみに年ねん齢れいがどうだとかは気にするな。どのみち俺もおまえも一発キャラだ」

「ハ○ー・ポッ○ー？」

　プールの返事に少年は怒いかりで応おうじた。

「俺をあんなイギリス下か層そう階級出身者特有のせせこましい身分上昇願望と卑いやしい差別意い識しきが横おう溢いつしているろくでもない翻ほん訳やく小説のキャラと一いつ緒しよにするな！　だいたいあの頭とセンスの悪そうな訳文はなんだ！　俺の名をカタカナ表記する時は深ふか町まち真ま理り子こか菊きく池ち光みつが翻訳した時のように表記しろ。あ、実は藤ふじ本もと和かず子こでもいいぞ……ともかくだ、俺の名はハリィ・ポタァ。いいな、ハリィ・ポタァだ。もちろんシャレだ。いちいちマジメにとるな。さ、もうわかったな？　さ、俺の名前をカタカナでしっかりといってみろ」



    

  
    
      「……ハリィ・ポタァ」

「わかってくれて嬉うれしいぜ。ところでだ」

　ハリィはマジックボウガンをくいくい、と振ふった。

「こいつは墨すみ洲す＆上うえ村そんＭ29。当たるところに当たればゴーレムでも一発でのびちまう強力なマジックボウガンだ、というこの場限かぎりの設せつ定ていだ。もしおまえの頭に当たればスイカのようにはじけ飛ぶ。ところでだ……こいつは六発の衝撃矢を放てる。ところが俺は五発放ったか六発放ったか忘れちまった。どうだ、おまえさん、覚えてるか？」

「え？」プールは目を丸くした。矢がむきだしなので、何本残っているかは見えている。一本だ。

　しかしハリィはプールにはよくわからない理由で自分の芝しば居いをすすめるつもりのようだった。大げさに顔をしかめて彼はいった。

「……わかんないよな。俺にもわかんなくなっちまった。五度か六度のどちらかだとおもうんだが……どうする？　六度なら俺を刺させば逃にげられる。五度なら……剣を動かした途と端たん、おまえはあの世行きだ」

「ななな、な」プールはマジックボウガンを指さした。「いっ、一本残ってる、見えてる見えてる」

　ハリィは知らん顔をしてマジックボウガンを突つきつけた。

「とっととゴーアヘツド決めろよ、メイク俺はマイ忙しいんだマジツク」

「あ、あ、あ、わかったわかった、降こう伏ふくするするするする」こいつはあぶない奴やつだ、逆さからっちゃいけないと確信したプールはおもわず手をふりまわした。

　ハリィはにやりとした。

「動いたな。逃げるんだな」

　誰だれにともなくうなずいた彼はプールに向けて衝撃矢を放った。頭ではなく、腕うでをかするように放ったのだが無事で済すむはずもない。強きよう烈れつなショックを受けたプールは一発キャラらしい悲ひ惨さんさで吹ふき飛ばされ、壁かべに叩たたきつけられた。どうみても重じゆう傷しよう。起きあがるどころか喋しやべることすらしばらくは無理だろう（ちなみに、ハリィが吹き飛ばした他ほかの連中も同じである）。

「五度だったみたいだな。泣けるぜ」ハリィはとぼけた声で言い終えるとボウガンをしまった。ゆっくりと残りのホットドッグを食べ始める。これが後にワルキュラ市し警けい最大の問題児となる暴ぼう力りよく刑けい事じ、ダーティ・針井ハリイ・ポタァの初うい陣じんであった。つーか最初でこれかよ。

　ってまあ、これがやりたいだけで４ページ以上も使ったわけではない。問題はダーティ・針井（・ポタァ）君が全員を喋ることもできない状じよう態たいで病院送りにしてしまったことだ。そのおかげでワルキュラ市警は身み許もと不明の女性を白昼堂々襲おそおうとした男たちが何者か掴つかむことができなくなり……ちょっとばかり以上に剛士君の日にち常じようへ変化をもたらすことになるのである。



　一方、フィラと侍じ従じゆう長ちようは突とつ如じよとして発生した大おお騒さわぎの輪からそっと距きよ離りを取っていた。

「よろしいのですか、殿でん下か」

「あまりよろしくはないが、よろしいのだ。ともかくもう追いかけてはこれまい」フィラはうなずいた。「まったく我わが国のおファンタジアな奴らはこれだからな。ここは治安のいい大都会のど真ん中だぞ。警察もあれば漢おとこ気ぎのある善ぜん人にんも数多いのだ」

「……漢気だけかどうかはともかく、眺ながめているだけでそこまでわかりますか」

「この国はランバルトにさんざん負けていながらいままで踏ふん張ばってきたのだ。国民のモラルが高いから国が保もっているのに決まっている」

　フィラの返答に侍従長はうっと呻うめきを漏もらした。泣いているわけではない。感動に近い色を浮うかべていた。

（この姫ひめ君ぎみはこれだからこそ……）

　と敬けい意いを新たにしていたのである。

　それに気づいたのか気づかないのか、フィラはさっと周囲を見回し、通りの向こうを指さした。

「さ、爺じい。いまのうちに逃げだすとしよう」

「いっそこのまま魔ま王おう領りようの保ほ護ごを受けた方がよいのではありませんか？　警察もおっつけやってくるでしょう」

「それはいかん。いま保護されては……わたし自身がだな、コレバーンが魔王領内で王族暗殺を企たくらんだ証しよう拠こになってしまう。こちらから話を持ちかける前に、魔王領が得点しすぎるよ。交こう渉しようというものはせめて０対０ではじめなければいけない」

「──御ぎよ意い」

「それにしても」

「なんですか」

「ラーメン食べ損そこねた」

　走りながら侍従長は頭を抱かかえた。

　相変わらず大騒ぎが続くその場を離はなれ、二人は雑ざつ踏とうの中へ紛まぎれ込こんだ。あちこちから、通つう報ほうを受けて駆かけつけてくるパトロール・カーペットのサイレンが響ひびき始めていた。



　　　　５



　ウルリスの帰き還かん命令を受け取ってもっとも驚おどろいたのはその当人だった。つまりは王立特とく務む遊ゆう撃げき隊指し揮き官かんナサニア・トルガ・ゴローズ男だん爵しやくその人である。これまでの扱あつかわれ方からして、良くてもマリウクス駐ちゆう留りゆうを命じられるとおもっていたのだ。

　しかし命令書には国王フェラール三世の真筆署しよ名めいがあり、可か及きゆう的速すみやかにと命じている。ゴローズと副官のマヤ・ウラムは部隊と別に急ぎ帰還せよ、その際さい、特例をもってペガサスの使用を差し許ゆるすとまであった。突とつ然ぜんの厚こう遇ぐうである。

　当然のことながら、ゴローズはそれを素す直なおに受け取らなかった。彼を信じ敬うやまい愛するマヤに至いたっては、

「帰られてはなりません、隊長。罠わなです」

　と即そく断だんしたほどである。

　ゴローズはスフィアと再さい会かいを果たして以来、奇き妙みようなほど不ふ機き嫌げんで、そうでありながら以前にも増まして自分から離はなれようとしなくなった愛らしく健けな気げな副官のきりっとした顔をその頬ほおに血が昇のぼるまで見つめたあとで、

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ」

　と応おうじた。

「しかし……」

「騎き士しウラム。君が僕ぼくの身を案じてくれることはまことにありがたい。しかし、今回は大丈夫だ。そういう保ほ証しようが得られている」

「保証、ですか？」

「ああ」ゴローズは微び笑しようした。「確たしかに僕は友人をあまり持たない。しかし、この世に君と部下たちの他に信しん頼らいをおくべき人間が一人もいないわけでもない」

　マヤは反対しなかった。というかアレ、ゴローズの『この世に君と部下たちの他に信頼をおくべき人間が……』という言葉を耳にした途と端たん、かあっと身体からだが熱くなり、妄もう想そうエンジン出力２４０パーセント全速前進になったわけです。もちろんゴローズの言葉は脳のう内ない妄想変へん換かん器きが自動的に編へん集しゆうを済すませ『この世に君の他に信頼をおくべき人間はいない』という豪ごう快かい極きわまりない内ない容ように変へん更こうされてます。だもんだから、

「しかし念のために情じよう報ほうを入手する必要が……」

　なんてゴローズが口にしていても

（そんな、情報なんて、ナサニアったらわたしのことそんなに知りたいだなんてもう）

　って感じで、

「無む論ろん、我われ々われが共に参加した今回の作戦行動は一定の成果を収おさめたわけだから、おそらくは君の立場も……」

　という彼の言葉に至っては

（えー？　えー？　やだもうそんな、わたしの立場が変わっちゃうって、あのやっぱり、ああああの、やっぱりそれってぷ、ぷ、プロポーズぅ？）

　とまあ、さっぱり理り解かいが成り立っていない。

　やがてゴローズもマヤの様子が尋じん常じようでないことに気づき、眉まゆを寄よせてたずねたが、

「……騎士ウラム？　大丈夫か？　身体の調子でも悪いのか？」

「え？　あ、はい、でもあのそのそんなに心配していただけるなんて」

「いや、まあな……ともかくだ、ウルリスではよろしく頼たのむぞ」

「あ、え？　そんないきなりなんてやっぱり心の準じゆん備びが。でも、頑がん張ばります！」

「うん、良かった」

（きゃああああ、そんな、良かっただなんてぇぇぇ！　いやんいやんもう）

　つー感じで実はウルリスへ戻もどったあと政せい治じ的にうまく立ちまわる必要があるからお互たがいに頑張ろうね、という会話では全然なくなっていたのであります。まあ、それでも必要な部分は外さないだろうと期待できるところがマヤちゃんをゴローズの副官たらしめているのでありますが。



　そしていま、ゴローズは王城の絢けん爛らん豪ごう華かな謁えつ見けん室しつでランバルト国王フェラール三世の前で片かた膝ひざをつき、頭を下げている。落ちぶれた家とはいえ、騎士一族の出身であるマヤも御お目め見み得えを許され、ゴローズの左後ろで同じ姿し勢せいを取っている。

　眠ねむ気けを誘さそうような声がゴローズたちの功こう績せきを読み上げていた。

「……であり、ここに魔ま物ものどもに対して大なる損そん害がいを与あたえたものと認みとめられます。また、多分に偶ぐう然ぜんの左右するところによるとはいえ、魔王軍本ほん営えいを奇き襲しゆう、魔王領りよう総そう帥すい以下、魔王軍首脳部の心しん胆たんを寒からしめたこともまた今次戦せん闘とうにおける男爵ナサニア・トルガ・ゴローズ並びに王立特務遊撃隊の戦功として大いに賞しようすべき点に疑うたがいはございません」

　書記官たちがあっちこっちに気を遣つかいながらでっちあげたゴローズの軍功報ほう告こくを読み終えたカディウス大だい将しよう軍ぐんは丁てい寧ねいに国王へ一礼した。といっても、表情は酢すを飲んだうえに青あお汁じる流しこんだような感じであった。彼の軍人としての感覚はゴローズの功績を認めるにやぶさかでないのだが、個こ人じん的にはどうにも、という以上に面おも白しろくないからだ。

　ゴローズについて虫が好かない、というだけではない。マリウクス駐ちゆう留りゆう軍ぐんがオノデラゴウシによってしてやられてしまった現げん実じつを忘わすれられないのである。まあさすがに、『ゴローズの行動が敵てき軍ぐんの反撃を招まねき、結果としてオノデラゴウシに名を成さしめたのではないか、だからゴローズが悪い』というファンタジーのりでよくある単たん純じゆんでおバカなことは考えない。要するにこの儀ぎ式しきが敗北をごまかすためのものであり、自分がその片かた棒ぼうを担かつがされているのが気に入らないだけなのだ。つまりカディウスは勇ゆう猛もう果か敢かんな常じよう識しき的作戦家、後ろ暗い部分などカケラも持っていない真っ当な愛国者、そしてフェラール三世の忠ちゆう臣しんという様々な気分をせめぎ合わせていたのである。

「……よくわかりました」

　玉ぎよく座ざのフェラール三世は秀しゆう麗れいな面立ちを微かすかにほころばせた。ゴローズに不気味なものを感じ取っている彼にしてみればこれだけでも大サービスである。なお、本日のお召めし物は手の込こんだ金糸の刺し繍しゆうが返した袖そで口ぐちや合わせの部分に施ほどこされたアビ風コートを基き本ほんに、襟えりはふんわりと巻まかれた純白のクラヴァットでこの冬のファッションを演えん出しゆつしている。もちろん下半身はぱっつんぱっつんのお耽たん美び系けいタイツであった。

「ゴローズ男爵、御苦労でした。王国はあなたとあなたの部隊の活かつ躍やくに感かん謝しやします。直じき答とうを差し許ゆるします」

　フェラールはいった。近ちか頃ごろは国事に追われているわけでもないというのに、顔にはいささか以上の疲ひ労ろうがあらわれている。

「ありがたき御お言葉にございます、陛へい下か」発言の許しを得たゴローズの口から漏もれた言葉はそれだけだった。

「なにか望みがありますか。あれば遠えん慮りよなく申しでなさい。王国の繁はん栄えいに寄き与よすることであれば可か能のうな限かぎりかなえてあげましょう」しばらく待ったあと、ゴローズがそれ以上喋りそうにないとわかったフェラールは苦く笑しようしたいような気分でそう口にした。

「お許しを得ましたので申しあげます、陛下」

　ゴローズは応おうじた。

「今次作戦期間中、我わが副官、騎士マヤ・ウラムの活躍は大なるものがありました。また、兵の中にも王国と陛下のため、命惜おしむことなく戦った者が数多くおります。願わくば、この者たちにも御お慈じ悲ひをお与あたえください」

「慈悲とは？」

「ウラム家の名めい誉よ回かい復ふくにお口くち添ぞえください。また、よんどころない事じ情じようにて罪つみを犯おかさざるを得なかった兵たちにも同様のお許しを」

「それだけですか。あなた自身の望みはないのですか」

「おそれながら、ただ一つだけ」

「言ってみなさい」

　ゴローズはほんのわずかに顔を仰あお向むかせ、フェラールに言上した。

「願わくば、今後もセントールで戦わせていただきたくあります、陛下」

「たとえ別の方面でより大きな部隊を与えるといっても、ですか？」

「王国の未来は魔王領との戦いにあります」

　ゴローズの返答にフェラールは言葉を詰つまらせた。おもいあたることがあったのだ。かつてシレイラに対して語ったゴローズについての感想。それが脳のう裏りをよぎったのである。

（つまり、魔王領との戦いにこそ、この男の求める何かがあるということか）

　フェラールは迷まよわなかった。ゴローズがなにを考えているにしろ、それが国家の転てん覆ぷくや王おう権けんの簒さん奪だつといったカビの生えたような目的ではないことが直感できたからだ。王国の損そんにならないことであるならばワガママもワガママではなくなる。少なくとも彼の立場ではそうなる。

「わかりました」

　フェラールは立ち上がり、並なみ居いる臣下に対して王としての言葉を告げた。

「わたしはランバルト国王として、ゴローズ男だん爵しやくの望みがすべて叶かなえられることこそ王国の繁栄につながると信じます。皆みなさんはそれぞれ国王の意思の実じつ現げんに力を注ぐよう、希望します」

　全員が一いつ斉せいに片かた膝ひざを折った。ゴローズの望みは国王の命令となった。

　謁見の間中、列席者の一人であったシレイラ王女は眉まゆひとつ動かさなかった。



「なにか御ご不ふ審しんがおありですか」謁見が終わったあと、私し室しつに戻もどったシレイラにミランがたずねた。

「わけがわかんなくなってきたのよ」シレイラはすっぱりと要約した。「権力でも財ざい産さんでもいいけど、もうちょっと形のあるものを欲ほしがってくれると考えていたんだけど」

　もちろん我われらがシレイラちゃんはゴローズのことを守しゆ銭せん奴どや名望好きであると決めつけていたわけではない。兄王の意見を耳にして以来、ゴローズの望みがそんなものではないとは想そう像ぞうがついている。

　しかし、なにかを望むのならば、金も名誉もあるだけあったほうがいい、というのがシレイラちゃんの認にん識しきである。二つとも物事を思いのままに動かす力になるからだ。

　なのにこの二つに興きよう味みを示しめさないのはとっとと抹まつ殺さつしたほうがいいぐらいロクでもないことを考えているか、生かしておく価か値ちもないような大バカ野や郎ろうであるかのどちらか──シレイラちゃんの明めい快かい極きわまりない思考法でいえばそうなってしまうので、今日のゴローズの態たい度どでワケがわからなくなってしまったのである。ゴローズがそのどちらにもあてはまらないことはわかっているからだ。

「一いち応おう、調べは進めていますが」ミランが肩かたをすくめた。

「サンバーノの爺じいとはやはり？」シレイラちゃんは片かた眉まゆをあげてたずねた。

「ええ、その点は確たしかです」

「爺の動きは？」

「サンバーノ宰さい相しようはそれなりに金を使っているようです。ただしそれがどうも……王国の利害に関かかわらないことばかりを調べています。特に各国の古記録調ちよう査さに手を尽つくしているようですが」

「ボケたのかしら──んなワケないわね」シレイラちゃんは自分で打ち消し、まあいいわ、とつぶやいた。

「いまのところは、アタシの邪じや魔まをしないでいてくれたらいい……ところで、兄様は？　ずいぶんお疲つかれのようだったけれど」

「あの……えーとですね」ミランはなぜか口ごもった。

「あ」シレイラは眉をひそめた。「またぁ？」

「……はい。陛下付きの侍じ女じよとして潜ひそませた者がもたらした最後の報ほう告こくによれば、その、ほとんど毎日のようで。いつものナニ……もとい、お楽しみもなされず、〈孤こ影えいノ間〉へ入り浸びたられておわします」

「まさかあのオタ野郎と……じゃないでしょうね」シレイラちゃんはたずねた。もしそうだったら即そつ刻こく二人とも暗殺よ、とでもいいたげである。

「それはないようです。朝の九時ごろには疲れ切ったご様子でお戻りになり……昼食までぐっすりと眠ねむられるそうです。なんでも締しめ切りとかアサイチとか寝ね言ごとを漏もらされているそうで。これは関係あるのかどうかわかりませんが、王立印刷局の者が足あし繁しげく〈孤影ノ間〉に出入りしています。このままじゃ間に合わない、遅おくれちゃう遅れちゃうなどと懐かい中ちゆう時計を取りだして独ひとり言をつぶやきながら泣きそうな顔で紙かみ袋ぶくろを抱かかえ、ぴょんぴょん跳はねながら印刷局へ戻るそうですが」

「そうです、とかそうで、ばっかじゃないの」シレイラはミランを責せめた。

「あのオの字魔王が幼よう少しよう期に暗い経けい験けんをしたことを想そう像ぞうさせる病的な絵を描かいて遊んでいるのはわかってるわよ」

「おそらく陛下も……」もごもごとミランがこたえた。

「それならそれでいーけど。個こ人じんの趣しゆ味みは他者の生活を阻そ害がいしない範はん囲いにおいては神しん聖せいかつおかさざるべきものだから。あ、もちろんあのオの字は別ね。あいつムカツクから」

「なんか筋すじが通っているようないないような」

「それでいーの！　アタシは偉い大だいな人なんだから」シレイラちゃん、豪ごう快かいに明言された。

「あのね、最悪、兄様がケツに薔ば薇らの花園咲さかせるような絵を描いて遊んでるんでもかまわないの！　アタシがなにいいたいかわかる？　気に入らないのは情じよう報ほう収しゆう集しゆうをしているにもかかわらずあやふやな観かん測そくや推すい定ていしかあがってこないことなの！　だいたい、確かく実じつな情報を得るために、あのオタ野郎の侍女としても一人潜もぐりこませたはずでしょうが」

「そうなのですが……その」

「なによ」

「先日、辞じ職しよく願ねがいが届とどきまして」

「辞職願？　なによそれ！」シレイラは目を剥むいた。「いつから諜ちよう報ほう局を勝手に辞やめられるようになったのよ！」

「お忘わすれですか、殿でん下か。くのいちであれば抜ぬけることはできませんが……諜報局となりますと表向きの名めい簿ぼには載のらないとはいえ国法の上では公こう務む員いんということに。公務員は、辞職できます」

「あー」シレイラは頭を抱かかえた。確たしかにそのとおりだった。「まさかこんなところで趣味に足をすくわれるなんてぇー！」

「いっそ趣味を変えますか？」

「っさいわね！　ところで、理由はわかってるの？」

「あのですね、その、意味がよくわからないのですが」ミランも困こん惑わくしきった様子である。

「かいつまんで申しますと、その、新しい人生の目標が見つかった、とか、一度やったらやめられない、とか」

「なによそのアホな新しん興こう宗しゆう教きように入信したか麻ま薬やくでもやったような理由は！」

「はい、まことに……処しよ分ぶんも可か能のうですが」

「魔王付きの、それも兄様が揃そろえたことになってる侍女を？　やめてよ、冗じよう談だんじゃないわ」

　シレイラは溜ため息いきとともに手を振ふった。

「さすが魔王ということか……バッカじゃないの、ったく。まあいいわ、しぱらくは表だってなにができるわけじゃなし、兄様も春までは遊んで貰もらっていて構かまわないし。放ほうっておきなさい」

「マリウクスに増ぞう援えんは送られないのですか」

「送るワケないでしょ！　グラッサーは兵の損そん害がいを可能な限かぎり抑おさえたし……ま、おそらくオノデラゴウシも損害がですぎることを怖おそれていたからだろうけど。ともかく、マリウクスは手持ちで充じゆう分ぶんよ。下手に増援なんか送ったらマリウクスの備び蓄ちくが減へるだけだもん」

「はい」

「で、本題よ。どうなの？　まず、パライソの生なま臭ぐさ坊主ぼうずどもから」

「はい」ミランは顔を引き締しめた。「パライソ南方教会の大主教は……」



　　　　６



　夜。魔ま王おう城じようから歩いて30分ばかりの鈴すず木き魔王記念公園（魔王御ご用よう邸てい跡あと地ち）を望む古いが品のあるホテルの一室にフィラ・マレルは身を潜めていた。

　御ご機き嫌げんは、かなり悪い。

「あーヒマだなー、ヒマだヒマだ」お見事なプロポーションを有する肢し体たいをソファにでーんとねそべらせたフィラは二人のスライムがどたばたを繰くり返している映えい像ぞうをうかびあがらせたジンビューワーを横目で眺ながめながらぶちぶちのたまわっていた。

「だめです。外出なんてとんでもない」侍じ従じゆう長ちようはきっぱりとダメを押おした。「追っ手があれだけとは限らないんですから」

「しかしなぁ」フィラはプラチナ色の髪かみへ指をくるくるとからめながらなおもぶちぶちと続けた。「普ふ通つうわたしのような王女となるとアレだ。勝手に外へでかけて怪あやしげな酒場だの博打ばくち場だのに潜りこみ、妙みような奴やつに絡からまれて大おお喧げん嘩かになるか、すってんてんになったあげく裸はだかにむしられそうになって逃にげだして一ひと騒さわぎをおこすとか……でもってだな、婚こん約やく者しやとはまた別の見み目め麗うるわしい男と出会ったりして許ゆるされぬ恋こいに身も心も焦こがしまくるとかいうのが定番だとおもうのだが」

「その男が実は流る浪ろうの王子だとか哀かなしい過か去こを背せ負おった孤こ高こうの剣けん士しだとかいうわけですか」

「そう、それだ。でもってそいつは悪の大魔王に追われているとか、悪の大魔王に復ふく讐しゆうを誓ちかっているとかいう展てん開かいでな。むろんわたしとは身分の差とか立場の違ちがいでもって許されない恋という奴で、最後にだな、そう、口づけひとつぐらいで一人去ってゆくのだ。どうだ、燃もえるだろう」

　フィラはにこにこしているが、侍従長の顔には呆あきれとあきらめが投げつけられたパイの生クリームのようにべったりとはりついていた。

「あの、殿下。御自分の立場がおわかりですか」

「なにがいいたいんだ、爺じい」

「殿下はその魔王、いまは総そう帥すいの所に自分から乗りこもうとされてるんですよ……政せい略りやく結婚しましょう、と。どっちかといえば、殿下の方が悪役です」

「うむ。そういう考え方もあるな。しかしプラトニックな恋と現げん実じつの生活は違うからな」

「ともかくですね、外にはおだししませんからね！　それに……その番組、いい加か減げんになさってください」

「ん？」フィラはあいかわらず二人のスライムがぷよぷよぷるぷるとドタバタし続けている映像をちらりと眺めた。

「なんか問題があるのか？」

「たぶんそれ、アダルトチャンネルです」

「おお、どつき漫まん才ざいかなにかとおもっていたぞ」

　額ひたいに手を当てた侍従長は問答無用でジンビューワーを切った。

「ともかく今こ宵よいは早くおやすみになってください。怪しい酒場や博打場なんてもってのほかです！　だいたい、あーいう所にはロクでもない輩やからしかいないのは国で何度か出かけられてよくおわかりでしょうが」

「見かけが良くて女を口説くのが上手な男もいたぞ」

「おかげで娼しよう館かんに売り飛ばされかけたのは誰だれです！」

「はっはっ、楽しかったなぁ、あれは」

「うう……いつもこれだ。やっぱり教育方ほう針しんを間違った……」侍従長は本ほん格かく的に頭を抱かかえはじめた。

　しかしフィラはそんなこと気にしちゃいない。あいかわらず暢のん気きな、それでいて自信に満ちた様子で話しかけた。

「これこれ爺、そんなに喜ばないでもよい」

「喜んでるんじゃありません！」

「大だい丈じよう夫ぶだろう。ともかくだ、今夜はおまえのいうとおりゆっくり休むことにしよう」

「本当ですか？　ウソついてもだめですよ！　今夜は寝ねずの番をしますからね」侍従長はぐっと胸むねをそらせた。旅りよ装そうこそ解とき、いかにも侍従風の衣服に改めたものの、腰こしには細身の身体からだに不ふ似に合あいなほどがっしりした拵こしらえの剣があった。

「わかったわかった。ともかくだ、明日は値ねの張はる豪ごう勢せいな貸かし馬車を……いや、この国では貸し絨じゆう毯たんか、そいつを借りてだな、魔王城をたずねよう。身み許もとを疑うたがわれるかもしれないが、ま、心配はなかろう。この国の外交官にはわたしを目にしたことのある者がいくらでもいるはずだ」

「いまさらうかがうのもなんですが……本当にいいんですか？　魔王領総帥は年下ですし、見かけもぱっとしないどころじゃありませんよ。後こう悔かいすることになりやしませんか？」

「安心しろ。わたしは顔や身長が不自由な男でも差別する習しゆう慣かんはない。それがわたしのポリシーなのだ。それが証しよう拠こにわたしは総帥の顔を知らん。つーかワザと知ろうとしてこなかった。明日の楽しみにしている」フィラは深々とうなずきながら断だん言げんした。

「楽しみすぎです！　この前だってきっと経けい験けん豊ほう富ふに違いないとかいって80過すぎの羊ひつ飼じかいを婿むこにするとかいいだしたじゃありませんか」

「……豊富だとおもったんだがな」

「豊富すぎます！　どうしてもっと世間並なみの殿との方がたと……普通お姫ひめ様さまといえばそっちのほうでしょーが！」

「うむ。そこが不思議なのだ。時たま親族から紹しよう介かいされる美形の伯はく爵しやくだの騎き士し団だん長ちようだのと話すこともあるな、確たしかに。一いつ緒しよになったら幽ゆう閉へいは解とくという条じよう件けんだぞ、もちろん。正直な話、わたしはまあその男でもいいかなとかおもうのだが、不思議なことに相手が二度と会いたいといってこないのだ。わたしはそれほど見かけには不自由してないつもりなんだがな」

「そりゃそうでしょうが！　伯爵の前では貴き族ぞく制せい廃はい止し論ろんを二時間もブチあげるわ、騎士団長の前では地図をひろげて図ず上じよう演えん習しゆうをはじめて完かん膚ぷなきまでに打ち破やぶるわ……下手にお美しくあらせられるだけ余よ計けいにイヤにもなります！」

「わたしなりに気を遣つかったつもりなんだがな。それにだ。女によう房ぼうになる女の屁へ理り屈くつに二時間ばかりつきあえないようでは夫になどなれんし、図上演習は軍指し揮き官かんの基き礎そ教養だぞ。男は心が寛ひろく仕事ができないといけない」

「うううっ、うううっ」侍じ従じゆう長ちようはぼろぼろ涙なみだをこぼしはじめた。「甘あまかった……甘かったんだ。ご幼よう少しようのみぎり、姫のご利発さに素す直なおに喜んでしまったのがいけなかったんだ！　姫が読みたい本は君主制廃止主しゆ義ぎ者しやの地下出版物サミズダートであろうと手に入れ、軍のことを知りたいというから一番の作戦家を家庭教きよう師しにつけたりしたのがいけなかったんだ……あああ、わたしが、わたしがみんな悪いんだぁぁ」

「悪くはないぞ、いまのわたしがあるのはすべて爺のおかげだ」

「うわぁぁぁぁ、そんなこといってるしぃぃぃぃ」

　号ごう泣きゆうをはじめた侍従長を慰なぐさめながらフィラはいった。

「いいからいいから。今度ばかりは気をつけようじゃないか。ちゃぁーんとだな、王女っぽく見えるアクセサリーや衣服も持参しているんだ。真ま白しろき我わが肌はだに映はえるちゃらちゃらした金のネックレスだの腕うで輪わだの足輪だのはもちろんでな。服の方はうすうすでひらひらですけすけのエッチなカラシリス風ドレスだ。もちろん両サイドには深いスリットがしっかり入っていてだな、ほとんど腰こし布ぬのなんだ。気に入った男の前で着てやろうとおもっていた服だぞ。うん、必ずや太ふと股ももちらりでオノデラゴウシを悩のう殺さつしてくれる。必要ならばおっぱいポロリも辞さないぞ。ついでに我が救国の秘ひ策さくについてもたっぷりと語ってやろう」

「うううっ、最後のそれがイカンというのに……いっそストリップでもしたほうがマシですよ、それでは」

「おお、それは考えつかなかった。いまから見物に出かけて勉強してこようか」

「うわぁぁぁぁ、皮肉もつうじないぃぃぃぃ」

「というわけで爺じい、お約束だからわたしは抜ぬけだすとするぞ」

「はあ？」

「まあ、ちょっと眠ねむっていてくれ」

　フィラはにっこり微笑ほほえむと侍従長の頭をごいんと殴なぐりつけ、気き絶ぜつさせた。クローゼットに彼を放ほうりこむとぴっちりしたレザー・スーツに魔ま導どう処しよ理りされたベスト風の軽いボディ・アーマーを身につけ、懐ふところにマジック・ステッキをおさめると、いそいそとおでかけあそばされたのである。



「いやー今夜は楽しいなぁ」

　騒さわがしくこそないものの、ジョス・グレナムは御ご機き嫌げんである。すでにかなりアルコールを消費しているので、魔王領有数の大魔導士だとか、魔王軍の大たい佐さというより完全な遊び人のノリである。過か去こ数時間のあいだ、可愛かわいい女の子とみれば種族の別なく口説きまくり、怪あやしげな約束を交かわしまくっている。普ふ段だんならばそのままお持ち帰りだったりするのだが、今夜はそこまでいかない。調子が悪いワケではなかった。連れがいた。

「ね、坊ぼつちゃん、どうです？」

　ジョスは隣となりにいる人物の肩をぽんと叩たたいた。誰だれかと申せばはぁ、小野寺剛士君であった。服装はさすがに普段とは違ちがっている。えーとまあ、なかなかシヴイ生き地じを用いたカントリー・ジャケット、首にはスカーフという感じ。パンツもシューズもオーダー品。むろん、仕立てもいい。ジャケットの裏うら側がわにはサヴィル・ローとか縫ぬいつけられていて、体たい格かくの似にた親子ならちょいと直すだけで代々受け継つげそうである。

　しかしまあお顔の方はあんまし落ち着きがない。なぜかっていえばそりゃもう、

「次は何になさいますか、グレナム様」

「オドラーン・モルトの年取った奴やつがいいな」

「ドラゴニア・カマンの33年が入りましたが」

「33年……そりゃ凄すごいね」

　でもって間かん接せつっぽい照明のもとで鈍にぶく輝かがやく磨みがき上げられたカウンターに宝ほう石せきのようなショット・グラスが置かれ、ぴしりと蝶ちようネクタイを締しめたグールのバーテンダーが深い琥こ珀はく色の液えき体たいをとくとくとく、という耳心地ごこち良い音とともに注ぐ……いや、その前に銀の計量器具へまず注ぎ、それからグラスへきれいに移うつしてくれる。

「どうぞ」

　ゆらぎひとつおこさずにすっとだされたグラスを手にしたジョス・グレナム。ほんの少しのあいだそれを見つめると口元へ近づける。鼻び腔こうをくすぐるお子様にはわからない香かおりがたまらない。でもってそっとグラスへ口を付ける。含ふくむのはほんの少しだけ。それだけでいい。たちまち、口の中にぱあっ、と素す晴ばらしい液体の味がひろがり、香りが内側から鼻腔を刺し激げきする。

「うん……前に飲んだ奴よりも一段上だ」

「ボトリング会社が違います。それに……いい樽たるを押おさえたようです」

　ジョス・グレナム、シガリロを咥くわえ、マッチでぱっと吸すい付ける。やがて立ちのぼるヨハイン葉の素晴らしい香り。

　てな感じなのであった。つまりはいささか以上にアダルティなバァというやつに剛士君は連れこまれていたのである。もちろん御おん年とし17歳さいの総そう帥すい閣かつ下かにとっては本当ならば入店禁きん止し、ある意味お金で愛を手に入れる場所なんかよりもよっぽど想そう像ぞうがつかない空間である。ジョス・グレナム、『っていうか俺おれってぶっちゃけアレ系けいでなにげに微び妙みようなヒトだから』という類たぐいのあまり口に出して語りたくはない日本語も得意なのだが、ここではその片へん鱗りんものぞかせない。時と場合というものを理り解かいしているからである。いかに素そ質しつがあったとはいえ、すちゃらかしたにーちゃんが大魔導士で魔王軍大佐になるにはそれなりの理由があるというわけだ。

「どうです、こういう場所も面おも白しろいでしょう、坊ちゃん」

　いまも、実に手て慣なれた様子でシガリロをくゆらせながらジョスはいった。

「う……うん。飲めないのが残念なぐらい……かな」

「もう何年かの辛しん抱ぼうですよ。いまはこういう場所もあるってことだけ覚えておいてください」

「うん」

　剛士君、さきほどバーテンダーが手早く作ってくれたブラッドグレープのジュースが入ったグラスの丸っこい氷をころん、と鳴らしながらうなずいた。

　今こ宵よい、こんな場所に出で張ばっているのはジョスが遊びに出たかったから……というのは当然として、まあちょっと余よ裕ゆうもある感じだし、いまのうちに剛士君へ悪いことも教えてあげようと総帥側近遊び人派は──要するにジョス・グレナムとセシエ・ハイムが思いついたからであった。

　もちろんスフィアはいい顔はしなかった。剛士は面めん倒どうに出くわしやすいタチだし、性せい格かくが性格だから、それをまたさらに面倒にしてしまいかねないと意見を口にした。アーシュラの方はもっと容よう赦しやがない。どうせロクでもないことになるから、と身も蓋ふたもない態たい度どで反対した。

　しかし彼女たちは意外な人物に説得されてしまった。ガズ・クォルンである。謹きん厳げん実直にみえながらシャレもわかっている彼は、悪いことを教えてくれる大人も剛士には必要だといささか以上に生き真ま面じ目めな二人に納なつ得とくさせたのだ。むろん、本当の理由は剛士が腹はらの内にあれこれ抱かかえこんだままであることに気づいていたからである。ならばそういう気分転てん換かんも大いにありではないか、というわけであった。ちなみに、この時点で身み許もと不明の女性が白昼男たちに襲しゆう撃げきされた事じ件けんは報ほう告こくされていない。報告しようにもなにもわかっていなかったし、報告書を書かねばならないハリィ・ポタァ刑けい事じ（14）はまず両りよう津つ○吉きち巡じゆん査さ長ちように匹ひつ敵てきする枚まい数すうの始末書をどうにかしなければならなかったからである。仮かりに、一人でも話ができる状じよう態たいで逮たい捕ほされていれば、剛士君の外出は認みとめられないどころか、ワルキュラ全市へ密ひそかに非ひ常じよう警けい戒かい態たい勢せいが敷しかれていただろう。

　しかし、誰だれもが「なにもない」とおもっていたため、スフィアとアーシュラ以外からの反対はでなかった。剛士君、夜遊びを認めていただいたのである。

　出かけるにはもちろん準じゆん備びが必要だった。

　未成年の総帥閣下を酒場へ出入りさせる悪わる巧だくみがバレては困こまるから、まず剛士君の見かけを変えねばならない。すぐに御ご用よう職しよく人にんが呼よばれ、魔ま法ほうをアレしたりこれしたりしながら衣服が整えられた。それがいま身につけているジャケットその他である。いっそ魔法で顔の見かけも変えておこうか……という話もあったが、着き替がえさせてみたところでその必要がないとわかった。馬ま子ごにも衣い装しようつーかオの字ねーちゃんにも露ろ出しゆつ系けいコスプレつーか、いつもとは全然違う印いん象しよう、強しいていえばどこかのちょいと羽は振ぶりのいいお店たなの頼たよりない若わか旦だん那なという感じになったからである。ジョスが先ほどから剛士のことを坊ぼつちゃん、坊ちゃんと呼んでいるのは見かけにあわせ、まあ今夜はそういう設せつ定ていでいきましょう、となったからだ。

　もちろんそれだけで済すんだわけではない。当然護ご衛えいはつけねばならなかった。しかし普ふ段だんは側そばについていて当然のスフィアやアーシュラではまずかった。お酒や会話を楽しんだりするようなお店に美少女がいてはまずいし、ワルキュラではアーシュラは有名すぎる。ともかく、たとえ二人とも正体が知られていなくても美しすぎ、注目を集めすぎてしまう。

　だもんだから直ちよく接せつの護衛役は悪い大人といえばこの人、のジョス・グレナムということになった。実はセシエも一いつ緒しよなのだが、ＰＪＳで連れん絡らくが入ったため店の外に出ている。ちなみにジョスの設定は若旦那に悪いことを教えこんでお店の乗っ取りを企たくらんでいる腹黒い番頭の手先である女好きの手て代だい、というところである。セシエの方は若旦那の籠ろう絡らくを任まかされた手代の愛人ということになっている。

　二人の護衛と演えん技ぎは完かん璧ぺきだった。ジョスはまずワルキュラ一のエルフ料理レストランで剛士の舌したをびっくりさせ、そのあとで少し怪あやしい界かい隈わいを流して歩いたあと、西大魔導通り裏手、鈴木魔王記念公園にほど近い路ろ地じ奥おくにある実にシヴイこのお店、バァ『ホール』へ剛士君をご案内してきた。その間、剛士へ料理などを勧すすめた後はセシエに任せ、自分はウェイトレスのお姉さんをはじめとする様々なお姉さんと仲良くなり続けてきたが、このバァにはそういう人がいないので仕方なく剛士君をオモチャにしている。

　一方のセシエといえば──

「ごめんなさーい」

　ドアを開けて剛士の左ひだり隣どなりのスツールへ腰こし掛かけたセシエは新しいカクテルを頼たのむと剛士の左ひだり腕うでをとり、実に自然な感じでふにゃりと上半身をもたれさせた。その様子をちらりとみて苦笑いを浮うかべたジョスがＰＪＳを手にして店の外へでた。

　それはともかく、今夜のセシエはずっとこんな感じであった。護衛任にん務むに精せい励れいしているにしても、ちょっと打ちこみすぎじゃなかろーかとおもわれるほどなのである。

「あ、あのさ、セシエ」

　魔王領りようトップのスパイ・マスターの演技に剛士はもちろんアレしている。ぴったりとひっついてくる彼女はやーらかくてあったかくていい香りがするからであった。しばらく書いていなかったが、たとえスフィアが大好きでアーシュラにたまらん感じであっても健康な青少年である剛士君、こんなことされてはイロイロと反はん応のうしかねない。

「いいのいいの、気にしないで。ほら、いつもはスフィアとアーシュラに遠えん慮りよしてるから、こういうことできないし」

　セシエは甘あまったるい声で囁ささやいた。どこまで本気かわからないその言葉は剛士をさらに慌あわてさせた。

「でもさ、あの」

「坊ちゃん、あたしのこと嫌きらい？」

「いや、そんなことは」

「良かった」

　セシエはさらにしなだれかかる。女じよ性せいの中にはお酒が入ると軟なん体たい動物化してしまう人がいるが、どうやらセシエ・ハイム、そのタイプらしい。いえまあ、どこまで本気かわかりませんが。

「ま、いまのうち。いまだけ。いいでしょ？」

　ふにゃららほわんと囁かれた言葉が耳をくすぐった。剛士君、なにがいいのかさっぱりわかりません。喜んでいいのやら困った方がいいのやら、ともかく脳のうがフリーズしている。ちなみにセシエのぐにゃぐにゃぺたり、はこの手のお店でルール違い反はんすれすれである。そういうお店ではないからだ。

「あ、あのさ、セシエ」

「ふにゃ」

「た、田中さんのことなんだけどさ」

「──ぶー、仕事のはなしぃ？」セシエは唇くちびるを尖とがらせた。

「いや、んは、ははは」

　おもいっきりごまかしながらも剛士の内部には固い核かくのようなものがあった。

　田中さん──田中魔王陛へい下か問題はかなり微び妙みようなのである。

　田中さんが実はランバルト王都ウルリスで悦えつ楽らくの同人ゴロと化していることを魔王領側は確かく認にんしていない。彼らにとって田中さんはいまだにミッシング・イン・アクション、すなわち戦せん闘とう中行方ゆくえ不明なのである。いやそりゃあ諜ちよう報ほう活動やコレバーンやマスコミ経けい由ゆで『どうもランバルトの虜りよ囚しゆうになっているらしい』という情じよう報ほうは手に入っているが、これまでのところＣＭＡはその確かく証しようを得ていない。

　ということはつまり、田中さんについてはあきらめるしかないというのが誰だれも口にださない共通認にん識しきなのだ。ランバルトが手にした田中さんを利用してなにかを企たくらんでいる徴ちよう候こうもないから余よ計けいにそうなっている（まあこれはフェラール兄ちゃんが無意識の公明正大なるおぼしめしで潰つぶしてしまったからだが）。

　ちなみに、ＣＭＡが確証を得ていない最大の理由はランバルトの裏うら番ばんシレイラちゃんが諜報局に命じ、徹てつ底てい的に邪じや魔ましているからであった。せめて『噂うわさ』のレベルにとどめておけば、そのうち使いようもあるのではとねちっこくも考えているからである。

　ともかく、魔王領の田中さん問題に対する認識はそうした消極的なものだ。噂だけでは国は動けないのである。冷たいことをいってしまえば、魔王領にとっては死んでいてくれた方が面めん倒どうがなくていいほどだった。ぶっちゃけた話、国家というのはそういうものなのである。魔王領はファンタジー的な場所ではあるもののユートピアではないということだ。あとそれから、こうした冷れい酷こくさを感じる認識と剛士や魔王領のみなさんが個こ人じんとして田中さんを案じていることは全然別の問題である。

　だからこそ……剛士はこの場を選んで切りだした。公おおやけの場所、たとえば魔ま王おう城じよう内ではたずねにくいことこのうえない話だからだ。

　セシエは相変わらずの体たい勢せいのままいった。

「さっきＰＪＳで担たん当とうに確たしかめたけど、やっぱり生きてるのは確かみたい」

　剛士の表情が真しん剣けんになった。

「どうして報告書がでてないの？」

「死んじゃった、ていう情報を潰し切れてないから。もう何日かかかるとおもう」

　それ以上説明される必要はなかった。田中さんの安あん否ぴは重要な情報ではあるものの、緊きん急きゆう性せいが高いというわけではない。セシエが慎しん重ちように調べを進めているのは全然悪いことではなかった。

「でもちょっと大変なのよねー」セシエがはあっ、と甘い吐と息いきを吹ふきかけた。

「なんで？」むずむずするものを覚えながら剛士はたずねた。

「ランバルトの通信とかそういうの、徹底的に調べてるんだけど、そっちの方からはほとんどでてこないから……陛下が無事だとしても、どこにいるか見当もつかないわけ。幽ゆう閉へいされているとしても……ランバルトも広いから」

「魔法でなんとかならないの？」

「なんとかするには地道な情報収しゆう集しゆうが基き本ほんなの」

「うーん」剛士は考えこんだ。ちらっ、と目の端はしをよぎるものがあった。精せい霊れいさんだ。

「あ、見えちゃった？」セシエが詫わびた。「ごめんなさーい。坊ぼつちゃんにあたしの方からフィールド張はってもらってるから。なるべく目立たないように、ってお願いしてあるんだけど」

「いや、うん、いいんだ」剛士は微笑ほほえんだ。セシエがぐにゃぐにゃぺたり、なのはまさにそのためなのだとわかり、ちょっと残念であると同時に嬉うれしくもあった。まさに身をもって自分を守ろうとしてくれているのだ。嬉しくないはずがない。

「でも、結けつ構こう大変なのよね」セシエがいった。「坊ちゃんにかかわることだと、精霊さんが集まりすぎちゃうから」

「そうなの？」

「そうなの。坊ちゃん、精霊さんに好かれてるから。だって、たまに何にもなくても集まってくるでしょう？」

「──うん。珍めずらしいから見に来てるのかなと思ってた」

「って、天然記念物じゃないんだから」セシエは剛士の手をつねった。「おファンタジアな法ほう則そくでいえば天然のパワーっていうことになるの、それは」

「て、天然っスか」

「あ、じゃなくてえーとほら、前世からのさだめとか、実は宇う宙ちゆう人じんの遺い伝でん子しが混まじってるとか、あとはうーん、そうそう、遺伝子改かい造ぞうされまくった特とく殊しゆなクローン人間だとか。ま、それっぽくしときゃそれでいいって設せつ定てい……って、なにいってんのかな、あたしは」

　セシエ、本当にちょっと以上に酔よっているらしい。フォローしようとしているうちにメチャクチャになっていた。いえま、酔ってる時にはよくあることですが。

「どうしたの、坊ちゃ──」剛士のツッコミが入ってこないのが気になったセシエはたずねかけ、ぐにゃぐにゃ姿し勢せいのまま身を固くした。

　小野寺剛士の顔は相変わらずとぼけている。しかし目が違ちがった。セシエはその目つきに見覚えがあった。前にそれを見たとき、剛士は〈カルネアデス〉作戦実行を強ごう引いんに命じていた。

　だから、そのまま黙だまっていた。剛士が口を開くまで待った。

「あのさ」しばらくして剛士はいった。

「うん」

「田中さんはどうだったのかな」

「陛下？　精霊さんのこと？」

「セントールでも、田中さんのまわりにはいっぱい精霊さんがいた」

「でもあのヒトの場合はよほどでないと」

「よほど、って？」

「根こん性じよう入れてるか、気合い入ってるか。どっちも滅めつ多たになかったのよね」

「もし、田中さんが捕つかまってるとしたら、いまごろなにしてるんだろう」

「そんなにヒドイ扱あつかいはうけてないとおもう。でも、ヒマで仕方ないんじゃないかな」

「魔王領りようでヒマな時、田中さんどうしてたの？」

「リアちゃんと遊んでるか、自分の魔ま窟くつで遊んでるか」

「そんな時、精霊さんは？　田中さんは絶ぜつ対たいに根性入れてるか、気合い入れてるかしてたはずだ。なにしろ遊んでたんだから」

　セシエは眉まゆをくいっとあげた。瞳ひとみから酔いが消え失うせていた。

　剛士はもうなにも付け加えなかった。あとは彼女に、セシエ・ハイム、有ゆう能のうなことこのうえないＣＭＡ局長に任まかせるべきことだとわかっていた。



「うむ。なかなかうまくいかないものだな」

　夜道を一人ずんずん進むフィラは不満そうである。今こ宵よい、ムリヤリ外へ出たのは彼女なりに情じよう報ほう収集をしようとしてのことだったが、どうも調子がよろしくなかった。

　なんつーか、魔王領は勝手が違っているのである。

「酒を一いつ杯ぱい頼たのむだけで一いち見げんの客に店の親父おやじや常じよう連れんの飲んだくれどもが街中の噂うわさ話ばなしを教えてくれる酒場がない。ついでにいえば筋きん骨こつたくましい口の悪い職しよく人にんが経けい営えいしている武ぶ器き屋や防ぼう具ぐ屋もないし妙みように態度の暗い過か去こになにかありそうな色っぽい熟じゆく女じよが経営しているマジック・アイテム屋もない。それになにより傭よう兵へいギルドもないぞ。うーむ。コレバーンにはみんなあるのだが……どうやってこの街はなりたっているのだろう」

　フィラの表情は真剣である。ワルキュラがまあおファンタジアのセオリー外にある街だという事実に、いまさらのように驚おどろいているのだ。昼間一ひと騒さわぎ起こす直前目にしたラーメン横町でいい加か減げん気づきそうなものであるが、そこはまあお姫ひめ様さま、下しも々じものねーちゃんたちとは感覚がずれている。

　それから、ちょっとばかり気になることもあった。

　精霊光の街灯に照らされたちょいとシックな感じの漂ただよう夜道──のはずなのだが、どこかに別の気配があった。一言で言えば、不自然なほど警けい戒かい心しんを刺し激げきするのだ。

「追っ手か……今度は本気だな。空気の質しつが違ちがいすぎる。少なくとも10人はいるな。おごったものだ」

　フィラはつぶやいた。ともかく、どこかに潜もぐりこんで様子をみた方がよさそうである。なおもぶつぶつつぶやきながら歩いているうちに、路地の奥おくで小さな精霊光にスポットされたいい感じのプレートが目に入った。

「うむ……『BAR　HOLE』か。怪あやしそうだ。あそこにしよう」

　路地を進むと、店の外でなにか喋しやべっている男がいた。ハンサムである。

　心は寛ひろいが女じよ性せい一いつ般ぱんの特質として見た目のいい男は決して嫌きらいではないフィラは彼をちらりと眺ながめ、立ち止まった。

「そこな殿との方がた、夜道で独ひとり言を楽しんでいるところをあいすまないが」

「あ？」

　男は間の抜ぬけた声で応おうじた。そりゃそうであろう。彼は独り言を口にしていたわけではなくＰＪＳで話していたのだ。

「ところで、ここは酒場だろうか」細かいことを気にしないフィラは押おし被かぶせるようにたずねた。

「ああ……そうだよ」

「ふむ。いい店か？」

「ああ、少なくとも俺おれの好みではあるね」

「そうか」フィラは男の頭から爪つま先さきまでを眺め、うなずいた。全身から遊び人という空気を発散しているが、腐くさっている、という印象だけはない。

「おまえは趣しゆ味みが良さそうだ。信用することにしよう。邪じや魔まをして済すまなかった。独り言を続けてくれ」

　いいおえるとフィラは男に応こたえる間も与あたえずに店へ入っていった。

「なんなんだ、いったい……」

　閉とじたドアをみつめながら男──ジョス・グレナムは呆あつ気けにとられていた。フィラが美女であることにも気づいていないほどである。

「……つまりＰＪＳを知らないってことだよな」

　そこまでつぶやいて顔色が変わった。つながったままのＰＪＳの相手に告げる。

「メイム、いいからすぐに来てくれ」

『セシエが閣かつ下かにべったりだから寂さびしいだけでしょう？』ジョスの魂たましいのお姉様、メイム・カスターリャの声はからかうようである。仕方ないだろう。もともとそういう用よう件けんで連れん絡らくをとっていたのだ。ちなみに、彼女とジョスの愛の巣はここから歩いて五分もかからない場所にある。

「いや、ヤバイ感じになってきた」ジョスの声は険けわしかった。「頼たのむ。妙な女が店に入った」

『お・ん・な？』メイムの声が厳きびしくなった。むろん過去の豊ほう富ふな実じつ績せきに基もとづいて、そっち方面では全然ジョスのことを信用していないのである。

「顔まで見ちゃいないよ。プロポーションは良かったけどな。ともかくだ、コレバーン訛なまりがあって、ＰＪＳも知らなかった」

『あなたでも抑おさえられない相手、ということ？』メイムの声は別の意味の厳しさを帯びていた。

　ジョスはふんと笑った。

「だったら閣下をひっ掴つかんでもう逃にげだしてるよ。俺は酒が入っているんだ。万が一ということさ。どうせだから、もう一杯引っかけて身を軽くしようと考えてる。身体からだを使うならそっちのほうがいい」

　メイムは年上の愛人というより軍人らしい言葉づかいで同意してきた。

『……わかりました。魔王城に応おう援えんの要よう請せいは？』

「それは俺の独どく断だんじゃ無理だ。閣下に許きよ可かをいただく。ともかくそっちは急いでくれ。愛してるよ」

「そのまま待ってなさい、坊ぼうや」



　スツールに座すわり、適てき当とうにウィスキイを頼んだフィラは、

（やはり魔ま王おう領りようは違うな）

　とおもっていた。

（酒場は酒場らしいが、人のざわめきもなければアルコールの香かおりが漂ただよっているわけでもない。ふむ……煙草たばこだけはかなり上質な奴やつの残り香ががあるな）

　つまり、彼女が知っているコレバーンのアレな酒場は、人のざわめき、煙草とアルコールの匂におい、なんて表ひよう現げんがあてはまるということである。

　まあそれはそれで仕方がないかもしれない。なにしろジョス・グレナムの隠かくれ家的なバァなのである。ハンパじゃない遊び人だけあって趣しゆ味みはいいのだ。

　それに人がざわめいていたり煙草とアルコールの匂いが満ちている酒場というのも結けつ構こうなんだかなぁ、ともいえる。人がざわめいているなんてあんたそりゃ居い酒ざか屋ややキャバクラやがな、とか、煙草の匂いはまあともかく、アルコールの匂いがするなんて学生がコンパでも開いてゲロでも吐はきまくっていない限かぎりそんなにひどくはならんぞ、とかいうことだ。要するにそれは化学調味料以外の味付けなんかされてないおつまみが一品２５０円、出てくる酒はやたらと糖とう分ぶんが多く、注ぐとコップやお猪口ちよこが糊のり付づけされたようにテーブルへ貼はりついてしまうようなお店限げん定ていの表現なのだ。いやもちろん魔王領にもそういう店はいっぱいある。パンチパーマで瞼まぶたが膨ふくらんでてナマズ髭ひげ生やしている福々しいおっさんと栄養状態悪そうなロン毛で薄うす髭ひげという兄ちゃんが

「いい加か減げん、縁えん無なき衆しゆ生じようの願いは聞き飽あきましたなぁ」

「おー、イエース」

「へい、焼き鳥盛もり合わせお待ちぃ」

「間ま違ちがいではないかなわたしは冷や奴やつこと般はん若にや湯とうを頼んだんだが……ま、いいか」

「僕ぼくのワインとパンはまだですか……でも、おいしそうですね」

　などど飲んだくれている店がそうである。

　しかし、遊び慣なれているわ趣味もいいわそれなりに高給取とりだわのジョスが剛士をそんな店に案内するはずがない。彼はどうせくだらないことに時間を使うなら、そのなかで一番いいものに触ふれた方がいい、と考える筋すじの通った男なのだ。

「店主、少したずねたいのだが」ちょっとは驚おどろいたもののもともと頓とん着ちやくしない人であるフィラはすぐに気を取り直していた。

「こういうことをたずねて良いのかどうかわからないのだか……このあたりは、治安が悪いのか」

「治安、ですか？」グールのバーテンダーは眉まゆをくいっとあげた。物もの腰ごしこそ丁てい寧ねいではあるものの何をいいやがるんだという感じである。そりゃそうであろう。他にもお客がいるのに、ガラの悪い場所にある店なのかと尋たずねられてはたまらない。

「そのようなことはございません、お嬢じようさん」バーテンダーはプロ意い識しきで冷静さを保たもち、こたえた。

「ワルキュラはあまり犯はん罪ざいに縁のない街ですし……それに、魔王城にも近いですからね。総そう帥すい閣下の御み稜い威つはすべての闇やみへあまねく及およぶ、と誰だれもが信じています。わたしもむろんそうです」

「なるほど。それは済すまなかった」フィラは素す直なおに謝あやまった。グラス磨みがきに戻もどったバーテンダーをちらりと見てから再ふたたび考えこむ。

（すると、追っ手どもなのか……うむ。だが、そう決めつけるのもアレだ。つまりわたしではなく誰か……他におもいあたる場所もないから、この店にいる誰かが……）

　奥おくの方で一人で酒を呑のんでいたスーツ姿すがたのオーガが支し払はらいを済ませ、出ていった。後は彼女の右みぎ隣どなり、ぷっくりした子こ供どものような男とその男にぐにゃぐにゃとひっついてるふわふわぽよよんなエルフ娘むすめがいるばかりである。とてもこの男が原げん因いんだとはおもえないが……

（いやいや、外見で決めつけてはいかん）

　フィラはおもいなおした。男に外見を求めないのが彼女のポリシーであるからだ。気分を落ち着け、ちんちくりんを再び盗ぬすみ見た。

（ふーむ。待てよ。うむ。この男の特とく徴ちようは……背せが低く、緊きん張ちよう感かんのない顔で、どこか自信なさげだ。うむ……）

　と、その瞬しゆん間かんおつむの中で王女様特とく製せい回路とでもいうべきものが作動した。

（しかし、だ。ぱっとしない見かけは目立たないことに通じる。目立たないということは敵てきから狙ねらわれにくいということだ。うーむ。それに、自信なさげに見えるのは常つねに周囲を警けい戒かいしている油ゆ断だんのなさに通じる。よくよく見れば頬ほおにうっすらとした傷きず跡あともあるではないか……刀とう傷しようか槍そう傷しように相そう違いない）

「ふにゃー」

　ちんちくりんに抱だきついているぐにゃぐにゃ星人が甘あまえた声を漏もらした。

（ううむ、そうか！）

　フィラは即そく断だんした。

（もっと早くに気づくべきだった！　なぜあんなちんちくりんが、ふわふわぽよよんとはいえなかなか見かけのいいエルフにあそこまでサービスされているかを！　世の中の女はわたしほど趣味が良くない。見かけで男を選ぶ。つまりはあの男には見かけを上回るだけの力があるということではないか！　それに、この店はまるで子供のような男がほいほい入ることを許ゆるされるような店ではない！　メニューなどというものはないが一番安いウィスキイでも一杯１８００円はするぞ！　つまりあの男は力も金もあるのだ！　ヤクザの組長かなんかだ！　間違いなぁいぃぃぃ！）

　うわぁ。王女フィラ・マレル、とんでもない推すい測そくから結けつ論ろんを下してしまいました。いえま、あながち間違っちゃいないところがアレですが、結論にいたる理由のひとつひとつにそこはかとない歪ゆがみが感じられます。将しよう来らい困こまらないように、いまのうちに専せん門もん医いへ相談が必要です。

　もちろんフィラ自身は専門医どころかこの世の誰の相談も必要とはしていなかった。そういう人だからである。そしてもちろん、そういう人であるがゆえに脳のう内ないストーリーは即座に暴ぼう走そうをはじめていた。

（あの気配、あるいはこの男を狙ったものか……しかし所しよ詮せんはヤクザの争いに違いない。しかしわたしの場合はプロの追っ手ということになる……わたしが巻まきこまれるにしろこの男が巻きこまれるにしろ、こやつにとっては災さい難なんだな）

　フィラは一人で納なつ得とくした。彼女が決めつけた『ヤクザの組長』らしきちんちくりんに哀あわれをもよおしてしまうところが極きよく端たんといえば極端だが、人じん格かくに全方位で突つき抜ぬけたところがあるとはいえ、彼女も王族──それも臣民にいろいろと気を遣つかうタチの王族である。無む視ししてしまうことに罪ざい悪あく感かんを覚えたのだ。なにしろ、魔ま王おう領りようの住人たちは思おも惑わくどおりにいけば自分にとっての臣民にもなりうるからである。

　だから、警告してやることにした。

「済まない、そこな殿との方がた」フィラは小こ柄がらな男に話しかけた。

「あ、僕ですか」

　子供のような男は見かけを裏うら切ぎらない暢のん気きな声で応おうじた。驚いている。

「早く家に帰ったほうがいい」フィラはいった。どこまでも寛ひろい大おお御み心こころにもとづく御言葉であった。

「ど、どういうことですか？」

「どうもこうもない。外に、おかしな気が漂ただよっているのだ。おまえかわたし、どちらかが狙われているということだな」

　男の顔つきが変わった。顔色が青ざめ、頬の傷跡が真っ白く浮うかび上がると同時に、予想もしないものが顔をだした。緊張感にかけた顔にはあまりにも不ふ似に合あいなもの……男だん性せい的な厳きびしさ、とでもいうべきものである。

　うむ、とフィラは決めつけた。

（やはりな、おそらくこの男、見かけとは大おお違ちがいの危き険けんな世界に生きている。おそらくは犯罪組織かなにかを率ひきいているのだろう）

　一方、顔色を変えた小男──小野寺剛士は自分が犯罪組織のボスだと思いこまれているなどとは気づきもしていない。彼が考えていたのは、

（また暗殺者なのか）

　ということである。〈カルネアデス〉作戦直前、もと魔王の斉藤さん家で襲おそわれたあの記憶が蘇よみがえったからこそ青くなっていたのだ。

「あのさ、セシエ」

　危険を知らせてくれたぱっつんぱっつんの美女から視線を外した彼は、ぐにゃぐにゃ星人であるセシエの顔を見た。彼女の体たい勢せいはあいかわらずかわっていなかったからだ。

　しかし、それ以上口にする必要はなかった。

　剛士の方にべたぁーりとしたセシエの表ひよう情じようはぐにゃぐにゃ星人の対極にあったからである。研とぎすまされた刃やいばのごときクールさが瞳ひとみに浮かんでいたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　セシエは剛士へ囁ささやいた。

「あたしはいつでもイケるし、ジョスも気づいてないはずないから。命にかえて、絶ぜつ対たいに守ります。安心して」

　剛士の背筋に電流のようなものが走った。

　耳をくすぐったセシエの甘あまい息にではない──いや、それもちょっとあったかもしれない。いえ、大いにあります。

　しかし主な原因はセシエが口にした内ない容ようとその声の調子だった。彼女がまったくの真実を述のべているのだと気づいたからである。

　自分を──小野寺剛士を守るために命を捨すてる必要があるならば、このぽよよんな見かけのエルフは本当にそうするだろう。その確かく信しんが剛士に様々なものをおもいおこさせていた。暗殺者を殺さつ戮りくしたスフィア。本ほん営えいで文字通り悪あつ鬼きのように剛士を守ろうとしたスフィア。我わが身を陽光に焼きながら助けに飛び戻もどったアーシュラ。

　すべては、そういうことなのだ。総そう帥すいであるということは、そういうことなのだ。

　胃が痛いたくなるような事実だった。しかしそれが自分の背負っているものだった。

　唐とう突とつに頭をよぎるものがあった。ある少女の言葉だった。

『あなたは、選んでしまったのだから』

　言葉がリフレインする。その度たびに胃の具合がどんどんおかしくなった。表情も、暢のん気きさからほど遠いもの──いじめられっ子にならないためにありとあらゆる卑ひ劣れつな手を用いた高校二年生、そして偶ぐう然ぜんの結果とはいえ、戦場で自分の手を血にまみれさせた人殺しの顔に変わっていった。

　そしてなにより、彼は自分がすべての魔族が命を喜んで捧ささげて悔くいない魔王領総帥であることを思い知っていた。

　剛士はグラスを見つめた。ジュースはほとんど残っていなかった。そしてお代わりを頼たのむ自由はもう彼にはなかった。こんなお店で酒を頼めるようになる“〝何年かの辛しん抱ぼう”〟が永えい遠えんにひとしく感じられた。
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（やはりな）

　フィラは小男の横顔をちらりと窺うかがい、確信を深めていた。

（あれは、人を殺あやめたことがある男の顔だ。ふむ……むしろ追っ手よりも危険かもしれん。おそらく、あの見かけで周囲をたばかりながら陽ひの当たらぬ世界で勢せい力りよくを拡かく大だいしてきたに違いない。うむ。危険な男か……面おも白しろい）

　いやうーんあの、えーと、あいかわらず情報の分ぶん析せきは正しいんですが結けつ論ろんがどんどんエライことになっています。

　その時、フィラをさらに瞠どう目もくさせるイベントがおこった。

　ドアが開いた。その瞬しゆん間かん、小男にぺったりと貼はりついていたはずのエルフが思いも寄よらぬ素す早ばやさで身体からだをすべらせる様子を彼女は目もく撃げきした。見み間ま違ちがえようもない。ぐにゃぐにゃ星人は、自分が盾たてになって小男を守ろうとしていた。フィラも反はん射しや的てきにマジックステッキをおさめた懐ふところに手をすべらせている。

　しかし入ってきたのは敵てきではなく、さきほどの色男だった。彼に似合いの、実に妖よう艶えんなダークエルフ美女を伴ともなっている。

（ふーむ）

　エルフが緊張を解とく様子を盗ぬすみ見ながらフィラは感心していた。

（あの男、愛人にそこまでさせるだけの大きさを持っている……いいではないか。いや、あのエルフ、愛人と護ご衛えいを兼けん任にんしているのだろうが……しかし、たとえ王族でもあそこまでいい臣下はなかなかもてない……うむ）

　フィラには、店に入ってきた色男と美女も小男の部下にして護衛役であると直感していた。脳のう内ないストーリーにおける小男への評ひよう価かはさらに高くなっている。ただのヤクザの組長ではとてもここまで優すぐれた部下は持てないと感じていたからである。



　一方、剛士の側そばでもオリジナリティにあふれたいささか問題のあるストーリーが開かい幕まくしようとしている。

「もうちょっと遊んでいたかったんだけど」ジョスが剛士に囁いた。

「うん、でも、勉強になったよ」剛士は応じた。気を遣うタチだから、だけではない。彼にとっても、今夜はそれなりに楽しい夜だった。考えてみれば、ワルキュラをたいした目的もなくぶらつくのは久ひさ方かたぶりだったのである。

「そう言われるとうれしくなっちまうな」ジョスは照てれた。

「そちらの方は」剛士はジョスの傍かたわらに立つノンクールビューティ系けいお姉様に会え釈しやくしながらたずねた。

「メイム。メイム・カスターリャ少しよう佐さです」間かん接せつ照明の下でなめし革がわのように艶つややかな肌はだをなまめかしく浮うき上がらせている女性はそっとこたえた。「かっ……いえ、坊ぼつちゃんにお会いするのは初めてになります」

「メイムさん」剛士は眉まゆを微かすかによせたあとでうなずいた。「あの大魔ま導どう士しのメイムさんなんですね？　ジョスが一番好きな人の。特とく殊しゆ部隊の待ち伏ぶせ作戦に参加してくれたんでしたよね。報ほう告こく書しよかなんかで読ませてもらったんですけど」

「まあ」メイムも照れた。「光栄ですわ、坊ちゃん──一番好きな人、という表ひよう現げんが女の身としては気になりますけれど」

「一番は一番だよ」ジョスがやけくそな調子で応おうじた。

「二番以下もいるってことよね。なにしろ、これ以上ない方が証しよう言げんしてくださったんだから」

「ま、その話は後だ」ジョスはごまかした。

「いいわよ、後で」メイムも笑った。ただし、目がちょっとコワイ感じであった。

「そこの女、坊ちゃんに危き険けんを警けい告こくしてきたわ」セシエが抑おさえた声で告げた。

「ほう」ジョスがのぞきみる。「さっきはじっくりと観察できなかったが、滅めつ多たにいない美女……いてぇ」

　ジョスは足あし下もとを見下ろした。メイムがぐりぐりと彼の足を踏ふんづけていた。

「わかったよ、メイム」

「本当かしら」メイムは足をどけた。

「ともかく、素人しろうとじゃないな。それはわかる」ジョスの言葉にメイムもうなずいた。

　セシエが補ほ足そくした。

「あなたたちが入ってきた時、反はん射しや的に手を懐へ入れていた。なにか持ってるわよ。気が坊ちゃんに向いていなかったからパスしたけど」

「つまり……狙ねらわれてるのはあのねーちゃんかもしれないってことか」

「本人がそうかもしれないっていってた」剛士が口を挟はさんだ。

　セシエが空になったグラスを指先で弾はじきながら結論づけた。

「本当のところはどうかな……ともかく、まともな世界の住人でないことは確たしかね」

「そうね。賛さん成せい」メイムがうなずく。フィラの決めつけも強ごう引いんだったが、こちらもいい加か減げんエライことになりつつあった。

「まあいい」ジョスは何かを断たち切るような声でつぶやいた。普ふ段だんとはまったく異ことなる、冷えたものを感じさせる口調である。彼はその態たい度どと声のままブラントラント有数のスパイマスターと魔導士に告げた。

「武ぶ装そうは？」

　三人はお互たがいの装そう備びを確かく認にんした。全員、マジック・ステッキと短たん剣けんである。彼らのようなクラスになると、マジックボウガンなんぞは持たない。射しや程ていが短すぎ、使用できる回数が少なすぎるからだ。あ、そこの設せつ定ていマニアの人、あんまり妄もう想そうをたくましくしないように。

「いいな」

　ジョスは再ふたたび二人に伝えた。

「俺おれたちはいかなるものも坊ちゃんに対する脅きよう威いだと仮か定ていして行動する。メイム、セシエ、いいな？」

「脅威たりうる、じゃないのね」メイムが彼の瞳ひとみをのぞきこんだ。

「仮定している余よ裕ゆうはない」ジョスはきっぱりとしていた。

　二人とも即そく座ざにうなずいた──と、セシエがすぐにうつむいた。肩かたが震ふるえている。

「大丈夫か、セシエ」ジョスはたずねた。

「……っこいいいわぁ」セシエは両の手で拳こぶしを握にぎりしめ、瞳をうるうるさせていた。

「あ？」

「だってほら、なんかそれっぽい会話ばっかじゃない」

「そういやそーだな」

「だからぁ、一いつ瞬しゆん自分がサスペンスの世界に生きてるのかと誤ご解かいしちゃった。ホラ、わたしとかはわらかしのヒトかなぁ、とかおもってたから」

「いい感じね」メイムもにこりとする。

「俺だってそーだよ」ジョスはにやにやし、すぐに顔を引き締しめた。「ではお嬢じようさんがた、ちょっと本気でかましましょうか？」

「了りよう解かい、メイムちゃん、よろしく」セシエの顔から笑いが消えていた。

「こちらこそ」こたえたメイムの全身にも緊きん張ちよう感かんがみなぎっている。

「で、坊ちゃん」ジョスは剛士にたずねた。「魔ま王おう城じようから応おう援えんを呼よんだ方が手早く片かたづくとおもうんだけど。城しろには、ハイトマンの特殊人狼戦隊ＳＷＳが即応待機しているから。それにまあ……スフィアちゃんとアーシュラちゃんはいうにおよばず」

　応援を呼ぶべきだということだ。剛士はうなずきかけ──おもいとどまった。この場の問題だけならジョスの提てい案あんは正しい。しかし、そうはできない、と総そう帥すいとして得た経けい験けんが教えていた。

「だめだ。軍は動かせないよ。警けい察さつもなるべくのことなら……」

「理由をうかがってもよろしいですか？」メイムは目を丸くしていた。

「僕ぼくが戦いに勝ったことになっているから、です」剛士はこたえた。「そして街には……このあたりは静かだけれど、早めの忘ぼう年ねん会とかでいい気分の人たちがいっぱいいる」

　彼の真意を一番早く理解したのはセシエだった。

「なぁるほどね。戦いに勝ったのに市内で軍や警察をハデに動かしたら……そうじゃなかったんじゃないかとおもわれかねないってわけ？　とどのつまり、次の戦時国こく債さい発行の時に困ることになる……」

「うん」剛士は微笑ほほえんだ。傷きず跡あとは白く引きつりつづけている。あいかわらず恐おそろしくてたまらないのだ。本当なら子こ供どもが泣き叫さけぶようにスフィアやアーシュラを呼びたい心しん境きようである。

　だが、そのことを口にはしなかった。総帥として、魔王領りようのためにならないことはできない。

「だから、悪いけど……」剛士は三人を順じゆん繰ぐりに見た。

　ジョスが肩をすくめた。

「国家戦せん略りやく的判はん断だんというやつですか。参ったな。そこまで大きな絵は見えてなかった」

「あなたとは人間のスケールが違ちがうのよ」メイムが混まぜっ返す。

「ごく一部の物理的スケールなら俺にも自信が……いてぇっ」再び足を踏ふまれ、ジョスは天をあおいだ。

　メイムは剛士にうなずいた。

「いちいち気にしないでくださいね……戦いの前になるとこんな調子なのです」

「大変ですね」剛士は苦く笑しようを浮うかべた。

「ええ」メイムの微び笑しようはどこまでも嬉うれしそうだった。

「せめてスフィアちゃんとアーシュラちゃんを呼んだら？」セシエが代案をしめした。

「あ……いや、心配させたくない」剛士は却きやつ下かした。半分本当で半分ウソだ。心配させたくないだけではなかった。スフィアは間違いなく自分の敵てきを皆みな殺ごろしにしてしまうだろうとわかっていた。アーシュラだってきっと似にたようなもののはずだ。戦場でもないのに、二人のそんな姿すがたは目にしたくなかった。

　考えているうちに、別のことを思いついた。

「そうだ」剛士は三人に告げた。「魔法も、控ひかえめにして。できれば使わないほうがいいとおもう」

「魔法もですか」メイムがさすがに目を剥むいた。

「みんなのレベルが高すぎるよ」剛士はこたえた。「控えめに使っているだけでも、この辺りの精せい霊れいが集中豪ごう雨うみたいに集まってくるんじゃないの？　それじゃあ、城からＳＷＳを呼んだほうが目立たないぐらい……じゃないかな」

「そりゃまあね」ジョスが肩をすくめた。確たしかにそのとおりだからである。彼らは最高レベルが99のＲＰＧでいえば改かい造ぞうツールを使ったレベル２００クラス、データそのものをぶっ壊こわしてしまいかねない大だい魔ま導どう士しばかりなのだ。ちなみに剣だの格かく闘とうだのの適てき性せい値ちも改造済ずみレベルである。

「しかしどうも……面めん倒どうなことばかりいってくれるなぁ」

「難むずかしいかな？」

「ほほう、大魔導士メイム・カスターリャ様の直じき弟で子しであるこの俺に難しいかな、と？」ジョスはにやりとした。

　すかさず彼に肘ひじ鉄てつを食くらわせたメイムがこたえた。

「わかりました。お任まかせください。ともかくここは袋ふくろ小こう路じのようなもので逃にげ場がありません。外にでましょう」

「いいけど」腰こしをあげた剛士はたずねた。「あの人は？」

「なにがです？」

「いや、だって警告してくれたよ。もしかして狙ねらわれているのはあの人かもしれないからさ……」

「あのおねーちゃんも守れ、っていうんですか？」顔をしかめながら脇わき腹ばらを押おさえ、足首をぐりぐりとまわしているジョスは驚おどろいていた。

「うん」剛士はうなずいた。「だって、助けてくれようとしたわけだから」

　セシエが溜ため息いきをつき、メイムが苦笑いを浮かべた。

「こういう御お方かたなわけね」ダークエルフ大魔導士は年下の恋こい人びとにいった。

「わかっただろ」ジョスはにやりとした。

「なにか、問題あるかな。あるのなら……」剛士はさっぱりわかっていない様子でいいかけた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ええ。問題なんかなしなし」ジョスは剛士の頬ほおをぽんと叩たたいた。「さっ、じゃあ誘さそってあげてくたざい」

「はぁ？」剛士は目を丸くした。「さ、誘うって」

「いいだしっぺは坊ぼつちゃんですよ。責せき任にんはとらなくちゃね。それにまあ、坊ちゃんにとってはいい経験でもある。女の子を引っかけることには違ちがいがないんだから」迷めい惑わく料りようのつもりだろう。ジョスはワルキュラ冥めい界かい銀行の魔導カードをあえて使わず、財さい布ふの中にあった現げん金きんすべてをバーテンダーに手て渡わたしていた。

「あちらのお嬢じようさんの払はらいも一いつ緒しよだ。それから、しばらく奥おくにいてくれないか。もしこれで足りないようなことがあれば……」

　付き合いの長いバーテンダーは彼に最後までいわせなかった。ライトアップされた酒さか瓶びんの並ならぶ棚たなから一本を取りだし、グラスになみなみと注ぐと彼の前にすべらせる。

「これはわたくしからのサービスでございます。オレソ・トモロの30年です」

「オレソ・トモロ？　──ありがとう」

　ジョスはにこりとするとグラスに満たされた液えき体たいの馥ふく郁いくたる香かおりをさっと楽しんだ。気き遣づかいがありがたかった。オレソ・トモロとは数百年前のトロル族英えい雄ゆうの名である。この酒はそのオレソ・トモロが戦いくさの前に気合いを入れるために酒を飲み干ほした故こ事じにちなんで名付けられた逸品。つまりは御ご武ぶ運うんを、ということなのだ。

　グールのバーテンダーは丁てい寧ねいに会え釈しやくすると、店の奥へ姿すがたを消した。ジョスは振ふり向いた。表ひよう情じようは厳きびしい。小野寺剛士はあの美女におどおどと話しかけていた。



「……なんだって？」フィラは眉まゆを寄よせた。

「あの、変な話なんですけど」剛士は真っ赤になっている。フィラにはそうなって当然の魅み力りよくがあった。

「ここは危き険けんですから……よければあの、僕たちと一緒に外へでませんか」

「誘っているのか？」フィラはたずねた。

「さ、誘ってるって……」剛士はさらに紅あかくなる。「その、いえ、確たしかにあなたみたいな女じよ性せいを誘えたら凄すごい幸運だとおもいますけどあのそういうことじゃなくて、あの、ともかくあぶないんです、ここ」

「うむ。それはわかった。それから、おまえのリップサービスにも感心した」フィラはにこりとした。

「努力と挑ちよう戦せんは男子たるの証あかしだからな」

「リップサービスって……あの、本当にそう思ったからで。もしかしたら御ご迷めい惑わくかもしれないとおもいましたけれど本当にそうだからそうで」

「そうだとわかったから余よ計けいに嬉しかったのだ。世の中、なめらかなウソが好きな女ばかりではない。少なくとも、わたしは嫌きらいだ」フィラの笑えみは大きくなっていた。彼女は剛士にとっては意味不明な一言を付け加えた。

「なるほど……身を挺ていしたくなるのはそういうことか」

「あ、あの、で、どうでしょう。できれば……お願いします」

「おまえの」フィラはすっと指先をすべらせてジョスたちを示しめした。「……そうだな、連れは自分たちのボスを守るだけで忙いそがしいのではないか？　もう一度いっておくが……狙われているのはわたしだけなのかもしれないのだぞ」

「悪い奴やつらにですか」そうなのか、とうなずけるものを覚えつつ剛士はたずねた。

「悪い、と決めつけたものでもない」フィラは苦く笑しようを浮うかべた。「向こうにも立場がある。家族もいるだろう。みな、同じだよ。ともかくだ……」

　彼女は続けられなかった。小男はあの色男を手て招まねきし、何か伝えていた。追われているのは自分ではない可か能のう性せいも高いと告げていた。

　色男の顔に厳しい色が浮かんだ。おそらく反はん論ろんを口にしかけた。その時、フィラの耳は微かすかな小男の声をひろいあげた。

「……ここはワルキュラだから」

　色男は苦笑を浮かべた。バカにしているというより、小男の気分に好意を抱いだいた、という態たい度どだった。彼はちらりとうなずき、フィラにウィンクした。

「やはり迷惑なのだろう」再ふたたび自分の方を向いた小男に彼女はいった。先ほどは冗談まじりだったが、いまは彼のたよりない見かけに意外なほどの頼たのもしさを覚えていた。

「大丈夫です」剛士はいいきった。

「わたしを追っている者の数はそこそこ多いぞ。少なくとも10人はいる。おまえの友達とやら、忙しすぎるのではないか。ちなみに、わたし一人でもなんとかできる……とおもう」

「……あの三人は絶ぜつ対たいに信しん頼らいできます」

「おまえの命を預あずけられるほどにか」

　フィラの声は厳しかった。

　剛士は即そく答とうした。そういう質問であればなんの迷まよいもない。

「預けられます。それどころじゃないです。いつも預けっぱなしです。僕は役立たずなので」

　フィラ・マレルの目が大きく見開かれた。

「率そつ直ちよくな男だな、おまえは」

「……正直じゃないこともあります、たまに」

　剛士はうなずいた。

「いい顔ができるのだな」

　美び貌ぼうを笑顔えがおで飾かざったフィラはスツールからとん、と踊おどるように降おり立った。

「よかろう、世話になる。わたしの名は……」

　フィラがいいかけた時、ドアが乱らん暴ぼうに開けられた。

　立っていたのはフード付きのマントを身につけた男だった。

　片かた手てで、剣けんを抜ぬきかけていた。



　　　　８



　ジョスは即そく座ざに動いた。懐ふところから抜いたマジックステッキを伸のばし、男の腹はらを突ついたのである。

　うっ、と悲鳴があがり、男がのけぞる。同時にかちん、と固い音も響ひびいた。

「ブレストアーマーをつけてる。突くだけなら腹は狙ねらうな」

　ジョスは皆みなに警けい告こくし、跳ちよう躍やくするように駆かけだすと、体勢を崩くずした男の頭を蹴けって気き絶ぜつさせた。

「わたしたちが先にでます」

「いいっていうまで動かないでね！」

　メイムとセシエが相次いで飛びだした。剛士はうなずくこともできなかった。

「怖おそれるのは恥はじではない」

　自分もマジックステッキを握にぎりながらフィラがいった。

「本当の男は自分の限げん界かいを知っているものだ」

「でてきて！」セシエの声が響いた。

　すっと先に立とうとしたフィラを剛士は押おしとどめた。

「なんだ」

「僕ぼくが先に」

「悪いが、おまえはわたしとくらべものにならないほど弱い気がする」

「わかってます」剛士はうなずいた。「でも、男だから」

　剛士は足早に進むと倒たおれている男の持っていた剣けんをとりあげた。細身の、扱あつかいやすい剣だった。体育で剣道をもうすこしきちんとやっていれば良かったとおもった。

「使えるのか」フィラがたずねた。

「使えません」剛士はこたえた。

「でも──人を殺したことはあります」

「男の言葉は疑うたがえない」

「ありがとう。でも、もう二度とそうしたくはないです。無理かもしれないけれど」

「……わかった」フィラは受け入れた。「それからな、わたしの名はフィラだ」

「僕は剛士です」

「ゴーシ。偽ぎ名めいだな」フィラは決めつけた。

「偽名？」

「魔ま王おう領りよう総そう帥すいと同じ名の者がそうごろごろいるはずもあるまい。もともと異い世せ界かいの名だろうが」

「顔、ＭＮＮかなんかで視みたことないんですか？」

「男の見かけにはあまり重きをおかないのだ、わたしは。だからおまえのこともいい男に見えてきたよ。これは本当だ」

　剛士は喜んでいいのか悲しんでいいのかわからなくなった。もちろんいまはそんな気分を楽しんでいる場合ではないこともわかっていた。剣を片手に、周囲を見回しつつ外へでた。



　路地には数名の男たちが倒れていた。血は流れていない。全員、マジックステッキの殴おう打だで気を失っているだけらしい。

　セシエは全長２メートルほどに伸ばしたマジックステッキを自じ在ざいに操あやつっていた。同時に襲おそいかかってきた二人の男の首くび筋すじへ立て続けに攻こう撃げきを加え、たちどころに悶もん絶ぜつさせる。打だ撃げきだけの効こう果かではない。

　マジックステッキは精せい霊れい力りよくによって全長を変えられる魔ま導どう武ぶ器きだ。モデルによって差はあるが、大たい抵ていの場合、最大長は３メートルというところである。要するに伸しん縮しゆく自在の持ち運びに便利な槍やりだった。

　だが、強い魔力を持つ者にとって、マジックステッキは如によ意い棒ぼうブラントラント・モデルという以上の武器になる。ステッキへ精霊力を誘ゆう導どうすることで、高速詠えい唱しようを用いても数秒のロスは絶ぜつ対たいに生じる「お願い」や精霊さん大集合なしで魔ま術じゆつ的な衝しよう撃げきも与あたえられるのだ。効果をもたらせるのはステッキを接せつ触しよくさせた相手だけだが、その影えい響きようは──魔導レベルの許ゆるす限かぎり、望むがまま。触ふれただけで相手を飛散させることもできれば、快かい感かんにのたうたせることも可か能のうだ。

　むろん、ジョスたちはそこまで趣しゆ味みが悪くはない。

　倒れている連中の様子から、強く叩たたけば昏こん睡すい状態に陥おちいるという程てい度どの使い方をしていると剛士にもわかった。いや、もしかしたらジョスだけは打撃のみで倒しているのかもしれない。殺さずに済すむときは殺さない、というのは剛士の好みに合わせたものか彼らの主しゆ義ぎだからなのか。要するにここは魔王領なのだ、ということかもしれない。

　ふっ、とセシエの右手を影かげがよぎったのを剛士は目撃した。へっぴり腰ごしで剣を構かまえつつ彼は叫さけんだ。

「セシエ、右！」

　セシエはすっと腰をおとしつつ、ステッキを手の中ですべらせながら振ふり回した。闇やみの中で哀かなしげな悲鳴があがった。

「殺したの？」駆かけ寄よった剛士はたずねた。

「まさか。戦場でもないのにイヤでしょう、そういうの？　でも、急いでたから、ヘンなとこに当たっちゃったみたい」セシエは舌したをちろっとさせた。剛士の手にした剣に気づいて眉まゆをひそめる。

「そんなもの持って無理しなくていいのに」

「男の意地って、いいものよ」マジックステッキを道路に突つきたて、それを軸じくにして強きよう烈れつな回し蹴げりをキメたメイムが口を挟はさんだ。

「思ったより数が多い」すっと後こう退たいしたジョスが闇を探さぐりつつ警けい告こくした。「だが、どこの工作員でもない感じだ。工作員ならもっと慎しん重ちようにやる」

「つまり狙われているのはわたしだ」自分もマジックステッキを構かまえながらフィラがいった。

「ゴーシ、もう一度いうが、わたしを置き捨すてて逃にげても決して恨うらまないぞ」

「だ、そうですが？」ジョスがいった。声が笑っていた。

「さっきいったとおり、ここは魔王領で、ワルキュラだよ」剛士は引きつった顔を浮うかべていた。

「おまえの縄張りシマというわけか」フィラが笑った。

「縄張りって……まあ、そうですね」

「了りよう解かい」セシエが笑った。「また来たわ──右手、あの看かん板ばんのちょい先、少なくとも四人」

「任まかせろ」

　ジョスが飛び出す。

「猛も者さばかりだな、おまえの手下は」フィラは感心してつぶやいた。「よほど、場数を踏ふんでいる」

「ええ、それはもう」剛士の口元はほころんでいる。ごくごく単たん純じゆんに、彼らのことを高く評ひよう価かされてわがことのように嬉うれしくなっているのだ。

「自じ慢まんなのか」フィラは微び笑しようとともにたずねた。

「ええ──いや、あの、いままでそんなこと思ってもみなかったけれど──きっとそうです」剛士はいった。

「人の上に立つ者はむしろそうあるべきかもしれないな」フィラは感心している。

「なにがですか？」剛士はきょとんとした。

「いや、いいのだ。おまえがそうだからこそだろう、おまえはそのままでいい」

　なんのことやらわからなかった剛士は、どう応おうじたものか考えようとした。

　メイム、セシエが一いつ斉せいに動いたのはその時である。

　闇の中でうごめくものが弾だん丸がんのように道へ飛びだした。

　マジックステッキを握にぎったメイムの腕うでがさっと闇を薙なぐ。うっ、と呻うめきがあがった。

「坊ぼつちゃん、右によけて！」

　セシエの切せつ迫ぱくした声が響ひびいた。剛士は慌あわててその言葉に従したがう。反はん射しや的てきに、隣となりにいたフィラの手を握っていた。

　ぶん、と風切音がかすめる。金きん属ぞく音おんが路上で生じた。見れば、弓矢のようなものが深々と突き刺ささっている。

「ボウガンよ！　ノーマル・タイプ！」

　セシエが警告する。

「こっちだ」ジョスが招まねいた。「真まっ直すぐ走るな！」

「ジグザグに走ってください！　動きにパターンをつけないで！」メイムがつけくわえる。

　剛士はフィラとともに走り出した。右へ三歩、左へ四歩。また右へ二歩、左へ三歩。まるで酔よっぱらいの千鳥足である。もちろんふざけているわけではない。真っ直ぐ走っているとコースを読まれ、未来位置を狙ねらわれてしまうからだ。

　ぶぅん、と剛士の耳元を矢がかすめた。

「ひぃっ」

　剛士は情なさけない悲鳴とともに飛び退のいた。それでもパニックに陥おちいらないのはメイムのいったとおり、男の意地……いや、哀かなしい見み栄えがあるからだ。

「いい逃げっぷりだねぇ、坊ちゃん」

　路上のダンスを終えた二人を石いし塀べいの陰かげに隠かくしながらジョスがいった。彼の周囲には四人の男が倒たおれている。

「セ、セシエとメイムさんは？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ただのボウガンにやられるような二人じゃないよ」ジョスは断だん言げんした。まさにそのとおりだった。二人もすぐに駆かけてきた。

　しかし、御ご機き嫌げんはあまりよろしくない。

「ねえ、なんなの、あいつら」むくれ顔でセシエがいった。「腕うでは……そこそこというところだけど、妙みように気合いが入ってるわ。まるでよほどの大金で吊つられてるか家族を人ひと質じちにとられてるかしてるみたい」

「おそらくその両方だ」フィラがあっさりと同意した。

「失礼だけど、あなた、何者？」メイムがいった。「わたしたちは坊ちゃんのためになら命を捨てるつもりがある。でも、あなたはその覚かく悟ごの適てき用よう外がいだということを忘わすれないでね」

「実家の連中だ。わたしが邪じや魔まなのだ」

「どんな実家かしらね」セシエが嫌いや味みをいった。

「少なくともあと20人ばかりいるよ」美女を守ることについて他の二人ほど疑ぎ問もんを抱いだいていないジョスが現げん実じつへ目を引き戻もどさせた。

「このまま下がりながら戦っていると表通りに出ちまう。かといってここで踏ふん張ばるのはちょっとあぶない」

　全員が剛士を見た。表通りにでてはこれまでの配はい慮りよに意味がなくなってしまう。

「公園は？」剛士はたずねた。

「樹きが多すぎます。見通しが利ききません」メイムがいった。

　剛士は下した唇くちびるを噛かんだ。頭が熱くなっていた。それでいて、嫌になるほど気分が落ち着いている。おなじみの感覚だった。高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろが動いているのだ。

「セシエ、ボウガンを持っている連中はどれぐらい残ってる？」

「たぶん、もういないとおもう」

「見通しのきかない公園で効こう果かはあるかな？」

「場合によるわね」

「街路の方が危き険けんなんだね？」

「……ええ」

　剛士はちらりと公園を眺ながめ、傷きず跡あとを何度か撫なでてから早口でいった。

「公園に入ろう。この時間なら人通りはないから誰だれの迷めい惑わくにもならない」

「こっちも手が回らなくなるよ、坊ちゃん」ジョスが反対した。

「だから、罠わなを張る。敵の狙いはフィラさんだけど、もう、頭に血が昇のぼってるとおもう。誰でも彼でも片かたづけようとするはずだ。みんなには公園の真ん中にある噴ふん水すいの周囲へ先回りしてもらって、そこで、一度だけ魔法を使って一いち網もう打だ尽じんにする。もちろん爆ばく発はつしたりするような魔法はダメだよ」剛士はうなずきながら否ひ定ていし、推すい定ていし、命令した。

「ちょっと待ってよ」セシエが眉まゆをつり上げた。「まさか坊ちゃんが囮おとりになるつもりじゃないでしょうね」

「いや……あの、うん」

「やめてくれよ」

「ダメです」

　ジョスとセシエも即そく座ざにいった。

「でもさ……」

　剛士がいいかけた時、肩かたをぽん、と叩たたかれた。振ふり向くと、フィラが見つめていた。

「ありがとう、ゴーシ。気持ちは嬉うれしい。だが、これ以上迷めい惑わくはかけられない。それでは」

　いうが早いか、フィラは公園に向けて駆けだした。そこで、自分一人でケリをつけるつもりなのだ。

「フィラさん！」

　剛士は後を追って駆けだした。

「頼たのむよ、おい」ジョスがうめきと共に走り出す。

「お人ひと好よしにもほどがあるわ──性しよう根ねはねじれてるのに」セシエが飛びだした。

「本当に困こまった御方」マジックステッキを小こ脇わきに抱かかえたメイムの口元には微び笑しようが浮うかんでいた。



　ゴーシと名乗った小男が後を追ってくるのがわかった時、フィラは複ふく雑ざつな気分を抱いた。第一に彼がなぜそこまでするのかわからなかった。第二に、なんとも率そつ直ちよくに嬉しかった。ゴーシがたとえヤクザの組長であっても、これまで出会った連中よりはずいぶんマシだとおもった。

　王女様の日にち常じようなんて、つまらないものだ。大たい抵ていは様々な行事で明け暮くれてしまう。その他の時間は王族として必要な教育で潰つぶれる。残ったほんのわずかな時間も……逆ぎやく玉たまを望んでいい寄ってくるバカどもの相手で消費される。自由からは縁えん遠どおい立場なのだ。

　いや、自由から縁遠いことについてフィラは文もん句くをつけるつもりはなかった。王族とはそういうものだし、だからこそ臣民の税ぜい金きんで食べていけるのだと知っていた。

　しかし、貴き族ぞくどもが好きなようにしすぎるのだけは腹はらが立った。貴族とは王の守り手である。だがコレバーンではそうではなかった。王は道具だった。貴族が好きなように遊ぶための道具。王女も同じだ。フィラ・マレルは臣民たちが金かね儲もうけにいそしむ日常を守るための道具にされることは望むところだったが、貴族どものオモチャになるのは御ご免めんだった。

　幽ゆう閉へいされていた本当の理由もそこにある。要するに、自覚的に王族であろうとするフィラは貴族たちにとって危き険けんな存そん在ざいすぎたのだ。

（しかしここまで準じゆん備びを整ととのえるとは……予想外だったな）

　駆け続けながらフィラは微苦笑を浮かべた。それはそれでいいのかもしれない、とおもった。貴族どもに、ここまでしっかりとした陰いん謀ぼうをたくらむ能力があるならば、いつかそれがコレバーンのために役立つ時もあるだろうと考えたのである。

　ゴーシの声が聞こえたのはその時である。

「フィラさん！　左に走って！」

　なぜその時彼の言葉に従したがってしまったのか、フィラは後になっても説明がつけられなかった。反はん射しや的に身体が動いてしまった。ゴーシの声には、彼女をしてそうさせてしまうなにかが含ふくまれていた。

　行く手にあったのは噴水である。真ん中に得意の安やす来き節ぶしに興きようじている鈴木魔ま王おうの像ぞうがあり、そのてっぺんから水が噴ふきだすようになっている。冬の夜なので、さすがに水は出ていない。

　そこまで走ると、さすがに息が切れた。フィラは立ち止まって息を整えた。



　後を追ってきた剛士はそれどころではなかった。噴水の縁ふちにぐったりともたれている。そのまま水でものみかねない有様だった。

「おまえがいらぬことをいうから……こっちに走ってきてしまったではないか」フィラの声はさすがに恨うらめしげだった。

「ここ、なら、なんとか……」剛士はぜいぜいと喘あえいでいる。

　あちこちから足音が響ひびいている。襲おそってきた連中はあきらめるどころではないらしい。

　だから、当然の疑ぎ問もんが湧わいた。

「あ、あなたはどういう人なんですか？」

「こういう人だ」フィラはにやりとする。状じよう況きようを怖おそれている様子はカケラもない。

「いやあのえーと」抜ぬけかけている腰こしへ懸けん命めいに力を入れつつ剛士はいいかけた。

「皆みなまでいわせるな、ゴーシ」フィラがぽん、と彼の尻しりを叩たたいた。気合いを入れてくれたのである。

「謎なぞの美女に秘ひ密みつのひとつふたつあっても構かまわないはずだ」

「自分でいいますか」

「いってはいけないか？　いくらかは自信があるのだがな」

「いやそれはそーですけど」

　ほのぼのできたのはそこまでだった。コレバーン語の叫さけびがあがり、男たちがわっと押おし寄よせてくる。

「来てしまったじゃないか」フィラが身構えた。

　剛士は周囲をみまわした。ジョスたちの姿すがたは見えない。不安が強まった。しかし無む視しした。そうしなければならないとおもった。

「像にのぼりましょう」剛士はいった。

「趣しゆ味みの悪い像だな」

「そんなこと僕ぼくにいわれても」

　二人はバナナの皮で滑すべっているおっさんを模もしたようにも見える魔王像を昇のぼった。足場を確かく保ほできた位置は、地上から３メートルほどである。なんとかなるかもしれない。ボウガンがないのであれば後は剣けんの攻こう撃げきだけだ。像の上に昇り、フィラがマジックステッキをうまく振ふるえば、すぐにやられることはないだろう──追いつめられることにもなるが。

　男たちは噴水を取り囲んだ。剛士とフィラを睨にらみつけてくる。そうでありながら、一言も発しないのが不気味だった。

　ジョスたちの動きはまだ見えない。

「時間、稼かせげませんか」剛士はフィラにいった。

「戦えというのか？」

「いえ、できれば口先だけで」

「任まかせろ、得意だ」

　フィラは大きく息を吸すいこむと、堂々たる声でいい放った。

「見よ、わたしはここにいる！　見事に討うち果たし、末代までの誉ほまれとせよ！」

　男たちは獣けもののような唸うなり声をあげ、像に向けて一いつ斉せいに駆かけ寄ってきた。

「その気にさせてどうすんですか！」剛士が悲鳴をあげた。

「……ああいえば少しは怯ひるむかとおもったんだがな」

「時と場合を考えてください！」

　最初の一人が像に取りついた。少し昇ったところでフィラの突つきを喰くらって落下し、水みず飛沫しぶきをあげた。

　剛士も懸けん命めいだった。持っていた剣を滅め茶ちや苦く茶ちやに突き、誰だれもあがれないようにしている。ターゲットにされているのはフィラなので実はあまり役に立ってはいないのだが、本人は真剣である。

　おっさんの像を巡めぐる攻こう防ぼう戦せんは五分以上も続いた。そして、限げん界かいを迎むかえた。

　フィラがステッキを突き降ろす、さすがに疲つかれており、スピードが鈍にぶかった。

　そこを衝つかれた。柄えをつかまれ、そのまま引きずり落とされたのである。

　落下する彼女は首をねじり、剛士を見た。

　口元に晴れやかな笑えみがあった。

「フィラさん！」

　剛士は叫さけんだ。叫ぶと同時に自分も飛び降おりていた。

　フィラが水面に叩きつけられ、水みず飛沫しぶきをあげる。飛び降りた剛士は自分もびしょ濡ぬれになりつつ、彼女のもとへ駆け寄り、抱だき起こした。フィラの身体からだは意外と軽かった。

「ばか者」冷たい水に濡れたフィラの唇くちびるは青かった。落下した時にどこかを打ったらしく、眉まゆが苦しげに歪ゆがめられている。「おまえまで、付き合うことはないのだ」

　剛士はフィラを抱き寄せ、像の台だい座ざへ後じさった。取り囲んでいる男たちに剣の切っ先を向け、叫んだ。

「近寄るな！　寄れば後こう悔かいするぞ！」

　男たちは唖あ然ぜんとしたようだった。それはそうだろう。ちんちくりんの小男が尻しり餅もちをついたような体たい勢せいで女を抱かかえ、芸もなにもなくただ剣を突きだしているのだ。おまけに、彼が怯おびえているのは傍はた目めにも明らかである。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、男たちの喉のど奥おくから笑いが漏もれた。いや、笑いなのだろう。あまりに卑いやしい響ひびきだが、そうとしかおもえない。

　小野寺剛士には覚えのある響きだった。

　何度も何度も耳にしたことがあった。

　もちろん、学校でだ。席に座すわって本を読んでいると、あの声が響いてくる。気になってそちらをみる。飯いい田だたちが自分を見ている。いや、連中だけではない、クラスの他ほかの連中も、にやにやしている。

　理由は、ない。なんの意味もなく剛士を蔑さげすんでいたのだ。

　いまはどうだろう──男たちにとっては理由のある嘲あざけりなのかもしれない。

　が、剛士にとっては同じだった。

　脳のうが熱くなった。彼の内部に定められたあのシステムが全力運転を開始した。

　剛士はフィラを自分の背はい後ごに隠かくしつつ立ち上がった。怒いかりで身体が震ふるえていた。全身から湯気が立ちのぼっていた。

「笑ったな」剛士は男たちを睨にらみつけた。「僕を笑ったな」

　卑しい笑いはさらに大きくなった。一人が玩もてあそぶように剣を突きだした。切っ先が、剛士の左ひだり腕うでを浅く切った。

「寄よるな、この蛆うじ虫むしども！」

　剛士は叫んだ。

「おまえたち、ここがどこだか知っているのか！　魔ま王おう領りよう、魔都ワルキュラだぞ！　こんなことが許ゆるされると思っているのか！　たとえ僕がどうなろうと、生きては帰れないと覚かく悟ごしろ！」

　剛士の叫びは夜の公園に響きわたった。小さな身体から放たれたとは思えぬ大きさ、迫はく力りよくである。

　彼の態度に尋じん常じようでないものを感じ取った男たちは後じさった。

　剛士は剣を構かまえた。彼の周囲に、精せい霊れい光こうが舞まい始めていた。

　が、それだけだった。

　いかにもおファンタジアな特とく殊しゆ能のう力りよくが危き機きにさらされて発動したわけではないからである。剛士はどこまでも剛士であり、怒りはどこまで怒りにすぎなかった。精霊さんたちが周囲を舞っているのは、彼を好んでいるからにすぎない。

　しかし男たちはそう受け取らなかった。精霊さんたちが黒くろ魔ま術じゆつとイコールだということは誰もが知っている。そう、彼らは誤ご解かいした。剛士を魔ま導どう士しと誤解したのだ。

　むろん、いつまでも誤解していたわけではない。

　一人が一歩を踏ふみだした。剛士がそちらをむくと後じさる。

　男は身をすくめた。魔法攻撃を喰くらうと思ったからである。

　もちろん、なにも起こらない。起こるはずがない。

「はは」身をすくめていた男は笑い声をあげた。それはたちまち全員に伝でん染せんした。

「はは」

「ははは」

「ははははは」

　男たちは一いつ斉せいに剣けんを振ふりかぶった。剛士をなます切りにしたあとで、フィラを片かたづけようとしている。剛士にはその情じよう景けいが見えるような気がした。

　しかし彼はそのまま立っていた。震ふるえる手で、剣を構え続けた。ここはワルキュラだった。背はい後ごには戦う力を失った美女がいた。そして、ジョスたちを信じていた。

　本人はかなりイヤにはなっていたが、小野寺剛士は悲しむべきことに男で、困こまったことに魔王領総そう帥すいでもあった。美女の前で見み栄えを張はり続けたかったし、ワルキュラの治安を犯おかす者たちに屈くつすることなど許されなかった。

　待ち望んでやまなかった声が響いたのは覚悟を固めた彼が胸むねを張った時である。

「坊ぼつちゃん、伏ふせて！」

　剛士はすとんと腰こしをおとした。下半身が水に浸つかり、背せ中なかが柔やわらかいものに当たった。呪じゆ文もんの詠えい唱しようがトリプルで轟とどろいた。

「闇やみの王よ」

「我われらの願いを聞き届とどけ給たまいかし」

「喰らえ、暗瞑再帰ダーク・リターン！」

　ごおっ、と奇き怪かいな低音が響いた。奇怪な情じよう景けいが出現した。闇が、闇そのものがうねり、男たちへ襲おそいかかっていた。彼らは怯えたように周囲を見回し、恐きよう怖ふに目を見開くと、散り散りになって逃にげだした。その場で胎たい児じのように丸まっている者もいた。

「なにがおこったのだ」耳元で声がきこえた。

「嫌いやな記き憶おくを無む理り矢や理り追体験させられているんです」剛士はこたえた。そういう魔法だと教えられたことがあった。

「大たい抵ていの場合は、悲ひ惨さんな幼よう児じ体験とか、絶ぜつ対たいにおもいだしたくない失しつ恋れんのこととか」

「つまりあれか、父親や母親に度をこした折せつ檻かんをされたり、近所の娘むすめや同級生からこれからもずっといいお友達でいましょう、とか笑顔えがおで告げられた記憶がリアルに再さい現げんされているわけか」

「そんなところですね」

「おまえを傷きずつけたのだ、皆みな殺ごろしにするものとばかりおもった」

「僕が望めばジョスたちは喜んでそうしてくれたとおもいます」

「……ところでな、ゴーシ」

「はい？」

「いかにわたしがナイスバディであるとはいえ、冷たい水の中ではその魅み力りよくも半はん減げんしようというものだとはおもわないか？」

「あ」

　剛士はあわてて立ち上がりかけた。フィラをクッションがわりにしていたことにはじめて気づいたのである。

「ちょっと待て」さきほどの言葉とは裏うら腹はらに、フィラは彼の手を握にぎり、引き留とめた。

「はい？」ふんにゃかしているが、同時にしっとりひんやりしている彼女の手の感かん触しよくにいまさらながらどきりとしつつ剛士は振ふり返った。もちろん、握られた手におもわず力を入れて握りかえしたりしないよう努力しながら、である。

「ほれ、もう少しよれ」フィラは腕うでに力をこめた。

「は、はぁ」

　濡ぬれながら、いや、濡れているからこそなお強く鼻び腔こうを刺し激げきする彼女のあでやかな香かおりに痺しびれるようなものを覚えた剛士君、すでに鼓こ動どうが速くなっていた。

　フィラは彼が恥はずかしがっていることに気づき、嬉うれしくなった。彼女は見るべきところのある男子の含がん羞しゆうに魅力を感じるといういい趣しゆ味みの持ち主である。むろん、『かわいー』とかおもっちゃったりして、安あん易いに自分を上位に置くというおバカさの方は持ち合わせていない。武ぶ勇ゆうと同じある種の潔いさぎよさと受け取るのだ。いまも剛士のおどおどした様子に一種のすがすがしさすら覚えつつ語りかけた。

「おまえはわたしを助けた」

「いえ、あの、僕はあんまり役にたたなかったから、それに、フィラさんも凄すごかったし」

「いかんいかん、妙みような平等主しゆ義ぎはロマンチシズムの敵てきだ。あとフェミニズムもな」ぴーんと伸のばした人差し指をぐいぐいと左右にふりながら彼女は否ひ定ていした。それだけは許ゆるせん、という感じである。

「ろ、ろぉまんちしずむ」すでに圧あつ倒とうされていて脳のう内ないで６１９種類ほどのアレなストーリーを同時進行させている剛士はオウムのようにつぶやいた。

「うむ」フィラは深々とうなずいた。できの悪い生徒の教育に熱心な女おんな教きよう師し24歳さい・濡れた公園、という態たい度どである。



    

  
    
      「という次し第だいで、わたしは今こ宵よいのロマンスを完結させたいのだ。明日からは自由の利きかなくなる身なものでな」

「えーと、それはつまり」

「たとえばだな、わたしが無む垢くな心と身体からだのまま一夜の冒ぼう険けんにでたどこかの姫ひめ君ぎみだと仮か定ていしろ」フィラは断だん固こたる調子でいった。

「は、はい」

「で、おまえは下しも々じもの出でありながら勇気あふれる男。卑いやしき街をさすらう孤こ高こうの騎き士しというところだ。でもってたまたま出会ったわがままな姫君を悪漢の手から救った、と。これが今夜の設せつ定ていだ。ここまではいいか？」

「あー、はい」

「当然二人の気分は盛もり上がっている」

「そ、そういうこともあるんでしょうね、きっと」

「しかしだ、所しよ詮せんは身分違ちがいのかなわぬおもい、今こ宵よい限かぎりで別れねばならぬ。姫君は男に心こころ惹ひかれつつも明日からまた果たさねばならぬ義ぎ務むを捨すて去るわけにはいかない。男はこれまた実は生き真ま面じ目めだったりして、彼女を傷きずつけるわけにはいかないと心得ている」

「な、なんかアレな展てん開かいですね。聞いてるだけで甘あまったるいＢＧＭが流れてきそうな。あっちこっちで何度も読んだり見たりした気がするけど」

「うむ、わかるか！　良かった、おまえとは趣しゆ味みがあう。でまあ……そういうことなのだ」

「はぁ」

「ばかもの」フィラは剛士の鈍にぶさを嬉しそうに罵ば倒とうした。「今宵を限りに別れねばならぬ高こう貴きな女から奪うばうものといえばひとつに決まっているだろう。ちなみにここまでのストーリー展開からいってどこかの地下室や古こ城じようにさらって凌りよう辱じよくの限りを尽つくすというのはパスだぞ。わたしはもう少し深しん刻こくなストーリーの向いているキャラクターだと自負しているのだ」

「あのえーとそれはつまり」鈍い剛士もさすがにわかりはじめた。「えーあのでもそのあの」

「急げ急げ、ゴーシ。迎むかえが来ては恥ずかしかろう？　ああ、わたしはなんと気の利きく女なのだろう。ほれほれ、はやくわたしのファーストキスを奪うばえ。いい年して少し恥ずかしいのだが、こちらもイロイロと事じ情じようがあってな、いままでそっち方面の実戦経けい験けんは大いに不足しているのだ。ちなみにおまえはどうだ」

「あ、あのの」

　唐とう突とつで強ごう引いんで、そうでありながらうわぉ、な申し出にパニックの剛士、そうはいいつつも奇き妙みようなほどの嬉しさなども感じたりしつつ舌したをもつれさせた。

「えーとあのそれは。ともかくそういうのやっぱり本当に好きな人と……」

　フィラは頬ほおを紅あかくした。実はそういう人でもあるのだ。

「ばかもの、この一時間、おまえは紛まぎれもなく雄お々おしかった。良い男ぶりであった。よってわたしがいまこの世で一番愛している男は、ゴーシ、おまえだ。だからいいのだ」

　焦じれったくなった彼女は剛士を引き寄よせ、顔を近づけた。

「早くしろ。トドメだけはおまえが刺させ──女に恥はじをかかせるものではないよ」

　剛士はなおもためらっていた。しかしそこにあるフィラの存そん在ざい感かんは圧倒的だった。なにより彼自身もこの一時間ほどのどたばたの間に、奇妙なほどの好意と信しん頼らいを彼女に対して抱いだくようになっていた。妙なバイアスがかかっていても、気合いの入った美女を嫌きらうのは難むずかしいものなのだ。

　こくりと喉のどを鳴らし、剛士はいった。

「じゃ、あの、では、失礼します、フィラさん。後こう悔かいしないでください」

「かまわぬ。参れ、ゴーシ」フィラは頬を染そめながらも堂々としていた。



　ぶっちゅー。



　　　　９



「御ご自分のお立場がおわかりなのですか！」

　びしーん、と岩ですら一いち撃げきで砕くだきそうな声が響ひびいた。時は数時間後、所は魔ま王おう城じよう謁えつ見けん室しつである。

　怒おこっているのはだれあろうアーシュラ……ではなくて、スフィアであった。

　血相を変えている、どころではない。

「こういう事じ態たいを怖おそれていたからこそ外出には反対いたしましたのに……案の定、こんな騒さわぎになって！　それも、見ず知らずの女じよ性せいを助けるために自分も飛び出すなど……」

　玉ぎよく座ざで濡ぬれた服を脱ぬがされ、腕うでに包帯、腰こしにバスタオルという姿すがたのまま小さくなっている剛士を睨にらみつけているスフィアの顔は、根が美少女であるだけ、実におっかない。顔立ちの整った人というのはどんな顔をしても迫はく力りよくが違ちがう。

　それにまあ、今夜のところはスフィアのいうとおりである。なにもかも彼女の最悪の予想通どおりで、剛士がいらん見み栄えを張はってさらに事態を複ふく雑ざつにしてしまったところまでぴったりであった。さすが剛士君専せん任にんメイド兼けんカウンセラー兼お医者さん、でもって他のこともさあどうぞ、だけあって、彼の性せい質しつと性せい格かくを知り尽つくしている。

「いやあ、でもさぁ」

　とりなそうとジョスが口を挟はさんだ。

「なにが“〝でもさぁ”〟、ですか！」スフィアは容よう赦しやなく怒ど鳴なりつけた。悪あしき平等主義に毒されていない通知票を手て渡わたされた『だから勉強しておきなさいっていったでしょ』のお母さん状じよう態たい、いかなる言い訳わけも聞く耳もたん、というアレである。

「だいたいです、未成年の剛士様を魔王領りようにその人有りと知られた大だい魔ま導どう士しのあなたが酒場へひきずりこむなどということが許されるとおもっていらっしゃるのですか！」

「あー、いやあはその、あははは、なんていうか」

「なんていうかじゃありません！」

「あは、あは、あははは……あ、俺おれ、一日二四時間以上寝ねないとダメな人だからもう寝なきゃ、じゃ、閣かつ下か、あはははは」

　自分に矛ほこ先さきが向いたので青くなったジョスは先ほどから懸けん命めいに笑いをこらえていたメイムをひきずって謁見室から逃にげだした。機をみるに敏びん、おまけに今夜はちょっと後ろめたい感じもあったセシエはとうに逃とう走そうしている。

　もちろんスフィアはまだ収おさまらない。ぶっちゃけた話ブチ切れているから仕方がない。ともかく、くるりとターンを決めて

「剛士様も剛士様です！」

　と再さい開かいしたから剛士君、おもいきり首をすくめた。

　しかし、泣きたいような気分かといえばそうでもない。傷はまだ痛いたむし身につけているのはバスタオル一枚まいなので寒くもあったが、決して惨みじめではなかった。

　充じゆう実じつ感かんのようなものを覚えていたのである。

　そりゃおまえ美女とアレしたからだろう、というのはもちろんある。確たしかに、すべてが終わった後、さっと姿を晦くらませたフィラとのキメは剛士をいい気分にしていた。

　だが、それだけではない。

　あの時、剛士は……まあ、似に合あわないことこのうえない見栄を張った。いかにも一人前の男のように振ふる舞まった。結果や効こう果かはともかくとして、そうであったのは事実である。

　いまからおもいかえすとよくあんな真ま似ねができたものだと我われながら呆あきれてしまうのだが、同時に、恐おそれや呆れと違ちがうものの手て応ごたえを感じてもいた。

　どんなに恐ろしくても退ひかない。たとえ無む駄だだとわかっていても腰こしを抜ぬかさない。

　それをなんと呼よぶべきなのか剛士にはわからない。もう一度できるかといわれたらさっぱり自信もない。

　しかし、ただの一度かもしれないとはいえ、自分にそんな真似ができたことが本気で心地ここちよかった。

「なに嬉うれしそうな顔をしているんですか！　わたくしは怒っているんですよ！」

　スフィアの怒鳴り声が響いた。

　その声と態度も、剛士をいい気分にさせている。

　彼女が怒っているのは……僕ぼくがあぶない目にあったから。あぶないことをしてしまったから。だから怒っている。整った顔立ちを紅あかくして、これほどまでに僕を睨にらみつけている。

　つまり……僕のことをそれほど心配していてくれる、大事に思っていてくれるということだ。

　嬉しくならないはずがない。なんといってもスフィアは魔王領が好きになった最初の原げん因いんであり、いまでも、最大級の原因であり続けている。

　でなければ、ほのかが作りだしたあの夢ゆめのような世界から帰ってくるはずがないじゃないか。スフィアが彼女自身としてあの世界にいてくれたなら……僕はあの天抜で、僕のために作られた天抜で、一生をのんべんだらりと暮くらしていたに違いない。

「剛士様！」

　彼の態度が改まらないことに気づいたスフィアはつかつかと玉座に歩み寄より、ぐっと睨み降おろす姿し勢せいになった。

　剛士は彼女を見上げた。

　怒りの炎ほのおが燃もえている瞳ひとみに、微かすかなうるみがあった。

　もっと、嬉しくなった。

「なんなんですか、いったい……」

　呆れたのだろう、スフィアの声から力が抜ぬけた。

「いや、あのさ」

　剛士はこたえた。そのあいだも嬉しさは収まらず、顔がどんどん笑えみ崩くずれてゆくことを抑おさえられなかった。

「……ありがとう」

　スフィアは目を丸くした。しばらくそのままでいたが、ぷい、とそっぽをむくと、小さな声でいった。

「お風ふ呂ろの準じゆん備びができています。お着き替がえも用意してあります。今夜は……他はなにもいたしませんからね」

「うん」

「本当になにもしませんよ！　お夜食もつくってあげません。わたしは……怒ってるんですから」

「うん、うん」

　剛士の顔はくしゃくしゃになっていた。

　と、通路にブーツの靴くつ音おと響ひびかせつつ、誰だれかがやってきた。

　いや、剛士には誰だろう、と迷まよう必要はなかった。靴音だけですぐにわかる。怒っているらしいことも感じ取れた。

「閣下！　お話ししたいことがあります！」公園で伸のびている連中の捕ほ縛ばくにあたっていたアーシュラはなまのアイスブレスかとおもわれるほど冷たい声で剛士へ呼びかけた。

　そして、毒気を抜かれた。

　とてつもなく上機き嫌げんの魔王領総そう帥すいが、満面に喜色を浮うかべてうなずいたからであった。



　翌よく朝あさ。まだ御ご機嫌斜ななめのスフィアと朝食を済すませた剛士は、朝が弱いにもかかわらずいい具合である。途と中ちゆうで合流したアーシュラへ自分から挨あい拶さつし、調子よく執しつ務む室しつへ歩いてゆく。

　スフィアは彼の後ろ姿すがたをしばらく見つめていたが、隣となりのアーシュラにうなずき、少し剛士から間をあけたあとでたずねた。

「……逮たい捕ほした者たちから、なにかわかりましたか？」

「まだだ」アーシュラは溜ため息いきとともにいった。御機嫌の剛士に困こん惑わくに近いものを感じているのは彼女も同じである。

「ま、無理もないがな。マジックステッキの直ちよく撃げきを受けた者はまだ意い識しきが戻もどらないし、ただ殴なぐられただけの者は逃げてしまった。暗瞑回帰ダーク・リターンを浴あびた者たちはまだ意識が現げん実じつに戻もどっていない。こちらが大だい魔ま導どう士し揃ぞろいだっただけにかえって始末が悪い。まあ、精せい霊れいが集まった理由はどうにかごまかしたが」

「グレナム大たい佐さとセシエからは、コレバーンがらみらしい、という報ほう告こくがありましたが」

「それはわたしも聞いた。ジョス・グレナムだけならともかく、セシエとメイムも同意見だから、まず間ま違ちがいはあるまい。が、そうなると……読めない。コレバーンだぞ？　ランバルトやパライソならともかく、あの国が魔王領でなにをたくらむというのだ」

「剛士様は……バァで出会った女性が狙ねらわれていたと仰おつしやっておられましたが」

「……」

「アーシュラ様？」

「気に入らない」アーシュラの唇くちびるから微かすかに牙きばがのぞいた。彼女はさらに声を潜ひそめ、スフィアへいった。

「考えてもみろ。たまたま閣下の入られたバァに、たまたま何者かに追われている女が入ってきた。女はたまたま棒ぼう術じゆつか槍そう術じゆつの達人で、手をとりあい、戦った──そんな偶ぐう然ぜんがあるか？」

　スフィアの表ひよう情じようが硬かたくなる。

「つまり、計画的なものだったと……」

「ああ。おそらくその女の方が問題だ。閣かつ下かの昨夜からのご様子をみろ。どうも……魅惑術チヤームでも浴びられたのではないか。明らかに……」

「……浮うかれておられますね」

「これからは身辺警けい護ごを強化する必要がある」

「ええ。そうした方がよろしいでしょう」

「幸い、予算には余よ裕ゆうができた。この際さい、以前から話のでていた……」

「そうですね。わたくしも賛さん成せいです」

「……いらぬ苦労を背せ負おいこむのはわたしと……スフィア、おまえだけでいい」

　そこまで口にしてアーシュラはちらっとスフィアの横顔を盗ぬすみ見た。眉まゆを寄よせる。

「……閣下となにかあったのか」

「いいえ」そう応おうじたスフィアの表情は硬かった。「とりたててなにも」

「それが問題なのではないのか」

　スフィアは下唇を噛かんだ。抑おさえに抑えた声でつぶやく。

「……アーシュラ様こそ、他ひ人と事ごとではないでしょう」

「な」ヴァンピレラ・ビューティは絶ぜつ句くした。スフィアがここまでキツイ言葉を口にするのを耳にしたのははじめてだった。

「ほら、やっぱり」表情を変えずにスフィアはいった。腰こしにつけた鈴すずの響きが強まっていた。

「だから、いいんです。御ご存ぞん知じのとおり剛士様は……」

　気を取り直したアーシュラも即そく座ざに同意した。

「……ああいう御お方かただ」

　剛士君、ムチャクチャいわれている。いやまあ、完全に外れではないどころか、ど真ん中大当たりなところがキツイ感じであり、それでもなおかつ徹てつ底てい的に心配していてくれているところがうらやましい感じであるが、ともかく、こうしたやりとりでもってこの朝は始まったのである。



　それからの数時間はいつもどおり、昨夜のうちに溜たまっていた案あん件けんと、会議と……という感じで時間がすぎてゆく。

「なに、この報ほう告こく書しよ」

　剛士は市内での過か剰じよう公こう権けん力りよく行使について書かれた書類を持ち上げた。受け取ったスフィアはばらぱらとめくり、一いつ瞬しゆんだけ小首をかしげると、あっとつぶやいた。ただし、剛士に教える態たい度どはそこまでよろしくない。なんというか、ムリヤリ事じ務む的な感じにした口調である。

「以前にいい気になりすぎてワルキュラ大学で問題になっていた特待生……彼に違ちがいありません。結局退たい学がくになって、警察に入ったみたいですね。誰かが哀あわれにおもったんでしょう」

「市内でマジックボウガンをバカスカ撃うちまくってるけど」

「そーみたいですわね」

「市警本部長は処しよ分ぶんしたいっていってる」

「でしょうね」

「……スフィア、なんか冷たくない？」

「誰だれかさんがわたくしをのけものにしたからですわ」

　剛士は傷きず跡あとを掻かいた。

「こんどから、気をつけるよ」

「そうですか」

　他の用事を済すませにゆくらしいスフィアの後ろ姿すがたを見送って溜ため息いきを吐ついた剛士は、もう一度書類を眺ながめた。

「ま、一度や二度の失敗じゃ……アレだよな」

　処分不ふ許きよ可かのハンコを捺おして署しよ名めいした剛士は既き決けつの箱へ報告書を放ほうり込こんだ。というわわけでダーティ・針井ハリイ君の今後の悪名高き活かつ躍やくは約束されたわけである。いえまあ、本ほん編ぺんの展てん開かいにも関係ないし、剛士君にとっても知ったこっちゃないわけですが。

　でもって次は大違いの外交問題である。

　宗しゆう教きよう国こつ家かパライソの俗ぞく論ろん問もん答どう僧そう（要するに大使）が本国と頻ひん繁ぱんに連れん絡らくをとっているという報告だった。外がい務む省とＣＭＡ双そう方ほうからの報告である。魔ま王おう領りようの外務省はどこかの国の同じ名前のお役所みたいに自分たち以外の者が外交について真しん剣けんに考え出すとたちまち拗すねるというナンギな性せい癖へきは持っていないので、ＣＭＡと情報を交こう換かんしあって多方面からの考察を加えた報告書に仕上げられていた。

　いやま、報告書の書き方はこのさいどうでもいい。オグリバン・ドゥマルコといういかにもおファンタジアな名のパライソ大使がなんの目的で本国と頻繁にやりとりしているか、それが問題である。

　外務省のパライソ担たん当とう局長はその目的を、〈カルネアデス〉作戦後の魔王領に関する全ぜん般ぱん情報の収しゆう集しゆうだと見ていた。情報収集の直ちよく接せつ的な目的は〈カルネアデス〉作戦によってあぶく銭ぜにを掴つかんだ魔王領がそれをどう使うのかを推おし量はかるため──そう解かい釈しやくしている。

　一方、ＣＭＡの方はパライソがなんらかの行動を企たくらんでいるためではないかと判はん断だんしていた。しかし、なにを企んでいるのか、となると情報が少なすぎ、当て推すい量りようしかできないと認みとめている。書類の隅すみにはセシエ・ハイムの丸っこい字で正直いってわかんなーい、と記されていた。

　外交か。

　剛士は腕うで組ぐみをした。ぶらんぶらんさせていた脚あしを上げ、椅い子すの上であぐらを組む。



　個人にとっての人付き合いと同様に、国にとっての外交は面めん倒どうな問題だ。好き嫌きらいでやっていくわけにはいかないからである。

　たとえばだ。同じクラスにどうにも虫の好かない奴やつがいたからといって、毎日喧けん嘩かばかりしていていいわけがない。就しゆう職しよくした後で困こまるからだ。社会というのは残ざん酷こくなもので、たとえば就職難なんの大波を乗り越こえて見事にどこぞのいい会社に入ったとしても、そこであがり、ということにはならない。それは始まりにすぎず、むしろそれからが面倒なのである。直ちよく属ぞくの上司がどうにもならないぐらいイヤな奴だったら──会社をすぐさま辞やめるか？　辞めたとして、それからどうする？　いや、親が実は世界を裏うらから支し配はいする一〇〇八委員会の一員だとか、煮に詰つまったバカが財ざい産さんを残らず寄き付ふしてくれる教きよう団だんの教きよう祖そだとかならいい。おまえは世界に二人といない才さい能のうの持ち主だと誰もが認みとめてくれるのでも大だい丈じよう夫ぶだ。

　しかしそうでない場合、再さい就職は大変である。前の会社を辞めた理由が、上司が気に入らないんでぇ、ソッコーで、となればなおさらである。

　となれば、我が慢まんしなければならない。出世してもっと給料をもらいたいのであれば、イヤでたまらないそいつに調子をあわせ、それどころか、あんたのことが大好きですよ、尊そん敬けいすらしていますよ、という態度さえとらねばならないかもしれない。なんか書いているうちに実体験が蘇よみがえってきて泥どろ沼ぬまな気分だが、そういうことなのだ。

　実は外交も同じなのである。

　なんかさー、あいつら気にいらねぇよな、いいや、戦争しちゃえ、というわけにはいかない。おまえらバカだから国交断だん絶ぜつ、というわけにもいかない。そんなことしていたら周りじゅうが敵てきばかりになっておちおち夜も寝ねていられなくなる。世界中相手に戦争はじめてしまうハメになる。

　利り益えきがあるならば、可能な限かぎり妥だ協きようの道を探さぐるべきなのだ。頭を下げるだけならタダ、という言葉があるが、外交の場合は、国にとって損にならないならなにをしたっていいのである（あ、ちなみに、ここでいう国家というのは国民とその豊ゆたかな生活、悪くても現げん状じよう維い持じ、という概がい念ねんを含ふくんでいます）。

　地球の例をあげるなら──清しんのことを強大な大国、眠ねむれる獅し子しなんてヨーロッパ列強が思いこんでいた頃ころ、すでに世界の海洋を支配していた大英帝てい国こくの大使ですら皇こう帝ていの前で拝はい跪きの礼を示しめすことをためらわなかった。それで皇帝の気分が良くなり、貿ぼう易えきで好き勝手できるようになるなら大英帝国にとっての儲もうけだったからである。でもってもちろん、眠れる獅子というより腐くさったパンダだったという実態がバレたあとは手のひらを返してふんだくるだけふんだくった。土ど下げ座ざしなくても儲かるのなら誰がするものか、というわけだ。

　つまり外交とはデパガのお姉さんが浮うかべる微笑ほほえみとなんらかわるところのないビジネスそのもの、まあお互たがい利益になるから仲良くしておきましょう、というものにすぎないのだ。

　そして、それでいい。生きてゆくために必要ななにかが手に入るとわかっているからこそ、人は、見ず知らずの、時にはムカつく奴らとも折り合いをつけられるからである。

　もちろんあんまりこういう解かい釈しやくをする人はいない。あからさまにしてると退ひいてしまうからだ。だものだから信しん頼らいだの理解だのという言葉で飾かざり、この世には素す晴ばらしいものがあると信じている人々の耳に入りやすくしているだけのことである（ちなみにこれを文化という）。夢ゆめはいつだって大切、ということだ。

　剛士君、実はそんなあたりはイヤになるほど理解している。天抜高校二年四組の教室でたっぷり味あじわったからだ。たとえば、飯田たちが彼をターゲットに定めた時、誰も助けてくれなかったのは剛士に対する評ひよう価かが低かったから。剛士を助けても自分に利益などないと判断されたからである。

　しかし、剛士が自分でも気分が悪くなるほど姑こ息そくな手を使って飯田たちを各かつ個こ撃げき破はしはじめてからは違ちがった。積極的に協力してくれる者こそいなかったが、飯田に追つい従じゆうする者はその数を減へらした。飯田に変わって、剛士を怖おそれるような空気すらクラスに漂ただよった。

『あいつをナメていると、なにをされるかわからない』

　という実じつ績せきに基もとづいた評価を剛士が受けるようになっていたからだ。なにしろ、飯田たちのグループが弱体化することは、クラス全員にとって間違いなく利益だったのである（経けい験けんのある人は御存知のとおり、飯田のような奴がのさばるクラスの雰ふん囲い気きはおそろしく悪くなる）。

　いま、パライソの動きを報ほう告こくされた剛士の頭には、右に記したような、地方都市の高校二年生としてはぎりぎりいっぱいの『外交』経験がある。実は重要なファクター、交こう渉しようというものがその経験からは抜ぬけているのだが、こればかりはどうしようもない。彼は周囲から孤こ立りつした高校生活を送っていたのだ。

　だからいまも問題がさっぱり理解できない、というわけではない。

　外務省とＣＭＡ、どちらの報告もそれらしいよな、剛士はおもった。パライソがなにか魔王領に対して含ふくむところがあり、そのために情報を集めているのは間違いのないところだろう。でなければこの時期、大使という目に付く存在が動くはずもない。いや、どうしたって目に付く大使がこうも動いてみせるということは……

（大使の方は本当に秘ひ密みつにしておきたい活動から目を逸そらすためのオトリじゃないのかな）

　とすら彼は考えている。

　確たしかに彼らの目的を見定めることは難むずかしい。パライソがずいぶんとアレな宗しゆう教きよう国こつ家かだというのはわかっているが、では大使が動いている直ちよく接せつ的な目的は──となると、選せん択たく肢しの幅はばがありすぎてしぼりきれない。その意味でセシエの判はん断だんは正しい。

（いっそ、大使を呼びつけて探さぐってみようか）

　剛士は考えた。人の顔を見るのはいつの場合でも有ゆう効こうな手法である。態たい度どや表ひよう情じようで本音がわかることがある。もちろん大使ともなれば簡かん単たんに腹はらを読まれないという程てい度どの経験は持っているが、ここに座すわってあれこれ考えているよりは有益に違いない。

　剛士の執しつ務む机づくえがお気に入りの九きゆう尾びの狐きつね──玉たま藻もが頭をあげた。剛士を見ている。

　剛士はちらっと微び笑しようを浮うかべ、玉藻の頭を撫なでた。

　玉藻は頭を手のひらに押おしつけ、心地ここちよさそうにふん、と息を吐はいた。

　そして、唐とう突とつに口を開いた。

「悩なやまれているようですわね」

「ひっ、え、あ、あのはい」

　のけぞりかけた剛士はあわてて応こたえた。見かけの違う連中が日本語で喋しやべるのにはいい加か減げん慣なれていたが、こうもいきなりだとやはり驚おどろいてしまう。

「どうするつもりですの？」玉藻はたずねた。尖とがった顔が笑っているように見えるのは、剛士の狼ろう狽ばいぶりがおかしかったからだろう。

「いやうん、あの……」

　いくら九尾とはいえ、狐に話しても……と思いかけたところで剛士は気づいた。玉藻は中国や日本の宮きゆう廷ていでぶいぶいいわせた実じつ績せきがあるのだ。権けん力りよくだのなんだのというものについて剛士など及およびもつかない経験を持っているに違いない。

「パライソ、どうせならコレバーンなんかも何を考えているのかもうちょっと掴つかみたいと思うんだけど──でも、いろいろ難しいみたいで。外がい務む省しようもＣＭＡも頑がん張ばってくれてるんだけどね」

　玉藻は首を振ふった。思し慮りよ深ぶかげな顔を浮かべて、天てん井じようを見上げる。それから、剛士をまた見た。

「妾わたくしで良ければ手伝ってさしあげましてよ？」

「玉藻さんが？」

「ええ」

「でも……」

「このなりがいけませんか？　なら」玉藻はにこっとすると、けん、と一声鳴いてバック転した。白はく煙えんに見えなくもない精せい霊れい光こうが生じる。一いつ瞬しゆん後ご、そこにいたのは絢けん爛らん豪ごう華かな膝ひざ上うえ15センチの十じゆう二に単ひとえをまとった……おでこぴかぴかで目がぱっちりで眼鏡めがねをちょこりんとかけた（でも首から下はむちむちの）三つ編あみ美少女であった。

「……これなら、どうです？」

　剛士君、あんぐりと口をあけたまま声も出ない。そりゃそうである。妖よう狐こ、玉藻御ご前ぜんといえばぞくりとするほどの美女だろうと想そう像ぞうするのが常じよう識しきだ。しかし、目の前でにこにこしている美少女は中国大陸や日本で国の屋や台たい骨ぼねを傾かたむけまくったという感じでは全然ない。

「びっくりさせちゃいましたか？」剛士の様子に気づいた玉藻は上うわ目め遣づかいでたずねた。

　剛士はがくがくとうなずいた。

「ごめんちゃい……でも……」

　玉藻はさらに笑えみを大きくした。

「閣かつ下かって、やっぱりいいですわぁ」

　玉藻はくねくねと身を躍おどらせながら小走りに駆かけると、剛士の側そばへ立った。

「大だい戦せん略りやく家かなのに、こーいうことになるとアレなんだから……でも、そこがいいですわ！　玉藻、なんでもしてあげちゃう」

　そのまま抱だきつく。ふにっと頬ほおに押おし当てられた感かん触しよくに剛士君はますます混こん乱らんした。

「あ、あののの、なんかノリが」

「うふふふ、大だい丈じよう夫ぶですわ」

「な、なにが大丈夫なんですか、玉藻さん」

「そんな他人行ぎよう儀ぎな。どうか、玉ちゃん、と呼よんでください。閣下のお年にあわせてマニアック美少女モードにしてるんですから。それとも努力が足りませんか？　ミニの十二単ってまだ誰だれも使ってないと思ったんですけど……いっそ、スクール水着にしますか？」

　さらにふにふに。

「あひゃひゃへひゃ、あのあの、玉藻さん」

「た・ま・ちゃん」

「ああひゃ、玉ちゃん、ちょ、ちょっと」

「むー、なんですの？」

「ご、ごめんなさい、でも、ほら、いま仕事中だから」

「あむー」

　身体からだをようやく離はなした玉藻は剛士を恨うらめしそうに見つめ、ちろっと舌したをだした。

「そういう堅かたいところもいいですわ……で？」

「は？」

「お仕事の話、でしょう？」

「ああ、はいはい、えとあの」剛士はあわてて頭を切り換かえようとした。しかし、衝しよう撃げきが大きすぎて考えをまとめられない。

　玉藻はまたくすりと笑い、助け船をだしてくれた。

「大使と会う機会をつくってください。それだけで、オン・ターゲットですわ！　いまさら隠かくす気もありませんけど、殿との方がたの扱あつかいには慣なれていますから」



    

  
    
      　彼女の言葉が何を意味するかわからないほど剛士は鈍にぶくない。それどころか、脳のう裏りにどぶぅわーっと18禁きん妄もう想そうがあふれかえっていた。朱しゆ塗ぬりのぶっとい柱が立ちならぶ石いし畳だたみの宮きゆう殿でんでナマズ髭ひげ生やしたおじさまな皇こう帝ていに『パッパぁー』とおねだりしていたり、御み簾すの向こうでいとやんごとなき御お方かたをふにゃふにゃにしている玉藻アダルトモードの姿すがたである。

　剛士の顔を見つめた玉藻はふふっ、と笑い、

「そこまではしません」

　といった。

「え？、いやあのその、あの」剛士は恥はずかしさに赤面する。

「これでおわかりでしょう？　殿方の気分を読むのは簡単なんですよ──女にとっては」

　剛士はかくかくとうなずいた。確たしかに玉藻の有する豊ほう富ふな実戦体たい験けんの前には、宗教国家の大使など物の数ではないだろう。ともかく、彼自身が大使に探さぐりを入れるよりよほど有効なのは確かだ。

「でも、どうしてですか」剛士はたずねた。いまになって彼女が突とつ然ぜん、その力を貸かしてくれる理由が気になった。

「閣下を見ていると飽あきませんもの。できることなら、ずっとお側に置いていただきたいほど」

　剛士君、さらに紅あかくなった。昨夜といい今日といい、男ならば重じゆう視しせざるをえない分野の幸運を水すい洗せんトイレの水みず並なみに消費している感じである。もちろん、悪い気はしない。しないどころか頭に花が咲さいている。しかし、今日のところはこれ以上の面めん倒どうは結けつ構こう、というのが正直なところであった。

「……いまでも側にいてくれてると思うけど」剛士はいった。

「ま」玉藻は目を丸くし、楽しげに笑いだした。「一本とられました。ともかく、そちらの方は任まかせちゃってください」

　玉藻はたっぷりした胸むねを叩たたいた。

「あら、玉藻様。そのお姿は……」

　お盆ぼんに剛士の好きなものを載のせて戻もどってきたスフィアが声をかけた。

「スフィアちゃんの大事な閣下を誘ゆう惑わくしていたの」玉藻はいたずらっぽい笑みを浮うかべていった。

「え？」スフィアは眉まゆを寄よせ、玉藻と剛士を見み比くらべた。顔つきが険けわしくなっている。

「冗じよう談だん。ごめんなさい、冗談よ、あら、本気だったかも」玉藻はスフィアへ微笑ほほえみかけ、剛士へうなずいた。「では、閣下……いつがよろしいですか？」

「うん」剛士は手元の書類を眺め、そのうちのひとつに目をとめた。『第１航空突とつ竜りゆう艦かん隊たい展てん示じ訓練計画』とある。第１０１空中突竜戦隊に加え、ドラゴン航空部隊全ぜん般ぱんまで任せることにしたラッシュバーンから提てい出しゆつされたものだ。第１航空突竜艦隊というのはそのドラゴン連合航空部隊の名だった。

　剛士はラッシュバーンの提出した書類をめくった。要するにどうにかものになってきた航空部隊の威い力りよくを一般に公開して、特に外国へ、なめたらアカンぞ、と知らしめることが目的の催もよおしである。外交上の儀ぎ礼れいとして、各国の大使や駐ちゆう在ざい武ぶ官かんも招しよう待たいすることになっていた。外交関係者は、剛士主しゆ催さい、という形式の昼食会へ招まねくことになっている。

「これならどうかな」剛士は玉藻に説明した。

「昼食会の時間はいかほどですの」

「予定は一時間。立食式」

「問題ありませんわ」玉藻はうなずいた。「一時間あれば、パライソとコレバーンの大使はなんとかできるでしょう。あ、もちろん相手の好みにあわせてモード切り替かえますから」

　自信満々の言葉に、剛士はおもわずたずねていた。

「相手にそうと気づかれずに？」

「もちろん！　任せちゃってください」

「セシエと打ち合わせしといてくれるかな」剛士は命じた。「ＣＭＡの方で問題がないというなら──細かいことは全部玉藻さん、いえ、玉ちゃんにお願いします」

「はい！　それではさっそく……」

　剛士はほっと息を吐はいた。午前中の仕事はとりあえずこれで終わりだからである。ともかくスフィアの入れてくれたお茶でも飲んで気分を変えたかった──同時に、スフィアをなだめる必要もある。玉藻がさきほど口にした『冗談』を耳にしたあと、彼女は実に複ふく雑ざつな態たい度どのままであるからだ。

「じゃあ……」

　玉藻が部屋をでようと扉とびらを開けると、床ゆかを叩たたくブーツの音が聞こえた。近づいてくる。一人はアーシュラだとわかる。

「失礼します、閣かつ下か」

　ぱっと敬けい礼れいしたアーシュラの表ひよう情じようは昨夜よりも怖こわかった。いや、怖い、というより完全に頭へキテいる感じである。彼女は一人の兵士を従したがえていた。

「参さん謀ぼう総そう長ちよう、なに？」身に覚えのない剛士は戸と惑まどいもあらわにたずねた。

「このように重要な問題を誰だれにも相談せずに進めるとは、いったい、どういうことですか！」アーシュラは怒ど鳴なった。

「どういうことって」

「とぼけられるお積りか？」

「いや、あの、とぼけるもなにも、話が見えないんだけど」

　アーシュラは剛士を睨にらみつけた。しばらくして、微かすかに表情をゆるめる。さきほどより抑おさえた声でたずねる。

「……本当ですか？」

「本当もなにも、なんで君が怒おこっているのか全然わからない」

　アーシュラは眉を寄せた。剛士が本当に知らないと納なつ得とくしたらしい。

「では、報ほう告こくをお聞きください」

　ヴァンピレラ参謀総長は背はい後ごの兵士にうなずいた。

「あ、あの……」

　突然総そう帥すいと直じかに話せといわれた兵士は目に見えて緊きん張ちようしている。

「楽にして。つっかえても気にしないで」剛士はうなずいた。

「は、はい、ありがとうございます」兵士は背せ筋すじをさらに伸のばしながら応おうじ、大声で伝えた。

「総帥閣下に……お客様が見えております」

「お客さん？」

「はい」

　剛士は皆みなの顔を見回した。誰もが首を振ふった。誰にも心当たりがないらしい。

「えーと、どこのどなたが」

「は、コレバーン連合、連合王家第三王女フィラ・マレル殿でん下かであります」

「コレバーン？」

　剛士は面食らった。確かに彼はいまのいままで外交問題について考えていた。コレバーンもターゲットのひとつである。

　しかし、コレバーンのお姫ひめ様さまが直ちよく接せつたずねてくるような用よう件けんがあるとはおもえない。あったとしても見当もつかない。

「あの……」おもいきり悪い予感とともに剛士はおずおずとたずねた。「ご用件はうかがった？」

「は、あの……」兵士はなおも固くなる。

「いいからいって。ここにいるみんなの前で、総帥の仕事に関することは秘ひ密みつにしてないから」

「はあ、ですが、あの、閣下のお仕事といい切れない面もございまして……」

「いいからいえ」焦じれたアーシュラが命じた。「閣下はそれでよいと命じられたのだ」

「はっ、御報告します！」

　踵かかとをカチリと鳴らした兵士は大声で用件を伝えた。

「フィラ・マレル殿下は、ええ、その、総帥閣下の嫁よめになりにきた、そう申されております！」

「は、はぃぃぃ？」

　剛士はのけぞった。スフィアも玉藻も助けてはくれなかった。彼と同様、ネタあわせをしたコメディアンのように同じタイミングでズッコケていたからである。



    

  
    
      
        ２　動きだしたもの



      

    

  
    
      

　　　　１



　ウルリスは実にもう、アレな感じであった。

　寒い。寒いのである。積雪は大したものではないのだが、そのかわりに乾かん燥そうした冷たい北風が吹ふきつけ、ただ歩いているだけでも貧びん乏ぼうくさく惨みじめったらしい気分にしてくれる。ゴルソン大陸のど真ん中だから大陸ノリの冬になるのは仕方がないとはいえ、好んで外を出歩きたい気分には絶ぜつ対たいになれない。

　実のところ、王おう城じようも例外ではない。おファンタジア妄もう想そうレベルとは異ことなり、石いし造づくりの建物というのは実に住みにくいものだからである。冬場は特にひどい。建物をつくりあげている石が冷え切っているから、厚あつ着ぎがかかせない。例外は、木材の内うち張ばりなどが施ほどこされている貴き人じんの部屋だけといっていい（それにしたって、さほど居い心地ごこちが良いわけではない）。王様や貴族が夏だから冬だから、と理由をつけて離り宮きゆうや別べつ荘そうへ出かけたがる原げん因いんのひとつはそういうことなのだ。城しろとは違ちがい、離宮や別荘は安楽に過すごすことを目的として建てられているからである。

　しかし──この年の瀬せ、ランバルト王家のお二人、フェラール兄ちゃんとシレイラちゃんはいずれも王城に腰こしを据すえている。表向きは、魔ま王おう領りようとの戦いが繰くり広げられているさなか、離宮でごろごろしているわけにはいかない、と発表されている。

　確たしかにシレイラちゃんについてはその通りだった。新たに思いついた企たくらみに没ぼつ頭とうしている。

　しかしフェラール兄ちゃんは……



　王城にずんずんと立つ尖せん塔とうのひとつ、その天てつ辺ぺんにある部屋。いうまでもなく〈孤こ影えいノ間〉である。

　本来、内ない装そうは立りつ派ぱな部屋だった。貴人を幽ゆう閉へいするための部屋なのだから当然である。それを捕ほ虜りよになった魔王の田た中なかさんが魔界に変えてしまった。フェラール兄ちゃんの厚こう遇ぐうをいいことに、魂たましいの自由な部分において好き勝手やらせてもらっているのである。

　ちなみに室内の情じよう景けいはさらに混こん沌とんの度合いを深めている。田中さんはこの部屋へいつのまにか分ぶ厚あついカーペットを何なん枚まいも持ち込こませ、その上におおむね四角い形をして四つの脚あしがあり、その上からさらに布団ふとんを被かぶせ、でもって仕上げに天板を載のっける特とく殊しゆなテーブルかつ暖だん房ぼう器具──冬場、根が自じ堕だ落らくな人を翌よく年とし春まで泥どろ沼ぬまに引きずり込む悪魔の発明品を配置していたからである。つーかフェラール兄ちゃんに頼たのんで、自分と同人作家メイド軍ぐん団だんの全員分を造って貰もらったのだ。絢けん爛らん豪ごう華かな内装がほどこされ、暖だん炉ろが赤々と燃もえる部屋に幾いくつもの悪魔の発明──コタツが置かれ、身も心もボロボロなちっちゃいメイドさんたちが原げん稿こうを描かいたり力尽つきて爆ばく睡すいしたりしているのはどうも一言で説明できない異い様ような情景である（コタツの熱ねつ源げんは誰だれにでも使える程てい度どに魔ま導どうレベルの低い精せい霊れいさんであった）。

「ひぃーん」

　そしていま、その同人作家メイドさんの一人、イリシャが情なさけない声をあげた。いまだ基き本ほん的にかーいらしいものの、顔色は悪い。理由は言うまでもない。昨夜も寝ねていないからである。ただし、水気のうせつつあるロリ顔を涙なみだで汚よごしているのはまた別の問題であった。

「おにいーちゃーぁん、やっぱムリですよぉ」

「なに？」

　と、下絵がどうにか終わろうとしている原稿から顔をあげた田中さんの声は力強かった。といっても力強いのは声だけ。顔の方はネットゲームにハマって学校や会社を放ほうり投げてしまった頼たのもしい人のように憔しよう悴すいしきっている。

「あと五日で全部仕上げるなんてムリですぅ！　だいたい、一人一冊さつ個こ人じん誌し製せい作さくなんてのがそもそも……」

　そうなのであった。田中さんはその場のノリでまたムチャなことをしているのである。構こう想そうばかりが壮そう大だいになってどうにもならなくなる同人製作でありがちな、計けい画かく性せいのない規き模ぼの拡かく大だいというのをやらかしてくれているのだ。当初製作していた二冊に加え、自分も含ふくめた全員の個人誌もフェラール兄ちゃんの用意してくれたショップで売りだす（あるいは、頒はん布ぷする）つもりなのである。

　要するに、売り物はなるべく多い方がいいやね、ということである。コンベンションで売るにしろショップで売るにしろ確たしかにそうなのであるが、物理的限げん界かいを無む視ししていた。田中さんが全員に製作するように命じた個人誌とはパースの狂くるった鉛えん筆ぴつラフのカットや便所の落書きみたいないたずら書きメッセージのし、総そうページ数16ページ、でもなぜか値ね段だんは１５００円という魂だけはいかなる巨きよ匠しようも及ばないほど高貴な人々がでっちあげがちな本のことではない。

「そうかなぁ」田中さんは腕うでを組んだ。「下書きでっちあげて目次書いて後書き書いて奥おく付づけつくって表紙描かいたあとで中身描けば完成するとおもうけどな」

「その中身が問題なんですぅ！　カット最低８点、折り込みイラスト１点、ストーリーもの最低32ページできれば×２、なんて戦せん艦かん８隻せき巡じゆん洋よう戦艦８隻をいっぺんに建けん造ぞうするよりもムチャですぅ」

「そんな一部の人にしかわかりやすくない、魂に余よ裕ゆうのないミリタリー寄よりの設せつ定ていマニアが心しん臓ぞうどきどきさせながらツッコミ入れたがるたとえを使ってはいけないよ、イリシャ」

　田中さん、自分のことはＨII改ロケット用ＬＥ７型ブースターで衛えい星せい軌き道どうの棚たなにあげながら諭さとした。

「ともかくムリなんですってばぁ、あたしなんかまだ下書き４ページだしぃ、他のみんなもどっこいどっこいで……ねぇ？」

　イリシャは涙を浮うかべながらボロボロよれよれ、なぜかメイド服ではなく消しゴムのカスやインクやトーンっぽいもので汚れたトレーナーやジャージの上下に半はん纏てんというスタイルのメイドさん軍団へ声をかけた。即そく座ざに地じ獄ごくの底からわき起こるようなプリティボイス（でも半数、あとは爆睡）が次々に応おうじる。

「そですそーですぅ」ジュラがすかさず賛さん成せいする。他ほかの娘こたちも次々に訴うつたえた。

「ムリですよぉ、お兄ちゃぁーん」

「うう……寝たい、お布団で寝たいよぉ」

「もう牛ぎゆう丼どんは食べたくないですぅ」

「ああ……時が見える……」

「実は故郷ふるさとで脂あぶら光びかりするぐらいパンパンにお元気な天国のお父様お母様、ミリルはもうすぐお側へ参ります」

「さっきだって警けい備びの兵隊さんに嫌いや味みいわれたんですよぉ」イリシャはぐすぐすと鼻をすすりながら続けた。

「みんなここのことをろりメイド調教センターとか強きよう制せい同人製作収しゆう容よう所じよなんていってるとか、実家の親は泣いてるだろうとか、あたしたちがお兄ちゃんから想そう像ぞうするだけでも摘てき発はつされそうなアレでナニなことをされてふらふらになってるんだろう、ぐへへへへ、とか……」

　慰なぐさめるように微笑ほほえんだ田中さんはティッシュ（っぽいもの）の箱を彼女にさしだした。

「あ、すいませーん」

　イリシャはティッシュをとるとぶびーっと洟はなをかんだ。この魔王様、間ま違ちがいなくナニだけど、こういうところがあるから嫌きらいになれないのよね、とおもっている。

　というより彼女をはじめとするメイドさん軍団の全員が実は田中さんのことが好きになっている。オタクらしくぶっ壊こわれてはいるが、デッサンが狂くるっている時は懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれるし、うたたねしている娘にはそっと毛もう布ふをかけてくれるし、味の方は毒物一歩手前であるものの、手が足りない時はみんなの夜食まで作ってくれるからである。いやまあ、そこまでしなければならない原げん因いんはすべてその田中さんが作りだしたものなんですが、ともかく、彼なりに精せい一いつ杯ぱい気を遣つかってくれるところがちっちゃくてぽよよんなメイドさんたちのハートをわしづかみ、なのだった。

　なぜそれぐらいで……という疑ぎ問もんは無意味である。人間、周囲から隔かく絶ぜつされた場所で一日中一いつ緒しよに過すごしていたら好きになるか嫌いになるかしかないし、楽しく過ごそうと思えば好きになった方がいいし、大体、ランバルトのような国ではメイドさんに優やさしい、つまりムリヤリすけべーなことをしないエライ人、というのは少数派はなのである。あ、ちなみにリアルメイドさん全ぜん盛せい期のビクトリア朝イギリスでも旦だん那な様がメイドさんや家庭教きよう師しの先生に手をだして、というのは日にち常じよう的てきなことだったそうです。

　えー、それはともかく。

　要するに彼女たちは自分たちが幸運で幸福であることをきちんと理り解かいしていたのだ。その理解はかなりのところにまで達しており、時たまふと自分が男であることに気づいた田中さんがギラギラした目でのぞきみていることに気づいても、あーもういっそすっきり行動してくれたらいいのに、と思うぐらいのものであった。ちなみに田中さんが行動に移うつらない理由は、やっぱりオタク兄ちゃんだからここ一番に弱い、とか、アレな関係を持ちこむと同人製せい作さくが遅おくれるから、だけではなく、リアちゃんに悪い気がするからであった。そしてメイドさんたちはそのことにも気づいており、なにこいつキモーイ、と魔ま王おう陛へい下かをバカにするのではなく、魔王陛下の心をゲットしたブラントラント史上最強のろりろりを妬ねたんでいるほどなのである。

「だから……お兄ちゃん、もう少しスケジュールを……それからあんましヘンな誤ご解かいを受けないように……あのいえお兄ちゃんがお求めならあたしは全然ＯＫ、いえ、あのすっごく嬉うれしいんですけど」

　ぶび、ぶびびびと何枚もティッシュを消費しながらイリシャは上目遣いで魔王陛下をみた。

「イリシャ」応じた田中さん、いつになく本気な顔である。というよりこの人はいつも本人なりに本気な人である。それが周囲には滅めつ多たに理解されないだけだ。

「……いや、みんなも聞いて欲ほしい！」

　声が響きわたる。さきほどイリシャの尻しり馬うまに乗った娘たちに加え、かわいいイビキを漏もらしていた娘たちまでが目をこしこし擦こすりながら起きあがり、胸むねに大きく『兄上もお甘あまいようで』（もちろん背せ中なかは『冗じよう談だんはよせ』である）とプリントされているトレーナー上下に包まれた貧ひん弱じやくな身体からだをぐいっとのばした彼を見つめた。

　田中さんは両手をひろげた。

「確たしかに僕ぼくだって男だ。でもって、魔王になる前、故郷にいた頃ころは女の子から相手にされないどころじゃなかった。魔王になってそれが変わった……」

　田中さんはレンズが半はん透とう明めいと化している眼鏡めがねをくいっと押おしあげた。

「そしていま、僕はちっちゃくてかわいい君たちと同じ部屋で暮くらしている！　それがうれしくないはずがない！　実は……といわずともできればおそらく絶ぜつ対たい確かく実じつにすけべーなことだってしたい！」

　メイドさんたち、一いつ斉せいに反はん応のうする。

「あ、そーなんですかぁ、良かったぁ」

「お風ふ呂ろ沸わかしてきまーす」

「お布団ふとんしきましょうか？」

「あーん、お化け粧しようしなきゃ」

「アタシの勝負下着どこぉ？」

「あのーあたしぃ、今日は大だい丈じよう夫ぶな日です」

「じゃなくってぇ」田中さんは紅あかくなりながら否ひ定ていする。

「あのね、アレなの！　君たちにすけべーなことをしたいのと同じぐらいに、僕は君たちと同どう人じん誌しをつくりたいの！　そしてみんなは僕の願いを叶かなえてくれた！　君たちぐらい可愛かわいければオタク野や郎ろうの顔を見るのもイヤだろうにもかかわらず、立りつ派ぱな、有明のどこにだしても恥はずかしくない同人作家への道を歩んでくれた！」

　そこまで話した田中さん、ページの向こうにこっそりと合図を送り、聞き取れないほどの声でつぶやいた。「設せつ定てい、設定」

　あ……はい。えーと、80年代にブラントラントに飛ばされてきたヒトがなぜ現げん在ざいのコ○ケ開かい催さい地ちを知ってるのか、といえば、そんなこといちいち気にするなシャレの利きかねぇ奴やつめ、じゃなくて、１巻かんからちまちま書いてあるようにオの字お兄さん御ご用よう達たしの逸いつ品ぴんを大図書館長エアさんをはじめとするスタッフの手で取り寄よせていただいていたから、というどうでもいい設定である。もちろん田中さんの好みがあるので、新しい流行ものだからといってすべてＯＫというわけではない。つーかオの字が好むものなんぞは似にたようなネタが循じゆん環かんして煮に詰つまってゆくだけで新しいものなど全然ないから、田中さんのように肉体、精せい神しんともに現役の80年代オタクで固定されている御方にとってはいまさらなぁ、なもののほうが多いのである。癒いやしだの泣きだのというさもしいエゴを充じゆう足そくするためのネタはその筆頭だ。もちろん凌りよう辱じよくなどという精神の貧ひん困こんと荒こう廃はいを示しめすネタもパスである。要するに彼は80年代オの字ネタが本当に好きだし、たとえ妄もう想そうでも張はれるだけの見み栄えは張れ、という矜きよう持じを保たもっている御ご仁じんなのだ。えーとあとなんかありましたっけ？

「ほら、１巻で新しい年号知らなかったこと」田中さんがまたこっそり教えてくれた。

　あ、あれね。だってほら、エロ同人誌や特とく殊しゆなエロコミックの奥おく付づけを確かめる趣しゆ味みなんぞ田中さんにはないということですな。ま、人によるかもしれないが……オの字の御学友とかがいらっしゃる御方はおもいだしていただきたい。彼は昨日発売されたアレな本とかコミックについてなら一年語らせてもいいぐらい詳くわしいだろう。昨夜ネット上で交かわされた根こん拠きよのカケラもない業界話にも詳しいかもしれない。しかしその人がたとえば核かく開かい発はつ制せい限げん交こう渉しようについて的てき確かくな意見を述のべられるということはまずない。いや、突つっこんでいるわけではない。オの字ライフの美しさを保つためにはそれでいい。いつだって現実は純じゆん粋すいさの敵てきなのだから。田中さんにとっての年号もそういうものだ。だいたい……

「ね、わかるでしょ！　君たちは本当にすごいんだ！」書いてるうちに周り中へバルカン砲ほう撃うちまくりになった地の文へ密ひそかにケリを入れた田中さんは強ごう引いんに演えん説ぜつを再さい開かいした。さすが魔王陛下、大したものである。

「えーと新ネタが出たから、晴はる海みでも幕まく張はりでも有あり明あけでもいい！　君たちこそ本当のエリート、真の物好き、僕のソウル・シスターだ！　ね、ね、そうだよね、フェラールさん！」

　田中さんは、コタツの対面で突っ伏ぷしているランバルト国王へ呼よびかけた。

「あ……す、すいません、寝ねてました。す、すぐ続き書きます」

　フェラール兄ちゃんが頭をあげた。

　なんともおそろしいご様子である。髪かみはぐしゃぐしゃ、顔は腫はれ、目の下には隈くまが出放題。無ぶ精しよう髭ひげまで生えてらっしゃる。唇くちびるの端はしからは涎よだれまで垂たれていた。

「う……いけない、涎で原げん稿こうを汚よごしてしまった」

　フェラール兄ちゃん、コタツの脇わきに置いてあるティッシュの箱をとり、美び貌ぼうの騎き士し三人が蛇へびのようになってもちろん全ぜん裸らで激げき戦せんをくりひろげていらっしゃる作品の下書きをぽんぽんと叩いた。身につけておられるのはやはり『美しさは罪つみ』などとプリントされているよれよれのトレーナーの上下に半はん纏てんという、美形キャライメージぶち壊こわしまくりのお召めし物である。

「あの、大丈夫ですか」

　田中さん、さすがに心配になってフェラール兄ちゃんにたずねる。

「キャラの描かきわけの難むずかしさを痛つう感かんします……それに、アングルやポーズがどうもおざなりなものになりがちで」

　フェラール兄ちゃん、状じよう況きようをまったく掴つかんでいない、心の内側に自由落下しているようなお返事である。

「同人……いや、商業作品にもありがちだと田中さんは教えてくださいましたが……ああ、ダメだ！」

　おもいっきりオタク化してしまった美貌のランバルト国王陛へい下かは両手で頭を押さえた。

「なにを描いても違ちがう気がする！　どれだけネームを直してもつまらなくなる一方のような気がする！　ああ、父上、母上、お恨うらみします！　どうしてあなたがたは田中さんに認みとめていただけるほどの才さい能のうをわたしへお授さずけにならなかったのですか！　おお、いと優やさしきマスルの神よ！　せめてわたしに難なん局きよくへ正々堂々と立ち向かえるだけの勇気をお与あたえください！　それさえあれば、原稿を印刷所へ入稿した後でいかなる天てん罰ばつをくだされようとも恨みはしません！」

　セリフだけ読んでると妙みように深しん刻こくだが、つまりはなにかを自分で作っている人が製せい作さく過か程てい70パーセントあたりで陥おちいりがちな煮詰まりという奴である。しかし叫さけんでいるのはいかによれよれとはいえ夢ゆめにも出てこないほど美形でホモの若わかき国王陛下だ。全員をじーんとさせるインパクトがあった。メイドさん軍ぐん団だん、自分がさらにボロボロなのも忘わすれ、『陛下……おかわいそう……』と、おもわず目に涙なみだ、である。

　しかし、田中さんの反応はやはりひと味違った。彼はぐっと唇を噛かみ、両の拳こぶしを振ふるわせながら天を見上げると、

「偉えらい！」

　と、叫んだのである。

　その唐とう突とつさに今度はフェラール兄ちゃんも含ふくめた全員が注目する。

「あのー、お兄ちゃん」

「田中さん……」

　しかし田中さんは聞いちゃいなかった。ますますたかぶった様子で両手を振るとメイドさん軍団へ訴うつたえかけた。

「みんな聞いた、聞いた？　いまのフェラールさんの言葉！　フェラールさんほどの才能を持った人であるからこそここまで口にできるんだよ！　自分がいまいるレベルに決して安住せず、ムチャを承しよう知ちのスケジュールを呪のろいもせず、ただただ自分の心のなかにある妄もう想そう、いや理想に向けて出力１２０パーセントで前進する！　これだ、これなんだよ！　これが本当の男。いや、漢と書いておとこと読ませる英えい雄ゆうの姿すがただ！」

　田中さん、シャレ抜ぬきである。本気で感動していた。

「そうなんだ！　ムリ、ムリ、無理なのは承知の上なんだ！　僕の製作管理能力に問題があるのもわかっている！　しかし！　そこであきらめてしまっては何も残らない！」

　田中さんは全員をみまわした。

「僕たちはいったいなんだ？　同人グループだ！　ならば僕たちの目的は？　同人誌を完成させ、商業誌では不可能な……自分に正直な作品を読みたい人たちに読んで貰もらうことだ。そしてそれは、ほかのなんでもない！　喜び、喜びなんだ！　僕たちは楽しく遊ぶ。楽しく遊ぶ。修しゆ羅ら場ばですら楽しむ！　そのくだらなさを知りつつ楽しむ！　なぜか？　それは自分がまともな人間だと思いこんでいる連中には決して味わえないもの、自分がバカだと知っていて、そしてそのことを恥はずかしいとおもっている人間にだけ理解できる至し高こうで究極の暇ひまつぶしだからだ！　だから、だから」

　田中さんはわなわなと全身を振るわせながら叫んだ。

「僕たちが自分自身であるためには、絶ぜつ対たいに完成させなければならないんだ！」

　静せい寂じやくが落ちた。

　一いつ瞬しゆん後ご、フェラール兄ちゃんのおののくような声が響ひびいた。

「……やりましょう。いえ、絶対にやってみせます、お願いですからやらせてください、田中さん！　いつか壁かべ配置サークルになってあぶく銭ぜに儲もうけて税ぜい務む署しよに目をつけられるようにわたくしをお導みちびきください！」

「フェラールさん！　いや、まいそうるぶらざー！　４、５ページ単位で下書き→ペン入れ→仕上げを繰くり返していくと気分が結けつ構こう楽になります！」

　二人のいささかどころではなく問題のある王は妙に具体的な情じよう報ほうをやりとりしつつ炎ほのおを宿した瞳ひとみを見つめ合った。同時に手を差しだし、固く握にぎり合う。一方がフェラール兄ちゃんであるにもかかわらず、そっちの臭においは全然しない男と男、いや、漢おとこと漢おとこの神聖な誓約ワード・オブ・オナーが成立した瞬間である。もちろん二人とも自分の本来の立場なんぞ完全に忘れていた。

「くぅぅぅ」

　イリシャが声をあげた。

「燃もえる……燃える……燃えるぅぅぅ！」

　彼女は二人の足下に跪ひざまずき、神へ祈いのるように手をあわせると涙でいっぱいの目でみあげた。

「陛下とお兄ちゃん……わたしが、わたしが間違っていました！　ちょっと眠ねむたいとかお風ふ呂ろに入れないぐらいで泣き言をいうなんて！　恥ずかしい、恥ずかしいです！　お願いです、イリシャも、イリシャもお導きください！　コ○ケ三日目、たとえ夏の盛さかりでも最低一週間は入浴してない妙に太ってるか妙に痩やせてるかしてる独どく特とくなファッションセンスの人たちがおどおどとコスプレしたわたしをのぞきみながら見本をぱらぱらめくって千円札をさしだしてくれるその日まで！　いえ、見本もめくらずに二千円札ならもっといいです！　ちなみに価か格かくは端は数すうゼロにして短時間でさばけるようにします！　裏うら金がね払はらってヤ○ザ系けいとか××系の印刷屋に頼たのんで税務署が調べにくくもします！　でもって春日かすか部べあたりにマンション買います！　それでそれで名前が売れたら商しよう業ぎよう誌しに一年だけマニアックな作品を連れん載さいしてそっち系の人へさらに名前を売ってからまた三日で原げん稿こうやっつけた同人誌で炎えん天てん下か、人がばたばた倒たおれるほどの大行列を作れるようになってみせます！　それからえーと転売屋とも裏でつるんでそれからそれからショップにはもちろん買い取りでひきとらせて一年中うはうはです！」

「イリシャ……」

　田中さんはにっこりと微笑ほほえんだ。

「志こころざしが低いよ！」

「え？」

「旬しゆんの短い同人でぶいぶいいわせるなら、ゲスト本にカットちょろちょろの注文こなすだけで、赤坂にマンション買ってみせる、ってぐらい断だん言げんしてよ！」

　田中さんはぐいっと親指を突つきたて、ニカッっとした。

「同人はさ……どれだけフいてもいいんだ！」

　微び妙みような異い臭しゆうとあからさまな妄もう執しゆうの充じゆう満まんする特とく殊しゆな世界からの後光がさしている魔ま王おう陛へい下かの足あし下もとにわっとメイドさんたちが駆かけ寄よった。田中さん、なんかポーズが気に入ったらしく、そのまま固まっている。隣となりではフェラール兄ちゃんがうんうんとうなずいていた。まさに魂たましいを揺ゆさぶる熱き光景であった。

　……しかし、世の中すべての人が同時に幸せになれるわけではない。

〈孤影ノ間〉でもそうであった。部屋の隅すみ、来客用のコタツでお茶を啜すすっていた冴さえないおじさんが下を向いてぶつぶつつぶやき続けていたのである。上着の胸むねには王立印刷局と縫ぬい取りがある。

「……ったく、入稿予定ずれる度たびに機械の配分を変えて他の仕事いれたりずらしたりしてるっていうのに……」

　そうである。田中さんのムチャな計画のおかげで家にも帰れない印刷局のおじさんであった。なにかよくわからない理由で盛もり上がっている王様二人と変な女の子たちを見ながら彼はつぶやいた。

「この連中……いま戦争やってるの、覚えてるのかな？」
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　時ならぬ来客に魔王城じようは大おお騒さわぎになった。外がい務む省しようからすっ飛んできたコレバーン駐ちゆう留りゆう経けい験けんのある官かん僚りようたちが大おお慌あわてで身み許もとを確かく認にんし、とりあえず貴き賓ひん室しつにフィラを通す。城内に総そう動どう員いんがかけられ、だいぶん早めの大おお掃そう除じがはじまる。なにしろ相手は魔王領りようの戦時国こく債さいを大量に取り扱あつかっているコレバーンの王女様である。あだやおろそかに扱うことなどできない。

　剛ごう士し君も大変であった。放ほうり込まれるようにして風ふ呂ろに入れられ、そのあとはすぐに散さん髪ぱつである。散髪が済すむとカマっぽいオーガのスタイリストなんかがくねくねと腰こしを振ふってあらわれ、見かけを整えてくれる。身につけたのはスフィアがさしだしてくれた新品の学生服であった。もちろん、マントもつける。

「剛士様、これも」

　身み綺ぎ麗れいにはしたものの、全体的な印象にかわりはない剛士にスフィアが捧ささげ持った物を差し出した。

「剣けん？」

　剛士は眉まゆを寄よせた。スフィアが時じ代だい劇げきにでてくる武ぶ家けの奥おく方がたのようにブレザーの袖そでへのせるように差しだしているのは鞘さやにおさまった細身の剣であった。年代物であることは柄つかや鞘が丸く削けずれていることからも明らかだ。

「こういうのはあんまり……」剛士はいった。本当にイヤなのだった。

　武器が嫌きらい、というわけではない。

　武器を持った自分がちょっとどころではなくイヤなのである。彼は二年四組の教室で『もしいま、自分の手にショットガンがあったら……』と数え切れないほど夢む想そうしたことがあった。もちろんトリガーをしぼらない自信などなかった。それどころか、逆ぎやくの自信ならたっぷりと持っていた。あのころ、一丁のショットガンと何百発かの散さん弾だんがあれば、必ずやその年の日本で最大のニュース種になっていたであろうという確かく信しんがある。だからといって彼がオカシイ人であることにはならない。追いつめられた人間はそれぐらいのことが簡かん単たんにできるし、あの時の小お野の寺でら剛士は確たしかに追いつめられていたのだ。そうでなければ、飯いい田だたちにあれほど根の暗い復ふく讐しゆうを試みるはずがない。

　もちろん理由はそれだけではない。剛士はすでに武器をその手に握った経けい験けんがある。そしてその時自分がなにをしたかは──いまでも夢ゆめに見る。

「儀ぎ礼れいですから。それに、刃ははひいてありません」スフィアは剛士の表ひよう情じようにあらわれた翳かげりを見逃さなかった。「誰も傷きずつけることのない剣です」

　剛士はなおもぶすっとしたままだったが、渋しぶ々しぶと手を伸のばした。自分の立場は要するに魔王代理で、客もまた王族となれば仕方ないとイヤな記き憶おくを抑おさえつけたのだ。スフィアが剣帯を肩かたとお腹なかにまわしてくれる。剛士は鞘についていた金具を剣帯の留とめ具にはめた。剣そのものは空気のように軽く、身体からだが傾かたむくようなことはなかった。

「御ご立りつ派ぱですわ」

　跪ひざまずいた姿し勢せいのまま彼の裾すそを引っ張ったり帯を直したりしてくれたスフィアがいい、背はい後ごで控ひかえていた中年男性を手て招まねいた。

　剛士はちらりと鏡を見た。映うつっているのは学生服、マント、剣といういい加か減げんな取り合わせを身につけたちんちくりんである。

（どこが立派なもんか）

　と即そく座ざに思う。それを口に出さなかったのはこれからおそらく彼にあまり経験のない『交こう渉しよう』をしなければならないからだった。

　剛士がなにも知らないことがわかったいま、魔ま王おう領りよう首しゆ脳のう部ぶはフィラ・マレルの来らい訪ほうが言葉通りの意味だなどと考えてはいない。つまり、押おしかけ女によう房ぼう志し願がん、という彼女の言葉は外交交渉の基き本ほん技ぎ術じゆつである『アタマで一発くらわす』行こう為いであり、そのあとで本当の用よう件けんを持ち出してくるのだろうと予想していた。

「閣かつ下かに御説明するのはなんなんですが」どうにか恰かつ好こうを整えた剛士に、スフィアに呼よばれた外務省コレバーン担たん当とう局長のサイス・リンデバが教えた。何代も続いた大おお店だなの旦だん那なを思わせる顔はどこか申し訳わけなさそうですらあった。ちなみに彼は人族である。人族国家との交渉が主であるため、魔王領外務省は人族が例外的なほどに多い。

「実じつ際さいの交渉というのはバカバカしいものでして」

　剛士はうなずいた。リンデバが教えてくれているのはさきほど触ふれた外交交渉の基本についである。

「頭で驚おどろかせ、相手の思考を麻ま痺ひさせて……で、適てき当とうなところで折れたように見せかけて、必要充じゆう分ぶんの要求を通してしまうわけです。総そう取どりしようとすると交渉決けつ裂れつということになりますし、最初に驚かせないとこちらがいいようにされますし」

　つまりは極ごく秘ひ裏りに核かく兵へい器きを開発した実は貧びん乏ぼうどころではない国の交渉術と同じというわけだ。周辺の国との関係が悪くなる→一発ぶっ放すとフかす→周辺国がびびる→別の提てい案あんをもちだして援えん助じよを引き出そうとする……というアレである。

　別に特とく殊しゆなことではない。よく考えたら、中学校や高校の教室でもよくみられる情景だ。腐くさった魚のような目をしたやつがガンつけてきて、『てめぇ、ぶっ殺すぞ』といって気の弱い奴やつを威おどし、いつのまにか昼のパンの購こう入にゆう係にされているのと大した違ちがいはない。

　だからこそ剛士は『交渉』の経験が薄うすいのだ。人付き合いは確かに得意ではなかったが、それが理由ではない。いかにも苛いじめられっ子むけのちんちくりんな外見の下に、人ならば誰だれもがもっていてしかるべき適量の自じ尊そん心しんと、暴ぼう力りよく的といってよいほど強烈な行動力を隠かくしていたからである。

　彼は苛められて泣き寝ね入いりなどしなかった。自分が自分であり続けるために、必要で可か能のうな手段を即座に講こうじた。脅おどされて怯おびえるかわりに（いや、怯えてはいたが）、徹てつ底てい的な反はん撃げきに転じた。

　だからこそ『交渉』の経験が薄かったのだ。核ミサイルぶっ放すぞと脅されてからあわててジュネーブの国際会議場に予約をいれるのではなく、即座に特殊部隊を送り込んで基地ごとミサイルを破は壊かいしていたようなものだから、交渉にうとくて当然なのである。

　リンデバはフィラ・マレルが本人かどうか確かく認にんするためだけではなく、その辺りを剛士へ教えるために呼び出されてもいた。むろん彼がそう考えたからだけではなく、スフィアやアーシュラが配はい慮りよしたためでもある。

　彼女たちは、『一発喰くらった』時に剛士がどう反はん応のうするかをすでに知り尽つくしている。見かけや個こ人じんレベルでの性せい格かくの影えい響きようはさておき、総そう帥すいとしての剛士は先手を打たれてボケェっとしているような人間ではない。１００発お返しをする──どころか、相手が二度と立ち上がれなくなるまでありとあらゆる手を使って反撃する頼たのもしいんだか恐おそろしいんだかよくわからない国家指し導どう者しやなのである。だからこそ、外交交渉の現げん実じつを付け焼き刃でもいいから教えておこうとしたのだ。彼がいつもの方法で動きはじめたらどんなことになるかわからないからである。

　実は城じよう内ないの大おお掃そう除じ、剛士の着き替がえも『交渉』を前提とした対たい抗こう手しゆ段だんだった。向こうがその気ならこっちもフかせるだけフかさなければならない、ということに変わりはないが、なるべく穏おん便びんな、そして効果のある方法で、ということなのだ。

　ま、そういうことである。『御立派』というスフィアの言葉はお互たがいにわかっていてフかしあう外交交渉に生まれてはじめてのぞむ剛士を元気づけようとしたものであり、自分が外交交渉の素人しろうとであると自覚している彼にしてみれば、真っ赤なウソと分かっていてもありがたく受け取るしかないのだった。それに、口にしたのはたとえ昨夜以来御ご機き嫌げん斜ななめが続いているとはいえ、だれあろうスフィアなのだ。

「謁えつ見けんの手順は覚えておられますか、閣下」

　スフィアが済すんだあとはこちらも心配顔のアーシュラである。無理もない。魔王領はもともと儀ぎ礼れいにうるさい場所ではない。自分が知る限かぎりの礼を尽くせばそれでいい、というノリである。だから、剛士が誰だれかと会う場合、丁てい寧ねいに挨あい拶さつを済すませるとすぐに謁見室から離はなれ、気楽に話せる別の部屋に場所を移うつしてしまう。

　しかし外国の王族相手となるとそうもいかないのだ。いや、剛士以下、魔王領側は気にしなくても相手の方が気にする（はずだ）。普ふ通つうの国の王族というのはそりゃもう面めん倒どうなもので、ぶっちゃけた話、儀礼だけで生しよう涯がいを送っているようなものなのである。

「えーと向こうが先に謁見室へ入ってるから、呼ばれたら僕ぼくがでて……」

　剛士は先ほど普段はヒマな儀ぎ典てん官かんが喜び勇んで教えてくれた儀式の手順を口にした。

「そのあたりのことはあまり気になさらないでください。わたくしどもが周囲からお教えします」

　アーシュラはいった。優やさしいといってもいいぐらいの声である。彼女は彼女で、剛士を気楽にさせようとしてくれている。

「閣下はともかく……堂々と。どんな場合でも堂々と。即そく答とうをなさる必要はありません。まず相手の用件を確たしかめて……時間をとって、専せん門もん家かに本音を検けん討とうさせるのです。事実上は交渉というより偵てい察さつ活動のようなものですから……そうですね、素す直なおに軍事行動だとお考えください」

「うん」

　剛士はうなずいた。アーシュラがなんとか自分に度ど胸きようをつけようとしてくれているのはスフィアの気き遣づかいと同じように嬉うれしかった。

「困こまったときは……助けてくれるんだよね？」

「無む論ろんです。自分はそのためにお仕えしているのです」アーシュラは明言した。「ですから、どうかゆったりした気分で。ただし、相手が最初になにかキツイをことを口にしても、どうか慌あわてないでください」

　剛士は再ふたたびうなずく。深しん呼こ吸きゆうをし、手のひらに『人』の字を書いてのみこんだ。スフィアとアーシュラを従したがえ、謁見室につながる扉とびらに向けて歩く。

「拳こぶしは軽く握にぎってください」スフィアのほっそりした指が包み込こむように手の形を整える。

「背せ筋すじだけはしっかりと伸のばして……辛つらいでしょうが、ずっとこのままで」アーシュラが肩かたと背中の位置を正した。

　扉の向こうから儀典官の朗ろう々ろうとした声が響ひびいた。

「皆みな様さま、お控ひかえなされませ！　ブラントラントに住まう全ぜん魔ま族ぞくの照しよう覧らん者しやにして魔王領りよう全領民の守しゆ護ご者しや、魔王領総帥小野寺剛士閣下であります！」

　扉が開く。

　剛士はなるべく大きな歩ほ幅はばで玉ぎよく座ざに向けて歩きだした。謁見室の中央で跪ひざまずいている女じよ性せいをちらっと横目で眺める。顔は見えない。衣服の方はレースを多用したものだった。供ともは一人きり。斜め後ろでさらに深い礼を示しめしている男性だけだ。

　剛士は玉座の前に立った。緊きん張ちようが高まっているのがわかった。一度だけ唾つばをのみこみ、息を吸すいこんだ。なるようになれ、と覚かく悟ごを決め、王女に話しかけた。

「小野寺です。コレバーン連合王国第三王女フィラ・マレル殿でん下か、お楽になさってください」

　王女が礼の言葉と共に顔をあげた。

「小野寺閣かつ下か、本日は御機嫌麗うるわしゅう──」

　二人の視し線せんが合った。

　かくん、と同時に顎あごが落ちた。

「あ」フィラがつぶやいた。

「あ」剛士が声を漏もらした。

「ああ」フィラが立ち上がった。

「ああ」剛士の肩から力が抜ぬけた。

「あああ」ぐいっと指さしながらフィラが一歩踏ふみだした。

「あああ」剛士も両手で指さしながら近ちか寄よった。

　二人は『あ』の数を増ふやしながら近づき、呆あきれたようにお互いの顔を眺ながめていた。

「なにしてんですか、フィラさん」しばらくあと……『あ』の数が68個こになったあたりでさすがに飽あきた剛士がたずねた。

「お前こそこんなところで」フィラが応おうじた。

「だってほら、僕、総そう帥すいやってるし」

「そうか。実はわたしも王女を営えい業ぎよう中ちゆうなのだ」

「本当に？」

「女の言葉を疑うたがうものではないぞ、ゴーシ……いやあ、本名だったとはな」

「そうですよ。フィラさんこそ」

「いやいや、魔王領ではマイナーだとおもったので、本名でもいいだろうと考えたのだ」

「で、なにしに来たんです。遊びに来てくれたのなら──」

「それはおまえ次し第だいだよ、ゴーシ」

「っていうと」

「いやあのな、門番と役人にはもう伝えたが」フィラは再び膝ひざをつき、自分の頭を剛士のそれより低い位置に置いた。

「わたしはな、あれだ、おまえと政せい略りやく結けつ婚こんをばカマしたいとおもってやってきたのだ」
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　ところかわって執しつ務む室しつである。剛士とフィラはソファで向かい合っていた。周囲にはスフィアとアーシュラ以下の魔王領首しゆ脳のう部ぶ、それに侍じ従じゆう長ちようがいる。魔王領側は困こん惑わくもあらわであるのでアットホームとまではいかないが、それなりに気楽な雰ふん囲い気きである。

「……というわけで本気なのだよ、わたしは」

　マネフ茶のカップを手にしたフィラがいった。例のひらひらうすうすのドレスからのぞく優ゆう雅がに組まれた脚あしがそりゃもうたまらん感じである。

「イロイロと他にも事じ情じようはあるが、まあともかくだな、ひとつおまえにどーんとこの身を任まかせちゃおうかなー、という次第なのだ」

「いやでもあのですね、あの」剛士は全然落ち着きがない。戦争とはいえ人殺しまで経けい験けんしたとはとてもおもえないうろたえぶりだ。いやまあ、そういうこととこういうことはちょっと質しつが異ことなるから仕方がないといえば仕方がないが、ともかくとても一国の指し導どう者しやには見えない。実じつ際さい本人もワケがわからなくなっていた。

「あ、気にせずともよいぞ」フィラは相変わらず堂々たるものであった。「あれだな、察するにそこのお二方……スフィア殿どのとアーシュラ殿のことを気にして遠えん慮りよしているのだな？　問題ない、ノープロブレムだ」

「はぁ？」

「いいのだいいのだ。別に第一夫人にしろといっているわけではない。先約があるなら第三夫人で全然オーケーだ。もともと第三王女だからな、数もあってる」

「だ、だいさんふじんって」

「わからないか？　要するにお妾めかけさんみたいなものだ。妾の一人や二人は男の甲か斐い性しようだろう？　ましてやおまえは将しよう来らいの魔王なのだから、10人や20人持ってもおかしくはない。うーむ、そのうちもっと若わかい妾が欲ほしくなったらわたしがおまえの好みを掴つかんだうえで見つけてきてやろう。こんな感じでどうだ？　自じ慢まんではないが、心の寛ひろさについてはかなりの自信があるのだ。あ、ちなみに、わたしの方は浮うわ気きはしないから安心しろ。爺じいのしつけが良くてな、どんなろくでなしであろうと夫にしたからには裏うら切ぎりはしない。これでも育ちはよい方なのだ」

　助けを求めるように剛士は周囲をみまわし、青ざめた。

　アーシュラの顔は苦虫をかみつぶしたようだったのだ。スフィアは──能のう面めんのような、生気のない顔になっている。ならばあっち側からなんとか、と思ったが、侍従長はまた始まったとばかりに額ひたいを押おさえていた。

「失礼ながら、マレル殿下」見るに見かねたジョスが口を挟はさんだ。

「おお」フィラはにっこりと応じた。「粋いきな軍服など着ておるから誰だれかと思ったら、お主は昨夜大だい活かつ躍やくした見み栄ばえのいい遊び人ではないか。遠えん慮りよするな、昨夜はわたしのことをさんざんねーちゃんよばわりしてくれたであろう。あの調子で良いのだ」

　うっ、とジョスは声を詰つまらせた。神しん妙みような顔をしていたセシエが噴ふきだした。

「おお、おまえも……」

　言葉を続けかけたフィラをセシエはあわてて目め交まぜで抑おさえた。そうであろう。ぐにゃぐにゃ星人ぶりを不ふ機き嫌げんどころではないスフィアとアーシュラの前で口にされてはたまったものではない。

「ともかくですな、マレル殿でん下か」剛士の悲鳴のような呼よび出だしを受けてとるものもとりあえず登と城じようしていたクォルンがとりなすように口を挟はさんだ。

「こう申しあげてはなんですが……あまりにも唐とう突とつなお話で、閣下も驚おどろかれているばかりです。ここはコレバーン本国へ一度お戻もどりいただき、実務者同士に調整させて……」

「本国？　すまないがそれはパスだ」フィラはぶんぶんと首を左右に振ふった。「本国はだめだ本国は」

「いったいなにが」先ほどとは別の意味で顔色を変えたアーシュラが厳きびしい声でたずねる。

「いやあのうーんとだな、はは」

　フィラは国から脱出する際の顛てん末まつを簡かん単たんに話した。

「ぐ、軍事クーデターを画かく策さくしたと疑うたがわれて幽ゆう閉へいされて離り宮きゆうを爆ばく破はして逃にげだして？」

　アーシュラがさすがに呆あきれかえる。

「そ、それでは、つまり殿下は国こく事じ犯はん」

「コレバーンでは大たい逆ぎやく人にんというな、はは、参った参った」フィラはぽりぽりと頭を掻かいた。

　剛士君以下全員、声もない。

　メチャクチャな話である。国家に対して反逆したフィラはコレバーンにとっての重じゆう罪ざい人にんであり、でもって王族だったりするから──対たい応おうが難むずかしいどころではない。第三夫人うんぬんはともかく、魔ま王おう領りようが彼女を公おおやけに扱あつかっているというだけでとんでもない外交問題になる。政治的には、フィラがコレバーンでやらかしたあれこれを魔王領が認みとめているということになるからだ。いや、フィラの行動は魔王領が糸をひいていたものだとすら受け取られるだろう。政治・外交の世界ではむしろそちらのほうが常じよう識しき的な考え方だとさえいえる。

　アタマに一発喰くらわすものとしては、これ以上の一いち撃げきはない。

　問題を理り解かいした剛士はしばらく空になったマネフ茶のカップを見つめていた。脳が熱くなりはじめている。

　政治的にいえば、なにをすべきかわかり切っている。

　フィラを放ほうりだすのだ。強きよう制せい送そう還かんするのだ。コレバーンに引き渡わたしてしまうのだ。そうしてしまえば、当面の問題は片かたづく。実際、剛士の内心にはそう強く囁ささやくものがあった。皆みなも、同じ考えらしいことはむすっとした態たい度どでわかる。

　しかし──

　付け焼き刃ばの知識が反対論を主しゆ張ちようしてもいる。ただの始末に負えない亡ぼう命めい者しやというだけなら強制送還でもよいのだろうが、昨夜の経験からする限かぎり、フィラ・マレルがその程てい度どの人物とはおもえないのである。

　そうだ、と剛士は考えた。またもや付け焼き刃の知識からの囁きである。

　いま、フィラさんは僕ぼくに一発喰らわせた。度ど肝きもを抜ぬいた。ならば……次は本当の問題を持ちだしてくるはずだ。

「お話はわかりました」

　剛士は静かにこたえた。で、彼がちょっとシヴくやっていられたのもここまでであった。満面に華はなやかな笑えみを浮うかべたフィラがまた始めたのである。

「おお、それでは！　よしよし、任まかせろ。いい具合でおまえの気をひく女になってやる。もちろんだな、おまえに胤たねがあるならしっかり子こ供どもも産んでやるぞ。もちろんあるんだろうな、胤？　わたしの方はまだ一人も産んだことはないが心配なかろう。このとおり腰こしはかなりくびれているがその下はおもいっきり安産型なのだ。なんだったら確たしかめるか？　これまで誰にも見せたことはないがおまえなら別だ。人ひと払ばらいをしてもらえたらすぐにでも……」

「だぁかぁらぁー」

　剛士は両手をふりまわしながら立ち上がり、フィラの手を握にぎると部屋の隅すみに引ひっ張ぱった。

「なんだなんだゴーシ、おまえ、人前が趣しゆ味みなのか、それに、ちょっと痛いたいぞ。おもわずＭに目覚めてしまいそうじゃないか」

「苛いじめないでくださいよ」いくつになっても幼おさな馴な染じみのお姉さんにからかわれるラブコメの主人公のように拗すねた声で剛士は応おうじた。ラブコメの主人公と違ちがうのは股こ間かんの奥おくの方にうずうずするものがきちんと生じており、それを自覚していたことである。

「僕が聞きたいのは実じつ際さいの話です。まさかフィラさんがまだ見ぬ魔王領総そう帥すいに恋こい焦こがれてやってきたなんておもってませんからね。これでも自分のことはいくらかわかってます」

「ほう」フィラの口元に微び笑しようが浮かんだ。これまでの笑いとは質しつが違っている。「正直に話しても良いのか？　傷きずつくかもしれんぞ」

「慣なれてます。それに、魔王領は戦争してるんですからたまにシャレが利きいてなくても大だい丈じよう夫ぶです」

「うむ」

　フィラは素す直なおにうなずき、声を落とした。

「人払いをしてもらいたいな」

「どうしてですか？」

「情じよう報ほうには価か値ちがある。よって、相手を限って伝えるべきだ」

「ダメです」剛士はきっぱりと断ことわり、皆を振り返った。「ここにいるみんなには、魔王領に関かかわることである限り、秘ひ密みつはありません。少なくとも、情報は。判はん断だんはまた別ですけど」

「おまえ、意外とキツイな」

「それが嫌いやなら……」剛士は唇くちびるを噛かんだ。

「わかった。負けだよ、わたしの」フィラは苦く笑しようを浮かべ、皆に伝えた。

「コレバーンの一部にランバルトから猛もう烈れつな働きかけがおこなわれている。政せい治じ・軍事面で実じつ権けんを握っている従士団ドルジーナの各団長は親ランバルトに転じた。王家に、それを食い止める力はない」

　部屋の空気が凍こおりついた。コレバーンと魔王領は直ちよく接せつ国こつ境きようを接してはいないが、親ランバルトを鮮せん明めいにするという事実は重大な影えい響きよう力りよくを持つ。実じつ際さいに参戦してくるかどうかはともかく、今後の魔王領はランバルトだけでなく、コレバーンも敵てきと見なして戦わねばならなくなるからだ。たとえば戦時国こく債さいの取り扱いを邪じや魔まされるだけでも大変なことになってしまう。パライソがなにか企たくらんでいるという情報に加えてこれでは、まさに踏ふんだり蹴けったりといっていい。

　フィラは自分の言葉がもたらした衝しよう撃げきを理解している顔で続けた。

「そしてわたしは親ランバルト政せい策さくが祖そ国こくに益えきをもたらすとはどうしてもおもえなかった。いや、彼らは魔王領を下した後にコレバーンを本気で叩たたくだろう。そんなことは許ゆるせない。わたしが国を逃のがれた真の理由はそういうことだ」

「殿でん下かが剛士様のお側にいらっしゃることが、お国の親ランバルト化を食い止めることにつながると？」きつい声でたずねたのはスフィアである。

「そうだ。なる」フィラはあっさりと認みとめた。

「わたしはこれでも臣民に人気がある。理由はよくわからないのだがな、いままで臣民の有力者からクーデターの誘さそいがひきもきらずだった。面おも白しろそうではあったが……ま、嫁よめ入いり前の娘むすめが手を染そめることでもあるまいとおもって手出しは控ひかえてきた」

　フィラは侍じ従じゆう長ちようを見た。彼は即そく座ざに付け加えた。

「殿下の仰おつしやるとおりです。その度たびに……わたくしが表おもて沙ざ汰たにならぬよう、調整をとって参りました──臣民有力者のなかで、信しん頼らいすべき人物はすべて掴つかんでおります」

「魔王領にクーデターを支し援えんしろっての、殿下？」洒落しやれっ気の消え失うせたセシエがいった。

「まさか」フィラは笑った。「わたしの願いは簡かん単たんなことだ。ゴーシとの関係をあからさまにしてもらうことだけでいい。わたしが魔王領総帥の膝ひざに乗ったと知れ渡れば、コレバーンは混こん乱らんする。そしてコレバーンでは臣民の力が強まる一方だ。ああもちろん、貴き族ぞくどもの力も無む視しできるものではないがな」

「国が割われる……」アーシュラがつぶやいた。

「そうだ」フィラはうなずいた。「少なくとも国こく論ろんは割れる。たとえ貴族どもが親ランバルトを標ひよう榜ぼうしても、国としては動けなくなる」

「内ない乱らんの危き険けんがあるのでは？」クォルンが猪いのしし顔がおを揉もみながらたずねた。

「そうなって欲ほしくはない。だから、わたしはおまえたちの総帥に賭かけている」フィラは剛士の肩かたを握った。手には力がこもっていた。

「ゴーシがランバルトをいいようにあしらい続け、なおかつ膨ぼう張ちよう主しゆ義ぎ的てきな政せい策さくをとらなければ……コレバーンの親ランバルト派はも熱からさめる。内乱にはならない」

　肩を掴つかむフィラの手を強く意い識しきしながら剛士は

（これが本当の王族か……）

　と、衝撃にも似にたものを覚えていた。要するにフィラは自分の身などどうでも良いのだ。自分を活用し、祖国に利益をもたらすことだけを考えている。もちろん、彼女の思おも惑わくへ魔ま王おう領りようを引きずり込むにあたって、魔王領にも利益がでるように配はい慮りよしてもいる。そのために差しだしているのは、コレバーンの平和な日にち常じようそのものと──

「というわけでだ」

　気がつくと、これまでになく真しん剣けんな表ひよう情じようのフィラがみつめていた。

「あとは……おまえ次第だ、ゴーシ。わたしにその価か値ちがあるとおもうならば、おまえの好きにしてもらいたい。嫁よめでなくともよい。おまえが望むなら、雌めす奴ど隷れいにでもなんでも悦よろこんでなってやる」

　肩を掴むほっそりした指が、真っ白く変色していた。紅べにを塗ぬっているにもかかわらず、

　唇くちびるが青ざめている。小野寺剛士は、魔王領総帥は、コレバーン連合王国第三王女の肢し体たいが抑おさえ切れぬなにかによって小こ刻きざみに震ふるえていることを感じ取った。

「……まず、調べてからでいいですか、フィラさん？」

　剛士はたずねた。

　フィラの全身が電流を流されたように硬こう直ちよくした。掠かすれかけた声が応じた。

「あ……ああ、無論だ」

「もちろん、時間はかけません。セシエたちに急いでもらいます」

「……ゴーシ」

　フィラは崩くずれそうになる身体からだを懸けん命めいに鞭むち打うっているようだった。

「それから……」

　剛士はフィラを見上げ、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「雌奴隷なんて、僕にはまだ早すぎます」

「おおお、そうか！」

　一変して元気百倍のフィラである。

「よしよし、いーぞ、あれだ、別に婚こん前ぜん交こう渉しようも全然いいぞ！　あ、もちろん順番は守るから安心しろ！　なんだったらお前たちのことをこれからお姉様と呼よぼう」後半の言葉はスフィアとアーシュラに向けていったものである。

「いやー、良かった良かった。実はな、おまえのアレになるというのも結けつ構こう本気なのだ。覚えているか？　昨夜、おまえは実に素す晴ばらしい男ぶりであったのだ。正直いってな、惚ほれたのだ。どうだ、夢ゆめのようだろう？」

「いのあのそのでもやっぱり、性せい格かくの不ふ一いつ致ちとか」

「なにをいうんだ。一致していたらつまらないじゃないか」

「そ、そういう考え方もありますね」

「うんうん、よろしい。大だい丈じよう夫ぶだ。おまえが自分が細かいことを気にする性格だということを細かく気にしているのはわかった。わたしの目的を定めると脇わき目めもふらないプリティな性格と合わせるとちょうどいいはずだ」

「で、でもですね、その、いきなりあの、おまけにフィラさんは王女様だし」

「気にするな気にするな。おまえは次の魔王なのだし、わたしはまあいまのところだな、ぶっちゃけた話アレなのだ。反はん逆ぎやく者しやというか逃とう亡ぼう者しやというか」



    

  
    
      「せめて流る浪ろうの姫ひめ君ぎみとか」

「おお、まさに適てき切せつな表ひよう現げんだ。だから気にする必要はない」

「き、気にする必要ないって、あの、その、やっぱりいろいろと」

「つまりわたしを嫁にするに当たって手順を踏ふみたいというわけだな」

「いやそういうことじゃなくて」

「わかったわかった。みなまでいうな。とりあえずここに置いてくれ。お互たがい時間をかけて理り解かいを深めてゆくこととしようではないか、我わが君！」

　助けを求めようと剛士は周囲を見回した。だが、スフィアはうつむいたまま、それどころか握にぎりしめられた両手が実にその、コワイ感じである。アーシュラに至いたってはこれみよがしに顔をそむけている。他の連中は……一国の大事だというのに実に楽しそうにニヤニヤしていた。

　で、再ふたたびフィラへと視し線せんを戻せば──断ことわれるはずもなかった。政治的には山のように面めん倒どうが起こりそうではあるが、この王女様を嫌きらいにだけはなれそうもない。

「誰だれか、係の人」さすがにスフィアへ頼たのむわけにもいかず、剛士は侍じ従じゆう役やくのガーゴイルへ溜ため息いきと共にうなずいた。

「フィラ・マレル王女とお付きの方のお部屋を用意して」

　満足げにうなずいたフィラがトドメの一いち撃げきを放った。

「南向きの見み渡わたしのいいバルコニーがついた部屋がいい。頼むぞ」



　　　　４



　荘そう厳ごんな装そう飾しよくの施ほどこされた大だい聖せい堂どう。ずらりと木もく製せいの椅い子すが並ならんだり、床ゆかは磨みがき上げられた大理石だったり、壁かべには変な格かつ好こうした髭ひげ面づらの中年男が薄うす汚ぎたない連中に取り囲まれている場面を描かいた絵が飾かざられていたりでそりゃもう豪ごう華かな感じである。適てき当とうに古びた雰ふん囲い気きがあるところがまた宗しゆう教きようノリのフかしが効きいていてよろしい。場所はパライソ首都ドコゾ。マスル教南方教会の総そう本ほん部ぶ、ドコゾ神聖堂である。

　でもってもっともアレなのは入り口から真っ正面、２００メートルほどの壁にかけられている大シンボルであった。常じよう軌きを逸いつするほどごちゃごちゃと飾りたてられ、金ピカに光り輝かがやいているところなんかもう、ありがたくおもわなければドつくぞと脅きよう迫はくされているような感じであった。シンボルの左右にずらりと何なん段だんも飾りつけられた低温ロウソク、じゃない、えー、ただのロウソクの炎ほのおもなかなかであった。

　奥おくの両脇にあるドアが開き、何人もの男女がしずしずと歩みでた。みんな真っ赤っかなローブを身につけている。そのまま大シンボルの前にあるひな壇だんに並んだ。その間に、一いち団だんと別れた二人が正面ドアに向かう。ゆっくりと開いた。

　外の光と冷たい外気が流れこむ。しかし、大聖堂が凍いてつくことはなかった。勢いきおいよく人々が入ってきたからである。胸むねに大シンボルと同じシンボルをぶらさげたおばちゃんたちであった。なぜか全員黒人……ではないが、実にソウルフルな感じで太っている。

　大聖堂はたちまちのうちに人で満ちあふれた。軽く１０００人は超こえていそうな感じである。

　がやがやと話し声の響ひびく大聖堂に、奥の扉とびらから二人の男がでてきた。おばちゃんたちは一いつ斉せいに話をやめ、拍はく手しゆする。

　一人がひな壇の脇にある巨大なパイプオルガンの前に座すわり、ふぃーん、と音を響かせた。

　いつのまにか魔ま導どうマイクを手にしていたもう一人がおばちゃんたちに語りかける。

「俺おれはインダ・ゴンゾ副主教だ……みんな、今朝もさむいねぇ」

　男はマイクをおばちゃんたちに突つき出した。

「イェー！」

　おばちゃんたちの声が大聖堂を震わせる。男はいかにもいかにも、という感じでうなずき、さらに語りかける。

「でも、偉い大だいなマスル神のおかげで俺たちは今日もホットさ。違ちがうかい？」

「イェー！」

　おばちゃんたち、ノリノリで応おうじる。ちなみに、『イェー』の度たびにパイプオルガンが和音を響かせていた。

「だめだなぁ」ちっちっちっと指を立てて振ふった男が大げさに肩かたをすくめた。「そんな元気のない返事じゃ神の国にはいけないぜ？　どうなんだい？」

「イェー！」

「そうそう！　そうでなきゃいけないぜ！　さあ、今日も神の偉大さを確たしかめる一日の始まりだ。みんな、準じゆん備びはいいかい？」

「イェー！」

「お祈いのりの文もん句くは覚えてるかい？」

「イェー！」

「おひねりの……じゃなくてお布ふ施せの準備は大丈夫かな？」

「イェー！」

　おばちゃんたち、一万円札……つーかまあそんな感じの紙し幣へいを折ったり編あんだりしてつくった首輪や髪かみ飾かざりを一斉に突き上げる。

「最高だよ、最高だよ」男は両手でなにかを持ち上げるような仕草を示しめした。「じゃあ、朝のキツーイ祈りをみんなでカマそうじゃないか！　神へ祈りを捧ささげるのは誰だれだったかな？」

「大主教！」

「俺たちにマスル神のありがたさを教えてくれるのは誰だい？」

「大主教！」

「この世で一番神から愛されているのは？」

「大主教！」

「みんなにキツーイ一発をキメてくれるのは？」

「大主教！」

「ここにいて欲ほしいのは？」

「大主教！」

「本当にそうおもってるかい？」

「イェー！」

「じゃあお呼よびしよう！　我らがマスル教徒の代表、神の恩おん寵ちようの代理人！　魂の王者キング・オブ・ソウル！　ジェームス・ブラ……じゃなくて、ヤメス・ブロン南方教会大主教猊げい下かだ！」

　大だい歓かん声せいがわきおこる。大シンボルの直前にある床ゆかが割われた。下からスポットライトをあびながら説教台がせりあがってくる。その背はい後ごには紅くれないのローブを身につけた男が立っていた。下を向いている。手は胸の辺りでしっかりと握にぎりあわせていた。大歓声はまだ続いている。男はそのままの姿し勢せいで立っている。

　歓声は段々と小さくなり、消えた。ざわめきとその余よ韻いんすら消え去り、しーん、と痛いたいほどの静せい寂じやくが拡ひろがったところで男はゆっくりと顔をあげた。

　ジャガイモとヒキガエルを一いつ緒しよに踏ふみつぶしたような顔。しかし、大きな両目に強きよう烈れつなオーラがある。肌はだはてらてらと脂あぶらで輝いていた。

　ブロンは哀かなしげな顔で喉のど元もとに両手を当てた。

「俺は昨夜夢ゆめを見た」

　朗ろう々ろうと響くいい声だ。マイクもなしに大聖堂を圧あつする声量がある。

「神の王国の夢だ！」

　彼は両手をひろげた。

「そこにはすべての豊ゆたかさがあった！　すべての喜びがあった！　神を信じる人族の願いがすべて叶かなえられていた！」

　そこまで口にして、ブロンは再ふたたび哀しげな表ひよう情じようを浮うかべた。

「しかし現げん実じつはどうだ！　この世は戦いと憎にくしみに満ちあふれている！　大事なものは愛！　ただそれだけなのに！」

　説教台を離はなれたブロンはおばちゃんたちの中に分けいり、その中なか程ほどで跪ひざまずいた。もちろんスポットライトは彼を追い続けている。

「俺は祈る！　神のために！　そして……ここに集った善良な良きマスル教徒たちのために！」

　パイプオルガンが鳴り響いた。

　ブロンは哀あい切せつな表情で訴うつたえた。

「神よ！　おお神よ！」

　両手を差し上げる。

「ブラントラントにあまねく愛を！　そして迷まよえる愚おろかなる者に、どんな苦く難なんにも立ち向かえる勇気と力を！」

　その姿勢のまま立ちつくすブロン。再び静寂が大聖堂を包む。

　緊きん張ちようが満ちるのを待って、カッと目を見開いた。

「声だ！」

　おばちゃんたちをみまわしてさらに叫さけぶ。

「神の声が聞こえた！」

　おおおお、とおばちゃんたちがどよめく。一人のおばちゃんが叫んだ。

「聞こえます！　わたしにも聞こえます！」

　マイクをもったゴンス副主教がさっと彼女に駆かけ寄よった。

「幸運なあんたの名前を教えてくれ」

「ザバ・マックーリです」

「出身地はどこだい？」

「メンデザ州のウンニよ」

「ウンニか！　ウンニはいい街だ。たしか三つ又また大根が名産だったよな」

「そう、そうなの！」

「三つ又大根はうまい！　煮に物ものにしてよし、漬つけ物ものにしてよし！　健康にもダイエットにも最さい適てきさ！　そうだろ？」

「ええ、そうなの！」

　おおお、どよめきがおこる。今度はブロンが語りかけた。

「ザバ・マックーリ。あんたも神の声を聴きいたんだね？」

「聴きました、大主教猊下！」おばちゃんは泣きそうな顔で応おうじる。

「本当に聞こえたんだな？」

「はい、本当に聞こえました！」

「どんな内ない容ようだったんだい？」

「きっと大主教猊下と同じですわ！」

　ブロンはしかつめらしくうなずき、マックーリおばちゃんに語りかけた。

「俺にはこう聞こえた。もしあんたが同じ言葉を耳にしたのであれば、俺に続いて繰くり返してくれ……いいかい？」

「はい！」

「神はこう仰おおせになった……すべてを愛せよ！」

「すべてを愛せよ！」

「神を信じよ！」

「神を信じよ！」

「魔まを倒たおせ！」

「魔を倒せ！」

　ブロンは大きな目からじゃばじゃばと涙なみだをこぼしながら叫んだ。

「同じだ！　俺と同じだ！　やはり神の声だ！　俺たちは神の声を聴いたのだ！」

　おばちゃんたち、一いつ斉せいにおおおおおおおっとどよめく。

　ブロンはだっと駆けだして説せつ教きよう壇だんに戻もどり、またも叫んだ。

「神の声を聴いたか？」

「イェー！」

「本当に聴いたのか？」

「イェー！」

「おお神よ！」

「イェー！」

「おお神よ！」

「イェー！」

「我われらをお救いください！」

「イェー！」

「我らをお導みちびきください！」

「イェー！」

　パイプオルガンが鳴り響ひびく。ブロンの左右にはいつのまにか魔ま導どうマイクのスタンドが並ならべられ、ぱっつんぱっつんのブラック・ビューティなコーラス・ガール、じゃなくて尼あまさんたちが並んでいた。んでもって背はい後ごのひな壇に並んだ連中はいつのまにかグラサンをかけ、楽器を手にしている。

　ブロンは歌いだした。

「俺は見た

　俺は聞いた

　苦しみの中で、

　哀かなしみの中で、

　それは魂たましいを導く声

　それこそは神の声！」

　大だい聖せい堂どうはいまや狂きよう乱らん状じよう態たいである。ブロンは腰こしをカクカクと振ふりまくりながら唄うたい、コーラス尼さんズは見事なダンスと合唱でサポートし、バックバンドと化かした坊ぼうさんたちは全員白服にグラサンでノリノリの演えん奏そうである。太ったおばちゃんたちはもちろん黄色い声をあげていた。前に出たブロンがちょっと腰を屈かがめると、押おし寄せたおばちゃんたちによって紙し幣へいでつくった輪が次々と彼の首にかけられる。ブロンは抱だきついてくるたくましいおばちゃんたちを嫌いやな顔をひとつせずに受け止め、額ひたいや頬ほおにキスをする。もちろん失神者続出であった。

　歌はなおも続いた。

「信じるか

　本当に信じるか

　神を愛するか

　神を信じるか

　信じるのならば唱えろ！

　人々への愛を！

　ならば誓ちかえ！　誓え！

　神の兵士として魔を倒すと！」



「……はあ、なんともまあ」

　舞ぶ台たい裏うらつーかまあそんな場所でジェームス・ブラウンのショウとマーチン・ルーサー・キングの演説とアメリカのテレビ伝でん道どう師しのやらせ番組と新しん宿じゆくコマ劇場杉すぎ○太た郎ろう一いち座ざ公演を足して４をかけたような大だい熱ねつ狂きようのステージ、じゃなくて朝の大だい礼れい拝はいをのぞいていた女がつぶやいた。

「ランバルトの礼拝とだいぶん違ちがうわね」

「そちらは西方教会式でしたな」濃こい顔の男がにやにやとしながらこたえた。南方教会次席主教バイザ・バラスである。

「まあ、我われ々われは神の教えを心からの喜びとともに人々へ伝えることに心を砕くだいておりますから」

「そういういい方もあるわね」女が振り返った。シックなワーキングドレスを身につけているが、その顔はみまがうべくもない。シレイラちゃん直ちよく属ぞくの凄すご腕うで諜ちよう報ほう局きよく破は壊かい班はん員いん、ミランである。

「で、どんな感じなのかしら」

「増ふえてますよ。なにしろうちの大主教はノリがいいですから。礼拝やらせとけば天下一品です」

「国民の支し持じは充じゆう分ぶん、というわけ？」

「神への愛はどれほどあっても充分ではありませんね。なにしろ教会活動には元手が必要で……」

「あら、そう」ミランは素そっ気けなく応おうじた。「お布ふ施せとして、馬車三台分の財ざい宝ほうではどうかしら？」

「お布施となりますと我わが国の法ではいったん国庫におさめたあとで……ということになりますからなぁ」バランは白々しく顎あごを揉もんだ。「宗しゆう教きようを重んじる国とはいえ、一応、政せい府ふと教会は別物ですから……」

「政府への届とどけ出はそちらからだして貰もらえばいいのよ。あくまでも匿とく名めいの信者によるお布施なんだから」ミランはこたえた。

「もちろん、どんな額がくのお布施をだしたか、なんて……ランバルトには記き録ろくは存そん在ざいしないわよ。シレイラ王女殿でん下かも知らん顔」

「なるほど、そこまで我が教会を信じてくださるとは、ありがたい話です」

「もちろん、信じているわ」

　ミランは顎で踊おどり狂くるうブロンを示しめした。

「わたしたちの敵てきは同じ。そうじゃないの？」

「神はどうですかな？」

「どうなのかしらね」ミランは薄うす笑わらった。

「なにしろ、生まれてこのかた会ったことないものだから」

　悪魔なら別だけれどね、彼女は心の奥おく底そこでそっとつけくわえた。



　　　　５



　12月にはいったウルリスには雪が舞まっている。徐じよ々じよに積雪量も増えていた。吹ふき付ける風も、貧びん乏ぼうくさい空っ風ではなく、肌はだを裂さくような冷たさを伴ともなうようになっている。騎き士しマヤ・ウラムはその風を馬上で浴びている。

　しかし気分は暖あたたかだった。一人ではなかったからだ。彼女はナサニア・ゴローズと轡くつわを並べていた。王城での用よう務むを済すませた帰路、まだ午後５時にもなっていないが、空はすでに暗い。

　マヤは暖かであるだけでなく、幸せでもあった。ウルリスに戻もどって以来、ゴローズを独どく占せんできていたからだ。もちろん妄もう想そうどおりではなかったけれど、結局のところ彼女のナサニアは政治的なバランスで前線から呼よび戻されただけである。遅おくれて帰き還かんした王立特務遊ゆう撃げき隊将しよう兵へいの宿しゆく舎しやその他ほかについて手配を済ませてしまえばヒマだった。形ばかりの事務仕事をこなしに王おう城じようや総そう監かん部ぶに出かけることをのぞけば、なにもやることがなかった。フェラール国王の御み言葉をいただいているとはいえ、要するに干ほされているのだ。

　だが、マヤにとっては楽しい毎日だった。仕事はすぐに終わってしまうのだから、後は話をして時間を潰つぶしているしかない。そう、彼女はこのところゴローズと半日も話しこんでいることが多かった。もちろんマヤはぽぉっとなった意い識しきの底であれこれ勝手なストーリーを量産するだけ、主に話しているのはゴローズである。マヤのみるところ、彼もそれが決して嫌いやではないらしい。

　ただし、今日の彼は妙みように不ふ機き嫌げんだった。王城にいるあいだ、宰さい相しようサンバーノ伯はく爵しやくに呼びだされたのだが、その会見から戻ってきたあとはまったく雰ふん囲い気きが変わっていた。なにか重たいものを抱かかえているような表ひよう情じようになっていた。案じたマヤがなにを話しかけてもうわの空だった。

　下城する頃ころ合あいになってさすがにいけなかったと本人もおもったらしい。ゴローズはマヤを食事に誘さそった。彼女にもちろん否いや応おうはない。ゴローズが抱えているものがなんなのか案じながらも、弾はずむような気持ちで彼に従したがった。



　店の中は暖かかった。ゴローズが選んだ店は臣民街のマホラ通りから少し引っ込んだところにある『カバナ』で、一見する限かぎりレストランには見えない外見の店だった。少し財産の余よ裕ゆうがある引いん退たい者しやが持っているアパートをおもわせる見かけで、そこがレストラン──というより実じつ態たいはそこそこの酒を呑のませ、かなりの料理を食わせるバァ＆グリルだ──だと教えるのは風化した角が丸くなった石いし造づくりの壁かべにかけられて風に揺ゆれている小さな看かん板ばんだけ。もちろん、客の馬をあずかる厩きゆう舎しやはちゃんとある。

　店の内ない装そうはマヤにとってちょっとした驚おどろきだった。ぴかぴかに磨みがかれたニスの塗ぬられた飾かざり板が張はられた壁にはいい具合にニコチンやランプの煤すすが染しみこんでいる。照明は、料理と酒さか瓶びんが置かれるといっぱいになってしまうテーブルの向こう側が辛かろうじてみえる程てい度ど。といっても、客がついたテーブルには必ず小さなグラス入りのロウソクが置かれるから、お互たがいの表情が読めなくなるわけではない。

「ゴローズ男だん爵しやく様さま」二人を出で迎むかえたのは糊のりのきいたお仕着せを軍服のように着こなした痩そう身しんのウェイターだった。その皺しわ深い顔と、笑っているようでありながら見み透すかすような目をみたマヤは、街で見かけるどんなおじいさんよりも年とし寄よりだけれど、頭の方は50は若わかいだろうとおもった。

「うん、久しぶりだ、ロルフ」自分のコートと剣けんを手て渡わたしながらゴローズはうなずき、すぐにマヤの方を向いた。手をあげかけたところでとめる。

「あ、あの」上官の態たい度どを理り解かいできなかったマヤは戸と惑まどった。

「失礼ですが、お嬢じよう様さま」ロルフが優やさしい小さな声で教えた。「男爵はあなたさまのコートを脱ぬがせてさしあげたいのではないかと。お好みかどうか別といたしまして、男子のたしなみでございます」



    

  
    
      「あ」マヤは真っ赤になった。身がすくみそうなおもいにかられながらあわててベルトを外す。ゴローズはさっと動いて彼女のコートと剣を受け取り、ロルフに預あずけた。

　ロルフは受け取った二人のコートと剣をクローク番の若いボーイに手渡しながら命じた。

「男爵とお連れ様──」

　ちらっと、マヤを窺うかがう。彼女が教える前にゴローズが早口で伝えた。

「マヤ・ウラム。王国騎士」

「──王国騎士ウラム様のお召めし物だ。コートは乾かわかし、暖めておくように。剣は磨みがき上げ、革かわ帯おびは脂あぶら磨きしておくこと」

　振り向いたロルフは深々とマヤへ一礼した。

「気づかぬこととはいえ失礼いたしました、騎士ウラム様。手前はこの店のチーフ・ウェイター、ロルフ・グナイアでございます。どうかお見知りおきを」

「よろしく、グナイアさん」

「どうか、ロルフと。永えい遠えんにもひとしい昔から、男爵にはそう呼よばれております」

　静かな店というわけではなかった。店内には間仕切りで仕切られた幾いくつものテーブルに加え、有史以来何杯の酒がこぼされたのか想そう像ぞうしたくなる良い具合にくたびれたカウンターがあった。客の半数はカウンターで明日をも知れぬ調子で酒を引っかけている。カウンターにいたのは不作法でも下品でもないが、それなりにストレスをためこんだ中年の男たちだった。

「珍めずらしいお店ですね」席に案内され（もちろんマヤの椅い子すはゴローズがひいた）、ゴローズがオオバイノシシのステーキをメインにしたコース、マヤはロルフお勧すすめのカナン鱒ますのコース、酒はまず肉にも魚にも合うコレバーン・モンテグラのクリア・ゴールドという陣じん容ようを定めたあとでマヤはたずねた。

「王国風ではないね、確たしかに」

　ロルフがワインボトルを手に戻り、まず少量をゴローズに注いだ。ゴローズは即そく座ざにうなずいた。マヤは注がれた芳ほう醇じゆんな液えき体たいをほんの少しだけ口にした。舌したにぱあっとひろがる鮮あざやかな味わいに驚いた。

「おいしい」

「それが答えさ」ゴローズは微び笑しようした。「この店のオーナーは若い頃、そうだな……あの、冒ぼう険けん者しやという奴やつだった。コレバーンにもいた。パライソで騒さわぎも起こした。魔ま王おう領りようで何年か暮くらしもした。他の……文明からは縁えん遠どおい土地で過すごしたこともある。そして、40をすぎたあたりで別の冒険をはじめようとこの国に腰こしを落ち着け、店を開いた。冒険のあいだにできた各地の友人たちと手を組んでね」

「このワインも？」

「だろうね。そうとしか考えられない。コレバーン・モンテグラといえばかなりのものだし、もし正せい価かで買えばとてつもない値ね段だんになる。彼はそれをわたしが呑めるような値段で供きようしてくれる。そういうことさ。おもてだった国の関係とはまた別のつながりがあるということだ」

「あのウェイターのおじいさん……ロルフともお親しいようでしたね」

「部下だったわけではないよ」

「でも？」

「今日は鋭するどいな」

「……すいません」マヤは真っ赤になった。なぜだか、今夜はゴローズのことを知りたくてたまらなくなっていた。

「いいんだ──料理がきた」

　食べているあいだ、二人はほとんど言葉を交かわさなかった。軍人としての習い性かもしれない。ともかく目の前に食べ物があるときは手早くかたづける。すべてはそのあと。それに料理は旨うまかった。

　皿が下げられ、二本目のワインが残り少なくなったあたりでゴローズはさきほどの話を蒸むし返した。

「ロルフは部下ではなかった」

「え？」料理と酒で身体からだが暖あたたまったマヤはとろんとした目で見つめていた目の前の男へたずねかえした。

「仲間だ」ゴローズはこたえた。マヤの態度に気づかないふりをしているのは彼なりの礼れい儀ぎだった。

「なかま……」

「私も以前は立場が違ちがった。冒険者というやつだった。もうずいぶん昔のことだ。ほんの数年間だがね」

「隊長が……」

「威い張ばるような話ではないがいろいろあった。君が味わったものとはまた違うが。そして、ロルフたちと出会った。もう人じん跡せき未み踏とうの密みつ林りんに踏ふみこむことも、遥はるかな昔に失われた伝説の宝たからを追い求めることもないが、彼らと共に時を過ごしたことは忘わすれられない。たぶん彼らに、人間の救うべき面をすべて教わったのだとおもう」

「……」マヤは男をじっと見つめた。ゴローズは空になりかけたグラスに視し線せんを落としていた。普ふ段だんの、この世のすべてを嘲あざけっている男の顔ではなかった。帰り道を見失い、その心細さを懸けん命めいに隠かくそうとしている子こ供どものようだった。

「いつか」マヤはいった。ゴローズが顔をあげた。

「いつか、話してくださいますか」

「面おも白しろい話ではないよ」ゴローズは茶ちや化かすように微笑ほほえんだ。それでいて、どこか嬉うれしそうだった。

「楽しみたいわけではありません」マヤはいった。「あなたのことをもっと知りたいだけです、ナサニア」

　あっとマヤは口を押おさえた。ゴローズは戸と惑まどったように微び笑しようを浮うかべ、見つめていた。

「あ、あの、あの」

「いいさ」ゴローズは笑った。「いまは軍ぐん務むを果たしているわけではないから」

「なら」さらに頬ほおを染そめながらマヤはいった。舌がうまく動かない。しかし、いま口にしなければ永えい遠えんに伝えられない気がした。彼女は自分を叱しつ咤たした。しっかりするのよ、マヤ・ウラム！

「なんだね、騎き士しウラム」

「それです」マヤは勢いきおいこんだ。戸惑いは消えていた。「いまは、軍務を果たしているわけではありません」

「では、どう呼よべばいい」

「あのとき、戦いの中で呼んでくださったように」

「そうか」ゴローズはうなずいた。「ならば私からも頼たのみがある」

「はい」

「友人は、私のことをナサニアではなくナサと呼ぶのだ、マヤ」

「……はい、ナサ」

　そのあとは奇き妙みような雰ふん囲い気きになった。ゴローズは珍めずらしくも饒じよう舌ぜつになり、どうでもよい話を持ちだしてはマヤを楽しませた。はい、はい、とうなずくマヤもおかしかった。いつものように妄もう想そうを爆ばく発はつさせることがなかったのだ。彼女が思っていたのは、ただこの時が続いて欲ほしいという少女のようなおもいだけだった。

　なぜそうなったのかはわからない。新たな酒を頼んだあとで二人はますます親密な空気を漂ただよわせつつ、その空気とは裏うら腹はらの話題に踏ふみこんでいた。彼らの敵てき──魔王領総そう帥すいをどうおもうか、である。

　その話題を持ちだしたのはマヤだった。といっても彼女が口にしたのは戦場でかいまみたその容よう姿しと、戦いを率ひきいる技ぎ量りようとの落差についてだった。要は、ゴローズとの親密な時間をちょっとでも長く引き延のばしたいというだけの話題だった。

　ゴローズは処しよ置ち無なしとでもいいたげに笑った。

「見かけと能のう力りよくにはなんの関係もない。もちろん、女じよ性せいが肉体的な魅み力りよくのまったくない才人に点が辛からいのも当然だとはおもうが」

「やはり彼には才能があるのでしょうか」

「あるよ。私はそうおもっている。まあ、欠点もあるが」

　ゴローズは喉のどを湿しめらせた。

「魔ま王おう領りよう総帥の判はん断だんには癖くせがある。彼が関かかわっていれば、すぐにわかる。これは才能の証あかしであると同時に欠点にもなりうる。パターンを読まれるからね」

「彼が軍を率いたのは一、二度ですが……そこまでおわかりになりますか」

「クセはかわらないよ、マヤ」

　ゴローズは微笑した。

「第二次セントール会戦の翼よく側そく迂う回かい、それから彼らが〈カルネアデス〉作戦と呼んでいたらしいこの間の戦い……いずれも、同じ匂においがする。なんだかわかるか」

　マヤは眉まゆを寄よせた。

「いずれも……正面攻こう撃げきではありません」

「まあまあの正せい解かいだ」ゴローズはうなずき、教えた。

「軍事行動でもっとも重要なものは集中だ。さらに要よう素そをわけるならば、組そ織しき的集中、効こう率りつ的集中、兵力的集中、時間的集中ということになる」

　その話ならばマヤにも疑ぎ問もんはなかった。システマティックに、効率的に、時を同じくして、可能な限かぎり引っ掻かき集めた兵力を戦いに投ずるのは戦いの基き本ほん中の基本だからである。

　ゴローズは続けた。「ランバルト軍の場合、この集中の原げん則そくは明めい快かいなものになる。大兵力を投じ、国王の命令一下、敵軍に襲おそいかかる。単たん純じゆんで、問題もおこりにくい。そのかわり、どうしても動きが鈍にぶくなりがちになるという欠点はあるが」

「魔王領総帥は違う、と」

「違うな。彼の戦い方をおもいだしてみろ。常つねに──動き回ることが基本だ。総そう兵へい力りよくで劣おとっていても、急速に運動させた部隊を絶ぜつ妙みようなタイミングで一点に集中することで、可能な限りの戦果をあげている。だからこそ、何万もの敵兵を屠ほふるという結果はだせないが……常にランバルト軍の作戦目標達成を妨ぼう害がいできるのだ。自分から行動をおこした〈カルネアデス〉作戦ですらそうだった。あれは、紛まぎれもなく来春の攻こう勢せいを妨害するためだけの行動だ。そしてそれだけが彼の目指した勝利だったのだ」

「運動戦を重じゆう視しして……行動の基き準じゆんは常に防ぼう御ぎよにある、ということでしょうか」

「というよりも、防御だけが目的なのだ。弱者の戦せん略りやくだな。魔王領の立場の悪さだけが理由とはおもえない。なにか、人としてそういう経けい験けんがあるのかもしれない。まず間違いなく、あの男は、魔王領が兵力的優ゆう位いに立っても大会戦を挑いどみなどしないよ。おそらく、優ゆう勢せいな兵力を機き敏びんに運動させて、ランバルト軍がどう抵てい抗こうしても最後には負ける、という状じよう況きようをつくりだすことに全力を集中するはずだ。戦い続ける意味を無くしてしまう、というべきかな。まさに戦略的勝利というやつだね。ひどい表ひよう現げんだが、血ち塗まみれた平和愛好家なのかもしれない」

　予想もしない重い話になってしまったことに困こん惑わくを覚えつつマヤはいった。

「……つまり、我われ々われは始末に負えない相手と戦っているということでしょうか」

　ゴローズは楽しげに笑いだした。

「始末に負えない相手か。まさにそうだろうな。言い得て妙だよ、マヤ。魔王領総帥、オノデラゴウシこそは始末に負えない敵だ。いついかなる場合でも、戦いの──いや、すべての行動を戦略的価か値ちでしか判断しない国家指し導どう者しや。いや、一国の指導者とはそうあるべきだが、それが実現できる者は少ない。オノデラゴウシはその少数者だ。でなければ、戦時国こく債さいを売るためだけの軍事行動など試みるはずがない。普ふ通つうは、威い信しんだのなんだの、様々なものが気になってそこまではできない。だから彼こそは──ランバルトが直面した史上最強の敵に違いない。そのことに気づいている者はまだ少ないだろうが」

「勝てるのでしょうか、ナサ」

「軍人は勝つ、といいきるものだ」そう叱しかるようにいったあとでゴローズはにやりとした。

「むろんいまは軍ぐん務むについているわけではないから正直になっていいわけだが」

「あなたはどうおもっているのです」

「正直、わからない」ゴローズはあっさりと放りなげた。「別に逃にげているわけではない。ランバルト国王の能力をみていると対抗できるのではないか、ともおもえるからね。まあ彼についても疑問がないわけではないのだが」

「どんな疑問かおたずねしても……」

「彼の軍事行動は常つねに雄ゆう大だいで、直ちよく裁さいだ」ゴローズはこたえた。「しかし、国議の席などで目にする限かぎり、そういう人物という印象を受けない。むしろ王であるのが辛つらいだろうと感じられるほどに優やさしげな人ひと柄がらだよ、あれは」

「どういうことでしょうか」

「見当がつかない、ということさ。逃げだな、やはり」

　肩かたをすくめたゴローズは店内を見回した。いつのまにやら、客は彼らだけになっていた。

「お、これはいかん」

　しばらくして、乾かわかされ、暖あたためられたコートを身につけたマヤにロルフが丁てい寧ねいにいった。

「またのお越こしをお待ちしております、騎き士しウラム様」

「隊長に──いえ、ナサにお願いしてください。わたしはナサニア・トルガ・ゴローズ様のお許ゆるしなしには来られません」

　ロルフは眉まゆをあげ、にこりとした。コートと剣けんを身につけたゴローズに、抑おさえてはいるが、親しみをたっぷりとこめた荒あらっぽさでたずねる。

「そういうことなのか、ナサ」

「まだよくわからない、ロルフ」ゴローズはポケットに入れられていた封ふう筒とうに気づき、その中身を確たしかめていた。眉が微かすかにあがり、すぐに元へ戻もどった。請せい求きゆう書しよか領りよう収しゆう書しよかしら、とマヤはおもった。

「確かなのか、ロルフ」ゴローズはたずねた。話題が変わっていた。

「ああ。ウラム様は御ご存ぞん知じなのか？」

「まだだ。だが、この店には連れてきた」

「そうか。良かった」

「あまり苛いじめないでくれ、彼女が迷めい惑わくする」

「迷惑などするものか」ロルフはさっと振ふり返り、マヤへさらに丁寧に一礼した。「どうか男だん爵しやく様さま、いえ、こいつのことをよろしくお願いいたします、マヤ様」

「そんな──」二人の会話が読めなくなっていたマヤは戸と惑まどった。

「いえ、あなたにお願いしなければ」ロルフは真剣だった。「わたくしはもうとしです。剣でナサの背せを守ってやることはできません。ですから……どうか、お約束ください」

「あの」マヤは弱り切ってゴローズを見た。彼は知らん顔をしていた。あっとおもった。彼の内心が唐とう突とつに読めたからだった。

　照れているのだ。このひとは。ナサニア・トルガ・ゴローズ、わたしのナサは照れている。

「わかりました、ロルフ。お約束いたします」マヤはうなずいた。

　ロルフは心からの微び笑しようで応おうじ、彼らを鄭てい重ちようにおくりだした。



　店をでてしばらくして、ゴローズは、済すまなかったね、といった。



　　　　６



「来たよ来たよ！」剛士の隣となりにちょこんと腰こし掛かけていたリアが立ち上がり、空を差してはねた。

　高く晴れ上がった冬空。その彼方かなたにぽつぽつと黒い染しみが生じている。距きよ離りはかなりあるし旋せん回かいしている。こちらにやってくるまではまだ時間がかかるだろう。そのまえに済ませなければならないことがあるからだ。

「良く見えるなぁ」剛士は呆あきれた。リアがぴたりの位置を示しめしてくれていても自分の目で捕とらえるのは一苦労だった。別に視し力りよくが悪いわけではないから、注意力の差というやつだろう。

「まっかせて、お兄ちゃん」御ご機き嫌げんのリアはガッツポーズをとった。「ボク、昼間でもお星様見えるんだから」

　まるで坂さか井い三さぶ郎ろうのような自じ慢まんをしたリアは御ご満まん悦えつである。その無む邪じや気きさと愛らしさに周囲から笑いが起こった。

　ここはワルキュラ郊こう外がい。魔ま王おう軍ぐん大だい演えん習しゆう場じようの一角にある射しや爆ばく場じよう。なにを射しや撃げきしたり爆発させたりするんだというならもちろん魔法に関かかわるあれこれだ。小野寺剛士がいるのはその一いち隅ぐうに設もうけられた巨きよ大だいな観かん覧らん席せきから１キロほど離はなれた林に停とめられた専用フライングカーペットの上だ。カーペットは前後左右を親しん衛えい総そう帥すい護ご衛えい戦隊の将しよう兵へいが乗ったエスコート・カーペットで守られていた。なお、10メートルほど後方に、スフィア以下、剛士の側近たちが乗ったカーペットがいる。

「ホントはズゥも来たいっていってたんだけど」リアがいった。ちなみに、剛士の側近のなかで総帥専せん用ようカーペットに同乗しているのは彼女だけである。理由は、昼間の直ちよく接せつ的な戦せん闘とう力りよくがもっとも強大なのは彼女かスフィアであり、スフィアはいまだに御機嫌斜ななめであるからだ。いやもちろんいつものように彼女に面めん倒どうをみてもらっても良かったのが、剛士君の方が緊きん張ちよう感かんに耐たえられそうもなかったのでむにゃむにゃとごまかしつつリアに頼たのんだというわけだった。

　なお、本日のリアちゃんのお召めし物は、スフィアお手て製せいの魔ま導どう毛糸セーターにサイドにブラックストライプの入ったシャインレッドのスリムパンツときゅっとしたブーツ、肩かたからは玉たま飾かざりのついたインバネス、頭にちょこんとのったベレーというなかなかに気合いのはいったお嬢じようちゃま風組み合わせであった。

　一方の剛士は、フィラを出で迎むかえた時と大してかわらない。すでにおもいっきり冬であるから、ちょっと寒そうだが──脂し肪ぼうが多いので、じゃなくて、実は学生服もマントも先日の大おお騒さわぎを受けて急きゆう遽きよ製作された一ひと織おりごとに精せい霊れいさんが宿っている超ちよう豪ごう華かな特製品なので、全然寒くない。もちろん精霊さんの役割は剛士を暖あたたかくするだけではない。いざという時は剛士の周囲数メートルの空間に鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよフィールドを発動してくれることになっている。

「ごめんね。でも、ズゥが来たらみんなそっちに目がいってドラゴンの兵隊さんたちがクサっちゃうからさ」剛士はいった。「ともかく、今日はドラゴンの演習だからね」

「うん」リアはこっくりした。ぱっと気分を切り替かえて剛士にいう。「でも、すっごいよね、お兄ちゃん。ただのえんしゅーなのに、こんなにお客さんが集まるんだから」

「それはね、僕ぼくも驚おどろいた」剛士も素す直なおにうなずいた。「外交官とか、そういう人たちは集まるとおもってたんだけど」

　剛士の驚きも無理はない。演習はまさに大だい盛せい況きようだった。観覧席は軍の幹かん部ぶたち、それに各国の外交官や駐ちゆう在ざい武ぶ官かんだけでなく、抽ちゆう選せんで選ばれた魔王領りよう全土からの招しよう待たい客きやくで埋うまっていた。

「やっぱりお兄ちゃんのせいだよ」リアがいった。

「僕のせい？」なにか悪いことでもしたかと剛士は目を丸くした。

　違ちがった。リアはほめているのだった。

「うん。お兄ちゃん、みんなに大人気だから、みんな本当はお兄ちゃんを一目見たいとおもってきてるんだよ」

「そうかなぁ」剛士は腕うで組みした。自分が重要人物というやつであることにはさすがに気づいているものの、自分を見るために魔王領じゅうからお客さんがやってきたというのはちょっと信じられなかった。正直なところ、この寒いのにこんなに集まるなんて、魔王領というのはずいぶんミリタリーマニアが多い土と地ち柄がらなんだなぁ、とおもっていたぐらいなのである。

「絶ぜつ対たいにそう！」リアは焦じれったそうに応じ、剛士の膝ひざにぺたん、と腰こしを下ろした。

「わ、大サービスだね」剛士は苦笑いを浮うかべた。

「てへ」リアはちろっと舌したをだした。のけぞる姿し勢せいをとって剛士を見上げる。驚いたことに瞳ひとみは真しん剣けんだった。

「ね、お兄ちゃん……あのね」

　彼女がなにか続けようとしたその時、観覧席の方から盛大にファンファーレが鳴り響ひびいた。

「あ、はじまるよ、リア」

「あ……うん」

　ファンファーレの鳴りおわった観覧席に、精霊さんによって増ぞう幅ふくされた声が響きわたった。

「ご来場の皆様、ただいまより本年度航空展てん示じ演習を開始いたします」

　わっと拍はく手しゆ。アナウンスはさらに続いた。

「これより国旗を掲けい揚よういたします。皆みなさん、ご起立ください」

　ざわざわとさまざまな種族の男女その他がたちあがった。観覧席中央真後ろに設もうけられたセンターポールに全員が注目する。

「きをーつけぇ！　国旗、掲揚！」

　観覧席正面に整列した魔王軍親衛軍楽隊の指し揮き官かんがばっと指揮棒ぼうを振ふり上げる。魔王領国歌『ワルキュラの誓ちかい』が響きわたった。賑にぎやかなことが好きな魔王領の皆さんにしては珍めずらしく、厳げん粛しゆくでもの悲しい、マイナーノリで盛もり上がる曲である。

　軍人たちはその場で一いつ斉せいに気を付け、敬けい礼れいの姿し勢せいをとる。民間人たちも気を付けの姿勢をとると同時に帽ぼう子しをとった。

　ゆっくりと、旗がのぼりはじめる。黒地に紅あかく描えがかれた六ろく芒ぼうの星。魔王領国旗である（ちなみにジ○ンのアレは田中さんの趣しゆ味みである）。黒地が魔王に支し配はいされる天地を、真しん紅くの六芒星は魔王が領民すべてにしろしめす信しん義ぎをあらわしている。

　とまあ、国歌にしろ国旗にしろえらくシヴイ感じである。まあそれも初代魔王陛へい下かがチョンマゲに野の良ら着ぎ、肩かたにはしょぼい鋤すきをかついだお姿すがたで放ほうりだされるまで魔族が過すごしていた煉れん獄ごくのような毎日をおもえば仕方のないところだが、マイナーノリ国歌そのものといかにも悪者っぽい国旗が組み合わされると悪くない雰ふん囲い気きなのであった。日の丸＆君が代とはまたちょっと違うが、実に日本人好みというやつである。

　国歌が終わると同時に、国旗がポールを昇のぼり切り、冬風に翩へん翻ぽんとはためいた。同時に、新たなアナウンスが響く。

「皆様、正面をお向きください！　魔王領総帥、小野寺剛士閣かつ下かが入場されます！　きぉーつけぇぇぇ！」

　軍楽隊が新たな曲を奏かなではじめた。魔王軍軍歌『ゴブリンの本領ゴブリン・ザ・ブレーブ』である。今度は人によってはブタの悲鳴のようにも感じられるというバクバイプ──によく似にた楽器の合がつ奏そうであった。もちろんズンタカタカタカタン、といかにもなドラムの伴ばん奏そうが入っている。

　剛士のカーペットのそばでタイムスケジュールを書いたボードとにらめっこしていたホビットの将校が声をかけた。

「閣下、参ります。よろしいですか」

「うん、よろしく」

「はい──隊列、前へ！」

　エスコートカーペットが浮ふ上じようする。剛士の専用カーペットも地上を離はなれた。

　リアは先ほどまでとはうってかわって、かわいい顔に厳きびしい表ひよう情じようを浮かべてカーペットの前まえ端はし近くに立ち、カーペットについて精霊さんにお願いすると同時に周囲の警けい戒かいをおこなっている。

　進みだす直前、リアがちらっと振り向いていった。

「お兄ちゃん、座すわってちゃダメだよぉ」

「立つの？」

「うん、精霊さんにお願いしてマントだけなびかせてもらうから。その方がカッコいいし」

「……ついでに腕うで組もうか」

「それじゃ悪の大魔王」

　というわけで剛士君、観かん覧らん席せきに向けて進み始めたカーペット上で仁に王おう立だち──じゃなくて体育のやすめの姿勢をとった。どうにも落ち着かずきょろきょろしたいところだが懸けん命めいに我が慢まんして姿勢を保たもつ。

　カーペットが観覧席の前にあらわれると、人々の間からどよめきがおこったのがわかった。

（リアのいってたとおりなのか）

　剛士はどきりとした。以前とは違ちがい、魔王領総そう帥すいであること、ブラントラントで生きることは彼の選んだものなのだが、新ためてその意味に気づかされたようなおもいがした。

　カーペットの隊列は観覧席の中央で停止した。その中ちゆう段だんには貴き賓ひん席せき──というか剛士と側近専用のロイヤルボックスがある。

　演奏が終わった。剛士はリアとともに観覧席へ向き直った。

　アナウンスが響く。

「総帥閣下にぃ、礼！」

　数千のさまざまな種族の人々が自分たちに可か能のうな方法で剛士に敬礼する。堅かた苦くるしいことが嫌きらいな魔王領でも魔王や総帥に対する敬意の表し方だけは例外なのである。

　剛士はいまさらながらその事実に驚おどろきを覚え……同時に怯ひるみかけていた。

　外国からの来賓たちはまあいい、儀ぎ礼れいというやつだ。

　軍人たちは……軍人さんだからきちんとしている、とうけとれないこともない。

　剛士をもっとも強く驚かせたのは抽選で選ばれた一いつ般ぱん領民たちの態度である。種族はもちろん、仕事も、趣しゆ味みも、社会的な立場も異ことなる人々だ。

　その全員が、できるかぎり生き真ま面じ目めな姿勢をとり、胸むね（がなければそれに似た部分）に手や前まえ脚あしや触しよく手しゆや顎あごや尻尾しつぽや第四甲こう殻かく肢し先せん端たん関節部などをあてて、一つだったり二つだったり１０８個こだったりあるのかないのかよくわからなかったりする瞳を向けて敬意を示しめしている。

　おそろしいほどの迫はく力りよくだった。

　身体からだが押おしつぶされそうだった。

　しかし剛士は耐たえた。彼らがそう望んでいるなら、それに応こたえなければならないとおもっていた。そういう態たい度どこそ、魔ま王おう領りよう総帥にとって重要な──もしかしたら、戦場で軍を率ひきいるよりも大事な仕事かもしれないと最近の剛士は考えているからだった。魔王領領民はこの国が大好きで、だからこそ魔王や総帥を信じたいと願っている。自分たちが信じられる人物であって欲ほしいと望んでいる。素す晴ばらしい故こ郷きようであるからにはそうでなければならないからだ。

　それに応えることが剛士の仕事なのだ。彼はそのことに疑ぎ問もんを抱いだかなかった。いうなれば、あの素晴らしいほのかの世界、虚きよ構こうの天あま抜ぬきを捨すてた理由はそれであるからだ。

　だから、彼は耐えた。一歩進むごとに力を振り絞しぼる必要があった。

　それでも、進み続けた。

　やがて不思議な感覚がわき起こった。

　進むごとに気分が落ち着いていったのだ。

　自分に、立りつ派ぱな総帥であってくれと願う人々へ歩むことが、なにかわくわくする出来事のようにおもわれてきたのである。

　ロイヤルボックスにいたる道には赤あか絨じゆう毯たんが敷しかれていた。その中なか程ほどあたりに一人の軍人がびしりとした姿し勢せいをとって彼を待ち受けている。

　ラドグリオ・ラッシュバーン少将。〈カルネアデス〉作戦での活かつ躍やくによって二階級特進し、第１０１空中突とつ竜りゆう戦隊だけではなく、新しん設せつの二個戦隊を加えた第１航空突竜艦かん隊たいを任まかされた歴戦のウィングドラゴン。さすがに今日は葉は巻まきを横ぐわえにはしていない。

「閣かつ下か！」ラッシュバーンはドラゴンらしい、朗ろう々ろうと響ひびく声で報ほう告こくした。

「本日の演えん習しゆう準じゆん備び、すべて完かん了りよういたしました！」

　応おうじた剛士の声は、小さいが、落ち着いたものだった。

「わかりました。ラッシュバーン少しよう将しよう」剛士はうなずいた。「あなたを演習指し揮き官かんに任にんじます。くれぐれも安全に留りゆう意いしつつ、日ひ頃ごろの訓練の成果をみせてください」

「はっ！」

　ラッシュバーンは脚をひいて脇わきによけた。剛士はロイヤルボックスに向けてゆっくりと進んでいった。進むごとに、忠実な領民たちがその場で身体の向きを変え、彼の姿すがたを追った。

　ちょっとした事じ件けんがおこったのはロイヤルボックスまであと数メートルを残した階かい段だんの途と中ちゆうである。

　あーあ、と甘あまえた声があがり、なにかが階段に飛びだしてきた。

　周囲の者たちが一斉に反はん応のうした。リアは剛士の盾たてになるような位置へ立ち、背はい後ごからスフィアとアーシュラがすっ飛んでくる。剛士には見覚えのない長身の女じよ性せい兵士もショートスピアを構かまえて前にでた。

「待って、待って」

　剛士はあわてて皆みなをとめた。彼は飛びだしてきたものの正体を即そく座ざに見て取っていた。蛇へびに翼つばさが生えたような見かけの、ワイアームの子こ供どもである。いや、赤ん坊ぼうに近いのかもしれない。

　剛士はその子に手をのばし、そっと抱だき上げた。ワイアームの子供はけたけたと笑いながら腕うでに巻まきついた。彼の背後にいたあの背の高い女性兵士がはたきおとそうと動きかけたが、彼は即座に押しとどめた。

　剛士は──いや、魔王領総帥は顎を指先でくすぐり、子供をさらに笑わせたあとでたずねた。

「誰だれと来たの？」

「おかしゃん」舌した足たらずの声が応じた。

「なにを見に来たの？」

「おとしゃん」

　剛士はうなずいた。今日の演習に参加しているワイアームの家族なのだ。

　子供が転がってきた方をみると、青い顔をしているワイアームの女性がいた。

「あのひとがお母さん？」

「うん、おかしゃん」

　剛士は婦人の前に子供が巻きついている腕をさしだした。子供はきゃっきゃっと声をあげて母の身体からだにまきついた。

「閣下……あの、まことに申しわけ……」母親はちらりと息子むすこをはたきおとそうとした女性兵士を見た。

「彼女は熱心すぎるんです」後で叱しからなければ、とおもいつつ剛士はフォローした。「かわいいお子さんですね」

「閣下……」

　剛士は大いに恐きよう縮しゆくしている彼女にうなずいた。

「ご主人が演習に？」

「はい」一転して目を輝かがやかせた婦人はこたえた。「わたくしはマナイア・ハリン。この子はホルフ。魔王軍中ちゆう佐さチェスト・ハリンの妻さい子しでございます」

「わかりました。ハリン中佐の活かつ躍やくを僕も楽しみにしています」

　剛士は丁てい寧ねいに会え釈しやくすると階段をのぼり、総帥の席に腰こしを下ろした。即座に降ふってきたのはアーシュラの抑おさえた叱しつ声せいである。

「閣下……お気持ちはともかく、あのようなことをされては警けい備びに問題が生じます」

「ごめん」剛士は素す直なおに詫わびた。「でも、かわいかったからさ」

「本当に……そうおもわれたのですか」そうたずねたのはスフィアである。真しん剣けんな表ひよう情じようだった。

「おもったけど……うん」

「そうですか」スフィアは複ふく雑ざつな表情だった。

「どうかしたの？」

　スフィアは微び笑しようをつくり、なんでもありませんとこたえた。

「うむ、なかなかのものではないか」剛士の背はい後ごでびしりと立っていた女性兵士が声を漏もらした。さきほどショートスピアを構かまえた兵士である。顔は兜かぶとで隠かくされている。

　声には聞き覚えがあった。つーかそれどころではない。

「ふ、フィラさん、ここでなにを……」

「なに、ちょっとな」兜の前をほんの少し持ち上げたフィラは剛士にウィンクした。「話が決まったからにはお前様の側そばにいたいのだよ、なるべく」

「どうかお許ゆるしを、閣下」

　鎧よろいで身を固めたもう一人の兵士が口を挟はさんだ。声で誰かわかった。侍じ従じゆう長ちようである。

「いま見つかったら……」

「はは、許せ、我わが君。それに来て良かった。お前様が蛇の子もかわいがれると知ってな」

　応じた剛士の声は少し厳きびしかった。

「蛇じゃなくてワイアームだよ、フィラさん。二度とあんなことはしないで」

「済すまぬ。反省する」フィラはしっかりとした声で応じた。そして元の態たい度どに戻もどり、からかうようにつけくわえた。

「しかしおまえ様のそういうところが好みだ、わたしは」

　剛士は眉まゆを寄よせた。意味がよくわからなかった。しかしたずね返す気分でもなかったのでスフィアを見た。

　スフィアはつーんとしている。

　溜ため息いきを吐つきたいおもいで剛士はアーシュラをみた。

　アーシュラはことさら厳しい表情をつくってみせたが、剛士の視し線せんを無視できなかった。

「閣下を……お守りすることを願う御お方かたの望みは、断ことわれません」

　ヴァンピレラ・ビューティの顔がほんの少しうつむき、剛士を恨うらめしげな視線で見つめた。そして、すぐに元へ戻った。

「へっへー、お兄ちゃんの負け」リアがぽんぽんと剛士の腹はらを叩たたいた。

　げふっ、とげっぷが響ひびいた。むろんその主はこんな時も酒さか瓶びんを手放さないトロル指し揮き官かん、ブーラーンである。いえまあトロル族の場合、公式の席ではなるべくべろんべろんになること、という風習があるし、全トロル将しよう兵へいには軍の制式装そう備びとして酒瓶が支し給きゆうされるので不作法ではないんですが。

　というわけでいまもまたぐびりとやりながらブーラーンがいった。

「さて……ラッシュバーンが気合いをいれましたぞ、閣かつ下か」

「あ、うん」

　アナウンスが響く。

「それでは皆みな様さま、まず我が第１航空突とつ竜りゆう艦かん隊たいの主要竜族を御ごし紹よう介かいします……右上空を御ご覧らんください！　第１０１空中突竜戦隊所しよ属ぞくのウィングドラゴンワイバーン中隊が編へん隊たいで低空進しん入にゆういたします！　迫はく撃げきのリンドブルムの名でも知られる我が最さい精せい鋭えい航空隊の勇ゆう姿しに御注目ください！」

　グオッ、グオッ、と吠ほえ声が轟とどろき、連れん鎖さした。翼をいっぱいに伸のばしたウィングドラゴンの群むれががっしりとした編隊を組んで滑かつ空くう進入してくる。おおお、と観覧席から声があがった。さすが魔ま王おう軍最高の実戦経けい験けんを持つ航空隊だけあって迫はく力りよくが違ちがう。

　再びアナウンスが教える。

「続いて第54襲しゆう撃げき突竜戦隊のワイアーム中隊、第３４３征せい空くう戦竜戦隊のニーズヘッグ中隊が左右から進入いたします！」

　右から突つっこんできたのは大だい蛇じやに翼つばさが生えたようなワイアームである。その外見とスピードは剛士にテレビで目にしたことのある巡じゆん航こうミサイルをおもいださせた。

　一方、左からはこれぞいかにもというドラゴンがやってくる。ニーズヘッグ。地球では冥めい界かいに住むといわれていた竜だ。いや実は静かなところでごろごろしているのが好きなだけの気のいい連中なのだが、見かけのほうはまさにそれっぽい。怒おこらせると実に怖こわそうで──いや、実じつ際さいに怖いのである。毒は吐はくわ火は噴ふくわ炎えん弾だんは飛ばすわスネるわ泣くわ祟たたるわ化けてでるわで大おお騒さわぎになる。普ふ段だんにこやかな人ほど怒るとアレ、というのと同じだ。

　様々なドラゴンたちが顔見せを終えた後は演えん習しゆう本番になった。といっても素人しろうとさんに見せるためのものなので、実際はショウに近い。ストーリーは、ペガサス空中騎き兵へい一個こ大隊の航空掩えん護ご下かで前進してくるランバルト鎗そう兵へい団だんを航空戦力だけで撃げき退たいするという内ない容ようだった。現げん実じつにそこまでうまくいくかはともかく、設せつ定ていとしてはそうなっていた。

　演習の展てん開かいは魔ま導どう士しやハーピィ伝令の報ほう告こく、指揮官からの命令がやりとりされるという形で進められた。用いられている言葉は本物の軍事用語をかみ砕くだいたもので、まあ、お客さま向けにマイルドタイプという感じであった。もちろん目的が宣せん伝でん広こう報ほう（でもって示じ威い）というやつなので、それでかまわない。剛士も軍事用語は大して詳くわしくないので助かった。実際の展開はこんな感じである。

　まず高空を単たん独どくでハーピィが飛行する。伝令ではなく警けい戒かい任にん務むについているという設定だ。演習はテンポ良く進まなければお客さんが飽あきてしまうし格かつ好こう良く見えないのですぐに魔導士によって中ちゆう継けいされ（たことにして）、精せい霊れいさんによって増ぞう幅ふくされた声が響ひびく。

『本部、本部、こちらハーピィ偵てい察さつ27号！　我わがアルファ作戦域いき内ないを行動中の敵てき空中騎兵部隊を発見。戦力は大隊規き模ぼ！　敵空中騎兵は有力なる地上部隊を掩護中とおもわれる。オーバー！』

　即座に応おう答とうと命令が響きわたった。

『本部了りよう解かい！　付近を戦闘空中哨戒コンバツト・エア・パトロールしつつある総そう員いんに告げる！　アルファ作戦域に集結、敵空中騎兵を捕ほ捉そく、速すみやかにこれを撃破せよ！』

　観覧席の正面数キロの空に白々しく馬ば影えいが出現した。耐たい久きゆう力りよくが低いため、魔王軍では補ほ助じよ的な任務にしか用いられないペガサスの編隊だ。本当に大隊規模とはいかないが、密集しているのでなかなかの迫力がある。それもそのはず、敵かたき役やくを演じているのは魔王軍でも腕うでのいいペガサス乗りばかりを集めた第１教導空中騎兵中隊である。ランバルト軍空中騎兵の戦せん術じゆつを調べ上げ、演習や訓練でドラゴンたちの相手をすることが任務の仮想敵部隊アグレツサー・ユニツトだ。年がら年中ドラゴンの訓練で敵役を演じているため練度がムチャクチャに高く、実はブラントラント最強のペガサス部隊では、といわれている。

　一いつ瞬しゆんのち、観覧席後方から派は手でな（発見されることを避さけるため、実戦では突とつ入にゆう段階にならないと絶ぜつ対たいに漏もらさない）鳴き声とともにウィングドラゴンの編隊が出現し、わっさわっさと羽ばたきながら高度を稼かせいだあと、加速した。その姿すがたが小指の先ほどに見える距きよ離りでペガサスと激げき突とつする。

　……といっても本当にやりあっているわけではない。事前に定められた手順通り、ウィングドラゴンが付近を突つっ切った途と端たんにペガサス部隊がばらばらに乱みだれてみせただけだ。しかし──素人しろうと目めにはいかにもに見える。実際、ペガサス部隊をあっという間に混こん乱らんさせてゆくウィングドラゴンたちの手て際ぎわにどよめきが起きた。パワーでは劣おとるために旋せん回かい戦せん闘とうを主とする戦いの得意なペガサスに、その得とく意い技わざを用いるヒマを与あたえない力ちから任まかせの一撃をかけた、という光景である。つまり、魔王軍側の索さく敵てき能のう力りよくが高く、ドラゴンたちの練度が高いことを自じ慢まんしているというわけだった。

「凄すごいけどさ」剛士はそっとアーシュラにたずねた。「いつも、あんな感じなの？」

「まさか」アーシュラは鼻で笑った。「毎回ああうまくいけば、いまごろ閣下の兵士たちはウルリスを包囲して城じよう下かの盟めいをフェラールに誓ちかわせているでしょう。ランバルトのペガサスは集団で戦えば……やっかいな敵になります。編隊を組んだまま格かく闘とう戦せんをこなせます」

「あ、うん」テレビ局が大の得意にしている三文字言葉を即そく座ざに剛士は思い浮うかべていた。

「しかし」彼の落らく胆たんを表ひよう情じようからみてとったアーシュラがつけくわえた。「確たしかにラッシュバーンは兵を良く鍛きたえているようです」

　剛士は眉まゆを寄よせてアーシュラを見た。ごまかすつもりか、とおもったのである。気き遣づかいかもしれないが、そういう気遣われかたはイヤだった。

「ウソではありません」アーシュラはこたえた。「ドラゴンとペガサスの息があっていました。よほど訓練を重ねないとああも見み栄ばえのする光景はつくりだせません──今後は、大いに期待してよろしいかと」

　結局のところペガサス部隊は第二波迎げい撃げき部隊として到とう着ちやくしたニーズヘッグ隊に蹴け散ちらされ、敗走した。すぐに台本通りの通信がやりとりされ、演習は第二段だん階かいへ移い行こうした。地上へ展開している（ことになっている）ケンタウロス捜そう索さく騎き兵へい隊からの報告である。

『本部、本部、こちらケンタウロス捜索第２小隊！　アルファ作戦域を行動中の敵地上部隊は、航空掩護を失った後もなお我わが防ぼう衛えい線せんに向けて推すい進しんしつつあり。地上部隊兵力は旅りよ団だん規模、鎗兵を主力とす！　なお同部隊はおそらく中隊規模とみられる有力な魔ま導どう部隊を伴ともなう、送レ！』

『本部了解！　捜索第２小隊はなお継けい続ぞくして触しよく接せつにあたれ！　送レ！』

『捜索第２小隊了解！　終ワリ！』

『本部より全部隊！　これより総力をあげて敵地上部隊の撃げき滅めつをはかれ！』

『航空作戦部隊了解！　これより魔導制せい圧あつを開始す！　オーバー！』

　しゅきんしゅききんと耳みみ障ざわりな鳴き声が響ひびいた。おおお、と観かん覧らん席せきから新たなどよめきがおこる。上空に並なみのドラゴンより数倍は大きい金色の巨きよ体たいが出しゆつ現げんしたのである。

　久ひさ方かたぶりに説明のアナウンスが入る。

「皆みな様さま、ただいま上空に出現しましたのはトリプルヘッズ・ドラゴン。このたび魔ま王おう領りよう北部のナンガ・アヌーガより祖そ国こくを守らんとはせ参じた健けな気げなる義ぎ勇ゆう竜りゆうであります！　彼は竜族有数の攻こう撃げき力りよくを誇ほこると同時に、大魔導士の三倍に匹ひつ敵てきする強大な魔力を有しております！　我が軍はこの新たな戦士を敵魔導部隊の精せい霊れい波は妨害に投入いたします！　彼の活かつ躍やくにより、敵魔導士の大半は魔法の使用が不ふ可か能のうになるでしょう！」

　楽しそうに、そして圧あつ倒とうされたようにその姿すがたを眺ながめていた剛士はふと気になってアーシュラに耳打ちした。そうです、というようにアーシュラはうなずいた。彼の口元に苦く笑しようが浮かんだ。これまた大おお嘘うそなのだ。デブのウィングドラゴンに張はりぼての首を二つ担かつがせているだけなのである。要はこの演習に内容を本国に報ほう告こくするだろう連中を混乱させるためのものなのだ。

　またまた通信である。

『捜索第２小隊より本部！　我が魔力制圧により、敵魔導部隊は混乱に陥おちいった模も様よう！　送レ！』

『本部了解！　各部隊、魔導部隊の制圧を開始せよ！』

『了解！　全ワイアーム出撃！　敵てき魔導部隊を撃破せよ！』

　その直後、射しや爆ばく場じようのあちこちに色つきの風船が幾いくつも浮ふ揚ようした。すかさずアナウンスが説明する。

「ただいまあらわれましたのは敵魔導部隊の位置を皆様に理解していただくための標的であります！　我が航空隊は、標的を魔導部隊と見なして攻撃いたします！　あ、左右をご覧ください！　魔導部隊攻撃の任にん務むを与あたえられた新たな航空隊が進しん入にゆうしてまいります！」

　地上へ貼はりつくような高度、そして高速で出しゆつ現げんしたのはワイアームの編へん隊たいである。樹じゆ木もくどころか草をかきわけるような高度で突つき進み、風船の手前で細長い胴どう体たいをムチのようにくねらせ、ぴょん、と空中へはねあがる。その直後、まさに怪かい獣じゆうそのものの口をがばっと開いた。

　轟ごう音おんとともに火球が飛び出す。強力なファイアーボールそのものである。火球攻撃を浴びた風船が次々と破は裂れつする。すべての風船が割われるまで一秒もかからなかった。攻撃を終えたワイアーム部隊はぐいぐいと高度を上げて退たい避ひに移うつった。その手て際ぎわの見事さに観覧席は拍はく手しゆ喝かつ采さいした。剛士もそこに加わっている。全力で低空を飛びながら目標を識しき別べつし、狙ねらいをつけ、気合いの入った一撃を見み舞まう困こん難なんさは誰だれの目にも明らかだったからだ。

　余よ韻いんがおさまらぬうちにストーリーはクライマックスへ突き進んでゆく。

『こちらワイアーム第１編隊、敵魔導部隊への攻撃終しゆう了りよう。効こう果か充じゆう分ぶんと認みとむ！』

『了りよう解かい！　各偵てい察さつ隊たい、敵主力の現げん状じようを報告せよ』

『ケルベロス捜索第４小隊より本部、敵右う翼よく部隊はなおも前進を継続しつつある！　現在位置、赤の台南斜面付近』

　報告と同時に、射爆場左手にある赤い旗の立てられた丘に無数の風船が出現した。

『ホビット挺てい身しん偵察隊より本部、敵中央部隊、青の台付近にて前進を強行中！』

『ノーム偵察第２小隊より本部、敵左翼部隊、旺おう盛せいなる戦意をもって黄の台を躍進中！』

　続く報告と共に青い旗と黄色い旗の立てられた丘に無数の風船が出現する。アナウンスが説明した。

「強力な敵主力部隊は、我が航空優ゆう勢せいをものともせず、総そう力りよくをあげた攻撃を開始しました！　これに対し我が航空部隊は前線に航空統とう制せい班はんを展てん開かい、地上部隊と連れん携けいしつつ撃破を試みます！」

　突とつ如じよとして観覧席直前上空にウィングドラゴンが低空進入してきた。数秒の間かん隔かくをおいてなにかを投下する。

　いや、投下したのではなかった。それは人の形をしていた。そのまま地上へ落下してゆく。目にした観覧席に不安げなざわめきがひろがった時──落下していた者たちの背せから一いつ斉せいに翼つばさが拡ひろがった。ばさばさと羽ばたいてあっという間に減げん速そくし、土つち埃ぼこりひとつ立てずに地上へ降り立つ。即座に駆かけだし、手近な遮しや蔽へい物ぶつの陰かげに隠かくれた。アナウンスが説明する。

「御覧いただけましたでしょうか？　ただいま空中より降こう下かいたしましたのはドラゴニュート前線航空統制官フオワード・エア・コントローラーであります！　彼らの任にん務むは接せつ近きんする敵地上部隊の目標情報を友軍航空部隊へ伝え、攻撃方法を指し示じすることであります！」

　ほんのわずかな間をあけてドラゴニュートたちの声が響いた。

『こちらドラゴニュートＦＡＣ。付近の攻撃隊は応おう答とうせよ、オーバー』

『こちらウィングドラゴン02、受心キヤツチした。オーバー』

『ウィンドラゴン02、敵中央部隊を諸しよ君くんに任せたい、可か能のうか？　可能ならば攻撃手段を報告せよ。アルファ作さく戦せん域いきの精霊擬ぎよう集しゆう度どは４・８２』

『ドラゴニュートＦＡＣ、攻撃可能。当方は４匹ひき、魔力係数平へい均きん１・５６、ファイアーボールＤを８連射可能。オーバー』

『ラジャー、ウィングドラゴン02、攻撃方法を指示する。空域左右は他の敵部隊攻撃のため別の友軍編隊が使用する。よって君たちは敵軍正面より接近、大角度突とつ入にゆうしこれを攻撃せよ。君たちの針しん路ろ上に友軍はいない、目につくものはすべて敵だ！』

『ラジャー、ドラゴニュートＦＡＣ、当方は編隊突撃侵入後、一撃全ぜん弾だん発はつ射しやを実じつ施しする……いいか、いいとこみせようぜ……突撃！　突撃！　突撃！』

　ぐわっぐわっと空から雄お叫たけびが響く。見事な雁がん行こう編隊を組んでいたウィングドラゴンたちが翼をたたんで投げ槍やりのように地上へ突進した。高度１００メートル付近でばっと翼を開いて水平飛行へ戻もどり、青の台に浮うかぶ風船へ突進してゆく。

『打てぇっ！』

　ドラゴンたちはいっぱいに開いた口から一斉にファイアーボールを吐はき出した。一度吐き出すたびに背筋を震ふるわせる轟音が轟とどろく。高速で飛びだしたファイアーボールは風船の付近で次々に爆ばく発はつした。

　さらに通信が響く。

『敵左翼ならび右翼を攻撃可能な全機、突入せよ！』

　新たなウィングドラゴン編隊が出現し、風船に向けてファイアーボールを吐き出す。連射される火弾と地上で続発する爆発で、射爆場は一面の火の海と化した。どれぐらいのものかといえば本当にここは魔ま王おう領りようか実は１９６０年代のヴェトナムじゃないのかと疑うたがいたくなるぐらいのものである。

　観かん覧らん席せきは声ひとつあがらない。あまりにも強きよう烈れつな光景を目の当たりにして、反はん応のうができなくなっているのだ。

　実は剛士も同じだった。もちろん戦場でドラゴンたちの戦いぶりを目にしたことはある。うまくハマった場合、彼らがどれほど恐おそるべき存そん在ざいになるか知ってもいた。

　しかし、眼がん前ぜんで展てん開かいされている光景はそうであってすら圧あつ倒とう的だった。魔族が──適てき切せつな指し揮きのもとで戦う魔族がどれほどの力を発揮するか、恐きよう怖ふ感かんを覚えるほどに見せつけていた。

　剛士はアーシュラにたずねた。

「前からこんな感じなの？」

「正直ここまでとは……」サングラスの向こうにあるアーシュラの瞳ひとみは賛さん嘆たんというより驚きよう愕がくに見開かれていた。

　確たしかにそうなのだ。ドラゴンの攻こう撃げき力りよくは確かに大きいが、これまで、実戦でそれが活用しつくされた例はあまり多くない。それはなぜかといえば……要するに、わっと突っこんでどちらかが力ちから尽つきるまで戦う、という戦せん術じゆつとも呼よべないような乱らん暴ぼうな戦術をとっていたからだ。

　だからこそ、成果があげにくかった。力ちから任まかせに突入しても、途と中ちゆうでペガサスとの戦いに巻きこまれたり、魔導部隊の迎げい撃げきを受けたりで数を減へらされ、地上の目標へ攻撃をかける時は大した効こう果かをあげられないことがしばしばだった。たとえ殺されなくても、目標へ接せつ近きんするために必要なコースを確かく保ほできなかったり、攻撃し続けることが自殺行こう為いにひとしくなり、任ア務ボ中ー止トにせざるをえない場合が多かったのだ。ランバルトのペガサスによる攻撃も同じ問題を抱かかえている。だから魔王領もランバルトも、航空兵力に大きすぎる期待を寄よせないようになっていた。

　しかし、ラッシュバーンがいま眼前で展開してみせている演えん習しゆうは違ちがう。これまでの航空ドラゴン戦術とは根本的なところで違っている。ペガサスのエア・カバーを払はらいのけ、魔導士の対空防御を潰つぶし、そのあとではじめて本来の目標を叩たたいている。敵の防御を、タマネギの皮をめくってゆくようにひとつずつ潰し、最後に目標を叩いているのだ。目標の叩き方も合理的だ。戦いのさなか、本来の、モンスターとしての荒あら々あらしさをむきだしているドラゴンたちへ、もっとも意思の疎そ通つうをはかりやすい種族──ドラゴニュートを用いて必要な敵てきの情じよう報ほうと攻撃すべき目標を教えている。だからこそ編隊で突入し、ファイアーボールの連れん射しやで一挙に叩き潰す情景をつくりだせている。

　もちろん、この情景は演習──ショウに近い演習でしかない。ここでおこなわれているのはなにもかもがすべて思い通りにころがった場合、という戦場では絶ぜつ対たいにありえないことが実現した時にのみ描えがかれるもの、つまり絵空事に過すぎない。

　剛士にもそれはわかっていた。なにしろ、考えるだけ考えた〈カルネアデス〉作戦で酷ひどい目にあっている。

「閣かつ下か？」アーシュラが気き遣づかわしげな顔で見つめていた。

「いや、うん……なんでもないよ」

　うなずいた剛士の顔は奇き妙みようなほど冷静だった。脳のうが疼うずきはじめていた。



　一時間後、ワルキュラ市内の迎げい賓ひん館かんでは総そう帥すい主しゆ催さいの昼食会が開かれていた。立食式なのであちこちで人がごちゃごちゃしている。外交がらみとはいえ、要するに打ち上げみたいなものなのでもちろん酒もでていた。あまり細かいことにうるさくない魔王領の気風をいいことに、ずいぶんいい機き嫌げんになっている外国の外交官や駐ちゆう在ざい武ぶ官かんの姿すがたもちらほらと見える。

　剛士君はといえば、ジュースのコップを手に、各国大使からの挨あい拶さつを受けていた。傍かたわらにはラッシュバーンが立っている。

「……しかし恐るべき力ですな」大だい魔ま海かいに浮うかぶ島国、ナカルタの大使がだらだらと続けた話をようやく締しめくくった。態たい度どもいうことも暢のん気きである。ゴルソン大陸から離はなれているため、現在の政せい治じ情じよう勢せいにナカルタはほとんど関係がないからだ。

「僕ぼくも驚おどろきました」剛士はうなずいた。普ふ段だんよりもだいぶん声が大きい。むろん意い識しきしてだ。周囲に聞こえるように話しているのである。

「我わが軍のドラゴンはもちろん凄すごいんですけど……ますます凄くなったみたいです」

「あなたが驚かれてどうされます、閣下！」

　はっはっはっと笑いながら大使は引き下がった。これで一段落だ。剛士はラッシュバーンにいった。

「あれが友好国としての限げん界かい、ってことなのかな？」

「ナカルタは軍事力も経けい済ざい力りよくもありませんからね」ラッシュバーンは葉は巻まきを取り出した。「まあ、気を遣つかって宣せん伝でんに協力してくれた、ということでしょう」

　剛士はうなずいた。それから、僕が驚いたのは本当だよと小さくいった。

「で、どこまで信じていいの、実じつ際さいのところは」剛士はたずねた。

　ラッシュバーンはにやりとした。

「先日、第１航空突とつ竜りゆう艦かん隊たいの合同演えん習しゆうを──本物の演習を──実じつ施ししました。今日中には、事後の分ぶん析せきを加えた報告書がお手元に届とどくはずです」

「楽しみにしていろってこと？」

　ラッシュバーンはなおもにやにやしているだけだった。よほど自信があるらしい。この場でこれ以上の話はまずいとおもった剛士は周囲へ視し線せんを向けた。チャイナドレスを着た美女を挟はさんだパライソとコレバーンの大使がヤニさがっていた。剛士の視線に気づいた美女がちょいっ、と眉まゆ毛げをあげた。剛士はうなずいた。確かに、アダルト・モードの玉たま藻もはまさに城しろを傾かたむけたくなるような美女だった。成果は期待できるだろう。

「しかし閣下」ラッシュバーンがつぶやくようにいった。

「なに？」

「まことにお見事な総そう帥すいぶりになられましたね」

　剛士は眉を寄よせた。嫌いやな感覚が背せ筋すじにはしったのだ。どう表ひよう現げんしてよいのか難むずかしいが、ひどくひんやりとしたものなのは確かだった。

　もちろん、ラッシュバーンに他意などないことはわかっている。実じつ際さい、彼は心から嬉うれしそうな微び笑しようを浮うかべているのだ。

「そ、そうかな」うつむきながら剛士はいった。

「そうですよ」演習の成果に満足しているのだろう、ラッシュバーンは上機嫌でこたえた。彼は剛士の態度をいつもの羞はじらいだと捕とらえていた。だからこそ、さらに褒ほめた。

「それでこそ、すべての魔ま族ぞくが命を捧ささげるに値あたいする御方にふさわしい。むろん、自分も例外ではありません」

　剛士は顔をあげなかった。冗じよう談だんじゃない、とおもった。これまでの半日、自分を包んでいた気分が蒸じよう発はつするように消え失うせてゆくのを感じていた。嫌な感覚の理由がようやくわかった。

　僕は、まるで総帥のように振ふる舞まっている。

──いや、それはいいんだ。それはいい。もう、自分で選んだことなのだから。

　けれど、ひとつだけ忘わすれていた。完全に忘れ去っていた。

　今日の演習、ショウ──いや、露ろ骨こつに見せ物といってもいい──には目的があるのだ。玉藻に、あの優やさしい九尾の狐きつねに頼たのんだ仕事にしても同じだ。スフィアやアーシュラがそばにいてくれる理由も同じ。フィラさんが僕のもとへ転がりこんできた理由もそう。魔ま王おう領りようの人たちが、僕に向けて心からの礼を示しめしてくれた理由も同じ。魔王領総帥、すなわちこの僕にとっていまもっとも重要なものもそれだ。

　それはなにかって？　決まっているじゃないか。



　戦争。



　それ以外になにがあるというんだ？



　　　　７



　同じ頃ころ、ウルリス王おう城じようは秘ひ密みつの小部屋ではシレイラちゃんが難しいお顔をなさっておられる真っ最中であった。ＭＮＮがお昼のニュースで流した魔王軍展てん示じ演習の映えい像ぞうが目に焼き付いていたのである。

「まずい時にまずいことやってくれるわね」

　絶世の美び貌ぼうをむすっとさせながら稀き代たいの戦せん略りやく家かでもある王女様はつぶやいた。

　シレイラちゃん、実はこのところ御ご多た忙ぼうである。相変わらず表では見えない猫ねこ一個こ軍ぐん団だんを動員して化けとおしているものの、裏うらでは全体戦略の修しゆう正せいに大わらわなのだった。剛士の〈カルネアデス〉作戦の結末は、それほどの戦略的影えい響きようをもたらしていた。無む論ろん、命令は田中さんの強きよう制せい同人収しゆう容よう所じよからぼろぼろになって戻もどってきたフェラール兄ちゃんをたたき起こし、ごっそりと書かせた白紙の命令書を用いて発令している。兄をして名君として名を残させようという妹さんとしての決意には変わりはないのだ。いうなれば、彼女がそうであるからこそフェラール兄ちゃんは安心して実じつ用よう性せいの高いお耽たん美びコミックの製せい作さくに熱中していられるのである。事実上、相談相手はミランだけ──いや、ミランも基き本ほん構こう想そうそのものをうんぬんするわけではないから、ランバルトの国家戦略はシレイラちゃんただ一人が動かしているといっていい。ある意味、剛士なんぞよりよほど大変な立場だ。

「ミラン！」

　シレイラは大声で呼よばわった。

「はい」ミランは即そく座ざにあらわれた。

「コレバーンとパライソの配置した工作員に調べさせて。あの演習について知ったあとで気が変わる奴やつは絶対にいるはずだから」

　ミランはたずねた。

「もしいた場合、どういたします？　特とく務む要員を用いるとなると、早めに手を打っておく必要がありますが」彼女がなにをいっているかというと、そのまあ、暗殺する時は準じゆん備びもあるからお早めに命じてください、ということである。

「まだ、その必要はないわ」シレイラは首を横に振った。「気が変わるといっても、どちらに変わるかはまだわかんないから」

　ミランは眉をよせた。もちろんシレイラちゃんが暗殺そのものがイカン、とのたまわれているわけでないことは承しよう知ちしている。残ざん酷こくといえばこれ以上残酷な考え方もないが、シレイラちゃんにしろ彼女にしろ普ふ通つうの世界に生きている人間ではない。常じよう人じんとは価か値ち判はん断だんの基き準じゆんが異ことなるのだ。

「魔王領の示じ威いを知って……我わが国寄りになる者が増ふえる、とおっしゃるのですか？」ミランはたずねた。

「人間なんてね、いい加か減げんなものよ」シレイラは切って捨すてた。「魔王領のあの演習は確たしかに迫はく力りよく満点だったけど。迫力があり過ぎだと捉とらえた奴もいたはずだから」

　シレイラちゃんがなにをいっているかといえば……もしかしたら、剛士は薬を効きかせすぎたかもしれない、ということである。

　確かにこのところ、オノデラゴウシなる魔王領総帥の声望はたいしたものになっている。当然だろう。実じつ績せきをあげているのだ。負けかけていたセントールでは戦せん況きようをひっくりかえすわ、軍の総そう力りよくあげて金かね儲もうけはするわで、ヤバイを通り越していた魔王領をなんとか立て直してしまったのだ。華か麗れいなる大勝利なんぞただの一度もやらかしていないところがまたアレである。

　そしてこの演習。

「あのデーハーな見せ物をみたらわかるじゃない。てゆーか、デーハー過すぎるのよ」シレイラは続けた。「あっちで爆ばく発はつこっちで大爆発、どかずこばごごと一面火の海。確かにね、大したもんよ。それは認みとめてあげてもいい」

　シレイラはたちあがった。地図をにらむ。

「でもね、あのぽんぽこぴーは忘わすれてる。すっごく大事なことをね。デーハーに暴れてみせたのは魔物で、ブラントラントは魔王領以外は人族の国ばかりだということ！　だから、たとえ魔王領とケンカする気のない国の連中でもこうおもったはず──」

　シレイラはミランをみた。試ためすような表ひよう情じようになっている。

「この魔物が自分たちを攻こう撃げきしてきたらどうなるのだろう……ですか」ミランはいった。

「ピンポーン！」シレイラはうなずいた。「他の国がウチのこと腹はらの底で怖こわがってるのはわかってる。でも……少なくともランバルトは人族の国だもの」

「知らない悪あく党とうより知ってる悪党の方がまだマシ……」

「まあね、そんなとこ。人間はそんなもんだし、国家となればなおさらよ」シレイラちゃん、相変わらずファンタジックにいきついた外見とは全然そぐわない身も蓋ふたもない言葉を口にした。

　ミランはおずおずとたずねた。

「しかしそれだけ衝しよう撃げきを与あたえるということは、実じつ際さいの効こう果かも……彼らの新しん戦せん術じゆつについて、調べさせますか」

「もちろん」シレイラはなにをいまさら、という顔だった。「でもね、戦場じゃ不ふ可か能のうなのよね、アレ」

「どういうことでしょうか？」ミランは戸と惑まどった。

「兵力優ゆう位いを前ぜん提ていにしてるからよ」腕うでを組み、顎あごを揉もみながらシレイラは教えた。「ペガサス潰つぶして魔ま導どう士し潰してそれから攻撃、なんて、どんだけドラゴンいても足りやしない。でもってこっちの方がそれなり以上にペガサスがいる。戦力集中の原げん則そくさえ破やぶらなければ航空優勢を奪うばわれることはない。奪われなければ連中は二の手が打てない。だから無理。そーゆーこと」

　豪ごう快かいなまでに要約されているが、確かにそのとおりだった。シレイラちゃん、剛士が眼前でその光景を目にしてようやく理り解かいしたことを、ジンビューワーの粗あらい映えい像ぞうを見ているだけで掴つかんでいた。さすがというほかはないだろう。

「ドラゴンによる本土空くう襲しゆうはありませんか？」

「ドラゴンは勢いきおいはいいけど疲つかれやすいから、襲われても大したことにはなんないわよ。本土の主要都市上空へ入りこむには、その前に一日かそこらゴロゴロしなきゃならないの。おまけに大おお食ぐらいだってハナシだし。だから問題なし」

「とするならば……あんなものを見せて、どういうつもりなのでしょうか？」ミランはたずねた。

「アタシにわかるわけないでしょ、ったく、なーに考えてんだか」シレイラは見事なお胸むねを押おさえつけるように組んだ腕うでに力をこめていた。

「ともかくよ、情じよう報ほうだけはとぎれないようにしてよね。あのちんちくりん、ひたすら絡からめ手でくるから気を抜ぬくとエライことになるわ」

「正面攻撃への手配は」

「必要ない。つーか、マリウクスだけで充じゆう分ぶんなのよ」

　さすがシレイラちゃん、ゴローズほど深くはないが、剛士君のノリを掴んでいた。彼が過か去この経けい験けんから空手でいう那な覇は手てではなく、首しゆ里り手てを選びがちなことを理解していたのである。

「ところで……新しい報告は入った？」

「パライソは枢すう機き卿きよう会議の開かい催さいまでこぎ着けました」ミランはシレイラから命じられて進めている工作について報告した。

「西方教会と南方教会で割われていますので、どちらに付くかはまだわかりませんが……」

「いいのいいの、あの生なま臭ぐさ坊主ぼうずどもが身内のケンカで忙いそがしいだけでも。むしろそうしてくれてた方がマシ。悪くてもパライソとの国こつ境きようから兵力を引き抜ぬける」シレイラはテーブルにひろげた地図にちょいちょいとなにかを書きこみながらたずねた。

「で、コレバーンは？」

「混こん乱らんが拡かく大だいしています」

「報告は正せい確かくに」

「貴き族ぞくと臣民の対立です」

「階級闘とう争そうってわけ？」シレイラちゃん、どこで覚えたか、地球ではカビの生えた後で便所に流されてしまったにもかかわらずいまでも信じているおめでたい人がそれなりにいらっしゃる腐くされイデオロギー言葉を持ちだした。

「というより利り益えきの衝しよう突とつが」王女様に調子をあわせ、ミランも難むずかしい言葉を持ちだした。

　突とつ如じよとして面めん倒どうな言葉を口にしだした二人の会話をそのまま書いてもいいが正直なところ面倒くさいだけだし、自分の専せん門もん分野を目にした途と端たん、隠かくれホモがカミングアウトしたホモを責せめ立てるように目の色を変える人もいるので大ざっぱにまとめて逃にげよう。

　つまりは金儲けの問題なのだ。剛士の〈カルネアデス〉作戦はそりゃもう堂々と戦時国こく債さいを売りまくることに成功した。主にコレバーンの自由市し場じようで、である。でもって、魔ま王おう領りようの国債に金を払はらったのは臣民の裕ゆう福ふく層そうなのだった。名めい誉よだの義ぎ務むだのというしがらみのない彼らは、剛士の率ひきいる魔王領がイケそうな感じなので投とう資ししちゃったというわけである。

　一方、貴族階級の方はほとんどがランバルト戦時国債を買っていた。貴族は貴族だし、婚こん姻いんなんかでランバルト貴族と結びついている連中も多いので、自然にそういうことになっていた。

　と、いうわけだ。階級闘争というより、純じゆん粋すいに金儲けの問題なのだった。金を賭かけた馬やボートや高校野球部が貴族と臣民では違ちがうのである。ランバルトが勝てば臣民が困こまり、魔王領が勝てば貴族が困る。そういうことであった。

　いやまあ、さらに大きく捉とらえるならばコレバーンという国そのものにとってはそう困ったものでもないかもしれない。コレバーン市場に流れる金が魔王領とランバルト双そう方ほうに影えい響きようを与あたえる──両国に対してコレバーンが戦せん略りやく的てき影響力を持つとも考えられるからだ。気合いの入った政せい治じ家かと、ノリのいい国民が揃そろっていれば、その影響力を用いて両国をさらに争わせるか手を打たせるかして、コレバーンの経けい済ざい的属ぞつ国こくにすることすら不ふ可か能のうではないかもしれないぐらいである。

　ところが、コレバーンの政治がその影響力の行使を不可能にしていた。王様が弱すぎ、貴族たちは従じゆう士し団だんによって勢せい力りよくとして五分されてまとまりがなく、臣民たちは豊ゆたかではあるものの政治的発言力はいまいち。いつのまにやら手に入れてしまった戦略的優位を活用する国家戦略を立案することすら難しい。

　もちろん心ある者はそのことを苦々しく受け取っている。おそらく史上最大の大儲けのチャンスをみすみす逃のがそうとしているのだ。

　しかし──どうにもならない。権けん力りよくを有する貴族と、豊ほう富ふな資金を有する臣民の利害衝突を調整する者がいない。いや、あるいはフィラ・マレルならば可能だったかもしれないが、彼女は物事を調整するには元気すぎるお姫ひめ様さまだったし、考え方が臣民寄りでありすぎた（といっても、ただの自由主しゆ義ぎからではなく、臣民とダイレクトに結びつくことで立りつ憲けん君くん主しゆノリの王おう制せいを維い持じしようと計算してはいた）。だからこそ彼女は幽ゆう閉へいされていたのだし、臣民階級有力者による救出作戦や軍事クーデター計画の申しこみが引きも切らなかったのである。そのままゴロゴロしていると貴族に暗殺されるか臣民に担かつがれて内戦を始めざるをえない、それは祖そ国こくにとって絶ぜつ対たいによくない──そう判はん断だんして彼女は剛士のあまりたくましくない胸に飛びこんだというわけだ。

「ともかく、腰こしが定まっておりません」そう伝えたミランは溜ため息いきをつきたそうに見えた。

「臣民有力者は金に困った貴族に賄わい賂ろを積んで切り崩くずしをはかっておりますし、五従士団は臣民の中で声望がある者を一代貴族に任にんじてとりこみをおこなっています」

「国王は？」

「愛人たちに溺おぼれております。うち一人は我わが国からの……」

「あ、あれね」シレイラはうなずいた。「で、他の王族は？」

「后きさきはすでにおりません。王の子こ供どもは姫ばかりです。第一王女はロマンチックな恋こいに憧あこがれつづけているだけです」

「第二王女は？」

「えーあの、タナカ魔王が以前、大量に送りつけた異い世せ界かいのロクでもない本を読みふけり、ついでに、なんともうしましょうか、もし対面がかなえば我われらが国王陛へい下かと大いに肝かん胆たん相照らしあえるのではないかとおもわれる、その、特とく殊しゆなことこのうえない芸げい術じゆつに打ちこんでおられるご様子で。ちなみに、どうも同じ趣しゆ味みをタナカ魔王に教えられたコレバーン西方教会大主教の息女とは友人づきあいをしているようで……」

「えー？」

　シレイラは心の底からイヤそうな表ひよう情じようを浮うかべた。

「じゃあなに、第二王女はアレなの？　オの字……」

「なんというか、はい。御本人はなかなかお美しいお見かけだそうですが」

「資し源げんは有ゆう効こう活用しなきゃいけないのに」シレイラはふん、といいすてたが、それ以上は突つっこまなかった。彼女にも自分が女としての魅み力りよくを全然活用していない、いや、女の子としての楽しみはあんまり追求していないという自覚はあるのだ。良く考えたら、いやあんまりよく考えないでも、異い性せいとおつきあい、どころか、対等な立場で語り合ったことすらないのである。いやまあ身分が身分だから仕方がないが……

「げっ」あれこれと考えていたシレイラちゃんは呻うめいた。

「どうかなされましたか？」

「なんでもないわよ」シレイラは無ぶ愛あい想そうに応おうじた。気づいてしまったのである。本音で話したことのある異性が──血の繋つながっているホモ兄ちゃんをのぞけば──あの田中さんだけであることに。不幸。不幸であった。過か酷こくな人生である。

「あそこにはもう一人王女がいたでしょ、それはどうしたの？」あまりにも哀かなしい現げん実じつを忘わすれようとシレイラは早口でたずねた。

「第三王女フィラ・マレルですか」

「そう。そいつは？」

「なかなかの人物のようです」

「どれくらい？　自分で家か計けい簿ぼつけられるくらい？」シレイラの瞳ひとみは冷たくなっていた。誰だれだってそうだが、要は同業者に対するライバル心が湧わいたというわけだ。もちろん『あいつ、スカしてるよねぇ』というＯＬレベルではなく、自分との共きよう演えん依い頼らいを断ことわった相手をなんとかして潰つぶそうとするグラビアアイドルに近い実利的な仁じん義ぎなきライバル心です。

「国家予算の編へん成せいが一人でできるといわれております」

「あーん？」シレイラちゃんの顔がさらに不ふ機き嫌げんになった。「なんでそんな奴やつのことアタシが知らないのよ？」

「いえそれが……この５年ほど、幽閉状態だったようで」

「５年って、いま何歳さいなのよそいつ」

「確たしか24歳」

「はん、オバンね」シレイラちゃん、明らかに優ゆう位いに立てるポイントを見つけて深くうなずいた。

「で、なんで幽閉されてたの、そのオバン。もしかしてアレ？　慢まん性せい的に欲よつ求きゆ不うふ満まんで男をつまみ食いしまくってたとか淫いん乱らんでニンフォマニアでセックス依い存ぞん症しようだとか」

「いえ、そちらの噂うわさはまったく……」

「じゃ、やっぱりオの字？」

「でもありません」

「まさか美人で有ゆう能のうなんじゃないでしょうね？　おまけに愛国者で臣民のことを愛し抜ぬいているとか」

「それがその……」

「暗殺してよ、暗殺」シレイラちゃん、なんのためらいもなくいいきった。「構かまわないから殺やっちゃえ殺やっちゃえ」

「できません」

「なんでよ！　そんな奴生かしといたら邪じや魔までしょーがないでしょ！」

「その……どうも、すでに暗殺されたようで。幽閉されていた離り宮きゆうごと魔ま導どう弾だんで吹ふき飛ばされたとか」

「誰が殺ったの？　お友達になりたいな。会ったことないけどきっとアタシのソウル・ブラザーに違ちがいないわ」

「諸しよ説せつがあります。彼女を慕したい、担ぎ上げようとしていた臣民たちは貴き族ぞくがやったものと信じています。貴族の方は魔王領りようの陰いん謀ぼうだと信じさせようとしているようです。もちろん誰も信じていませんが」

「そりゃそうよね。あのちんちくりん、そういうタイプじゃないとおもう。なんかこうアレ、後ろ暗いこと考えまくって最終的に暗殺は損そんだからとか決めて、もっと後ろ暗いことに手をつける感じよ、絶対」

「ええ。実じつ際さいに、魔王領側も困こん惑わくしているようです。彼らの諜ちよう報ほう機き関かん、ＣＭＡのエージェントが多数コレバーンに潜せん入にゆうしているとの報ほう告こくもあります。もっともこれは、コレバーンが先に魔王領へ諜報員を潜入させたことの報ほう復ふくでもあるようです。コレバーン貴族は、最初から魔王領に押おしつけるつもりだったのかもしれません。魔王領がフィラ・マレルを暗殺したとなれば、臣民たちが我が国の支持に乗り換かえることを期待できますから」

「もしかしてパライソって線もあるかな。あのクソ坊主ぼうずども、自分たちが酒池肉林の毎日送るためならなんでもやるから。ったく、これだから宗しゆう教きようってのはナニなのよ」

「その点についてはさらに調ちよう査さを進めさせていますが……ともかく、フィラ・マレルはランバルトにとっての障しよう害がいになりえません」

「ふーん」

　再ふたたび腕うでを組んだシレイラちゃん、あれこれと自分で書きこんでいる地図を睨にらみつけて唸うなった。

「ともかくアレね。コレバーンもパライソもしばらくは動けなくなったと。そーゆーことよね」

「国こつ境きようからの兵力引き抜きは簡かん単たんでしょう」

「まあね。でも、問題は補ほ給きゆうよ。あのちんちくりんが暴あばれてくれたおかげで、マリウクスの補給線がズタズタになってんだから……もう雪も降ふってるし、春になってから立て直すしかないのよ」

「マリウクスの備び蓄ちくを用いられては……」

「却きやつ下か。要よう塞さいだのなんだのってのはね、食しよく糧りようや武ぶ器きの備蓄がなければなーんの役にも立たないの。わかる？　仮に大だい攻こう勢せいを発動したアタシたちにあのぽんぽこぴーが反はん撃げきを試みたとして、マリウクスが城じよう塞さいの機能を維い持じしているかしていないかでは大違いなの。無む視しできるかできないか、ということ。これって大きいのよ。特にあいつは野戦が得意みたいだから重要。野戦の邪魔をする最大のファクターは城塞だもの」

「しかし、春になって侵しん攻こう軍用の物ぶつ資しをあらためて輸ゆ送そうするのはあまりにも時間が……」

「わかってるわよ。だからイロイロと考えてんじゃない」

　シレイラちゃんはランバルトの裏うら番ばんにふさわしい迫はく力りよくで断だん言げんし、地図をとんとんと叩たたいた。

「いくら補給に負ふ担たんがかかるとはいえ、兵力の段だん階かい的投入は論ろん外がい……やっぱ一撃でどかっと流しこんで踏ふみつぶすのがなにより……となると、うん。やっぱ、こないだ考えたみたいに……」

　顔をあげたシレイラは突とつ然ぜんいった。

「やっぱしアレよね、魔物って人族の不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵てきよね？」

「は？」ミランはきょとんとした。

「いやー、前からそーじゃないかとは思ってたんだけど、やっぱそーよ、そうなのよ」

「話が見えませんが……」

「だーかーらぁ」シレイラは焦じれったそうにいった。「人族共通の敵は人族が一致協力して叩かなければいけないのよ」

「あ」ミランは口を押さえた。

「わかったでしょ？」シレイラはにやりとした。「戦争でも恋こいでも、勝った者だけが正しいのよ。ちなみにアタシは戦争に恋してる」

「最初から、そう考えておられたのですか、殿でん下か？」

「可能性はね。でも、コレバーンとパライソがいい具合になってきたから」

「パライソの懐かい柔じゆうは比ひ較かく的容よう易いですが……コレバーンはどうされるお積りで？　本人たちですらなにがどうなっているのかよくわかっていない状じよう況きようです」

「いいのいいの、そんなの」シレイラはあっさりと弾はじいた。「一発いい手を考えたから」

「伺うかがってよろしいですか？」

　シレイラちゃん、得意満面のお顔できっぱりと応おうじた。

「ウチのモーホー兄あに貴きに、嫁よめを貰もらうのよ」
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　シレイラちゃんの大だい戦せん略りやくがますます壮そう大だいさを増ましていた同じ頃、堀ほりを挟はさんで王城の南側にある邸てい宅たくは一人の来らい訪ほう者しやを迎むかえていた。邸宅は質しつ実じつ剛ごう健けんなつくりではあるが、城下でも有数の大きさである。道行く人々にあの館やかたの主は誰だれか、と尋たずねたなら、応こたえられない者は一人もいないはずであった。そこは王国宰さい相しようサンバーノ伯はく爵しやくの住まいだったからである。

　そのサンバーノは屋や敷しきの奥おくにある書しよ斎さいにいた。時には来客を招まねいて歓かん談だんすることもある表向きの書斎ではなく、家族や信しん頼らいする使用人たちですら滅めつ多たに入室を許ゆるされない本当のプライベートルームであった。といっても、いまのサンバーノには家族と名のつく者はただの一人も同どう居きよしていない。妻つまは出産の際さいに亡なくなり、子こ供どもももういない。妻を愛し抜ぬいていた彼は再さい婚こんどころか、妾めかけをおくことすらしてこなかった。

　そしていま、サンバーノは一人ではなかった。暖だん炉ろの側そばに置かれた椅い子すに、一人の男が酒の入ったグラスを手に腰こし掛かけている。

「それで、その娘むすめが同一人物だという点には疑ぎ問もんがないのだな？」サンバーノは窓まどの外を眺ながめながらたずねた。

「ありません」男──ナサニア・ゴローズは短くこたえた。

「どう受け取ったらよいのだ」今度は暖炉の炎ほのおを見つめつつサンバーノはたずねた。

「わかりません」

「それでは話にならんではないか」

「わからないものはわからないのです」ゴローズは身も蓋ふたもなかった。「ともかく、わかっているところから手を広げてゆくしかない」

　サンバーノはむすっとしたものを皺しわ深ぶかい顔に刻きざんだ。彼は先代アディスン五世王以来の忠ちゆう臣しん、すでに半世紀近く王国の実力者であり続けてきた男である。国内では、王家の人々に次ぐ権けん威いと敬けい意いを受けているといってよい存そん在ざいだった。

　しかしゴローズは頭からそれを無視している。挑ちよう戦せん的、というより、どこか子供が拗すねているような臭においすらあった。

　サンバーノの反はん応のうも奇き妙みようだった。不ふ機き嫌げんにはなったものの、怒おこりだしはしなかった。炎を見つめたまま、溜ため息いきをつくようにこういっただけだった。

「がらが悪いな。おまえは母親にどんな教育を受けたのだ」

「母は素す晴ばらしい人でした。子供のために命を捨すてました。親に対して、それ以上の愛は求められません。おそらく、母が、彼女の親から受けた教育が素晴らしかったのでしょう」

「嫌いや味みか、ナサニア」

「本音です」

　サンバーノは忌いま々いましげに唸うなり、自分も手にしていたグラスを飲み干ほした。ディキャンタを掴つかみ、乱らん暴ぼうに注ぐ。半分ほどに減へっていたゴローズのグラスにも注つぎ足してやった。

「儂わしはあれを甘あまやかしすぎた。後こう悔かいしている。冒ぼう険けん者しやの仲間になどなりおって……」

「わたしも母から甘やかされました」

「父親からはどうだったのだ」

「以前にもお話ししたはずです。父はいつも微笑ほほえみを絶たやさない人でした。母と深い場所で繋つながれているのが、子供の目にもありありと見て取れました。彼らの仲の良さがうらやましくなるほどでした」



    

  
    
      「いまだに信じられん」

「本当に、ですか？」

　サンバーノはゴローズを睨にらみつけた。ゴローズはといえば怯ひるむ様子もない。

「おまえは生意気だ」子供のような文もん句くをランバルト宰相は口にした。

「そうでなければ生きてこられませんでした。あなたと同じです」

「儂？　儂と同じだと？」サンバーノは目を丸くし、すぐに天てん井じようを見上げた。「迷めい惑わくだぞ。迷惑な話だ」

「お説ごもっともです」

「この世でただ一人儂の血を受け継ついでいる人間が、なぜお前でなければならないのだ」

「感かん謝しやしております、御お祖じ父い様さま」

「やめてくれ、おまえにそう呼よばれるとバカにされているような気になる。なぜそんな人間になった？　幼おさない頃ころ、ただ一度だけこの屋敷を両親とともに訪たずねてきた時のお前は……この世に二人といないようにおもわれる素晴らしい赤ん坊ぼうだった」

　吐はき捨すてるようにいったサンバーノは立ち上がり、書類が収おさまっているらしい封ふう筒とうを机つくえから取り上げ、ゴローズに手て渡わたした。

「新たな報ほう告こくだ。だいぶ金を使った」

　ゴローズはにやりとして封筒を受け取り、中身を取りだした。

「孫まごが甘い祖そ父ふにねだりものをするのは当然ですから」

「まだ女の始末をつけてくれと泣きつかれる方がマシだ」

「なるほど」ゴローズのつぶやきは書類についてのものだった。「先代王の死にも疑問があると」

「儂はだんだん陰いん謀ぼう論ろん者じやのようになってきた」サンバーノは酔よいのあらわれた声でいった。「しかし、信じたわけではない？」ゴローズがたずねた。

「当たり前だ。ブラントラントを覆おおう全ぜん智ち者しやなどというものが信じられるか。この世のすべては個こ々こ人じんの気高さと愚おろかさがせめぎ合って生まれるのだ」

「あなたは神を信じていますか？」

「信じるわけがあるまい。いまの儂は自分の能のう力りよくと愚かさのおかげでここにこうして立っているのだ。その責せき任にんを誰だれにも押しつけるつもりはない。それにだ、神を信じる者は悪あく魔まも同時に信じることになる。そうはおもわないか？　善ぜんの裏うら側がわにはべったりと悪がこびりついていなければならない。嫌な話だ。それが信しん仰こうだというならば儂には不必要だ。自分の悪行だけで充じゆう分ぶん。もう首まで浸つかっている」

「だからもと魔王と密ひそかに連れん絡らくをとっておられるわけですね」

　ゴローズの言葉にサンバーノは動どう揺ようした。

「どういうことだ？」

「この国であなたを頼たよる以前、わたしは魔ま王おう領りようで時を過すごしたことがあるのです。サイトウ元魔王の花か押おうを目にしたことがあります。彼は虐ぎやく殺さつ事じ件けんの生き残りであるわたしに見み舞まいの手紙を寄よ越こしました。自分は元魔王に過ぎないが、できる限かぎりのことはさせてもらうから、困こまったらいつでもいらっしゃいと書かれていました。結局、全ぜん寮りよう制せいの学校に入れてもらいましたよ」

　ゴローズは書類の下に押されている花押を示しめした。

「花押がなぜサイトウと直ちよく接せつ関かかわっている証しよう拠こになる？　儂の手先が勝手に動いただけかもしれないではないか」

「あなたは部下の行動についてすべての責任をおとりになります。だからこそ情じよう報ほうが漏もれないのです」

「儂は主戦派だぞ。魔王領を潰つぶせと主しゆ張ちようしてきた」

「わたしも魔王に──もと魔王に恩おん義ぎがあるにもかかわらず、魔王領総そう帥すいの命を奪うばいかけた男です。なにを信じるにしろ、立場と状じよう況きようというものがあります。それでこそ人というものでしょう？　それにあなたが主戦論を唱となえなければ、人々が王家に不満を抱いだくことになりかねなかった。王家への忠誠があなたの第一のもの。そして、同じ理由から──魔王領との裏口を作っておく必要もあった。過あやまちがあまりにも大きい影えい響きようをもたらしそうな時に、素す早ばやく手を打てるように。それに」

　ゴローズはにやりとした。

「わたしにも、独どく自じに情報を得る方法があるのです」

　彼はポケットから封筒をサンバーノへ手渡した。マヤと訪おとずれたあの古い友人の店でいつのまにかコートのポケットに収おさめられていた封筒だった。

　中身を一読したサンバーノの肩かたが落ちた。いまの彼は年ねん齢れい相そう応おうの老人に見えた。

「しかし、いまの儂にはなにもできん。主戦論者を演じることでなんとか制御しようと試みたが……いまやこの戦争は王家の占せん有ゆう事じ項こうになってしまった。誰もが、魔王領にトドメをさすつもりでいる」

「国王の御意向ですか」

「そうだと誰もが信じている。ナサニア、儂はシレイラ殿でん下かに膝ひざで粗そ相そうをされたことがあるのだ。そのことを忘わすれてはいない。先王陛へい下かに口止めされ、何かあったときはと頼たのまれたこともな。その約束をいまさら破やぶる気はない。打てる手はすべて打つが、なにかが変わるとはおもえない。儂はランバルト王家には逆さからわない。それだけはしない」

「御ご立りつ派ぱです」書類に目を通し終えたゴローズはうなずいた。以前から疑うたがってはいたものの、彼が、シレイラの天才こそがランバルトを軍事強国たらしめていることの確かく証しようを得たのはいまがはじめてだった──といっても、眉まゆひとつ動かすわけではない。

　耐たえきれなくなったサンバーノは語気強くたずねた。

「おまえは何も信じないのか？　心から信頼をよせるものはないのか？　復ふく讐しゆうだけがおまえの生きる理由なのか？　だとしたら……生きるにはあまりにも辛つらすぎるのではないか？」

「復讐、ですか」ゴローズはつぶやいた。「以前はそうおもっていました。確たしかにそうです」

「いまは違ちがうとでもいいたいわけか」

「よく、わかりません」ゴローズは戸と惑まどうような微び笑しようを浮うかべた。「わからなくなりました。ともかく、知りたいという気持ちは強くなりました。すべてはその後なのかもしれません。あの娘のことでさえも」

　ゴローズはたちあがった。

「そろそろお暇いとまいたします。そういえば」彼は背せ筋すじをのばし、踵かかとをあわせた。「わたしの副官と兵たちについてご配はい慮りよをいただき、ありがとうございました」

「礼は無用だ。おまえの副官は父の汚お名めいを充分以上に雪そそいでいる。部下たちも……もう許ゆるされてよい。それにだ、あれは陛下の大おお御み心こころによるものだ」

「そうですね、あの人物ならば、いかにもといえるでしょう。時代が違えば……まさに人々の求める王者そのものだったかも」

「不ふ敬けいじみた文もん句くは聴ききたくない。もういい、早く帰れ、このバカ者が」

「はい、それでは」

　ゴローズは一礼し、書しよ斎さいをでていった。

　しばらくして、暖だん炉ろの炎ほのおを見つめつつたたずんでいた老人はぽつりとつぶやいた。

「……おもえば、儂わしの膝で粗相をした子こ供どもはシレイラ殿下一人ではなかったな」
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「うーん、人間やはりたまにはほっつき歩かないといけないな」ワルキュラ郊こう外がいの二つの陽ひに照らされた野原を歩きながら女じよ性せい将しよう校こう姿すがたのフィラ・マレルがいった。実にのびやかな表情である。たとえ冬でも、暖あたたかな日差しの下を歩くのは確かに気分の良いものだ。時はあの演えん習しゆうから数日後の午後である。

「どうされた、我わが君？」

　フィラは傍かたわらを歩く剛士の顔をのぞきこんだ。

「ちょっとしたこと、いやちょっとしないことでも、その、なんだ、このお姉さんに相談してみないか。役に立てるかもしれないぞ」

「いや別に……」剛士は気弱な微笑を浮かべた。なんというか、日々の多た忙ぼうから離はなれるとあれこれ考えてしまうのである。たとえばこの間の演習で健けな気げなモンスターたちが示しめしてくれた態たい度どとその意味。ラッシュバーンの言葉。それから考えたこと。そして、自分はこれからどうすべきか。

　要するにまあ、ついつい考えたくなるがどれだけ考えても結けつ論ろんなんぞでるはずがない問題というヤツである。最近は前と違いおもわず魔王領総帥として振ふる舞まってしまうことが増ふえているだけに、余よ計けいに考えてしまうのだった。まことにナンギな性せい格かく、といえばそれまでだが、つまりは相も変わらず彼の内部に存そん在ざいしているＡ君（17）たりうる部分が悲鳴をあげているのだ。

「だめだだめだ」フィラは剛士の背せに手を当てた。「我が君、おまえ様はなにか抱かかえこんでいる時、とんでもないことを企たくらんでいる顔つきになる。それでは臣下のものたちが心配してしまう。それではいけない。せっかく休きゆう暇かで御ご用よう邸ていにきたんだからな、気楽にいこう」

「あ、え……はい」

　剛士はうなずいた。この野原、実はただの野原などではない。魔王陛下専せん用よう別べつ荘そうであるナース御用邸の敷しき地ち内ないなのである。屋敷や付ふ属ぞく施し設せつがちょぼちょぼとあるだけのように見えるが、実じつ際さいは周囲をＳＶＳやＳＷＳががっちりと固め、上空は常つねにドラゴンたちが旋せん回かいしているという場所であった。贅ぜい沢たくといえば贅沢だが、権けん力りよく者しやとして当然の役得でもある。ま、田中さんのように特とく殊しゆな人やこのあいだワルキュラの夜へ繰くりだしたようなムチャでもしないかぎり魔王だの総帥だのという立場の人は息いき抜ぬきをする場所と機会を必要とするということだ。

「まさか自分がぶらぶらしているのに周囲の者たちが働いているのが気に入らないのではあるまいな」フィラがたずねた。

「それはまあ」

「困こまった御方だ」フィラはくっくっと笑った。

「だって僕ぼくはほら……」

「あらましはスフィア殿どのやアーシュラ殿からうかがった」フィラはうなずいた。「地球とかいう異い世せ界かい、お前様の故郷ふるさとでは市し井せいに生きる名も無き学生だったというのだろう？」

「名もないどころか」剛士はこたえた。「無む視しされることも多かった」

　フィラの表ひよう情じようから笑いが消えた。抑おさえた声で彼女は告げた。

「それがいまの立場とどんな関係があるというのだ？」

「え？」剛士は面食らった。

「そうではないか」フィラは押おし被かぶせるようにいった。「いまのお前様は魔ま王おう領りよう総そう帥すいだぞ。すべての魔族に君くん臨りんする男なのだぞ。立場に見合ったものは受け入れねばならない」

「でも」剛士は口ごもった。以前よりはだいぶん理り解かいは進んでいるものの、自分が休暇を楽しむために無数の人々が働かねばならないというのがいまだに辛つらかった。なにより、彼らがどうしてそこまでしてくれるのか、その意味がわかってしまうのが嫌いやだった。なにもかも、戦争のためなのだ。いまのところは。

「納なつ得とくできないのか？」フィラがたずねた。

「ちょっと」

「ではたずねる」フィラの態度はますます厳きびしくなっていた。剛士はおもわず彼女を見上げた。

　天空から差す陽光を背はい後ごから浴びながらコレバーン連合王家第三王女はいった。

「お前様が市井に生きる学生であり続けたとしたら、このわたしはお前様に身をゆだねただろうか？　いや、スフィア殿やアーシュラ殿でもいい。どうだ？」

「それは……」剛士は固まった。

　確たしかにそうなんだ、とおもった。スフィア、アーシュラ、それにこのフィラさんも、僕が魔王領総帥だから側そばにいてくれる。玉ちゃんだって同じだろう。

「そのとおりだ」彼の表情からすべてを読みとったフィラはうなずいた。「誰だれ一人、お前様の側にはいない。これは、事実だ」

「でしょうね。やっぱり、僕が総帥だから」

「そうだ」フィラはうなずいた。「ただし、ひとつだけ忘わすれて貰もらっては困ることがある」

「なんですか？」剛士の声も厳しくなっていた。

「権力は女を酔よわせる。もちろん男も。しかしだ、たとえ誰であろうと、ただの権力に我わが身を捧ささげようとはしない。誰か、それを持つのにふさわしい人物がいてこそ力は光こう輝きを放つのだ」

　剛士は唇くちびるを噛かんだ。フィラがなにをいいたいか、わかったような気がしていた。だが──自分がそれにふさわしいとはとてもおもえなかった。

「僕は英えい雄ゆうなんかじゃありません」

「英雄を助けようなどと誰もおもいはしない」フィラはいいきった。「いいか、我が君。たとえ過か去こがどうであれ、いまのお前様はこの国に君臨しているのだ。魔族たちが信じたいと願っているものを担になっているのだ。ああ確たしかにお前様は絶ぜつ対たいに英雄などではない。それはこのわたしが確かく言げんする。なぜなら、お前様はもっと巨大な存在だからだ──魔王領そのものだからだ」

「それは……」剛士はうつむいた。

「わかっているのだろう？　そういう顔だ。そしてお前様は、懸けん命めいにその役やく割わりを果たそうとしている。他人がたとえどれほど親しくなったあとでもたずねてはならない自分だけの決意でそう考えている。わたしのように生まれつきの王族ではないぶん、その点についてのおもいはより深いはずだ」

　その時、なぜそんなことを話してしまったのかは剛士にもわからなかった。しかし彼は口にした。口にしたくてたまらなくなっていた。

「みんな、僕の名前を口にして死んでいったんです」剛士はいった。「僕みたいな人間を信じて。スフィアやアーシュラだって同じです。スフィアは僕の命を守るために……凄すごかったし、アーシュラは陽の光に身を焼いてくれました」

「……嬉うれしくはないのか」

「嬉しいですよ、もちろん！」とうとう剛士は叫さけんだ。「でも、その嬉しさがたまらなくイヤだ！　イヤなんだ！　イヤでイヤでたまらない！」

「戦争は嫌きらいか」

「嫌いです！　でも、でも、わかる。わかるんです！　面おも白しろい。どんなゲームよりも面白い！　作戦を考えたり、それがうまくいったりすると面白くてたまらない！　僕なんかの名前を叫んで死んでゆく魔族たちがいる最中でさえ！　いまだっていろいろ考えてて、セシエとかからいっぱい報ほう告こくがあって、それでまた戦う方法をおもいついたりして」

　ウソではなかった。通つう常じようの活動にくわえ、ＣＭＡは田中さん情報の収しゆう集しゆうに全力をあげている。フィラに出会う直前、あのバァで剛士がおもいついたアイデアを拡かく大だいし、かなりのところまで絞しぼりこみができている。セシエにいわせるならば、

『へーかってホラ、オの字だから、』

　ということになる。どこかに幽ゆう閉へいされてヒマになったらきっとロクでもないことをしているだろう、そういうことだ。で、ロクでもないことに手を染そめているのであれば……オの字趣しゆ味みに理解の深い精せい霊れいさんたちが集まっているんじゃないかしら、というわけである。事実、ここのところＣＭＡはアレな精霊さんたちがランバルト方面にどれぐらい流れこんでいるか、集まっている場所はどこかをセントール各地の砦とりでに魔ま導どう傍ぼう受じゆ班を派は遣けんして探さぐり、かなりの成果をあげている。剛士はそこからひとつの判はん断だんをつくりあげようとしていたのである。

　田中さん救出作戦、だ。

　もっとも、まだ誰にも話してはいない。解決すべき問題が山積みだからだ。たとえば、作戦に当たってはドラゴンを主力とするほかないが、そのドラゴンは長ちよう距きよ離り飛行が得意じゃない、ということがあげられる。解決のメドはまだたっていない。

　しかし、それを考えることは楽しかった。本当に面白かった。だからこそ剛士はいま子こ供どものようになっている。フィラに甘あまえている。彼女にもそれがわかった。

　いやだ、とはおもわない。

　フィラ・マレルは明めい快かいさを好む女じよ性せいだ。と同時に、この世の誰にも弱点があることを知っている。この時彼女は、剛士にとってのそれは彼がいまだに捨すてきれない甘さだと理解していた。

（困こまった男だ）

　フィラはおもった。軽けい蔑べつしたわけではない。むしろ……嬉しかった。剛士のように、普ふ段だんは哀かなしいほどの見み栄えを張はっている男が自分の弱さをさらけだす意味を理解していたからだ。

　ほんの一いつ瞬しゆん、わずかな時間だけかもしれないが──心を開いてくれている。そしてそれは、紛まぎれもない信しん頼らいの証あかしだ。喜ぶべきか？　喜ぶべきだ。この男、魔王領りよう総そう帥すい小野寺剛士は、わたしの企たくらみを受け入れたのみならず、あの時、恐きよう怖ふに震ふるえながら見栄を張った。

　そんな男が、子供のようになっている。

　抱だきしめてやりたい気持ちの高ぶりを抑おさえたフィラは唇をぐっとひいた。そして、いった。

「そのどこがいけないのだ？」

「え？」

「戦いは、どう美び辞じ麗れい句くで飾かざろうが所しよ詮せんは悲ひ劇げきで愚ぐ行こうに過すぎない。しかし、そこから逃のがれられないとあれば……面白さを感じてなにがいけない？　勝利することを喜んでなにが悪い？　おそらくお前様は自分を失うことを怖おそれているのだろうが、怖れる必要はない」

「なんで……」

「わたしがいるからだよ、我わが君ゴーシ」フィラは微笑ほほえんだ。女神めがみのような微笑みだった。

「わたしだけで足りなければスフィア殿どのもアーシュラ殿もいる。そして皆みなでお前様が小野寺剛士という個こ人じんであることを忘わすれさせはしない」

「でも、それは」

「忘れたのか」そういうなり、フィラは野原に膝ひざをついた。純じゆん白ぱくのスリムパンツが冷たい泥どろで汚よごれる。剛士を見上げる瞳ひとみは濡ぬれていた。

「お前様はどこの誰だれとも知れないわたしの為ために命を張ってくれた。だから、たとえ魔王領総帥にどんな価か値ちを見つけていようとも、わたしはお前様を、噴ふん水すいで恐怖に震えながらならず者どもを一いつ喝かつした男をまず信じる。わたしが彼のことを忘れなければ、お前様はいつまでも自分自身だ。信じろ。信じるのだ。これはコレバーン第三王女の言葉ではない。お前様の一言で端はし女ためにも喜んで身を陥おとす女の言葉だ」

「フィラさん……」あわてて彼女を立たせながら剛士はいった。どういってよいかわからず、しばらく迷まよった。信じられないほどの喜びに腹はらの底から突つき上げられていた。

　ややあって、彼はようやくいった。

「あの、つまり、その……あなたの前で見栄を張れた僕は幸運だということですよね」

「まさにそうだ、我が君」フィラはうなずいた。

「そして幸運は、個人にとっても国家の指し導どう者しやにとっても天の恩おん寵ちように他ほかならないのだ」
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　どーん、と遠くから音が響ひびいてくる。ナースの御ご用よう邸てい、その書しよ斎さいにいた剛士は眉まゆひとつ動かさなかった。なにかマズイことであれば報告があるはずだし、目の前にはもっと重要な問題があった。

「生物災害バイオハザード……」

　報告書を手にした剛士は青ざめている。そりゃそうであろう。別に生物の点数が良かったわけではないが、バイオハザードという言葉ぐらいは知っている。ただし正しい理り解かいに基もとづいているわけではない。なんか人里離はなれた土地にある妙みような研究所から変なウィルスが漏もれだして所員たちがみんな酔よっぱらったように歩き回りながら他ひ人と様さまへ噛かみつくようになり、そのうち近くの街ごとそうなって自分は拳けん銃じゆうやショットガンの弾たまを求めて街中かけずり回るというアレである。バイオハザードという文字を目にした一秒後にはなぜかドアの向こうとか物もの陰かげから突とつ然ぜんあらわれるのが好きな千鳥足の人々が『あぅー、ぞぉんびぃぃぃ』とか裏うら返がえった声で自分に呼よびかけながら歩み寄よってくる場面が頭に浮うかび、背せ中なかがぞくぞくしていた。

「えーとこれは」昨日のフィラとのお散歩以来、まあ少しは気分を持ち直していた剛士はなんとか総帥らしく振ふる舞まおうと努力しつつたずねた。

「あのやっぱり古びた洋館へ突入した警けい察さつの特とく殊しゆ部ぶ隊たいが全ぜん滅めつしたとかそういう」

「はぁ？」スフィアは眉を寄せた。「なんの話ですか、剛士様？」

「まさかひとつの街が丸ごと」

「だからなんの話なんです、それ？」

「……じゃないの？」

「違ちがいます」

「じゃあ、えーと、テロかなんか」

「被ひ害がい者しやにとってはそうかもしれません。どんなテロよりもひどい話ですね、きっと」

「え、それじゃすぐに軍を出動させて。でもってついでに犯はん人にんと繋つながってる国も攻こう撃げきして」

「……？？？　確たしかに、軍にも手伝わせたほうがいいかもしれませんが」

「あの……どういうこと？」さっぱり話の見えなくなった剛士はたずねた。

　どーん、とまた音が響いた。スフィアはちらっと窓まどの外を眺ながめ、いった。

「とりあえず外にでてみましょう。バイオハザードの原げん因いんもいることですし」

　外にはすでにこの御用邸へ一いつ緒しよにやってきた面々が顔をそろえていた。

　全員、あんぐりと口を開けている。普段は常つねに余よ裕ゆうを失わないラッシュバーンも例外ではなかった。

「いったいなにが」問いかけた剛士に全員が空を指さした。

　剛士は見上げた。そこには巨きよ大だいな影かげがあった。

　空をゆく巨大怪かい鳥ちよう。

　いうまでもなくリアのとりさん、ズゥである。

「ズゥがバイオハザードの原因って、いったい……」

　剛士がスフィアへたずねようとした時、空中から微び妙みような音が響きわたった。

　ぶりっ。

　ズゥの身体から何かが離れた。そのまま勢いきおいよく落下してゆく。そして──

　どーん、とハデに雪ゆき埃ぼこりと泥どろが舞い上がった。さきほどから響いていたあの音だ。

「あれはそのつまり」剛士は妙に平板な声でいった。「そのあれはその要するに」

「ナニですな」ラッシュバーンがこたえた。「間違いなく、ナニです」

「バイオハザード……ってまあそういえばそうかもしれないけど」剛士は頭を抱かかえたくなった。

　巨大怪鳥ズゥ。でかいわ食べるわ、だけあって、あっちの方も豪ごう快かいなものだったのである。

「一回につき少なくとも重量１トンはありますね」なんとか平静を保たもとうと努力しているらしいアーシュラがいった。鼻をひくひくさせているのは、鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくがそのあれ、臭においをかぎ取っているかららしい。

「うむ。さすがは魔ま王おう領りようだ」フィラが妙な感心をした。「こういう問題もよそとはスケールが違う」

「被害もでてるし」セシエがうなずいた。「これまでのところ死者や怪け我が人にんはでてないけど、家が潰つぶれた、とか、畑が肥ひ料りようで埋うまってる、とか、臭くさくて眠ねむれない、とか、エライことになってるの。まさにバイオハザードよね」

「ううう」剛士は呻うめいた。「あううううう」

「損そん害がいの賠ばい償しよう請せい求きゆうがあちこちから寄よせられています」昨日、剛士がフィラだけを共に散歩へでたことが気に入らないらしいスフィアはつーんとしたまま教えた。

「放置しておくと、集しゆう団だん訴そ訟しようになりかねません」

「ううううう、うんうんうん」

「確たしかにね」セシエが腕うで組ぐみをして同意した。「あれはたしかにうん……」

「いわないで」剛士はとめた。「聞きたくない。見たくない。いいたくない」

「でも、対たい処しよは必要です」スフィアがいった。

「わかった。わかったよ」剛士はうなずいた。「ラッシュバーン、悪いけど、リアを呼んできてくれるかな？　あと、みんなは中に入ってて」



　しぎゃあ、と実にすっきりした顔で一声鳴いた巨大怪鳥の背せからリアはとんっ、と降おり立った。跳はねるようにかけて剛士のもとへやってくる。

「お兄ちゃん、なんか用？」

「あのさ、リア」剛士はいった。「ズゥにさ、その……いまみたいに……いや、まあここなら誰だれにも迷めい惑わくはかからない、とおもうからいいんだけど」

「あ、うんち？」リアは容よう赦しやなくその言葉を口にした。

「あはは、で、そのナニなんだけど、いつもは……」

「よくわかんない。ズゥはしたいときにいつも勝手にしてくるから、しつけがいいでしょう？」

「うう」

　剛士は頭を抱えつつ事じ情じようを説明した。聞いているうちにリアの顔はだんだん険けわしくなっていった。

「まさか、そんなことしてたなんて」

「いや、うん、あの……そういうことなんだ」

　くるりと振ふり向いたリアは巨大怪鳥へ青方変位をおこしながら突とつ進しんした。だっ、とジャンプし、いきなりズゥの頭をドつく。

『しぎゃあ』

　巨大怪鳥は悲鳴をあげた。

「なんてことするの、ズゥ！　家や畑の上でうんちなんかして！　だめじゃないの！」

　リアはなおもズゥをドつき続けた。ズゥはしぎゃしぎゃと鳴き、じゃなくて泣きながら頭にマンガたんこぶを山のようにつくられてしまった。

「お兄ちゃん、ボクがちゃんとしつけてないから……」戻もどってきたリアは涙なみだ目めで剛士を見上げ、ぐっと顎あごをひいて頭を下げた。

「ごめんなさい！　ほら、ズゥもお兄ちゃんに謝あやまって！」

『しぎゃしぎゃ、ぐわっ』

「いや、うんあの、ま、分かってくれたらいいんだけど。今度からは気をつけてね」

「うん！」

『しぎゃぎゃ、んぎゃむ』

「はは、うん、もういいから。うん」

「本当？」

『んぎゃぎゃ？』

「いいよ、うん」

　リアは安心した笑えみを浮うかべ、ズゥにうなずいた。



    

  
    
      「良かったね、ズゥ！　遊びにいってきていいよ！」

『んぎゃお』

　巨きよ大だい怪かい鳥ちようが飛び去った後で、剛士はようやく溜ため息いきをついた。なんというのか、誰かが怒おこられているのを見ていると自分まで後ろめたくなってくるタチなのである。

　ふと気づくと、リアが見つめていた。

「なに、リア？」

「お兄ちゃん、あのね」68歳さいの幼よう女じよはもじもじとしている。

「ズゥのことならもう済すんだから、気にしなくていいよ。誰か不幸な人に後かたづけは頼たのむし」

「そうじゃなくって」

「ん？」

「こないだから、いおうとおもってたんだけど、お兄ちゃん忙いそがしそうだったから、我が慢まんしなきゃいけないとおもって」

　剛士はおもいだした。確かに彼女のいうとおりである。リアは、何度か剛士になにかをいいかけ、その度たびに機会を見送っていた。

「いいよ、リア」剛士はこたえた。「なんでもいって」

「うん！」リアの顔がぱあっと明るくなった。そして、なにかを決意するように息を吸すいこみ、小さな胸むねを両手で押おさえながら彼にいった。

「ボク、へーかに会いたい」

　剛士も胸を掴つかまれたような気分を覚えた。自分を見つめる美幼女（68）へしっかりと視し線せんを向ける。彼女の、あと何年だか何十年だか何百年だか後にはとんでもない美女になるであろう愛らしい顔立ちには、張はりつめたものがあらわれていた。

　剛士はそっとたずねた。

「田中さんのことを調べてるって噂うわさを聞いたの？」

「うん」こくりとすると同時に、リアの頬ほおを涙なみだがつたい落ちた。

　剛士は鼻の頭を掻かいた。イヤな考え方だが、リアのいまの言葉が、誰もがそうあって欲ほしいとおもうリアらしさだけから発せられたのか、ということをおもった。

　ろりろりな悪あく魔まっ娘こ、リア。見かけは美幼女、実は68歳。彼女には見かけから想そう像ぞうもつかない多た彩さいな側面があることを剛士も理り解かいしていた。優やさしく健けな気げで元気な魔女っ子いや、悪魔っ子であるだけではなく、彼女はサタニアンであるがゆえの特とく殊しゆ能のう力りよくがある。魔法も力ちから業わざも任まかせとけ、の超ちよう級きゆう魔ま導どう戦士も兼けん業ぎようしているのだ。

　それに……どうも戦士というだけではないだろう、と剛士は考え始めている。田中さんが魔王のなんたるかを身をもって示しめした第二次セントール会戦の戦場で、リアは重ゴーレム大隊を率ひきい、戦った。あの時はその場のノリで任せてしまったのだが、いまになってみるとエライ話だとおもえていたからである。

　リアは苦しい戦せん況きようのもとで、ゴーレムたちを見事に進しん退たいさせた。まあ要するに、敵てきの砲ほう撃げきだの戦車だの戦せん闘とう爆ばく撃げき機だのが続々と襲おそいかかってくるなかでしっかりと部隊をまとめて戦ったのと同じことである。ナチス政せい権けん下かのドイツ国こく防ぼう軍ならば一発で騎き士し十字章をもらえそうな大だい活かつ躍やくだ。

　つまり、

『リアは少なくとも戦せん術じゆつ指し揮き官かんとして無む視しできない才能を持っている』

　ということであった。それどころか剛士は、

（魔王領りようの人たちはマルチタスクにできていることが多いから、実は、それ以上のレベルを任せてもいいんじゃないか？）

　とまで考えていた。すなわちクォルンのごとく心からの信しん頼らいとともに別働隊を預あずけられる高級指揮官、つまり将しよう軍ぐんたりうるのではないか、ということだ。これは現げん実じつの要求でもある。戦争はまだまだ続くのだ。クォルンに匹ひつ敵てきできる指揮官がいくらいても困こまらない。正直、そうあって欲ほしいと祈いのりたいほどだ。

　だからこそ剛士は

『へーかに会いたい』

　というリアの言葉が彼女へ密ひそかに期待している能力と関係ないはずがないと考えたのである。

　たとえば田中さん問題の基き本ほんをさらにイヤな感じで考えるならこうなる。

　もし田中さんが死んでいるならばランバルトはそれを大戦果として公表しているはずである。たとえ遺い体たいをみつけていなくてもそうするだろう。それを発表していない、ということはすなわち生きて捕とらえられている可能性が高い、となる。身みの代しろ金きんとか陰いん謀ぼうとか、捕らえた王族の活用法をまだなにもやらかしてこないのはなにか別の方ほう策さくを考えているから──うーん、気を付けなけりゃ。

　もともとの性せい格かくもあるが、いまの剛士にはそういう想像が簡かん単たんにできるようになっている。戦場や、ほのかの天抜で経けい験けんしたイベント特とく盛もりのおかげでだ。そして剛士は──自分がそう考えていることにリアは気づいている、いや、リア自身が同じ結けつ論ろんに到とう達たつしていると確かく信しんしていた。これまで、田中さんがどれほど恋こいしかろうと一言もそのことを口にしなかったことがそれを証しよう明めいしている。

　そしていま……魔王領が大いに一息つき、フィラ・マレルの騒そう動どうもどうにかなりつつある時になって、はじめてリアは田中さんについて口にした。

　彼女の態たい度どが意味するものはひとつだ。

　そうなのだ。やはり、リアは魔王領の素す晴ばらしい領民の一人なのだ。田中さんがどれほど大好きであろうと、まず故郷ふるさとに対する奉ほう仕しという意い識しきが先にくる。それこそが田中さんの意思にそうことだとも信じている。魔王と、魔王領民の信頼関係はそうしたものなのだ。リアは、このサタニアンの美幼女（68）は、自分の望みが祖そ国こくの利り益えきと合がつ致ちする時まで我慢に我慢を重ねてきたのだ。だからこそいまこの時、それを口にしたに違ちがいないのだ。

　リアのこの態度をどう受け取るべきだろう？　愛情を抱いだけばこその望み。愛する人に再さい会かいしたいという願い。

　だが、自分が生きる場所、素晴らしいところであって欲しいと願わずにはいられない祖国、いや故郷にわがままを押しつけるわけにはいかない、という気持ち。

　愛国心、だろうか。剛士の生まれ育った国では淫みだらな言葉のように語られた言葉だけで表現できるだろうか。

　正しくもあり、間違ってもいるだろう。家族を……犯はん罪ざい者しやや、異い常じような団だん体たいや、破は滅めつへの道をひたはしる国家によって奪うばい去られた人でなければ本当のところはわからないに違いない。

　しかし、剛士にも理解できることは多い。

　リアは田中さんへの愛情を魔王領すべてにひろげて解かい釈しやくし、我慢に我慢を重ねてきたのだ。それは、彼女の小さな胸におさまらないほど巨きよ大だいなものであると同時に、そこを充みたし、輝かがやいてほしいものでもあるはずだ。何者も、決して蔑さげすみ犯おかしてはならないものなのだ。

　リアは知っている。魔王領総そう帥すいとしての剛士が、自分の望みをどう受け取るかを。田中さん救出は政治的な意味が大いにある。

　そして彼女は、おにいちゃん──小野寺剛士個こ人じんが、自分の望みを理解し、受け入れてくれることを期待している。

「おにいちゃん」

　不安げな声が呼よんだ。ついついアレな感じで考えこんでしまった剛士はあわてて顔をあげた。言葉に気をつけなければと、おもった。

「おにいちゃん、あのね」

　リアはまたいった。瞳ひとみに、戸と惑まどいや不安だけではない何かが浮かんでいた。

「ボク、お兄ちゃんなら絶ぜつ対たいに……絶対になんとかしてくれるって」

　我が慢まんできなくなったのだろう、リアはぽろぽろと涙なみだをこぼしはじめた。

　昨日、フィラが口にした言葉が唐とう突とつに剛士の脳のう裏りをよぎった。お前様はもっと巨大な存在だからだ──魔王領そのものだからだ。

「だからね」リアは続けた。「だからね、だからね、だからね」

　やはりそうだ、そうなのだと剛士は確信した。であるならば、彼女にこたえるべき事柄は決まっている。魔王領総帥としても、小野寺剛士個人としても。

　安心させるには、どう伝えたらいいだろう。

　舌した先さきで唇くちびるを湿しめらせた剛士は頬の傷きず跡あとを掻かいた。何度か意味もなく咳せきをし、心と顔に余よ裕ゆうをつくりあげた。

　そして、いたずらをおもいついた子こ供どものように楽しげな顔で、いった。

「……気が合うねぇ、リア」

　悪あく魔まっ娘こ幼よう女じよの顔がぱあっ、と明るくなり、飛び上がるようにして剛士に抱だきついた。

「おにいちゃん！」

　ふふふっ、と笑った剛士はなおもにやにやとしながらいった。

「いまさ、セシエたちが調べているから」

「うん」

「だからさ、もう少しだけ……我慢してくれる？」

「うん、うん」

「良かった」

　首っ玉にかじりついた悪魔っ娘をそっと抱きしめながら剛士はうなずいた。昨日まで抱いていた疑ぎ問もんのいくつかが溶とけてゆくような気分だった。

　だからこそ、脳のうの奥おくにあるあのアブナイもの、高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろが歓かん喜きの声をあげつつ出力をあげてゆく感覚を素す直なおに受け入れた。

　当然だろう。



　魔ま王おう領りよう総帥は新たな戦いを決意したのだ。
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　剛士が戻もどってきた魔王城じようはだんだんとせわしない空気に満ち始めている。魔王暦れき１００２年も押おし詰つまってきたから……ということだけが理由ではもちろんない。

　小野寺剛士、魔王領総帥が以前に命じていたものが徐じよ々じよに形になりはじめていたのだった。なかでも重要なのは二つの情じよう報ほう収しゆう集しゆう活動だ。ひとつは田中さんの居い場ば所しよ。もうひとつはフィラ・マレル問題についてのコレバーン情報である。軍の方もそれなり以上に忙いそがしい。新しん設せつ部隊の訓練を続けねばならないし、完かん璧ぺきとはほど遠い防ぼう衛えい体たい制せいの整せい備びにも努力が必要だからだ。



　ちろちろと鈴すずの音が響ひびいた。総帥執しつ務む室しつに向けて歩いてきたのはもちろんスフィアである。通路に人ひと影かげはない。護ご衛えいの兵士たちもいない。大おお掃そう除じにかりだされているのだ。

　そろそろ午後三時。スフィアはお茶とおやつののったお盆ぼんを手にしていた。弾はずむような足取りで歩いている。御ご機き嫌げんだ。

「剛士様は少しおつかれだからおもいっきり甘あまいオリジナル風のザッ○トルテ（商品名）に生クリーム山やま盛もりにしたけど……大だい丈じよう夫ぶかしら」

　誰だれにともなく口にしたスフィアは廊ろう下かを進んだ。日本人の味覚からいうと単体でも爆ばく裂れつに甘いザッハトルテに生クリーム載のせというのは凶きよう悪あくである。いえまあ、それがウィーン風の食べ方なんだそうですが、ともかく一口食べただけで歯がイヤな感じに疼うずいてしまうものであった。

　もしかしたら、スフィアは少し意地悪をしたいのかもしれない。

　最近の剛士は急速に変わりつつある。あの、なにかにつけてひいひい泣いていた少年から、なんというか……魔王領総帥になりつつあるのだ。

　スフィアは複ふく雑ざつな気分だった。剛士がこの世界に放ほうりだされて以来、彼女は彼の面めん倒どうだけを見続けてきた。

　楽しかった。剛士ほど見ていて面おも白しろいものはなかった。なにしろ、自分のちょっとした仕草ひとつひとつに反はん応のうしてくれるのである。それも、哀かなしくなるほど一生懸けん命めいにだ。残ざん酷こくなようだが、それがスフィアの少女としての感想だった。だからこそ剛士とキスもした。そうするのが当然だとおもえたのだ。本人は気づいていないが、剛士は、スフィアという女神めがみをあがめる崇すう拝はい者しやのようなものだった。

　ところが最近は──ほんのここ一ヶ月ほどで、彼は変わってしまった。冷たくなったとか残酷になったとかいうことではない。根っこの部分で剛士はあの少年のままだ。

　だが、時にまったく違ちがう人間のように見える時がある。

　余裕がかいま見えるのだ。というよりも、冷静さを失いにくくなってきているということかもしれない。なにか突とつ発ぱつ的な事じ件けんがあっても以前ほど慌あわてふためかない。自然と、スフィアに泣きつく回数も減へっていた。フィラ・マレルの一件も、事実上、誰だれにも相談せずに（理り解かいと納なつ得とくはさせたが）決めてしまった。

　理由は彼女にもわかっている。

　剛士が魔王領総帥としてそうする必要があると考えたからだ。だからこそ、誰かに泣きつく自分ではなく、すべての領民に君くん臨りんする男として判はん断だんしたのだ。

　もちろんそんな剛士は頼たのもしい。魔ま王おう領りようにとっても素す晴ばらしいことだ。

　しかしスフィアにとってはどうだろう。

　さだめの問題がまずある。しかしそれだけでは決してない。彼女は混こん乱らんしていた。剛士には、これまでのように泣きついて欲ほしかった。そうしてくれたなら、安心できたはずだった。喜びすら感じたかもしれない。それもまたさだめであるからだ。

　だが剛士は──時に、小こ憎にくらしくなるほど平然とした顔を見せるようになった。以前のように、スフィアの態たい度どが持つ意味をあれこれ考えて右う往おう左さ往おうするのではなく、自分の態度にスフィアがどう反応するかを確たしかめている時がある。もしかしたら……そのうち、べろんべろんになるまで酔よわなければ自分の愚おろかさを人前ではみせない男になってしまうかもしれない。

　そのことをおもうとスフィアは混乱してしまう。剛士のなにかが変わった。それはわかる。しかし、なにが変わったのかわからない。それがもどかしかった。だからこそのトルテで、生クリーム山盛りなのだ。

　扉とびらの前に立ったスフィアはノックしようとしておもいとどまった。気づかれないように入りこんで、びっくりさせてやろうと考えついたのだ。彼女は正面から部屋に入らず、その横に設もうけられた侍じ従じゆう用の控ひかえ室しつに続く扉を開けた。そこからも執務室へ入ることができるからだ。

　音を立てないようにそっと扉を開け、忍しのび足で歩く。執務室へつながる扉をそっと開きかけ──気づいた。アーシュラの声が響いていた。理由もわからぬまま、スフィアはその場で立ち止まった。



「マレル殿でん下かをどのように扱あつかわれるおつもりですか、閣かつ下か？」軍の現げん状じようについて報ほう告こくを終えたアーシュラは何気ない口調を装よそおってたずねた。

「どのようにって、まあ」剛士はあいまいな態度で応おうじた。「これから、だよね。なにもかも」

「いっそ、結けつ婚こんなさいますか」アーシュラの声は意地悪い響きがあった。

「魔王領にとって意味があるならね」剛士は即そく座ざに切り返した。「そのときは参さん謀ぼう総そう長ちようにも相談するよ」

　アーシュラは眉まゆをあげた。一本とられた恰かつ好こうである。おもわずつーんと応じてしまう。

「どうぞ御ぎよ意いのままに。閣下のなさることであれば間違いはありません」

　慌てるかとおもいきや、剛士は意外なことを口にした。

「君の考えることにも間違いはないよ」

「な」冷たい血でざわめくのを自覚しつつアーシュラは絶ぜつ句くした。からかわれているのかとおもったが、剛士の表情はふざけていない。本気で口にしているらしかった。

　ふぅっ、と息を吐はきだしてヴァンピレラ・ビューティは負けを認みとめた。

「閣下は……」

「なに？」

「……いえ、よろしいのです、それで。わたくしは閣下の参謀総長ですから」

「うん」剛士は照れもしていない。それどころか嬉うれしそうだった。アーシュラはますます紅あかくなった。田中さんの側にいた時は感じたこともなかった気分だった。女としてはむしろあの時期の方が積極的だったのだが……空回りしていたのも事実だ。田中さんは彼女をきちんと扱ってくれたが、同時に半はん端ぱじゃなくお姉様系けいが苦手だったのである。

　それに対して、剛士は彼なりに受け止めようとしてくれる。アーシュラはおもった。いいことなのかしら。わからない。いえ、きっといいことのはず。でも、閣下はわたしが田中陛へい下かを想おもっていたことを知っている。そのことについてどうお考えなのか。わからない。いやそれよりも。

　わたしは閣下のことをどう考えているのか。

　それもわからない、のかしら。

「……だけど」

　剛士がなにか話していた。

「え？　あ……はい？」

「いや、亡ぼう命めいのことなんだけど」剛士はこたえた。

「亡命がどうかしましたか」アーシュラの瞳ひとみがしゅっとすぼまった。

「フィラさんは一応、亡命ってことになるよね」

「それは閣下の問題で……」

「だからそういう話じゃなくてさ」むくれかけたアーシュラを剛士は遮さえぎった。

「じゃあなんだとおっしゃるのです」

「喧けん嘩か腰ごしじゃ話にならない。落ち着いてよ、お願いだから」

　アーシュラはなおも唇くちびるを尖とがらせていたが、ややあってから渋しぶ々しぶとうなずいた。

「……わかりました」

「これまでのことなんだけど」剛士はたずねた。「魔王領にくる亡命者って、どれぐらいいたのかな」

　アーシュラの意い識しきは即座に現実問題へ切り替かえられた。女としてではなく、魔王領総そう帥すいの腹ふく心しんとして頼たよられていることに気づいたからだった。

「亡命者に難なん民みんまでふくめるならば、領内の人族領民はすべてそうです。初代魔王陛下が降こう臨りんされてから１０００年のあいだに救いを求めてきた者たちとその子孫ということになります。総そう数すうで１５０万ほどに達します。ああ、人族と混こん血けつが可か能のうな種族との間に生まれた者を含ふくめるとさらに多くなりますが」

「亡命者と難民の多くなる理由はなにかな」

「戦争──いえ、それよりも内ない乱らんです。たとえばＡという勢せい力りよくがそれまで握にぎっていた権けん力りよくの座ざからＢという勢力によって追い落とされた場合、まず権力者や上流階級が亡命し、そのあとで迫はく害がいを受けたＡという勢力の一いつ般ぱん人じんが難民化します。人族はこれを飽あきずに繰くり返すのです。亡命者と難民の違いは……受け入れる我われ々われにとっての価か値ちの差です。亡命者は財ざい産さん、情じよう報ほう、知ち識しき、能のう力りよくなどをもたらします。難民は……要するに着の身着のままの、普ふ通つうの人々ですから」

「地球とおんなじか」剛士はつぶやいた。「亡命者はともかく、難民が多すぎると大変なことになる」

「そうです」

「とんでもない数にならなかった理由は？　地球じゃそれが大問題だった」

「……この世界の人族は、すべからく閣下のような人ひと柄がらを持っているわけではありません」

　それ以上説明を受ける必要は剛士にもなかった。要するに子供の頃ころ、近所の公園で遊んでいた理り屈くつと同じなのだ。たとえばそれまで10人の子供が遊んでいた公園に、引ひっ越こしてきた子が一人、新たな遊び仲間として加わるとする。最初のうちはいろいろあるだろうが、相手が遊び友達としての合ごう格かくであればすぐに仲間だ。

　だが、引っ越してきた子が２人だったら？　３人だったら？　４人、５人だったら？

　そしてその子たちがお互たがいに以前からの遊び仲間だったら？

　仲良くすることは難むずかしい。それぞれのルールを持ったグループ同士の出会いになるからだ。結局、二つのグループが公園に存そん在ざいすることになる。以前から遊んでいた子たちと、引っ越してきた子たちだ。

　公園が広ければそれでもいい。しかし公園が狭せまく、二つのグループを自由に遊ばせる余よ裕ゆうがない時はどうなるだろう？

　難民についても同じような問題がおこる。

　いやま、公園ならば『家に帰ってゲームでもやってろ』といえばいいかもしれない（それはそれでなんか問題ありそうだが）。

　だが、難民、となればそうもいかない。たとえばこれまで１億３０００万人でなんとかやってきた日本という国に１００万人の難民が流れ込こんできたらどうしたらいいのか？　難民キャンプをつくる。まあいいだろう。しかし１００万人の衣食住をなんとかしなければならない。新たな同どう胞ほうとして受け入れる。実に立りつ派ぱだ。だが、１００万人の生まれも育ちも違い、なによりも日本という国についてほとんど知識のない人々を今日からあんた日本人、と受け入れることが簡かん単たんにできるのか？

　とまあこういうことを書くと怒おこる人もいるだろう。人道的なナントカに欠ける、とか、グローバル・スタンダードを知らない島国根こん性じようだ、とか。確たしかにそうかもしれない。難民の大量流入はひとつのチャンスでもあるからだ。ひとつの考え方に凝こり固まった社会を変へん革かくして新しい考え方をうみだすチャンス。新たなビジネスへ手をつけるチャンス。創そう意い工く夫ふうさえあればなんとかなる。

　問題は新しい考え方とは大たい抵ていの人にとっては受け入れにくいものであり、景気が悪ければ新規ビジネスもうまく展てん開かいできず、万人が創意工夫を得意としているわけではないことだ。ことにそれは、毎日おファンタジアな本ばかり読んでいる暢のん気きな17歳さいや、４年で済すませる大学のなぜか６年生、一番詳くわしいこと：‥ヌルいエロゲーというような息子むすこを持っているお父さんお母さんたちにとってはシビアである。なぜなら、新しい考え方を受け入れるのがそろそろ辛つらくなっているからこそアレな息子どもに手をつけかねているのであり、景気が悪いから生活をがらっと変える冒ぼう険けんにも打ってでるのが難しく、創意工夫といわれてもまず生活があるからとりあえずこのままやるしかないや、という現げん実じつに生きているからである。とにもかくにも、現在の安定を維い持じするだけで精せい一いつ杯ぱいということだ。

　難民の流入によって必ず発生する問題、人種差別の原げん因いんは実のところここにある。維持するだけで精一杯の安定が壊こわされるかもしれないという恐きよう怖ふがそれを呼よび起こすのだ。別に実じつ際さいどうであるかは関係がない。気分がそれをもたらすのである。それが証しよう拠こに、熱心なボランティア活動（市民運動といってもいい）へ身を投じている人で、家庭が崩ほう壊かいしていたり、サラ金の取り立て屋に追われている人はあまりいない──その逆ぎやくは良くあるが。ぶっちゃけた話、パートタイムの善意とは生活に余裕がある人々の贅ぜい沢たくにすぎないのだ。そうでなければ、元学生運動の活動家が運うん営えいしている平和団体（実際は以前はテロとか良くやってた反政府団体の隠かくれ蓑みので資し金きん源げん）へ限かぎられたお小こ遣づかいを寄き付ふしてああわたしは平和に貢こう献けんしているなんておめでたい自己満足へ浸ひたれるはずがない。

　だからこそこの種の問題ではゼニ勘かん定じようが重要なファクターになる。

　突然出現した１００万人の働き口をどうやって確かく保ほするのか？　仮かりに21世紀初頭の日本を例にとれば……いまだって５パーセントかそこらの失しつ業ぎよう率りつがあるわ、リストラは怒ど濤とうの勢いきおいだわ、バタバタ会社は潰つぶれるわ、だというのになにをどうしたらいいのだ？　ビジネスチャンスの創出？　雇こ用ようの確かく保ほ？　それを可か能のうにする資本の余裕がないじゃないの。いっておくがいま中学生や高校生である人にとっては全然他ひ人と事ごとじゃないのだ。仮に１００人の中学生や高校生がいたとして、受験勉強なんかもそれなりにこなし、そこそこの大学に進学したとする。大学でももちろんまあまあ講こう義ぎはこなす。恥はじるべきことはなにもない──しかし、そのうち就しゆう職しよくできるのは50人か60人に過すぎないのだ。残りの40人だか50人はいったいどうしたらいい？　親のスネだっていつまでも太いワケではない。だいたい、その親がいつリストラされるかわからないではないか。もしそんな状じよう況きようで──明日の展てん望ぼうはなく、今日の生活も苦しい状況で、勝手に戦争始めて食い詰つめた見ず知らずの連中のため、自分がますます苦しい生活に甘あまんじることのできる人は何人いるだろう？

　とまあそういうことである。難民受け入れというとすぐに遅おくれた意識だとかなんだとか、感情面での話になりがちだが、実はこの感情、誰だれにもどうにもできない現実から生み出されているから始末に負えないのだ。

　あと、難民だのなんだのを受け入れて問題が生じる原因の一つに、難民側の意識という問題もある。郷ごうに入りては郷に従したがえ、ローマにはローマの法がある、という意識を持つのが（ちょうど日本のお父さんお母さんと似にたような意味で）大変なのだ。だから新たな祖そ国こくになじめず、同国出身者でかたまり……誤ご解かいを増ぞう幅ふくさせることになる。それに移い民みんと難民の違ちがいもある。祖国で食い詰め、よっしゃぁ、新天地でやってやるぞお、という人と、家族の半分は虐ぎやく殺さつされ、もう半分は餓が死ししたという人では意識に大きな違いがある。実際、流れこんだ難民がまんまゲリラ化してしまう例は山のようにあり、おかげで国内がぐちゃぐちゃになってしまった国もあっちこっちにある。

　そんなこというが、アメリカみたいに移民だの難民だので成り立っている国もあるじゃないか、と仰おつしやる方もあるだろう。確かにそのとおりだ。

　しかし、アメリカはそのためのシステムがある。受け入れるからにはウチの理屈に従って貰もらうよ、という点をはっきりさせる。あなたは自由意思でもってアメリカ合がつ衆しゆう国こく国民たることを望んだのだから、立派なアメリカ市民になる義ぎ務むを持つのだ、という点をうやむやにしない（実際、アメリカ市民としてもっとも手早く受け入れられる方法は、軍隊に入ってアメリカのために命を危き険けんにさらすことである）。そうでもしない限り、生まれも育ちも違う連中が寄より集まれば喧けん嘩かばかりになってしまうことがわかりきっているからだ。アメリカの『正せい義ぎ』が時に単たん純じゆんすぎるように感じられる理由のひとつはそこにある。誰にでも即そく座ざに理り解かいできるものでなければ意見がまとまらないから単純にせざるをえないのだ。でもって、誰にでも理解できること、というのは大抵どこかで無理にわかりやすくしてあるから、必ず問題が生じる。アメ公ってのはきれいごとばかりほざきやがって信用できねー、という他国の人々が抱いだきがちな気分は、まあ、その点に起因するものなのだ。

　そういうことである。アメリカのように、ピルグリム・ファーザーズという事実上の難なん民みんがネイティブ・アメリカンの迷めい惑わくも顧かえりみず乗りこみ、そのあと多数の移民や難民を受け入れてきた国だからこそ可能な荒あら技わざといっていい。いや、そのアメリカですら移民も難民ももう結けつ構こうといいだしている……あまり受け入れなくなってきているのが剛士が住んでいた地球という惑わく星せいの現実なのだ。

　雑ざつ学がく好ずきで本好きといっていい剛士は、そうした問題を彼なりに知識として持っていた。難民うんぬんはともかく難しい問題で、受け入れてしまえば容よう易いに解決がつかないということを、である。

　じゃあ、彼の故郷ふるさと、日本のように『イヤだよーん』とドアを閉しめて受け入れないのが正解なのか。たとえ不景気でも周囲の国から金かね儲もうけのため、密みつ入にゆう国ごくしてまでやってくる連中がいる日本であればそうなのかもしれない。

　しかし、魔ま王おう領りようではどうだろう。

　魔王領はまあ、ちょっとアメリカみたいなところがある。もともとモザイクのような多種族国家で、魔王陛へい下かと祖国へ忠ちゆう誠せいさえ誓ちかっていれば生まれ育ちは関係ない。普ふ通つうに生活してちょーだい、という国だ。人種差別──いや、種族差別も見かけが違いすぎるというとんでもない理由のおかげで、まずない。

　だからこそ人族一いつ般ぱんに強きよう烈れつな魔族への忌き避ひ感かんがあるにもかかわらず、なにかあるたびに亡ぼう命めい者しやだの難民だのが助けを求めてくるわけだ。そういうことが続いても、極きよく端たんな数がどっと流れこむことがなかったのは、さきほどアーシュラが剛士をたとえに用いてほのめかしたように、多くの人族が魔族をまず怖おそれているからである。

　アーシュラは剛士の顔にあらわれる様々な変化を観察している。

（なにを考えておられるのか）

　という風には疑うたがわない。彼女にとって剛士はその段だん階かいを過すぎている。〈カルネアデス〉作戦の際さいにおこった様々なイベントのおかげで、剛士という支し配はい者しやが魔王領にとっての利り益えきを第一に考えることをアーシュラは確信していた。むろん、彼女の脳のう裏りにはバハウスの森でランバルト兵を殺し、子供のように泣きゲロまで吐はいていた剛士の姿すがたが焼きついていた。汚よごれた顔を赤ん坊ぼうのように乳ち房ぶさへこすりつけ泣きわめいた剛士の姿が刻こく印いんされているのだ。

　いま彼女が考えていたのは、剛士がなにかを思いついた時、自分がどれだけ素す早ばやく彼の構こう想そうを理解し、具体的な方ほう策さくとして置き換かえられるか、だった。

　参さん謀ぼう総そう長ちよう、それにいろいろな難問の相談役として剛士が扱あつかってくれるからには、自分もその扱いに応こたえなければならないと考えている。つまりそれは彼女の忠誠心が魔王領にではなくこのちんちくりんの総そう帥すい閣かつ下かへ向けられるようになったこと、いや、小野寺剛士こそが魔王領なのだと思いはじめていることを教えているのだが……さすがに本人はそこまで気づいていない。ただ、剛士の危険を察したとき、陽光に身を焼かれながらも飛び続けた決意の記き憶おくがあるだけだ。

「あのさ」

　しばらくぼんやりした顔をしていたあとで剛士はいった。

「受け入れることばかり考えているからいけないんじゃないかな」

「困こまっている者たちを追いだせ、ということですか」

「いや、違うよ」剛士はあわてて首を振ふった。「視し点てんを変えるということ。あのさ、逃にげてくる人たちってほとんどは、好きで逃げてきたわけじゃないでしょ？　できることなら故郷に住んでいたい人たちがほとんどでしょ？」

「多いでしょうね、確たしかに」

「だったら……その人たちが故郷へ戻もどることが可か能のうなようにしてあげるのが一番じゃないかな」

「ですが、原げん因いんは大たい抵ていの場合内ない乱らんですから……亡命者や難民に軍事援えん助じよをおこなうということになりますが」

「それだともう一方の側からとんでもない恨うらみを買うことになるよ。魔王領中で逆さか恨うらみのテロがおこりかねない」

「ええ、間違いなく」

「これからは先手を打つことにしたらどうかな」

「先手？」

「うん。魔王領にはＣＭＡもあればＭＮＮもある。どこかで面めん倒どうがおきそうな時、一番はやく情じよう報ほうが手にはいるはずだ」

「人族国家へ積極的に干かん渉しようすべきだとおっしゃるのですか？」

「なんか悪の帝てい国こくみたいだけどね。内乱がおきたり、難民がどばどばやってきて社会問題になるよりは幸せな連中の数が多いんじゃないかな」

「閣下……それによって、魔王領が得る利益についてうかがってよろしいですか」

「うん。まだよくまとまってないんだけど」

　剛士はぷくぷくした指を折って数え上げた。

「まずさ、難民問題そのものが生じない。問題がなければ悩なやむこともない。それにそのまあ……魔王領が口だしをするということは、魔族のブラントラントでの地位を高めることにもつながる。もちろん、そうだからこその面倒も起きるとはおもうんだけど」

「いえ、いまの要点はよくわかります。ですが……具体的な方法となると、どうしても軍事力を用いなければなりません」

「やっぱりそうかなあ」

「そうですよ」アーシュラはおもわず苦く笑しようを浮うかべてしまった。「話し合いで解決しないから内乱になるわけですから。唄うたったり踊おどったり話し合ったりで済すむならいまごろブラントラント中が目を不自然に輝かがやかせながらマスゲームでもやっています」

「うん。じゃあさ、単たん独どくでは絶ぜつ対たいにやらないことにする。よその国と手を組んでやる。それにもう少しいい方法もあるとおもう」

「いい方法？」

「問題をかかえた国で内乱になりそうな雰ふん囲い気きが漂ただよい始めた段階で、国際問題にしちゃうんだ。たとえばさ、内乱の原因っていうのはまあ……権けん力りよく争いだったり、景気があまりにも悪かったり、でしょ？」

「ええ」

「その段階で国際問題にしてしまう。権力争いの内情を調べてどんどんブラントラント中に流してしまえば秘ひ密みつもなにもあったもんじゃないから……」

「やりにくいことこのうえないでしょうね」アーシュラはうなずいた。正直なところ、舌したを巻まいていた。「しかしそんなことをよく……」

「別に僕ぼくが考えたわけじゃないよ」剛士は首を横に振ふった。

　陰いん謀ぼうというとアレだが、要するにそうしたもの、秘密めかしたあれこれに国家や個こ人じんが魅み力りよくを感じてわくわくしてしまうのが現げん在ざいのブラントラントのノリである。魔王領もこれまでは同じだった。以前の魔王様たちも、まあ、そういう感覚が維い持じされていた時代の天抜から放ほうりだされていたからだ。ちなみに田中さんはノリが違ちがう時代の人であったけれど、秘密とか陰謀とか耳にすると心しん臓ぞうのスロットルが開いてしまう人だったので、やはりそうした感覚に疑ぎ問もんを覚えなかった。

　剛士は違っていた。月つき並なみな表現になるが、国家がどれほど規き制せいをかけようと、インターネットなどで情報がざばざば漏もれてしまう時代の人なのだ。情報に対して抱いだく価か値ち観かんが違う。国民がコンピュータも買えないほど貧びん乏ぼうな国を例外として、自由ってなに、それっておいしいの？　という国でさえ秘密だの陰謀だのを守りきれない世界から剛士はやってきた。仮かりに戦争を企たくらんだとしても、容よう赦しやない取材活動を繰くり広げる国こく際さい的な通信社やテレビ局、なんかいまの政せい府ふ気にいらねー、という人々によって情報が世界中に、それも秘密が大好きな情報機関より素す早ばやく伝えられる世界が剛士の故郷ふるさとなのだ。たとえアメリカ合がつ衆しゆう国こく大だい統とう領りようであっても、軍やＣＩＡの報ほう告こくより、ＣＮＮ、つまりただの民間テレビ局の生なま中ちゆう継けいが最初の情じよう報ほう源げんになるというとんでもない世界なのである。

　だからこそ、剛士は自分のおもいつきが特とく殊しゆなものだとは考えていない。ブラントラントにはＭＮＮだってあるしジンビューワーも拡ひろがってるし、魔ま王おう領りよう限げん定ていとはいえジンウェブと呼よばれるインターネットじみたものもあるから似にたようにやってしまえ、とおもっただけである。その効こう果かについてはさらに単たん純じゆんな判はん断だんをくだしている。秘密めかしているうちに手て遅おくれになるより、流れを良くして素早く必要な情報を拾いあげ、判断をくだした方がいいだろうと考えただけだ。まあ、株かぶ式しき投とう資しに近い感覚だが──剛士の知ち識しきからいえばネットオークションの応おう用ようかもしれない。なおこの場合、情報の選せん択たくが大変になるが……剛士には肝かん心じんな時に限かぎっていまいちアテにならないプロバイダよりよほど信用できるＣＭＡがあるので、かなり安心していられる。

「誰だれが考えたものであろうと関係ありません」アーシュラは剛士のはにかみを否ひ定ていした。

「閣かつ下かが魔王領のためにそれを用いられることだけが重要です」

「いや、うん、その……でね」剛士は照れながら話を元に戻した。

「そうやってブラントラント中に情報を流し、周り中から横やりを入れて内戦を食い止める。起こってしまった場合はブラントラント中の国から軍隊をだして割わってはいる。景気が悪い場合は……援えん助じよとか、いろいろ手があるはずだ。なんていうのか、火の手があがる前に水を掛かける感じで」

「素す晴ばらしいお考えですが……恨うらまれることはかわりませんよ」アーシュラは不安だった。この御方が手を付けると、水をかけるどころか、ダムの放水になりかねない、とおもっていた。大だい洪こう水ずいだと考えなかったのは──剛士が実にイヤな計算の仕方ができると知っているからだった。

「うん、だから、すぐには効果がでないかもしれないけど……たとえば、魔王領にも大学とか研究機関とかいっぱいあるでしょ？　そこに、各国からの留りゆう学がく生せいをごっそり受け入れたらどうかとおもって」

「どんな効果を狙ねらっておられるのですか？」

「魔王領の物の考え方を知っている人がブラントラント中で増ふえる。ここではもともと差別とかそういう考え方が薄うすいから……いいことだとおもうんだけど。それに、なにかあった時、相手側に魔王領風の物の考え方が通じることも期待できるよ。10年や20年ではいけないかもしれないけれど、50年、１００年の長さで考えたら……」

「問題も生じるでしょう」

「それは覚かく悟ごする。もちろん留学生の受け入れは学費生活費全部コミでこっちが引き受ける。名のみの留学生で実じつ際さいは出で稼かせぎ、なんて人がまじらないようにするためにもね。実は僕の故郷でそういう事じ件けんがよくあったから。だから、極きよく端たんなこといっちゃえば、向こうの国の中流家庭以上の出身者しか受け入れない、とか。お金がなくて教育を受けられない頭のいい人しか呼よばない、とか」

「……露ろ骨こつ、ですね」

「仕方ないよ。なによりもまず魔王領のためにすることなんだから」剛士はうなずいた。

「絶ぜつ対たいにさ、理想とか、善意とか、そういったものじゃない。もちろんアレ、成せい績せきのいい人はさ、出身した国の文化とかそういうのを教えてもらう先生として魔王領で雇やとったりしてバランスはとるけど──全体で10の儲もうけだとしたら、６、いや、７は魔王領の取り分にするためにそうする。たとえ戦争になっても……その国の人間すべてを敵てきにまわさない方法っていうべきかもしれない」

　アーシュラは剛士を見つめたまま考えこんだ。

　確たしかに、いい案のようにもおもえる。実のところ、剛士君のいっていることは地球で批ひ判はんされがちな文化帝てい国こく主しゆ義ぎのどこかにあてはまる考え方なのだが、だから悪い、ともいい切れない。彼は理想主義者でも悪の大魔王（いえ、確たしかに将来の魔王ですが）でもなく、魔王領の繁はん栄えいをまず考えなければならない政せい治じ家かでもあるからだ。そして政治とは、善意、正義、信しん頼らいという徳とく目もくを貪むさぼり食いながら──利用しつくしながら、現実的な成果を……国民が暢気のんきに暮らせる毎日という状態を導みちびきだすものでしかない。

　だから、魔族の文化がブラントラントにひろがることは、少なくとも魔王領にとっては絶対にプラスなのである。戦争というものは、お互たがいに対する無む理り解かいが原げん因いんになっているからだ。剛士は、それを現実的なレベルでなんとかしようといっている。魔族の寿じゆ命みようが長いという特殊条じよう件けんを背はい景けいにしている案だが、決して絵空事ではない。彼が口にしているのは現実を無視した理り想そう論ろんではなく──魔王領の利り益えきを追求する国家の長期戦せん略りやくなのだ。

「研究させてみましょう」アーシュラはいった。「自分も、その価値はあるとおもいます」

「そう？　良かった」

　剛士は笑えみ崩くずれた。いままで国家の長期戦略を考えていたとはおもえない、子供のような笑顔だった。

　アーシュラも口元をほころばせた。はっとする。もうずいぶん長い間剛士と見つめ合っていたことに、いまさらのように気づいたのだ。

　わけもわからずに胸むねが高鳴った。ヴァンピレラ・ビューティはあわてて顔をうつむけ、口元をひきしめた。

「どうかした？」剛士がのぞきこんだ。「なんか、怒おこらせた？　僕、気に入らないことでもいった？」

　アーシュラは下した唇くちびるを噛かんだ。また気分がかわり、いまは笑いを懸けん命めいにこらえていた。

　さきほどまであれほど冷静に国のことを考えていたというのに、ただの人に戻もどればこのとおり。情なさけないなどという言葉すらあてはまらないほど。そういうことなのだ。それがこの御方なのだ。だからこそ、なのだ。

　しかし、素す直なおになだめてやるのは癪しやくに障さわった。なんといってもフィラ・マレルのことがある。口にだしたことはないものの、スフィアにくらべて自分への扱あつかいが軽くおもえてならないことも気になっていた。だから、苛いじめてやることにした。

「怒ってなどいません」アーシュラはぷいと顔をそむけた。「ただ、拗すねているだけです」

「拗ねて、って……」剛士は呆あつ気けにとられた。

　おもいあたることはないではない。もともとお姉様系けいに弱いのもあって、剛士はアーシュラを常じよう人じん（って、確かに人じゃありませんが）以上の存そん在ざいとおもいこんでいるところがあった。まあそうだといえばそうなのだ。まさに彼女は規き格かく外がいなのである。ヴァンピレラで性せい格かくは一いち途ずで生き一本、お姫ひめ様さまみたいな立場で頭が良くて軍政──軍隊の運うん営えい管かん理りがうまくて戦士としても強くておまけに美人。夢ゆめを越こえる存在というかなんというか、まるで地上マップでも使えるノ○エ・ジールII、泥どろ沼ぬまでも平気で動き回るキングタイガー、イージスシステムと対たい潜せんヘリと対たい艦かんミサイルを装そう備びした戦艦大和やまと、みたいな人なのである。男に置き換かえるなら、サッカー部のキャプテンでバンドのリーダー、不良だけど成せい績せきよくて、乱らん暴ぼうだけど優やさしくて、大人びているけれど子こ供どもっぽくて、性せい体たい験けん豊ほう富ふだけどあなたのためだけに生まれてきた、でもってもちろんやおいっぽい美形で金持ちの息子むすこ、ってなものだ。

　だから剛士はいつも彼女なら大だい丈じよう夫ぶだと扱いがちだ。スフィアとはまた別の意味で夢のような存在だから、そのように接せつしてしまう。アーシュラなら大丈夫。アーシュラならわかってくれる。

　──もちろんそんなはずはないのだ。異い世せ界かいの人で、吸きゆう血けつ族の公こう女じよ様さまといっても実はお年とし頃ごろのお嬢じようさん、オヤジ雑ざつ誌し風ふうに書くなら魔ま王おう軍にお勤つとめのアーシュラ（１７８）なのである。どんなもの凄すごい人にも欠点があるように、彼女にだって限げん界かいはある。属ぞく性せい以外の部分ではナマの個こ人じんだという当たり前の事実だ。

　だから、こんな時は慌あわてふためいてしまう。学校や戦場でのロクでもない体験があるとはいえ、それだけで他者を、ましてや異性を理解できるようになるわけではない、という事実にいまさらながらに気づいている。そして彼は、自分の過あやまちに気づかないほどバカでもない。でもってイロイロとねじ曲がった性格なものだから、そうした恥はずかしい真ま似ねをしていた自分がたまらなくなる。穴あなを掘ほって爆ばく薬やくしかけてその中にはいって起爆スイッチ押おしてもまだ足りない。お願いだからレーザー誘ゆう導どう装そう置ちを装着した５００ポンド爆弾４発搭とう載さいの戦せん闘とう爆ばく撃げき機きを一個小隊呼よんで僕の頭の上に全ぜん弾だん一いち撃げき投下してくれ、と要よう請せいしたいぐらいのものなのである。

　一方のアーシュラは──哀あわれなほどに取り乱みだしている魔王領りよう総そう帥すいを横目で見ているうちに、バカバカしい気分になっていた。まず、人ひと並なみ以上の自じ尊そん心しんを持っている個人として、自分の振ふるまいが。そして、祖そ国こくに一息つかせたこの異世界の少年を精せい神しん的に玩もてあそんだ行こう為いそのものが。

　だから、とりあえずは許ゆるしてやることにした。彼の求める夢のようなアーシュラを演えんじてやることにした。かつて父に教えられた言葉が脳のう裏りに蘇よみがえっていた。娘むすめや、男ほど扱いやすいものはない。三度おだてて一度脅おどせばそれでいい。涙なみだをつけくわえたなら完かん璧ぺきだ。それで男はおまえの奴ど隷れい──もしおまえが女として男を手に入れたいならば。競きそいあいたいならばまた別だが。

　わたしはいい気になっている、アーシュラはおもった。かつては陛へい下か。いまは閣かつ下か。陛下はわたしを女としてはみてくれなかった。それに引き替かえ、閣下は、それがいいことなのかどうかわからないけれど、わたしが女であることを片かた時ときも忘わすれていないようにおもえる。そうでありながら、わたしの能のう力りよくに全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを抱いだいてくださる。

　だからこそ、わたしがかつて陛下のことを想おもっていたことを知りつつ、このように扱ってくださるのだ。なら、わたしはどうすべきなのか。吸血族公女であるわたしには本当の意味の自由はない。目の前に示しめされたなかで最良のものを選び取るしかないのだ。

　いまのわたしにとってその最良のものとは──

「いいのです、閣下」そう口にした時の彼女はすでにいつものアーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールだった。

「ああ、え、うん」

　剛士はあからさまにほっとした表情だった。やはりというか当然というか、あまりよくわかっていないからである。この数ヶ月、天抜で過すごした時間とは大おお違ちがいの毎日を送ってきたが、わけても慣なれることができないのは悪いクスリでもやったのかといいたくなるほどに自分のまわりに美女・美少女・美び幼よう女じよが存在していることである。環かん境きようの激げき変へんに身体からだも意い識しきも追いついていない。そのワリにはあんたイロイロと手をだしとるがな、というのはあるのだが、これまた当然である。彼はさあどうぞといわれてあのブドウは酸すっぱいに違いない、と大いなる後こう悔かいとともに断だん言げんしてしまうことにやましさを覚えるたちである。やっぱり酸っぱかったと涙なみだにくれる方が健けん康こうにも人生にもプラスだと考える良識ある少年なのだ。それにまあ、その場の勢いきおいというのもあるし。いい加か減げんといえばいい加減だが、そういうことがなければ今日と違う明日はこないのだからいいだろう。

「では……他に御ご用ようがなければ」アーシュラが腰こしを浮うかしかけたその時、荒あら々あらしく廊ろう下かに続くドアが開いた。

　反はん射しや的にアーシュラは身み構がまえた。すぐに警けい戒かいを解とく。入ってきたのは書類を振ふりかざしたセシエだった。

「わかった！　わかったよ！」

　今度は剛士の表情が厳きびしくなった。

「田中さん……だよね？」

「ウルリス、王おう城じよう、幽ゆう閉へい用ようの尖せん塔とうのてっぺん」興こう奮ふんしているのだろう、セシエは必要な情じよう報ほうだけをぶつぎりで口にした。しかしそれで充じゆう分ぶんだ。

「間違いは……あるわけないか」

「芸もナニもないけどね」セシエはうなずいた。

「オの字が好きな精せい霊れいさんの一番密みつ集しゆうしている場所をセントールにある全部の砦とりでから感知させたの。で、あとはそれぞれの砦でもっとも強く感じた方向に向けて地図上で線をのばしたら……ウルリスだったわけ。でもってこまかい地図でもう一度線をひきなおしてみたら……なのよ。もちろん、エージェントからの情報も参考にしたけど」

　うーん、と剛士は腕うで組ぐみした。田中さんはまあ当然といえばこれ以上当然なところはない、という場所に押おし込こめられていたわけだが、果たして救出作戦を試みるとなると、これほど面めん倒どうな場所もない。もっとも防ぼう備びの固いところなのだ。

　新たな足音が廊下に響ひびき、意外な取り合わせの顔ぶれが姿すがたをあらわした。フィラ、ラッシュバーン、リア、それに玉藻である。フィラと玉藻は楽しげな様子で、リアはラッシュバーンの首にまたがっていた。

「玉藻殿どのの手て管くだはたいしたものだな、我わが君」フィラがいった。「我が国の大使の心根を見事に掴つかんでいる」

「あ──うん」剛士はうなずいた。コレバーンとパライソの大使がなにを考えているか、本国からどんな訓令を受けているのかという玉藻の推すい定ていはすでに剛士も報告を受けていた。両国とも、即そく座ざに戦争をどうこうしようという余よ裕ゆうはない、ということである。ＣＭＡの情報からも裏うら付づけはとれていた。ともかく、コレバーンもパライソも独どく自じで動く気配はない。

「お兄ちゃんお兄ちゃん」リアがラッシュバーンの角をつかみながら手を振った。「あのね、今度僕ぼくとズゥもドラゴンの訓練手伝って欲ほしいって」

　剛士はラッシュバーンをうかがった。

「お願いしましたよ、閣下。すこし考えがありまして」リアを気き遣づかってか、火をつけない葉は巻まきをくわえたままのラッシュバーンは応おうじた。

　剛士はうなずいた。ズゥが戦いには向かない、あるいは本人に全然その気がないという事実をどう解かい釈しやくしているのかはたずねない。ラッシュバーンならばなにかそれなりの考えがあるのだろうし、成果があがれば報告がすぐにあるだろうと受け取った。

「ところで閣下、これを」

　ラッシュバーンは一いつ冊さつの報告書を差しだした。ドラゴン部隊の訓練、演えん習しゆうに関する報告書だった。前に彼が約束した本物の訓練と演習に関するものである。

「数字はかなりしつこく検けん討とうさせました」彼はいった。どこぞの会社の粉ふん飾しよく決けつ算さんみたいな数字の魔ま術じゆつではないということである。

　剛士は受け取り、ぱらぱらとめくった。すぐにアーシュラへ手て渡わたす。即座に目を通したアーシュラが声を漏もらした。

「これは……」驚おどろきもあらわな顔をあげる。「すまないが、これは事実なのか、ラッシュバーン殿」

「ちょっと自じ慢まんしたくなりますね」ラッシュバーンはにやりとした。「問題は……予よ備びが少ないことでしょう。長期的な作戦になった場合、戦力の維い持じができません。ですが、一度や二度ならば……存ぞん分ぶんに暴あばれて御ご覧らんにいれます」

「一度に投入できる数は？」剛士がたずねた。声は乾かわいていた。

「３００というところでしょうか」

　剛士はうなずいた。３００頭のドラゴン。使いどころさえ間ま違ちがわなければ大戦力だ。おまけに、練度は驚くべきものだった。

　最さい精せい鋭えいの第１０１空中突とつ竜りゆう戦隊の見事さは無む論ろんだったが、他の部隊──第47、第３４３戦隊もかなりの技ぎ量りようを示しめした。三個戦隊あわせた平へい均きん目もく標ひよう破は壊かい率りつは96・７パーセントで、正直なところのけぞってしまうような結果というしかない。紛まぎれもなくラッシュバーンの功こう績せきだった。

「よく短期間でこれほどの成果を」アーシュラがつぶやいた。もっともな驚きだ。ラッシュバーンがドラゴン航空部隊すべてを任まかされたのは〈カルネアデス〉作戦以い降こうなのである。

「わたしの才さい能のう──と申しあげたいところですが、参さん謀ぼう総そう長ちよう。それに、実戦ではここまでうまくはいきません」ラッシュバーンはニヤリとした。「しかしまあ、自慢はできます……実じつ際さいは、兵の努力と、ドラゴンとしての育ちの影えい響きようですが。皆みな、卵たまごの殻からを尻尾しつぽにひっつけた時分から友達と群むれて飛びまわりますからね。あとはまあ……」

　ラッシュバーンはちらりと剛士をみた。アーシュラは鋭えい敏びんな感覚でその意味に気づいた。必要なのは、ドラゴンをその気にさせる指し導どう者しやだけだった、ということなのだ。



　控ひかえ室しつにいたスフィアは剛士にトルテを食べさせるタイミングを完全に失っていた。剛士とアーシュラの様子がおかしいことに気づき、固まっているうちに、出られなくなってしまったのである。

　このところ彼女をとらえていた説明のつかない感かん情じようはさらに強くなっていた。こめかみがずきずきと痛いたみを発している。

　わたしがここにいるのはさだめ。それだけ。必要とされるあいだ、剛士様の忠ちゆう実じつな僕しもべでいること。剛士様の望むすべてをかなえてさしあげること。それがわたしの幸せ。剛士様がお求めにならないことは気にする必要がない。そのはず。それでいいの。

　スフィアはぷっくりとした下した唇くちびるを噛かんだ。柔やわらかなふくらみから血の気が失うせる。整った顔面は蒼そう白はくだった。高い額ひたいに、脂あぶら汗あせが浮ういていた。心のなかで、何度も繰くり返していた。

　さだめ。さだめ。さだめ。さだめ。さだめ。

　──それに従したがって生きてきた。それ以外になんの目的もなかった。そうやって時を過すごしてきた。ナサ兄ちゃんの時もそう。だから剛士様とだって平気。絶ぜつ対たいに平気。わたしはそういう存そん在ざい。そう決まっている。



    

  
    
      　スフィアはトルテの載のったお盆ぼんをそっと小さなテーブルへ置いた。深しん呼こ吸きゆうをし、気分を落ち着けようとする。口を開き、息を吸すいこみかけて……肺はいが、吸いこむより吐はきだしたがっていることにはじめて気づいた。

　あわてて口を押おさえた。腕うでが、肩かたがふるふると震ふるえていた。喉のど奥おくから嗚お咽えつによく似にたものが何度か漏もれた。

　我が慢まんできなくなり、できうる限かぎり足音を忍しのばせ、廊ろう下かにでた。あの塔とうの上に向かうつもりだった。

　あそこならば、どれほど声をあげても大だい丈じよう夫ぶだろう。



　控室でスフィアがどうしていたか、剛士たちは知るよしもない。皆みなは賑にぎやかに話し合っているし、剛士自身は部屋の中をうろうろしていた。時たまたちどまり、ＷＭＭＣ──ワルキュラ・マニアック・モデリング・クラブが献けん上じようしてくれた大ジオラマをのぞきこんだり、壁かべの大地図を眺ながめたりしている。ラッシュバーンから離はなれた──田中さんの居い所どころがわかったと知らされて大喜びのリアがちょこまかと後をついてまわり、あれこれ話しかけているが、生返事ばかりだ。

　彼が妙みようなことにまず気づいたのはフィラとアーシュラだった。玉藻たちがほんの少し出で遅おくれたのは、ラッシュバーンやセシエの報ほう告こく書しよに目をとおしていたり、葉巻に火をつけたりしていたからである。

　自然と目配せが交かわされ、会話が止やんだ。

　剛士はなおもうろうろしている。後をついてまわっているリアも、学生服の袖そでを掴んでいるだけでなにもいわない。彼女も気づいているのだ。

　しばらくして剛士は机つくえに戻もどった。なにを思ったか報告書へ再び目をとおしている。表情にはシャレがない。フィラ以外の全員がその顔つきの持つ意味を知っていた。彼の内部に備そなえられている高速怨おん念ねん増ぞう殖しよく炉ろが作動しているに違いなかった。いや、知らないはずのフィラでさえ納なつ得とくのいった顔つきになっている。あの夜、震ふるえながらも懸けん命めいに虚きよ勢せいを張はって自分を庇かばおうとした少年の──いや、おとこの後ろ姿すがたからすべてが類るい推すいできるとでもいいたげであった。

　数分ほど書類を眺めたあとで、剛士は椅い子すに身体からだを沈しずみこませる。短足をぶらぶらさせながらあぶぶぶ、などとつぶやき、長々と息を吐いた。

「閣かつ下か？」もういいだろうと、アーシュラがたずねた。

「あ、うん、ごめん」剛士は椅子の上であぐらを組みながらこたえた。

「なにかおもいつかれたな、我わが君」フィラがにやりとした。

「素人しろうと考えかもしれないんだけどさ」剛士はいった。「聞いてくれるかな」

「はい、閣下」

「いいよ、お兄ちゃん」

「さあ、はやく、我が君」

　ラッシュバーンが葉は巻まきをくわえなおした。セシエが執しつ務む机づくえの上にお尻しりをのせる。返事のかわりということだろう。

　剛士はうなずき、ほんの少しだけ息を吸いこみ、つとめてさりげない調子でいった。

「ドラゴンでウルリスを叩たたけないかな？」



    

  
    
      そのころ、どこかの世界で。



    

  
    
      　ビームブレードが虚こ空くうを切り裂さき、強きよう烈れつな閃せん光こうを発した。しかし撃げき破ははできない。がっしりとビームの刃はを受け止めた人型──剛鉄二一型のＰキャンセラーが強きよう制せい作動した。機体に伝わったエネルギー衝撃をすべてのバーニア・スラスターから補ほ償しよう等量放出し、周囲にスゥイフト粒りゆう子しの消しよう滅めつ光こうを明滅させる。

「ちぇぇい」

　ガイス・アッシュは忌いま々いましげに叫さけんだ。

「新型でも奴やつを屠ほふれんというのかっ、ゲＧジＪェＥの青い化け物めっ」

「そう簡かん単たんにさせやしない！」

　高たか野の千ち秋あきはメインスラスターをフルブーストさせ、剛ごう鉄てつをアッシュのアイゼルンのセンシング圏けん外がいに滑すべりこませた。統とう合ごう戦せん術じゆつパネルは警けい告こくだらけだ。いまの一撃だけでシステムに20パーセント以上のダメージを受けている。千秋の受けたショックも大きい。戦せん闘とう宇う宙ちゆう服ふくを着ていてさえ女らしさを主しゆ張ちようしている胸むねのふくらみが激はげしく振しん幅ぷくを繰くり返していた。おもわず、声を漏らしてしまう。

「さすが黒い流星……次は耐たえられない」

「逃のがすかぁ！」

　アッシュもアイゼルンを全力加速させ、剛鉄を追撃する。地ち球きゆう圏けんデモクラシー連合が開発した最強のパワード・ストライカーが大日本帝国ＧＪＥ最強の機体を追う。もはやその戦いは、常じよう人じんのついてゆけるものではなかった。二機のパワード・ストライカーは地球軌き道どうで繰り広げられる戦いを無む視ししながらお互たがいだけを追い求めた。

　重機動襲しゆう撃げき艦かん・摩ま耶やの戦闘艦かん橋きようでは二機を追つい尾びしていたオペレーターの石いし川かわが悲鳴のような報ほう告こくをもたらしていた。

「剛鉄、さらに加速しています！　システムバックアップ限げん界かい越こえました！　このままではＨＯＮＯＫＡ、強制作動します！」

「艦長？」操そう舵だ手しゆの初はつ瀬せが振ふり返った。後を追うべきかどうかたずねているのだ。

「異い世せ界かいからやってきたアブノーマル・タイプの戦いってことさ」艦長の中なか山やまは唸うなるように応おうじ、厳きびしい表情で命じた。「放ほうっておけ！　千秋が黒い流星をひきつけていれば味方は敵てき防ぼう衛えい線せんを突とつ破ぱできる。弾だん幕まく薄うすめるなよ！　連合艦隊主力はまだか！」

　無数のミサイルとビームが交こう錯さくし、何機ものパワード・ストライカーと何なん隻せきもの宇宙艦が砕くだけ散るなか、摩耶は機動要よう塞さいフリーダムへの距きよ離りを狭せばめていった。



「はははっ、そこ、そこかぁっ」

　アッシュは冴さえていた。自分でも信じられないほどだ。剛鉄を一撃では倒たおせなかったものの、逃にげられることも圧あつ倒とうされることもない。いまも、コンピュータよりも先に予よ測そくした剛鉄の未来位置に向けてレーザーキャノンを連れん射しやしていた。

「見えている。わたしにも見えているぞっ、この日帝ＧＪＥの走い狗ぬめっ」

　千秋は小気味よい回かい避ひ機動を繰り返しながらダミーボールを放出した。アイゼルンのレーザーはそのすべてを次々と破は壊かいする。

「なによ、アッシュもアブノーマルだというのっ……くそぉぉぉっ」

　千秋は強ごう引いんな減げん速そくとともにアイゼルンへ機体正面を向けた。捨すてきれない動どう力りよ炉くろの余よ熱ねつによって灼しやく熱ねつしている剛鉄の主しゆ砲ほうをぴたりと向け、感覚が教える位置に向けて次々と発砲する。

「やらせない！　ガイス・アッシュ、あんたにだけはやらせない！　フリーダムなんてものを地球軌道に据すえられたら日本帝てい国こくは……帝国はやられちゃう！　そんなことはさせない！　あたしと剛鉄で帝国は守ってみせる！」

　次々と襲おそいかかってくる46センチビームキャノンの光こう条じようをアッシュは軽々と回かい避ひした。無線の周波数を合わせて千秋へ呼よびかける。

「はははっ、ゴーテツ……いや、チアキ！　おまえが、おまえがいけないのだよ！」

「なによ！なんだっていうのよ！」千秋は叫びかえした。

「おまえはラールを殺した！　ラールは……わたしの兄になりうる人だったのだ！」

「なにいってんのよこのホモ！　いいからとっとと死ね！」

　千秋の意い識しきが一点に集束する。ヘルメットセンサーがアブノーマル・エネルギーを感知した。統合戦術パネルが明滅する。ぶーん、という唸うなりと共に、大きなＨの文字があらわれた。ＨＯＮＯＫＡ──高度組織化結節兵器動的突撃ハイ・オーガナイズド・ノード・オードナンス・キネテイツク・アサルトシステムが作動したのである。

「動いた！　動いたのね、ＨＯＮＯＫＡ！」千秋は叫んだ。ＨＯＮＯＫＡ。それは、学校のグラウンドで走り幅はば跳とびをキメた瞬しゆん間かん、地球を支し配はいする大日本帝国と月を支配する連中との戦いに巻まきこまれた彼女の、この世界でもっとも信しん頼らいする存そん在ざいだった。

　力がわきでた。意い識しきも増ぞう幅ふくされてゆく。千秋は地球でも宇宙でもストレスを抱かかえまくっている者だけが発はつ揮きできるアブノーマルの力をフルにときはなち、アッシュへ迫せまろうとした。

「お願い、ＨＯＮＯＫＡ！」

──が、返事がない。

「どうしたの？」千秋は叫んだ。不安がわき起こる。「一体……」

　統合戦術パネルにクールなテキストが表ひよう示じされた。

『なんか盛もり上がってるところ悪いけれど、やっぱり、この世界、ダメみたい。やめ』

「はいぃぃぃ？」

　一瞬のち、剛鉄はレーザーの直撃を喰くらってただの残ざん骸がいになった。高野千秋、パワード・ストライカー最強のエースとなった女子高校生も別の次元へと消え去った。



「うーん、なかなかうまくいかないものね」

　激げき戦せんの続く衛星軌道に天あま抜ぬき高校の制せい服ふく姿すがたの少女がたち、腕うで組ぐみしていた。宇宙服は身につけていないが、なんの影えい響きようもないらしい。

「わたしが直ちよく接せつコントロールするだけならいいかとおもったんだけどな……」

　少女──小お野の寺でら剛ごう士しが朧おぼろ野のほのかとして知っていた存在は残念そうな表情を浮うかべた。

「ちょっと根こん性じようのある人を連れてくると、どうしてすぐドンバチが始まるのかしら。といっても根っからの平和主しゆ義ぎ者しやを連れてくるといつのまにか文明が退たい化かしちゃうし……これなら剛士の相手をずっとしてるほうがマシだったかな。そういえば、どんな感じだろう？」

　ほのかは瞼まぶたを閉とじた。なにかを探さぐるような表情になる。

　うーん、と呻うめいた。

「少し目を離はなしていたらこれか……油ゆ断だんも隙すきもないわね。でも、あそこはわたしが組み立てたんじゃない天然の世界だから……やっぱり、人ひと任まかせにしてるの、まずいかな」

　ほのかは周囲を眺ながめた。繰くり広げられている激げき戦せんにはなんの感かん慨がいも抱いだいていないらしい。

「ま、こんなオリジナリティに欠けてる世界なんかどうでもいいか。だいたいどうしてなのかな、願望のままの世界を造つくってあげると必ずアニメやコミックで見たような世界しかできあがらないし、やたらと立りつ派ぱなことほざきたがるワリには奴ど隷れい根性丸出しの英えい雄ゆう崇すう拝はいノリになりがちというのは──ま、いいや。なしなし」

　ほのかは虚こ空くうに向けて両腕を振ふり上げた。振り下ろす。激戦の宇う宙ちゆうはその一振りだけで消え去った。後に残ったのは、彼女だけ。周囲にはなにもない。

「ともかく、行ってみよう。煮に詰つまってるようだったらまた手をだしてみてもおもしろそうだし」

　ほのかの全身が光を発した。薄れゆく姿の向こうからつぶやきがきこえた。

「もう優やさしくなんかしてあげないんだからね、剛士」



    

  
    
      
        

        剛士君（17）の戦争
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　劇げき場じようの魔ま導どうスクリーンには荒あれ果てた戦場に立つ少年の姿すがたが映うつし出されていた。長身で、少し女じよ性せい的な印象すらうけるほどの美形。学生服があつらえたように良く似に合あっていた。

──一陣じんの風が吹ふき、マントがなびく。

　アングルがかわり、少年の顔がアップになる。彼の目にはいっぱいに涙なみだが溜たまっていた。

　少年は、ぽつりと呟つぶやいた。

「……戦いは、いつも虚むなしい」

　瞼まぶたを閉とじる。涙がこぼれ落ちた。

「だけど……僕ぼくは……僕は……」

　少年、両手で拳こぶしを握にぎり、絶ぜつ叫きようする。

「これからも戦い続ける！　すべての魔族たちのために！　そして……僕が、僕自身であるために！」

「うう……かっこいい……」左ひだり隣どなりの席でジュースとポップコーンを手に画面を食い入るように見つめていたリアがぼろぼろと涙をこぼした。彼女の肩かたに載のった玉たま藻もはお狐きつね様さまモードのままその感想に同意している。

「ああ……剛ごう士し様、素す敵てき」右隣の席でハンカチを涙で濡ぬらしながら見ていたスフィアが瞳ひとみをきらきらさせながらうっとりとつぶやいた。

「むう……あのように反戦的なセリフをこともあろうに閣かつ下かの言葉として語らせるとは……」紅くれないの瞳をぎらぎらときらめかせながら呻うめいたのは真後ろに座すわっていたアーシュラ。

「演えん出しゆつが陳ちん腐ぷにすぎるぞ」バカにしたように鼻を鳴らしたのは右後ろのフィラ・マレル。

「ふー、くかー、ふー」と左後ろから心地ここちよさげなイビキを響ひびかせているのは映えい画がが始まるや否いなや寝ねてしまったセシエ。

　前列の席に家族と共に座っているクォルン、ブーラーン、ジョス、ラッシュバーンたちはニヤニヤしながら背はい後ごの席せきを覗のぞき見ている。

　んで、その中央の特別席に腰こし掛かけた小お野の寺でら剛士は──あんぐりと口をあけたまま言葉もない。なにも考えられなくなっていた。

　いや、一つだけ頭の中をめぐっているものがある。それは、

（なんでこんなことになったんだろう）

　という後こう悔かいだった……。
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「映画？」魔王城じようの総そう帥すい執しつ務む室しつで魔王領りよう総帥のあまり見み栄ばえの良くない日にち常じよう業ぎよう務む……つまり書類仕事をこなしていた剛士はきょとんとした顔を浮うかべた。冒ぼう頭とうのシーンより一カ月ほど前の午後のことである。

「はい、映画です、剛士様」ストレートロングに伸のばした艶つややかな浅あさ黄ぎ色の髪かみをさらさらと揺ゆらしながらスフィアがうなずいた。やさしげな顔には微び笑しようが浮かび、ぱっちりした目は明るく輝かがやいている。いつものように天あか抜ぬけ高校女子制せい服ふくをきっちりと着こんだ手には面会予定者を記したファイルがあった。剛士のメイドさん兼けん専せん属ぞく医い師し兼カウンセラー兼シークレット・サービスである彼女は、最近では秘ひ書しよの仕事までこなしているのだ。本当は猫ねこ又またのミケ・ニャニャンゴ秘書官長を筆頭とする総帥秘書室という組そ織しきがあるのだが、彼女たちはそれこそ猫の手も借りたい状じよう態たいであるため、スフィアも手伝っている。

「いや、映画はいいけど」剛士は赤ん坊ぼう体形のちんまりした身体からだを椅い子すに沈しずみこませた。身につけているのはいつもどおり学生服である。魔族と人族が入り乱みだれ戦争を始めてしまったこのブラントラントへ異い世界地球の日本から飛ばされてきた身であるからイロイロとわからないことがあって当然だが、映画というのはあまりにも意外だった。

「剛士様のチキュウからやってきたものが元になっています」スフィアは説明した。「エア大図書館長様の元に本と一いつ緒しよに集まってくるので……それを一いつ般ぱん公開したのが始まりでした。いまでは魔王領にも独どく自じの映画産業が発達しています」

「いや、うん、それは知ってる。まさか魔王領で『七人の侍』のノーカット版を観みられるとはおもわなかった」

「では、面会の予定を組んでよろしいですね」

「いいけど……」

「なにか問題がありますか」スフィアは小首を傾かしげた。ちょっとがっかりしたようだ。映画業界の人に会ってみたいらしい、と剛士にはわかった。

「問題っていうか、あの……何の用があるの？」

「あ」スフィアは真っ赤になった。映画業界の人に会えることで舞まい上がり、基き本ほん的なことをすっぱりと忘わすれていたのにようやく気づいたのだった。



　翌よく日じつ、総帥謁えつ見けん室しつには剛士君の側近たちがずらりと顔を揃そろえていた。ちなみに本当はそんな必要など全然ない。民間企き業ぎようの代表者に剛士君が会うというだけのことだからである。なのにみながなんやかやと顔をだした理由は剛士にもわからなかった。

「では、よろしいですね」総帥の席に座った剛士へスフィアがたずねた。

「ああ、うん」

「衛兵、お通ししなさい」スフィアの澄すんだ声が謁見室に響ひびいた。待合室に続くドアが開き、儀ぎ典てん官かんの声が聞こえた。

「株式会社ワル映のテングー殿どの、おすすみなされませい！」

「あ、はいはいはい失礼します、ワルキュラ映画、略してワル映のテングーでございます」腰こしをかがめた姿し勢せいで入ってきたのは顔に笑いを貼はりつけた天てん狗ぐだった。真っ赤な顔にシンボリックな鼻はまんまだったが、身につけているのは企業舎しや弟ていをやっている不動産ブローカー並なみに下品なピンストライプのスーツで、足は天狗らしく朴ほお歯ばの高下げ駄たである。そのまま剛士の前へ進み出た彼は剛士にへこへこと挨あい拶さつした。なんだか知らないが天狗のプライドなどとうの昔に捨すてているらしい。

「えーこのたびはどうも、おそれ多くも総帥閣かつ下かのご尊顔をば拝はいしたてまつる栄を与あたえられ、恐きよう縮しゆくしておりますです、はい」

「用よう件けんはきいてるけど、本当ですか」テングーの態度に鼻はな白じらみながら剛士はたずねた。

「用件。え、それはもう本当も本当。わたくしどもの業界というものは生きペガサスの目を抜ぬくようなものでございまして、それはもう荒こう野やの素す浪ろう人にんが仁じん義ぎなき戦いを繰くり広げながらＥＴでタイタニックで男は辛つらいよ、な新企画を求めております。そこでわたくし、プロデューサーとしてぴーんときましたですよ。いま、魔ま王おう領りようで誰だれもが注目する人物といえば閣下のほかにおられません！　となれば決まっております、ここはひとつ閣下の一代記をどわーっと一発、『十じつ誡かい』を撮とったセシル・Ｂ・デミルが墓はかの下で青ざめるような長ちよう尺じやくモノの超大作で」

「一代記って、あの、17年しか生きてないんだけど」

「そこはもうそれ、脚きやく本ほんと演出で１７００年生きておられるかのようにカバーいたします。おまかせください！　ワル映えいには達者な監かん督とく脚本家がずらりと揃っておりますので」

「どうも……イヤだなぁ」剛士はこたえた。「僕は映画にするほど大したものじゃ……」

「なにをおっしゃいますか、閣下！」テングーは摩ま擦さつで煙けむりが生じるほど手をすり合わせながら否定した。

「閣下こそ魔王領の希望！　全すべての領民の星！　ブラントラント最高のスターです！」

「うーん」

「あ、はーいはーいボクボクぅ」傍かたわらに控ひかえていたショートの赤毛にくるりんおめめの幼よう女じよがぴょこたんぴょこたんと跳はねた。

「なに、リア」

「お兄ちゃん、映画好きだからボクが話していい？」

「……好きなの？」

　きらりん、とリアの目が輝かがやいた。

「ふっふっふー、ダテに外見幼女で68年生きてきたわけじゃないもん」

　そうなのであった。剛士の前ぜん任にん者──つーか、第二次セントール会戦で行方ゆくえ不ふ明めいになってしまった魔王陛へい下か、田中さん（属ぞく性せい・ロリ萌もえ）のナニであるリアは人間ではなくサタニアン、んでもって凄すご腕うでの魔法戦士で野戦指し揮き官かんとしても優ゆう秀しゆう、実年ねん齢れい68歳という非ひ常じよう識しきな存そん在ざいである。よくよく考えるならいまさらそこに映画マニアというのが付け加わってもカブりすぎだとか文もん句くをつけるほどではない。

「あの、閣下」

　剛士が納なつ得とくしかけたところで意外な人物が口を挟はさんだ。見事なボディラインを軍服で包んだヴァンピレラの美女である。

「なに、参さん謀ぼう総そう長ちよう」

　魔王軍参謀総長アーシュラ・ガス・アルカード・ドラクールは常つねにクールさを崩くずすことのない美び貌ぼうをかすかに俯うつむかせながら剛士にいった。

「リアは……『映画魔ま術じゆつ』の常連執しつ筆ぴつ者しやです。『ボクの採さい点てん表』というタイトルで映画ガイドを連れん載さいしています」

　その雑ざつ誌しなら剛士も知っていた。魔王領でも一番伝でん統とうのある映画雑誌である。

「へえー」剛士は驚おどろいてリアを見つめた。

「うふふふ」リアはにんまりとした。「だから、映画のことなら魔王領の双ふた葉ば十三郎と呼ばれるこのボクに任まかせて！」

「リア、双葉十三郎は男だ」アーシュラがすかさずツッこんだ。「それに日本で一番気合いの入った映画の見巧者だとか、レイモンド・チャンドラーの翻ほん訳やくも手がけたとか、テレビドラマのシナリオでも活かつ躍やくしたとか、いちいち説明をつけなければ映画好き以外にはわからん。それに、下手をすると映画関係者でチャンドラーといえば清水俊二じゃないかと間ま違ちがえる奴やつもいそうだ」

「じゃ、ポーリーン・ケイル！　『ダーティ・ハリー』を公開んときケナしたから、快かい作さくコメディ『ダーティ・ハリー５』で殺される映画評論家のモデルにされてたよ！」

「もっとわからん！」

　剛士は呆ぼう然ぜんと二人の会話に耳を傾かたむけていた。もしかして今回は最後に解かい説せつをつけなければ、いや、つけても全然通じないんじゃないか、とか、こんなことをいちいち地の文で語るなんて僕はなんて親切な主人公なんだろうとか、あれこれと考えがめぐっている。なかでも一番彼の心をとらえて放さないのはリアのみならずアーシュラまで映画好きであるという事実だった。もしかしたら吸きゆう血けつ族だというのと関係があるのかもしれない。

「……と、ともかくさ」ようやく口を挟んだ。放っておくとマニアな会話が果てしもなく続きそうだった。「ま、リアに任せるよ。良ければ参謀総長も」

「うん！」元気よくこたえるリア。

「あ……ありがとうございます」アーシュラもうなずいた。顔がほころんでしまわないように努力しているようだった。

「じゃあ、テングーさん」剛士に劣おとらず驚いているらしい天てん狗ぐのプロデューサーにうなずきかけた時、ちょいちょいと袖そでを引っ張ぱられた。スフィアである。

「……なに？」悪い予感とともに剛士はたずねた。

「あの……剛士様？」スフィアはキャラが違うんじゃないかと目を疑うたがいたくなるほどもじもじとしながら語ご尾びあげ発音でいった。

「わたくしも……混まざってはいけませんか？」

　剛士は溜ため息いきとともにうなずいた。「……いいけど」

「ありがとうございます！」スフィアはぱっと花のような笑えみを浮うかべた。

「ちょ、ちょっと待ったぁ！」これまで黙だまっていたフィラ・マレルが口を挟んだ。もともとは人族の商業国家、コレバーン連合王国の第三王女だが、イロイロな事じ情じようがあっていまは剛士の『お妾めかけさんみたいなもの』（本人談だん）になっている。少し元気が良すぎるが、プラチナブロンドの髪かみとエメラルドグリーンの瞳ひとみが印象的なグラマラスなお姉さんだ。

「我わが君ゴーシの一代記ともなれば後半は一大スペクタクルの戦せん闘とうシーンだな。もしシリーズ化を考えるなら第二次セントール会戦かそのあたりに違いない。他の映えい画がはダメだが戦争映画やアクション映画ならわたしも一口のりたいぞ」

「……コレバーンに映画ってあったの？」

「マジックＭ・ニューズＮ・ネットワークＮの映画専せん門もんチャンネルで観みていたのだ。幽ゆう閉へいされていたあいだ、ヒマだったしな」

「じゃ、フィラさんも。あ、それからフィラさんの身み許もとはまだ明かせないのを忘れないでね。テングーさんもそこんとこよろしく」

「あ、はいはいもちろん、誓せい約やく書しよでも胸むねの肉１ポンドでも」

　奇き妙みようなほど疲つかれてしまった剛士はぐったりと玉ぎよく座ざに沈しずみ込こんだ。すると、とん、と何かが膝ひざに飛び上がってきた。妖あやしさ全開の狐きつねさんが、なにか訴うつたえるように九本の尻尾しつぽをふるふるさせている。

「玉ちゃんも？」勘かん弁べんしてくれよ、とおもいながら剛士はたずねた。普ふ段だんはかれのマフラーだとかを営えい業ぎようしている方が好きな九尾の狐・玉藻はこっくりとうなずいた。

「好きにしてよ」剛士は額ひたいを押おさえた。「僕は関かかわりたくない。知りたくない」

　謁えつ見けんが終わったあと一人で執しつ務む室に向かった。映画好きであることが次々と明らかになった女じよ性せい陣じんはどこかの部屋でテングーをとっつかまえて話をしているのである。ちょっと寂さびしい気もしたが、ま、みんな気分転てん換かんになっていいよな、ともおもっている。最近の魔ま王おう領りようは戦争ばっかりだし、戦争以外でもあれこれと難なん問もんはあるし、で誰もがストレスが溜たまっているはずだった。

　後ろから足音が響ひびき、甘あまい香かおりがした。

「あれ、セシエ」振ふり向いた剛士はふわふわぽよよんの小こ柄がらなエルフを見つめた。見かけはちょっと軽そうなブロンド娘むすめだが、その実じつ態たいはブラントラントでも最高の情報収集能力を誇ほこる諜ちよう報ほう機き関かん、中央魔導局ＣＭＡの有能な長官である。

「あっち、いかなくていいの」剛士はたずねた。

「あたしはいいの」セシエはとろん、とした声でこたえた。「他のみんなが映画に目を奪うばわれてる間に閣かつ下かのそばにいて、点数稼かせいじゃおうかな、なんて」

　剛士は笑った。「それにしても……参さん謀ぼう総そう長ちようやスフィアまで映画が好きだとはおもわなかった。それぞれノリは違うみたいだけど」

「あら、あたしも好きよ、閣下」セシエはけろっといった。

「えっ」剛士は身を硬かたくした。

「あ、だいじょーぶだいじょーぶ」剛士の腕に自分の腕うでを絡からめながら彼女は笑った。

「あたしが好きなのはスプラッター物だから。もちろんロメロなんて甘いわよ。スプラッターといえばやっぱりイタリアの下品なのが最高！　ルチオ・フルチとかダリオ・アルジェントとか……」
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　というわけでいきなり映画好きの巣そう窟くつと化した大魔ま城じようである。普ふ段だんどおりの日にち常じようを過すごしているのは剛士とセシエぐらいなもの、後は全員がヒマを見つけては、いや、ヒマを無理やりつくりだしてはリアやアーシュラに自分のアイデアを売りこんでいた。プロデューサーのテングーにそれを総そう帥すい側の要望として伝えるのがこの二人であるからだ。

「単たん純じゆんな魔王領万ばん歳ざいの映画ではいけません」スフィアがいった。「剛士様の背せ負おっていらっしゃる苦しみも表現したものでないと」

「確たしかに」アーシュラがうなずいた。「しかしな、一歩間違えると太平洋戦争に負ける前に日本で撮とられていた戦意昂こう揚よう映画のようになるぞ。戦争に負けた後でそうした映画を観たアメリカ軍の将しよう校こうたちは『これは反戦映画だ』とのけぞったらしいからな。魔族一いつ般ぱんの国民性からして、そんな作品を公開すると本当に盛もり下がってしまう」

　とまあここまではまともである。二人とも自分の公的な立場を忘わすれずに話していた。

「大だい丈じよう夫ぶではないでしょうか」スフィアが手にした書類をめくりながらいった。先日テングーの提てい出しゆつした企画書である。「……総帥閣下と魔王領民が心の底から戦いを憎にくみつつ、故郷ふるさとをまもるため、やむなく剣けんをとる姿すがたを描えがく、となっていますから」

　が、その直後、リアの自信に満ちた声が響いた。

「甘い、甘いよ、スフィアねーちゃん」

「あら、リアちゃん、どうして」

　小首をかしげたスフィアにリアは人指し指をぴーん、と立てたポーズで告げた。

「この業界ではそんなもの全然アテにならないの。プロデューサーなんてとりあえず企画を通しちゃえば勝ちなんだから、そのためにはどんな嘘うそでもつくんだよ！」

「え、じゃあ」

「うーん」腕組みしたリアは天てん井じようを見上げて考え込んだ。

「まず、どのレベルの企画なのかを見み極きわめないと。あからさまにいえば、プロデューサー個こ人じんの企画なのか会社の企画なのかってところをはっきりさせる必要があるの」

「個人の企画？　組織に所しよ属ぞくしているのにそういう行動が許ゆるされるのか」アーシュラが眉まゆを寄よせた。

「あの世界ではね」リアはうなずいた。「前にへーかから教えてもらったんだけど、コミックとかのアニメ化企画とかでも話が出ただけで消えちゃうのがいっぱいあったんだって。そういうのは大たい抵てい、プロデューサー個人がやってみようかなーとかおもっただけなの。そういうおもいつきをあちこちに触ふれ回って、原作者とかの了りよう解かいも一いち応おうとって、その後で会社と交こう渉しようするの。なんか順番ムチャクチャだけど、しょせんはヤクザな商売だから」

「で……これはどうなの」スフィアが不安そうにたずねた。

「じゃーん、大丈夫！」リアはポケットに入れてあった紙をひらひらさせた。「ワル映の社長がハンコ捺おしてるから会社の企画。制せい作さく資し金きんのアテもついてるみたい」

「それはよかったが……よくわかったな。いかに映画業界に強いとはいえ」アーシュラは訝いぶかしげだった。

「なにいってんの、アーシュラねーちゃん」リアはぶいぶいと指を振ふり回した。「セシエねえちゃんとこに頼たのんだに決まってんでしょ！」

「ＣＭＡに」アーシュラは目を丸くした。「さすがにそれはまずくないか」

「だいじょぶだいじょぶ」リアは気にする様子もなくいった。「お兄ちゃんの映画で、軍の協力も要よう請せいしてるってことは国こく策さく映画ってことだもん、全然ＯＫ。ていうか、それぐらいしないと騙だまされちゃうから」

「スタッフとキャストも調べたの？」スフィアがおずおずとたずねた。どうやら、そこが一番気になるらしい。

「もっちろん」リアはうなずいた。「企画書ではゴブリン映画の巨きよ匠しよう、あの『七匹ひきのゴブリン』とか『ラフレシア四十郎』とかを撮とったアキラ・ブラッククリークに依い頼らいすることになってるけどこれはウソ。新作の撮さつ影えい準じゆん備びに入ってるから無理。それに、たとえスケジュールを押さえられたとしても頼まないほうがいいとおもう。巨匠になってから小こ難むずかしいお芸術ばっかしやってるからきっと失敗するよ」

「じゃあ、本当のところはどうなのだ」アーシュラがたずねた。

「うーん、有名どころではケシタ・キッターノ。しばらくつまんない旦だん那な芸げいばっかしやってたけど、この間の『ザ・十と一いち』ではプロとして観客を楽しませようとしてたから」

「んーと、どんな映画だったかしら」人指し指を立てて顎あごにあてたスフィアがいった。

「魔王領全土から集まったマッサージ師しが力をあわせて借金を踏ふみ倒たおそうとする映画だ」アーシュラは教えるとリアにたずねた。「しかしリア、場面描びよう写しやは当代随ずい一いちだがストーリーでは発想しないタイプの監督だぞ。閣下の一代記には向くまい」

「うん、でねー、ワル映もそれには気づいてるらしくて暴ぼう力りよく映画の巨匠ゼンジー抜ぬけ作さくに頼もうとしてるみたい。本人も乗り気だって」

「おお『仁じん義ぎなき魔界』や『県けん警けい対組そ織しきロリ』の抜作か」アーシュラの口元に笑みが浮かんだ。どうやらファンらしい。

　リアも満足そうだった。やはりファンなのだ。「でも、脚本とかに気をつけないと『不良債さい権けんの日』とか『あの世からのメッセージ』みたいになっちゃうから」

「ゼンジー抜作といえば脚本はカッツォ・カッサーラしかいるまい」アーシュラは決めつけた。「集しゆう団だん抗こう争そう劇げきの天才だぞ。いやまあ、ゼンジーには『仁義のハッテン場』という奇き跡せきの傑けつ作さくもあるが」

「むずかしいとおもう」リアは顔をしかめた。

「どうしてだ」

「ワル映はすでに依頼して初しよ稿こうがあがってるらしいんだけど……」
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「なにこれ」

　執しつ務む室しつで脚きやく本ほんを一読した剛士はリアにたずねた。ワル映から届とどいた初稿である。

「たしかブラントラントに飛ばされてきてからの話が中心になるんじゃなかった？」

「てへ」リアはぺろりと舌したをだした。

「天あま抜ぬけ高校に通っていたころのことが八割わりぐらい占しめてるよ」剛士はさすがに真しん剣けんな顔をしていた。「おまけに、僕が苛いじめを受けているシーンがそのうちの七割以上だし」

「カッツォ・カッサーラがいれこんじゃったみたいなの」リアは説明した。「もともと物語的な悲劇性をすごく重じゆう視しする人で……お兄ちゃんの高校生活に燃もえちゃったみたいで。でも……できはいいとおもうよ」

「確かにできはいいとおもうよ。読んでるうちにあのころのことをおもいだしてイヤな気分になった。観み終わったあとで自殺したくなりそうだ」剛士はこたえた。本当である。当代一流の脚本家カッサーラはできることなら忘れてしまいたい彼の惨みじめな過か去こを見事な物語に仕上げていた。

「でも、僕にはあのころ相手してくれる女の子なんていなかったし、理解してくれる先生もいなかった。一いつ緒しよに戦ってくれる仲間も──だから魔王領が好きなんだ」

「ほら、それは映画の演出で。でも、いいカンジでしょ？　特に苛めっ子を自じ衛えい隊たいから盗ぬすんだ攻こう撃げきヘリでジョン・レノンの『イマジン』を大音量で流しながら皆殺しにするシーンなんか、『地じ獄ごくの黙もく示し録ろく』より悪趣しゆ味みで燃えるよ！」

「やりすぎだよ」剛士は力の抜けた声をあげた。魔王領映画界の考え方についていけなくなり、怒おこる気になれなかった。

「あのころそんなことができたら苦労はなかった……だいたいこの、戦せん艦かん大和やまとの艦かん砲ぽう射しや撃げきの支し援えんを受けながら突とつ入にゆうする二万人の苛められっ子ってなに」

「……大作だから」

「却きやつ下か！」剛士は頭を抱かかえた。「だめ、だめ、ともかく天抜の話はだめ。ブラントラントに来てから、魔族のみんなをちゃんと描く話だったら文もん句くはつけないから」

「うーん、観たかったんだけどなー。フィラねーちゃんなんかすごく期待してたみたいだし。ま、初稿だからどうとでもなるけど」残念そうにつぶやきつつリアは脚本にメモした。

「ほかになにか希望、ある？」

「別にないけど……この、第二次セントール会戦のシーン、お金がかかりそうだね」

「マジック・グラフィックを使うらしいけど〉天抜のシーンがなくなるとしたら、もっとハデになるかも。ドラマ部分をどうつなぐんだろう。あ、そうか。やっぱラブシーン」

「ら、らぶしーんって」剛士は目を剥むいた。

「そりゃもうお兄ちゃんが魔族のことをどれだけ愛しているかを象しよう徴ちようする場面としてスフィアねーちゃんとかアーシュラねーちゃんと組んずほぐれつ一晩ばん中で。あ、どうせ映画だからボクとのシーンもいれて陛へい下かと同じ趣味のお客さんを喜ばせるのも……」

「う、うわ、うわわ」剛士は頭を抱かかえた。

「あ、それから、もうすぐクランクインだよ」剛士の困こん惑わくを無視してリアはいった。

　剛士はあんぐりと口をあけた。

「脚本直すんでしょ？」

　リアはそんなことも知らないのか、という表ひよう情じようで断だん言げんした。

「直しながら、撮るの。よくある話だよ！」
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　ランバルト王国の対魔王領戦最前線拠きよ点てん、マリウクス城塞──その作戦室では首しゆ脳のう部ぶの面々が頭を抱えていた。

「いったい何が目的なのだ」マリウクス防ぼう御ぎよ司令官、イーサン・ウランコールが呻うめいた。

「わかんない」弓兵隊を率ひきいる眼鏡めがねっ娘こ美少女フェイ・マラックスも当惑している。

「ろくな兵へい站たん準備もなしに数万の兵を魔都郊こう外がいに集結させるなんて……」

　マリウクスは、緊きん張ちようしていた。ワルキュラ郊外の演習場に集結しつつある魔王軍の目的がまったくつかめていなかったからである。

「前回はそれでしてやられた」近この衛え重じゆう騎き兵へいを率いるヴィル・グラッサー男爵が唸うなった。

「直ちに警けい戒かい態たい勢せいをとるべきだ」

〈カルネアデス〉作戦のことをいっていた。あの時ランバルト軍は剛士の陽動に引っ掛かかり、きりきり舞まいさせられるハメになったからである。ことに逆襲部隊を待ち伏ぶせされて逃にげ帰ることになったグラッサーにとっては苦すぎる記き憶おくだった。

「むろんだ」ウランコールはこたえた。「問題は、どの程てい度どまで備そなえておくかだ」

「強行偵てい察さつだ」グラッサーはいった。「ペガサス空中騎兵を大隊規き模ぼで投入して、ワルキュラ郊外へ侵しん入にゆうさせる。なにか必ず反応があるはずだ」

「罠わなじゃないかな」フェイがいった。

「罠だとしても仕方がない」グラッサーはこたえた。

「まずは先手をとることだ。オノデラゴウシが先に動けば、以前の二の舞まいになりかねん」

　二人は上官であるウランコールをみた。難しい顔をして腕組みしたウランコールはむうっ、と唸ったあと、表情を変えぬままうなずいた。

「よし。偵察をだそう。城塞は最高度の警戒態勢下に置く。ただし、偵察隊には損そん害がいを最低限に収めるよう命ずるぞ。戦力の余よ裕ゆうがあるわけではないからな」

　もちろん彼らはそれが映画の撮さつ影えいだなどとは考えもしていない。ジンビューワーでＭＮＮをのぞくことがあるので映えい画がというもの自体は知っているが、ランバルト人の習しゆう慣かんにそれを理解することは含ふくまれないからだった。
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　数日後、剛士たちはワルキュラ郊外の演えん習しゆう場じようを訪おとずれていた。第二次セントール会戦のシーンが撮影される予定だったからである。ワル映側からも総そう帥すい閣かつ下かの御ご訪ほう問もんは宣せん伝でんになるので是ぜ非ひとも、と頼たのまれたからでもある。本当なら剛士のような立場の人が宣伝に協力するのはまずいのかもしれないが、スフィア以下全員に『いきましょういきましょう』と合唱されたのではどうにも仕方がなかった。

　演習場には大軍が集結していた。武ぶ装そうを調えて整列したゴブリンやトロルたちの軍勢──そして、人族の軍勢。この映画のために準備された『大軍』である。

「すごい数だね」剛士は感心した。

「一部は本物です」アーシュラがこたえた。「しかしほとんどはエキストラで、ランバルト軍はすべてそうです。軍事アドバイザーとして亡ぼう命めいしてきた元ランバルト軍人を雇やとっているそうですが」

「ああ、閣下、閣下、これはこれは」テングーが転がるように駆かけ寄ってきた。「お出で迎むかえもできませんでどうもどうも、現場につきものの問題が起こりましてその調整で。本日はお越こし頂いただいてまことにありがとうごさいます」

「脚きやく本ほん、直したんだって」いささか警戒して剛士はたずねた。

「脚本。それはもう。閣下のご希望どおりな天抜のシーンはこれはもうばっさりと。いえいえもちろん脚本家も監かん督とくも納なつ得とくしております。戦争スペクタクルとしてはかえってすっきりした、と俳はい優ゆうやスタッフの評ひよう判ばんも上々で」

　戦争スペクタクル。なんか企画が変わってるなとおもいつつ剛士はうなずいた。

「そういえば、タイトルも決まったとかリアがいってたけど」

「タイトル。はいはい決まりました。『剛士君（17）の戦争』これで決まりでございます」

　剛士は一いつ瞬しゆんだけイヤそうな顔になった。自分の名前がそういうことに使われるのが気に入らなかったのである。しかし、魔族をきちんと扱う話であれば文句はつけない、と約束した手前、いまさらなにもいえなかった。

　テングーは揉もみ手をしながらいった。

「それでは閣下、よろしければ俳優たちのところへいらしていただけませんか。その、記念撮影などを」

　ためらうこともできなかった。サイン帳をかかえてそわそわしていたスフィアがまいりましょうまいりましょうと背中を押したからだ。剛士は苦笑いを浮かべながら魔ま王おう領りよう総帥の訪れを待っている人々の方へ向かった。

　……30分後、俳優たちとの記念撮影を終えた剛士はカメラの後方にしつらえられた観覧席でぐったりとしていた。

「どうかなさいまして、剛士様」頬ほおをバラ色に染そめたスフィアがたずねた。いうまでもなくご機き嫌げんである。憧あこがれていた俳優のサインとメッセージをもらえたからだ。

「あのさ」剛士はいった。「僕の役をやってる人」

「ウザーク・マツタですね！」スフィアは夢ゆめ見みる少女の瞳ひとみになった。「スマートなのにワイルド！　それにあの傷きずつきやすい少年のような瞳！　はぁ……」

「いやそのスフィアの趣しゆ味みはいいんだけど」剛士は溜ため息いきをついた。「あの人の身長、２メートル近くあったよ。おまけになんか凄すごく恰かつ好こういいし……僕に全然似にてない」

「格好よければそれでいいのです」スフィアはきっぱりといった。

　ぐったりとした剛士はうめいた。

「ま、いいけど……参さん謀ぼう総そう長ちようが男になってたね」

「よろしいのです、それで」今度はアーシュラがこたえた。「映画の場合、ヒロインを一人にして観客の注目を集める必要があります。それに、参謀総長役を演じているのは」

　スフィアが叫さけんだ。「ケイ・ズワット！　渋しぶい、渋かったぁ」

　うんうんとアーシュラはうなずいた。

「そのとおり。閣下、男というものはジェームス・コバーンか宍しし戸ど錠じよう、でなければリチャード・ウィドマークか成田三み樹き夫お、さらにいえばトニー・カーチスか山城新しん吾ご、でもってアーネスト・ボーグナインか金子信雄でなければいけないのです」

「うう、古すぎてほとんどわかんない」剛士はさらに呻いた。アーシュラが実はものすごく偏かたよった趣味であることにはむろんまったく気づいていない。

　アーシュラの顔が真剣になった。「総帥たるお方がなんと情なさけない！　まるでレンタルビデオ店で戦争映画とアニメとＳＦの棚たなをのぞいたあと妙みように周囲を気にしながらＡＶコーナーのカーテンをくぐる人ではないですか、それでは！　いいですか、たとえ閣下の故郷ふるさとでもさまざまな映画を楽しむことは可能なのです。普通のレンタルビデオ店にも旧作は置かれていますし、安売りのＤＶＤを加えるとさらに増ふえます。ケーブルや衛星の映画チャンネルまで含ふくめるなら、ビデオ化されていない作品も……」

「あ、アーシュラ、ちょっとノリが」

「本編ではないので少しぐらいキャラが違ってもかまいません」アーシュラは堂々といい切った。

「うむうむ」先ほどまでスタッフに戦せん闘とうシーンの演えん出しゆつを根掘り葉掘り質しつ問もんしていたフィラがいった。「イロイロ質問してみたのだが、なかなかよく考えてあったぞ。もちろん、ドラマ部分とのつなぎもな。少なくともただ金をかけただけの空くう疎そな戦闘シーンがだらだら続いたあげく陳ちん腐ぷなおセンチで安い感動を強要する『プライべート・ライアン』のような田舎いなか芝しば居いにはならん。アレはひどかったからな」

「評判……良かったんじゃなかった？　ぼくは見てないけど」剛士はなぜかあたりを気にしながらたずねた。「戦闘シーンがリアルだとか、軍装とか兵器の再さい現げんがいいとか喜んでる人がいるんでしょ？」

「リアルな戦闘シーンや正せい確かくな軍装や本物の兵器がそんなに好きなら記録フィルムでもみていればいいではないか」フィラは剛士のどこかのだれかへの気き遣づかいを無視し、真っ向から罵ば倒とうした。「重要なのはそれが映画総体のなかで果たす役割だ。『プライベート・ライアン』にそれは皆かい無むだ！　考えても見ろ、冒ぼう頭とうのスプラッター物じみた演出のノルマンディ上陸パートがなくても映画として成立してしまうのだぞ！　リアルさでいくならウィリアム・Ａ・ウェルマン監督の『戦場』でも見み倣ならえというのだ」

「まさにそのとおり！」おでこぴかぴかに丸眼鏡めがねで三つ編あみのマニアック美少女に変身した玉藻が火に油を注いだ。「大作戦争映画だから、というなら『遠すぎた橋』、戦闘シーン重視の近作ならば『ブラックホーク・ダウン』あたりと比くらべないと。だいたい、主人公側が勝たない戦争映画つまらない、などと平然とほざける輩やからが映画好き面づらしているのが気にくいませんわ！　それじゃあなに、主人公がフラレて終わる恋れん愛あい映画は駄だ作さくなの？　主人公が警官に撃うち殺されるギャング映画はつまらないの？　ああもう、本当に腹はらが立ってきた。自分がその程度の粗そ雑ざつな神しん経けいの持ち主だと明かしていることにすら気づいていないことに──死し刑けいです、閣下。国家百年の計のため、即そつ刻こく捕ほ縛ばくしてすぐに処刑しましょう！　ていうかこれから呪のろいをかけにいってきます！　作家で映画についてぶつぶついいたいならねちっこい自じ我が爆ばく発はつの嫌いや味みのなかに七割方の真実が光ってるおかげでだれも滅めつ多たに反はん論ろんできない小林信彦を見習わんかぁぁぁぁ！」

「いやまあ、あはは、く、詳くわしいね、二人とも」

「ほめられると照れるな」もちろんフィラは剛士の真意にまったく気づいていなかった。「気合いの入った戦争映画でドラマもいいとなればアレだ、魔王領に来てから観みたのだが『戦争のはらわた』でもいいぞ。あれはいい。特に最後の場面でプロイセン将しよう校こうの誇ほこりをみせるためロシア兵に向かってゆくマクシミリアン・シェルに濡ぬれた」

　剛士はおずおずとたずねた。

「僕も天抜にいたころビデオで観たけど……ストランスキー大たい尉い役の人でしょ？　……悪役じゃなかった？」

「いけませんわ、閣下！」玉藻が叱しかった。「自分の名めい誉よだけを考えていたエゴイストが絶ぜつ体たい絶命の場面で人間としての普ふ遍へん的な誇りに基もとづいた行動をとるのです！　たとえＭＰ40サブマシンガンが装そう弾だん不良をおこしたとして、それがなんだというのです！　結果ではありません、大事なのは意い志しと行動です！　あれこそロマン！　サム・ペキンパーの描えがく漢おとこのファンタジーです！　真の主人公はストランスキー大尉なのです！　スタイナー軍ぐん曹そうにあこがれてるうちは子こ供どもです、子供！」あきらかに目がイッていた。どうやら玉ちゃん、アメリカの漢臭くさい映画も好きらしい。「もちろんペキンパーには他にもいい作品がありますけど、わたしのお勧すすめは『ガルシアの首』！　死んでしまった男の首をめぐる争いに乗りこんでゆく場末のバーのピアノ弾ひき！　ウォーレン・オーツ様最高！　ちなみにウォルター・ヒル監督の『ロング・ライダーズ』もペキンパー主しゆ義ぎが爆ばく裂れつしてます！　職人監督がイタダキの限かぎりを尽つくしたあげく本家を超こえてしまったという奇跡のＢ級！　これぞオマージュの精せい髄ずい！　ああもう、スピルバークやルーカス観て感動しましたなんてほざいてる連中などみんな壁かべに並べちゃえばいいんですわ！　ちなみにこれはすばらしい変へん態たい作品『ピンク・フロイド／ザ・ウォール』映画版のネタです」

　玉藻の大演説を聞き流しながら剛士はさらに大きな溜息をついた。そういえばリアはどこだろうと見回すと、いたいたいました、さきほどまで脚本のカッサーラと掴つかみ合いの喧けん嘩かをしていたゼンジー抜作の膝ひざにのってなにごとか話し合っている。演出について意見を交こう換かんしているらしい。

　剛士は寂さびしくなった。映画館では子供のころにアニメやゴジラ映画をちょこちょこ、テレビでは時間がある時適てき当とうに、という程てい度どしか映画を観たことがない彼にはついていけない世界だった。

（今度から、ヒマを見つけてもう少し観てみよう）

　とおもった。自分の周囲にいる女性たちをもっと理解できるようになるためだけでも観る意味があるに違いなかった。

　とまあ、剛士が今回もっとも主人公らしいことを考えていたその時──少し離はなれていた場所で待機していたエルフの将校が彼の方へと駆かけてきた。俳優ではない。剛士が外出する場合、護ご衛えいとして常つねに同行する親衛総帥護衛大隊の将校である。

「なにか」さっと表情を引き締しめたアーシュラがたずねた。将校は彼女にそっと耳打ちする。ヴァンピレラ・ビューティは一いつ瞬しゆんだけ牙きばを剥むきだした。すぐに、剛士へ伝える。

「閣下、未み確かく認にん飛行物体の集しゆう団だんを捕ほ捉そくしました。おそらく大隊規き模ぼです。こちらへ向かっています。付近を飛行中の友軍はありません。その点は確認済ずみです」

　聞かされた途と端たん、剛士の中からたそがれた気分が消え去った。すぐに頭が熱くなりだした。久ひさしぶりに戦争以外のことであれこれ考えていられたのは彼にとっても（たそがれたにしろ）気楽な時間だった。それを邪じや魔まされたことに腹はらが立った。

「ランバルト軍だ」剛士は断だん定ていした。「魔ま都と防ぼう竜りゆう戦隊をすぐに出撃させて。全力で」

「大魔ま城じようへ戻もどりましょう、ここは危き険けんです」やはり表情を厳きびしいものに変えたスフィアが進言した。さきほどまでの、俳優のサインをもらってきゃあきゃあ騒さわいでいた彼女とは別人だ。

「いや、ここにいる」剛士は却きやつ下かした。「ここにいるのは民間人がほとんどだ。それに彼らは僕の映えい画がを撮とっている。逃にげることなんかできない。イロイロな意味でまずすぎる──ともかく、投入可か能のうな戦力すべてで迎げい撃げきして」

　剛士は立ち上がった。動きがあったことに気づいて駆けてきたリアを抱だき留とめる。

「お兄ちゃん、戦争？」

「うん」剛士は済すまなそうにうなずいた。「でも、逃げる必要はないから。ドラゴンがすぐに飛んでくる。テングーさんたちに危険はないからって伝えておいて。それから……僕は敵を追い返すまでここから動かない、とも」

　リアはまんまるな目で剛士を見上げ、にっこりと笑いつつ敬けい礼れいを捧ささげた。

「いえっさー、総帥閣下マイン・フユーラー！」

　晴れ渡った冬空に染しみのようなものが見え始めた。エキストラたちがどよめく。スタッフたちがあちこちに連れん絡らくをとりはじめた。駆けていったリアがテングーやゼンジー抜作に説明している。聞き終えたテングーとゼンジーは剛士へ向き直り、深々と腰こしを折った。剛士は軽く手をあげて応おうじた。

　空の反対側からドラゴンたちの啼なき声が響ひびきはじめた。スタッフに怒ど鳴なるゼンジーの声が聞こえた。

「モノホンの戦争じゃあ、キャメラ回せぇ！　こりゃええシャシンになるぞぉ！」

　……結局、映画にかかわっちゃったな、と剛士はおもった。
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　ペガサス空中騎き兵へいの威い力りよく偵てい察さつ隊が短時間で撃退されたことについてのマリウクス要よう塞さい首しゆ脳のう部ぶからの報ほう告こくは、三日ほどしてランバルト王都ウルリスへ届いた。その意味について深く考えたのは捕ほ虜りよにした魔王、田中さんと悦えつ楽らくのエロ同人誌し制作に浸ひたっている国王フェラール三世ではもちろんない。ランバルトの軍事戦略を裏り面めんから操あやつっている金きん髪ぱつ碧へき眼がんでぱっつんぱっつんの美少女、シレイラ王女であった。

「んふー」周りに余よ計けいな連中がいないので猫ねこをかぶる必要がないシレイラはソファにでーんとひっくりかえり、そろそろ先の見えてきたグラビアアイドル並なみの開かい脚きや姿くし勢せいで報告書に目を通していた。

「どう考えるべきでしょうか」シレイラの側近中の側近である謎なぞめいた美女、ミランがたずねた。損そん害がいを最低限に抑おさえるよう命じられていたためじっくりと偵察できたわけではなかったが、それでもある程度の情報はもたらされていたのである。

「装備の良い部隊数万が集結していたが訓練はまったくなっていなかった……」シレイラは呟つぶやいた。ふんっ、と勢いきおい良く起き上がる。勢いが良過ぎたためドレスのどこかが破やぶれる音が響く。もちろん彼女がそんなものを気にするはずもない。

「あのちんちくりん、どこまでもやるつもりね」シレイラはいった。「予よ備び役えきだの新兵だのを一日もはやく戦えるようにしたいのよ」

「すると……」ミランがうかがうようにつぶやいた。

　シレイラは不ふ敵てきな笑みを浮かべていった。

「ええ、しばらくは攻撃をかけてこないわ。ただし、来年の攻勢は少し大変になるでしょうけれど──いいじゃないの。どのみち戦争なのよ」
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　完成した映画は剛士にとって赤面ものだった。なにしろ、自分とは似にても似つかぬハンサムな俳はい優ゆうが、口にした覚えのある言葉を（もちろん恥はずかしくて絶対口にできないものも）喋しやべりながら大活かつ躍やくするのである。戦せん闘とうシーンもなかなかリアルだったし、俳はい優ゆうたちの演えん技ぎもおしなべてノリがよかった。さすがに、映画の中の自分とスフィアのラブシーンは（なにしろそこまで到とう達たつしていないので）観ていられなかったが、全体としてはおもしろい映画だった。田中さんの出しゆつ陣じんシーンでは涙なみだがにじんだほどである。

　映画を大いに楽しんだ招しよう待たい客たちからの拍はく手しゆを浴びながらワルキュラ大劇場を出た剛士は、大魔城に戻るフライング・カーペットの上でリアに話しかけられた。

「お兄ちゃん、あれ、絶対にヒットするよ」

「ああ、うん、だったらいいね」

「きっと続編の話も」

「続編？」

「うん！」リアはにぱっと笑った。「一本当たりがでたら同じネタで骨ほねまでしゃぶるのがあの業界だから、絶対にそうなるよ！」

　剛士は溜ため息いきをついた。そういえばIIやのつく映えい画がっていっぱいあったなぁ、と天抜にいたころ観た映画をおもいだす。そのうちポルノだって造つくられてしまうかもしれない。

　が、もう文もん句くをつけるつもりはなかった。結局は戦争と同じだとわかったからだ。戦える限かぎりは戦う。本物の戦争をたたかわねばならない魔族たちの気分転てん換かんになるならば、別に何を撮とられてもいい──いっそ、反戦映画でもかまわない。

　すでに映画のことは剛士の頭から消えかけていた。彼が考えていたのは、この間のロケをいち早く察知したランバルト軍の情報収集能力と、ペガサスを簡かん単たんに追い払はらったドラゴンたちの戦闘力の高さだった。特に後者をうまく使えば、ランバルトに、それも今年のうちにもう一度ショックを与あたえられるのではないか、とおもえてならなかった。

　魔王領総帥の表情が変わったことに気づいた女たちは彼を静かに見つめた。ちんちくりんの、見かけは全然良いところなしの少年。しかし、いまの彼は彼女たちが頼たよりにすべきただ一人の漢おとこだった。どんな俳優でも演じることができないほどに……漢そのものだった。心から従したがうべき魔王領総帥以外の何者でもなかった。



──剛士君の戦争、その新しい段だん階かいの始まりである。



    

  
    
      
　あとがき（ピンポイント爆撃版）






　どうしても、毎度ありがとうございます。豪屋です。

　で、えーとですね。またやってしまいました。なにかっていえばアレです。分量が一冊ではおさまらなくなりました。という次し第だいで五、六巻は時間的には連続したお話になります。でもまあ、五巻だけでもお楽しみいただけるかとおもいます。つーか楽しんでいただければ、とちまちまといじりました。よろしくお願いいたします。



　それにしてもまあ、物ぶつ騒そうな世の中です。本物の戦争です。軍ぐん靴かの響ひびきが聞こえてくる、どころではありません。イラクがあの騒さわぎで、北朝鮮に至いたっては……というトコロです。そんな現実の下で損そんな性格の人が戦いの中で成長しなければならなくなる話を書いているとあれこれ似合わないことを考えたくもなります。

　たとえば、最近はアメリカの評判が悪いです。イラクを強引に叩たたき潰つぶそうとしたり、北朝鮮にニラミを効きかせたり、やりたい放題な感じに見えます。ま、日本の場合、ことに北朝鮮がらみでアメリカにおんぶに抱っこなので、以前ほどアメリカ叩きの世せ論ろんが形成されるわけではありませんが、『なんかあいつら気に入らない』と感じている人はそれなりの数になるのではないか、とおもいます。

　ならばどうして反米世論が日本で強まらないか……というのが興味深いところです。要するにアレ、とんでもなく重い現実が誰の目にも明らかだからだとおもわれます。はっきりいってしまえば、三八度線の向こうから日本に向けられている１００発ほどのミサイルをアメリカ軍の爆撃で潰してもらわなければならないからです。日本自身にそれを破は壊かいする力がないからです。お気楽なことを口にしているだけでは、日本が、自分自身が攻撃される危険を取り除けないからです。人間、銃口向けられている時にウソ臭くさい御高説を唱えることはできない、ということでしょう。できるのは──ただ怯おびえ泣き叫んで撃ち殺されるか、自分も銃を抜いて先に相手を撃ち殺すか、のどちらかしかありません。もし仮に、日本がごってりと核兵器（反応兵器）を保ほ有ゆうし、日本に対する攻撃が自国の消滅を意味すると世界中に受け入れさせていたら……はは、おそらく、日本の朝野には反米世論が満ちあふれていたでしょう。平和というのは相対的なものに過ぎない、ってところでしょうか。

　でまあ、考えてみればＡ君はずっとそんなことをやっています。戦わなければ首でも吊つるしかない、という立場だった小野寺剛士が異世界に飛ばされて、それをさらにスケールアップさせた行動をとっているわけです。

　もちろん、彼の人としての根本はさほどの変わりはありません。小野寺剛士はいまだに彼自身であり、Ａ君（17）としての要素をたっぷりと持っています。おそらく一生その点は変わらないでしょう。

　ですが、様々な経験が彼をして立ち止まらせないことも確かです。前巻の展開からおわかりのとおり、小野寺剛士は自じ我がを確立させる際にもっとも重要な要素を認識してしまいました。

　自分の意思で選び、捨て去ることです。目的を達成するためであればそうすることを怖おそれない（苦しみはする）、という態度です。なんかおファンタジア的ノーマル主人公では全然ない気もしますが、まあＡ君シリーズそのものがおファンタジア的ノーマルの極北でのたくっている感じもするのでいいんじゃないかとおもいます。少なくとも剛士君は銃口を向けられてただ泣いているような奴やつではありませんし、女の子に取り囲まれて性欲のカケラも抱かない根性無しでもありません。生き残るためには誰かを殺す人で、機会があればいいことしたいと心から願っている人です。要するに英雄や聖人ではなく、たまたま必要とされる能力を備えていた普通の人ということなんですが、まあ、彼はその意味でもＡ君なのだ、といえます。家では優しいお父さんが会社ではえげつない仕事ぶりで知られていたりするのと同じです。人間、生き残るためには狂わなければならない瞬しゆん間かんもあります。

　というわけで徐じよ々じよに覚悟を決めつつある剛士君、今後はいよいよ性しよう根ねの座ったＡ君として動きはじめます。彼が生き残り、そして魔王領と魔族たちを生き残らせるために、平和主義者からみれば悪魔のようにも見える所しよ行ぎように自分の意思で手を染めてゆくことになるでしょう。果たしてその先で彼が見いだすものとはなにか──というところで、次回もよろしくお願いいたします。六巻『すべてはふるさとのために』は近日刊行の予定。血ち塗まみれです。



豪屋　大介



    

  
    
      Ａ君くん（17）の戦せん争そう　５

すすむべきみち
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